塔 王 


海 野 十一 


怪 老人 


怪塔 王と いう 不思議な 顔 をした 人が、 い つ ごろから 

きたの か、 それ は 誰も 知りません。 

かずひこ  きょうだ い 

一彦と ミチ 子の 兄妹が、 その 怪塔王 を はじめてみ 

たの は、 ついこの 夏の はじめで ありました。 

くじゅ ラ くり はま 

そこ は 千葉県の 九十 九 里 浜と いうたい へん 長い 海べ 


りで ありました。 一 彦は 中学の 一 年生で あり、 ミチ 子 

は 尋常の 四 年生でした。 二人 は 夏 休が はじまる と、 

まもなく この 九十 九 里 浜へ まいりました。 

二人 はたい へん ふしあわせな 兄妹で、 小さい ときに 

ほむら そうろく 

両親 をう しないました。 そのの ち は、 帆村荘 六と いう 

年の わかいお じさんに ひきとられ、 そこから 東京の 学 

校に も 通わせて もら つ て いました。 

帆村荘 六と いうと、 ご存じの かた も あるで しょうが、 

有名な 青年 探偵です。 帆 村 探偵と いう 名 は、 きっと ど 

こかで お聞きに なった でしよう。 荘六 おじさん は 機械 

のこと に なかなか くわしい 人です。 理 学士 だそう です 


からね。 

荘六 おじさん は、 夏 休 をむ かえた 兄妹 を、 この 九十 

九 里 浜に ある 別荘へ 遊びに やってくれ ました。 

九十 九 里 浜 は、 なかなか 景色の いいと ころです。 そ 

して 実に ひろびろとした ところで、 さびしい くらいの 

ものです。 

怪塔 王に 出会った の は、 一彦と ミチ 子が ここへ きて 

から、 二三 日の ちの ことで ありました。 兄妹が、 波う 

ぎ わ 

ち 際で、 貝 がら を ひろって 遊んで いますと、 うしろで 

ざく り ざく りと 砂 を 踏む 音が する ではありません か。 

「だれかし らん」 


と、 うしろ を ふりかえって みると、 背の ひよ ろた か 

い 一 人の 老人が、 腰 を 曲げて よぼよぼと 歩いて いきま 

す。 肩に は 何が はいって いるの か、 大きな 袋 をし よつ 

て いました。 

一 彦は、 そのと き 下から 老人の 顔 を ちらと 見上げ ま 

したが、 おやと 思いました。 なぜと いえば、 その 老人 

の 顔が いかにも 奇妙な 顔だった からです。 
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砂の 上 を ざくざくと 歩いて ゆく 老人の 顔が、 たいへ 


ん 奇妙だった といい ましても、 決して こわい 顔 だの、 

おそろしい 顔ではありません。 

いや、 むしろお そろし いの 反対で、 ずいぶん 滑稽な 

顔な のです。 それ は、 よくお 祭のと きな どに、 つくり 

舞台の まんなかへ 出て きて 滑稽な こと を やって ひと を 

笑わせる ひょっと こだの、 汐 ふきだの というお かしい 

面 を かぶった 者が あります が、 そのうち であの 口のと 

ん がった 汐 ふきそつ くりの 顔 をして いたのです。 

(あは はは、 おかしい な) 

と 笑おうと した 一 彦 でした けれど、 老人 を 笑う なん 

てよ くないと 思って、 あわてて 笑 を かみころしました 


汐 ふき 顔の 老人 は、 なんにも 気がつかな いという 風 

に、 兄妹のう しろ をと おりす ぎました。 そして どこ ま 

で 行く のか、 袋 を 肩に かつ いだ まま とぼとぼと 浜づた 

いに 向こうへ い つ てし まいました。 

「ミチ 子、 いまのお 爺さんの 顔 を 見た」 

「ええ 見た わ。 口が 狐の ように とんがって、 ずいぶん 

おかしかった わ。 兄さん も 見た の」 

「うん、 僕 も 見た とも。 笑いたくて ね、 それ を こらえ 

るのに とても 困つ ちゃった よ。 あは は」 

「お まま ま - 

ま ね 

「ミチ 子、 ちょっと 兄さんが 真似 をして みせよう か。 


ほら、 こんな 具合に  」 

と、 一 彦がロ をと がらせ、 腰 を 曲げて よぼよぼと 老 

人の 通った 砂の 上 を 歩いて みせます と、 ミチ 子 はおな 

力 力 

か を 抱えて、 ほほ ほほと 笑い 転げました。 

ミチ 子 は あまり 笑いす ぎて、 息が できない くらいで 

したが、 そのうちに 兄の 一彦が あまり 静かに している 

ので、 はっと 思いました。 

「兄さん、 どうしたの」 

一彦 は 返事 もしないで、 腰 を かがめて じっと 砂の 上 

を 見つめて います。 

「ミチ 子、 来て ごらん。 変な ものが —— 」 
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「ミチ 子、 来て ごらん。 変な ものが —— 」 

という 一彦の 声に、 ミチ 子 はいきな り 胸 をつ かれた 

ようにび つくりし、 兄の そばへ とんで ゆきました。 

「ほ— ら、 こんな ものが 落ちて いる」 

と 一 彦が 指さす ところ を 見る と、 砂の 上に 妙な 形 を 

かぎ 

した 鍵が 一 つ 落ちて いました。 

「あら、 鍵ね」 

鍵に はちが いないが、 普通の 鍵の 十倍ぐ らい 大きい 


ようでした。 色 はまつ くろで、 鍵の 切り こんだ 牙み た 

いなと ころが、 まるで 西洋のお 城の 塔の ような 形 をし 

あや  にぎ 

ています。 その上 怪し いのは、 その 鍵 を 握る ところに 

ついている 彫り ものです。 それ はよ く 見る と 猿の 頭の 

形に なって いました。 その 彫刻の 猿 は、 大きな 口 を あ 

いて、 上目で 空の 方で も 眺めて いるよう な 恰好 をして 

レます 

一彦 は、 その 鍵が たいへん 気に入つ たと 見えまして、 

い つまで も 砂地で その 鍵 を もて あそんで いました。 

ところが そこへ、 ばた ばた と龃 けて きた ものが あり 

ます。 みると 外ならぬ 例の 汐 ふきの ような 顔 をした 老 


人でした。 

老人 は、 あたり を きょろきょろ 見 まわしながら、 一 

彦と ミチ 子の 前まで きました。 

「お 子供 衆、 このへんに 猿の 鍵が おちて いやしな かつ 

たかな」 

と、 ふくみ 声で たずねました。 

「おじいさん、 これです か」 

と、 一彦が 砂の 中に 埋めて あった 鍵 を 出して みせ ま 

すと、 

「おお、 これ じゃこれ じ や」 

と、 一彦の 手から ひったくる ように 鍵 をと ると、 お 


礼 もい わずに 元き た 道へ 走り去りました。 

「兄さん。 あのお じいさん、 とても 変な ひとね。 あり 

がとうと もい わなかった わ」 

と、 ミチ 子が 怒った ような 声で いいました。 

一 彦は ただ 一 言 「うん」 とこた えた まま、 老人の 

うしろすがた 

後 姿 を じっと見 つめていました。 その 顔に は、 ただ 

ならぬ 真剣な 色が うかんで いました。 

怪事件 


九十 九 里 浜の 沖に、 一大事 件が あつたの を 一彦と ミ 

チ子 とが 知った の は、 その 翌朝の ことで ありました。 

一大事 件と は、 一体 どんな ことだった でしよう か。 

あわじ 

軍艦 淡路 —— といえば、 みなさん も、 すぐ、 ああ あの 

最新式の 戦艦の ことかと おっしゃる でしよう。 そうで 

す、 軍艦 淡路 は、 帝国 海軍が 世界に ほこる 実に りっぱ 

こうし. 4 ラ 

な 戦艦であります。 工廠 で 作り あげられ、 海 を はし 


るよう にな つ てから まだ 一 箇月に もな りません。 いま 

までの 戦艦と はちがつて、 たいへん スピ ー ドが 早く、 

これまでの 戦艦と は 全くち がった 不思議な 形 をして い 

ようさ い 

ました。 まるで 要塞が 海に 浮かんだ ような 恰好 だと、 

誰かが いい ましたが、 そのと おりでした。 

その 軍艦 淡路 が、 昨夜 九十 九 里 浜の 沖で、 どうした 

あさせ 

わけ か 進路 を あやまって、 浅瀬に のりあげて しまった 

のです。 

いくら 大きな 最新式の 軍艦で も、 浅瀬に のりあげる 

と は 変な ことではありません か。 

航海 長 は、 決して あやまち をした 覚えがない といつ 


てレ ます 

ただ 不思議な ことに、 九十 九 里 浜 沖 を 走って いた 軍 

艦淡路 は、 いつの 間に か 陸の 方へ ひきよせられ、 そし 

て 変 だな と 気がついた とき は、 もう 遅く、 浅瀬に のり 

あげてし まってい たのです。 それから 先 は、 機関 を ど 

ん なにう ごかして みても、 びくと も 艦 は ゆるがず、 そ 

のうちに 軍艦の 底の 割れ目から 海水が はいつ てきて、 

へさき  かたむ 

大きな 艦 体 は、 舳を 上に して 傾いて しまいました。 

これが 夜中の 出来 ごとな ので、 その さわぎと いった 

ら大 へんで ありました。 村の 人々 は 軍艦 淡路の ふきな 

らす 非常 汽笛に 目 を さまして、 すぐさま、 まっくらな 


浜べ にかけ つけた そうです。 そのと き 軍艦 は 探照灯 を 

つけ、 空に むけて しきりにう ごかして いたと いいます _ 

一彦と ミチ 子と は、 ぐっすり 眠って いて、 朝になる 

まで それ を 知らな か つたので す。 
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一 彦と ミチ 子 は、 昨夜の 怪事件 を 知る と、 驚きの あ 

まり、 朝御飯 もた ベないで 浜べ にかけ つけました。 

「あつ、 あれが 軍艦 淡路 だ。 すごい な あ」 

「あら、 あんなに 傾いて いる わ。 兄さん、 あの 軍艦 は 


沈み はしない かしら」 

「さあ、 どう だか。 誰かに 聞いて みょうよ、 ミチ 子」 

兄妹 は、 浜べ にあつ まった 人た ちの 間 をぬ つて、 誰 

か 事件に くわしい 人 はいない かしらと さがしまわり ま 

した。 すると、 そのと きボ —„ ^が 浜べ について 中から 

水兵さん が、 どやどやと 下りて きました が、 そのうち 

まわ 

の 一 人が、 警戒に 来て いるお 巡りさん のと ころへ やつ 

てきて、 話 を はじめました。 

「警官、 藁む しろ は 集りそう です か」 

「ここの 村で は、 水兵さん が 申し出られた ほど は集リ 

ません が、 その 半分ぐ らい は 集りそう です。 のこりの 


半分 は、 いま 方々 へ 人 を 出して 集めて いますから、 心 

配 はいりません よ」 

「そうです か。 早くしても らいたいです ね。 潮 はこれ 

からどん どん 引く そうだから、 軍艦 はます ます あぶな 

くなります」 

「水兵さん、 一体 どうして あんな ことにな つたんで す 

航海 長の 失策です か」 

「いや、 そんな こと はない。 全く 不思議と いうより ほ 

か はない のです。 いつの 間に か、 あの 大きな 艦 体が 陸 

地へ ひきよせられ ていたと いう わけです。 まるで 磁石 

くぎ 

に 吸いよ せられた 釘の ような わけです よ」 


「変な ことです ねえ」 

「変な ことと いえば、 もっと 変な ことがあ るんで す」 

「えつ、 もっと 変な ことがあ るんで すか」 

とお 巡りさん は、 びっくり 顔色 を かえて 水兵さん の 

おもて 

面 を 見つめました。 

まつ ましら 

「そうです。 さらに 変な ことと いうの は、 軍艦の 檣 

が —— これ は 鋼鉄で できて いるんで すよ。 それが 一部 

と  あめ 

焙 けて、 飴の ように 曲って いるんで す」 
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遭難 軍艦の 檣が、 どうした わけ か 飴の ように 曲って 

いると いう 水兵さん の 不思議 そうな 話に、 一 彦と ミチ 

子が 眼 を あげて 沖 を 見る と、 なるほど そのと おり、 後 

部の 檣が、 まん 中から 飴の 棒 を 曲げた ように 曲って い 

ました。 

「風が 吹いた わけで もない のにです ねえ」 

と、 お巡りさんが 水兵さん に 話しかけ ますと、 

「じょ、 冗談じゃありません よ、 警官。 あれ は 鋼鉄の 

柱です から、 風が 吹いた くらいで 曲る ものです か」 

「なるほど、 それ もそう です ね。 これ はどう も 訳が わ 

からない ことにな つた」 


さじ 

お巡りさん もとうと う 匙 を なげだして しまいました。 

そのうちに、 空の 一 方から 飛行機の 爆音が 聞え てき 

たと 思う うちに、 南の 方から 六 つ の 機影が ぐんぐん 近 

づ いてきました。 

「ああ、 偵察機 だ。 勇ましい な あ」 

と、 一 彦 はもう 大喜びです。 

偵察機 は、 三 機ず つ 二 組の 編隊 を 作って いました が、 

やがて 傾いて いる 軍艦 淡路 のま 上まで くると、 ぐるぐ 

まわ 

る 廻り だしました。 機上から 空中写真 をと つてい るの 

でありましょう。 

それから 暫くす ると、 中の 二 機 は 機首 を かえして 


どんどん ひきかえして いきました。 

あとに は 四 機の 偵察機が、 はなればなれ になって、 

九十 九 里 浜の 上空 を、 いつまでも ぶんぶん と 飛び まわ 

るので ありました。 

「はは あ、 上空から このへん 一 帯 を 警戒して いるの だ 

よ」 

「兄さん、 たいへんな ことにな つて 来た わね え」 

ミチ 子 は 目 を まるくして、 一彦の 腕 をし つかと おさ 

えてい ました。 

しかし、 まだ この 浜べ のさ わぎ は、 ほんの 始 りだつ 

たのです。 おひる ごろに なると、 どこから 来たの か、 


駆逐艦 だの、 変な 形 をした 軍艦と も 商船と も わからな 

せき 

い 船 だのが、 およそ 十隻 ほど も 集って きて、 沖 はな か 

にぎ 

なか 賑やかに なりました。 


帆 村 探偵 


さわぎ はます ます 大きくな つて、 午後に なると 陸戦 

隊がボ ー トに のって、 浜べ にっきました。 そしてた だ 

ちに 警戒に つきました。 

ざしょ ラ 

沖合に は、 坐礁した 大戦 艦 淡路が 傾いて おり、 その 

まわりに は 大小 いろいろな 軍艦が ぐる つと とりまき、 

しつ ぼ  ぬ 

空に は 尻尾 を 赤く 塗った 海軍の 偵察機が 舞い、 それ を 

背景に して、 浜べ に は 陸戦隊が 銃剣 を きらめかして 警 

戒 をして いるので す。 

しずかな ほんの 漁村に すぎなかった この 海べ の 村 は、 

一 夜の うちにた ちまち 姿 を かえて、 まるで 戦場の よう 

なさ わぎに な つ てし まいました。 


「おお 一彦 君に ミチ 子ち やん じ やない か。 どこに 行つ 

たの かと 思 つ て、 おじさん は 心配して いたと ころ だよ」 

そういう 声と ともに、 兄妹の 肩 を やさしく たたいた 

人が ありました。 

「あつ、 帆 村お じさんだ わ。 おじさん、 いっこ こへい 

らした の」 

「ああお じさん、 とうとう やって来 たねえ。 僕、 なん 

だかお じさんが 来る ような 気がして いたよ」 

「ああそう かそう か」 

おじさん はに こに こ 顔です。 

兄妹のお じさんて、 誰 だか 皆さん 御存じで しょうね。 


あの 有名な 青年 探偵の 理学 士帆 村荘六 氏です。 

ほばしら 

「ねえ、 おじさん。 あの 軍艦が 坐礁したり、 檣が 曲つ 

たこと について は、 なに か 恐し いわけが あるんだろう」 

と、 一彦が 遠慮のない 問 を かけます と、 帆 村 探偵 は 

口 をき ゆ つ と 曲げて、 

「うん、 それにつ いて 君た ちの 力 を 借りたい ことがあ 

るんだ よ。 君た ち は、 向こうの 丘の 上に 建って いる 塔 

のこと について、 なに か 知らない かね」 

といって、 帆 村 ははる か 向こう を 指さし ました。 

「おじさん、 塔って、 どこに あるの」 


2 

「どこと いって、 あの 塔の こと さ。 ここから 大分と お 

いから、 君た ち 気がつかない のか」 

帆 村の 指さす 方 を 兄妹が よく 見ます と、 なるほど 丘 

のかげ に 一 つの 塔ら しい ものが 見えます。 

「おじさん、 あれの こと？」 

「そうだ そうだ。 丁度 軍艦 淡路が 坐礁して いる 丁度 真 

正面になる だろう」 

「おじさん、 あの 塔に なに か 怪しい ことがあ るの」 

「さあ、 それ は 今は问 ともい えない。 そうだ 一彦 君 こ 


こに 双眼鏡が あるから、 これで あの 塔 を 見て ごらん」 

帆 村お じさん は、 ポケットから、 妙な 形 をした 双眼 

鏡 を とりだしました。 それ はは じめ 普通の 双眼鏡に 見 

かたつむり 

えました が、 その 先 を 起す と、 蝸牛が 角 を はやした よ 

のぞ 

うになります。 視 いて 見る と、 小形に 似ず なかなか 大 

きく、 かつ はっきりと 見えます。 

「どう だね、 塔が よく 見える だろう。 誰か 窓から ここ 

を 見て いない か、 よく 気をつけて 見た まえ」 

あまりに も 双眼鏡が よく 見える ので、 一 彦は ただ ぼ 

ん やりと 塔 をみ つめてい ましたが、 おじさんから いわ 

れて 塔の 横腹に 三 段に なって ついている 窓 を 一 つ 一 つ 


て いねい 

丁寧に 見て いきました。 

窓 は 手に とる ように はっきり 見えました。 すると ど 

うでしょう。 一 番 上の 窓に はって ある 紫色の 力 ー テン 

が、 まん 中から そ— つと 左右に ひらかれる のが 見え ま 

した。 

「おや、 塔の 中に 誰かい ますよ」 

「なに、 いるかい。 双眼鏡 を こちらへ お貸し」 

「ちょっと 待って、 おじさん」 

と、 一彦 はなお も 力— テン を 見て いますと、 そのう 

ちに 力— テンの 間から あたり を，， 憚る ように 一 つの 顔 

が あらわれました。 その 顔！ その 奇妙な 顔！ 


「あつ、 あの 顔 だ —— 」 

と、 一彦 はび つくりして 双眼鏡から 目 を 放しました。 

それ は 誰の 顔だった のでし ようか。 
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「あの 顔って、 どんな 顔 だ」 

と、 帆 村 は 一彦の 手から 双眼鏡 をと つて、 すぐ 目に 

あてて 見ました。 しかし 帆 村の 目に は、 一 彦が 見た 塔 

上の 怪人の 顔 は、 もうう つりませんでした。 

「もう 顔 を ひっこめ たらしい。 一彦 君、 どんな 顔 を 見 


たんだ」 

と、 探偵 帆村荘 六に なりきって、 おじさん は 一彦 を 

離しません。 

「おじさん、 それが 変な 顔です。 汐 ふきのお 面みたい 

な 顔です」 

すると ミチ 子 も、 それに 声 を あわせて、 

「ああ、 あの 変な おじいさんの ことなの。 そうだった 

わね。 昨日 ここ を 通りかかった ところ を 兄さんと 一 

しょに 見て 笑った のよ。 だって、 とても 変な 顔なん で 

^9  ij 丄  矛 まま し 

と、 ミチ 子 は あの 口の とびだした 滑稽な 顔 を 思いだ 


して、 おかしくて たまりません。 

「とにかく、 実は あの 塔 を 調べて みろ という その 筋 か 

らの 命令で、 こうして おじさん は、 はるばる やって き 

うち 

たの だ。 じゃあ ミチ 子 は あぶない から、 家で 待って お 

いで。 おじさん は 一彦 君と 一し よに いってみ るから」 

ミチ 子 は、 すこし 不満で したが、 帆 村 探偵が とめる 

ので、 仕方なく 家へ かえってお 留守 をす る ことにな り 

ました。 

怪塔 は、 そこから 一 キロ ほどの 道のりで ありました。 

塔のう しろ はこの 辺に 珍しい 森に なって いて、 また 前 

は 海との 間に 寝た ような 形の 丘が 横たわ つてい ました。 


一彦と 帆 村と は、 たいへん 急ぎ足で いきまし たけれ 

ど、 そこへ つくまでに は、 三十 分 も かかりました。 傍 

に 来て みると、 塔 はます ます 高く、 見る からに 頭の 上 

からおしつ けられる ような 感じの する 塔で ありました。 

「おじさん、 ここに 入口が あるよ」 

「うむそう か。 開く かどう かやって みょう」 

と い いながら、 帆 村 は 注意ぶ かく ゴ ムの 手袋 を はめ、 

ドアの 把手 を 握って おしてみ ましたが、 びくと も 動き 

ません。 
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怪塔王 は、 塔の 一番 上の 部屋の 中に、 どっしりと 据 

えた 肘掛 椅子に うずくまって、 向こう を 向いて います _ 

「あつ はつ はつ。 なに をした つて、 お前た ちに 入口の 

ドアが あいてた まる もの かい。 あつ はつ あつ はつ」 

怪塔王 は、 壁 を 眺めて はから からと 大声で 笑って い 

ま ^9 

そうです、 この 壁に は、 どうした もの か、 塔の 入口 

と 同じ 光景が うつって いて、 その 前に、 帆 村 探偵と 一 

彦 とがう ろうろ している のがうつつ ています。 まるで 

映画が うつって いるよう にも 見え、 また 魔法の 鏡が か 


かってい るよう にも 見えます。 なにしろ 塔の 下の 入口 

の 光景が、 このように 塔の 階上の 室で 見える のです か 

らね。 

あきら 

「あつ はつ はつ。 まだ 諦めよ らんな。 それで は 一 つ 

おどかして くれる か」 

くだ 

そういいながら、 怪塔王 は 机の 上から 長い 管の つい 

た マイクロフォン をと りあげて、 口の そばに 持って い 

くと、 

「おいおい、 なぜう ちの まわり をう ろうろ してい るん 

だ。 はは あ、 鍵穴 をの ぞいた な。 変な まね をして いる 

と、 今に 頭の 上から、 毒ガス を ぶっかける ぞ」 


帆 村と 一彦の 頭の 上から ふって きたの は、 それ は 

われがね 

破鐘の ような 大きな 声でした。 

「これ はかなわん。 おい 一彦 君、 はやく 逃げ るんだ」 

と、 帆 村 探偵 はふ だんに も 似ず、 弱音をはいて 逃げ 

だしました。 

「あつ はつ はつ、 ざまを見ろ」 

怪塔王 は、 なお もから からと 笑いつ づけます。 

怪塔 王と は 一体 何者で しょうか。 しかしと にかく こ 

の怪 塔に、 おどろくべき 最新 科学に よる 仕掛が して あ 

たしか 

る こと は 確 です。 

では、 いま 沖合に 坐礁して いる 軍艦 淡路の 事件と も、 


なに か 関係が あるので はないで しょうか。 それにして 

も あの 勇敢な 帆 村 探偵 は、 なぜし つぼ をまい て 逃げ だ 

したので しょうか。 


砂丘 


帆 村 探偵と 一彦 少年と は、 怪塔 王に どなりつけられ 

ましたので、 一 目 散に 逃げ だしました。 怪 塔から もの 

の 五 百メ— トル も 走った ところに、 砂が 風の ため 盛リ 

あが つて 丘に なつ ている ところ をみ つけました ので、 

二人 はこれ さいわいと、 その かげに とびこみました。 

砂丘の かげから、 後 の 怪塔を ふりかえ つてみ ますと、 

別に 何者 もこつ ちへ 追い かけて くる 様子 もな く 毒ガス 

らしい もの も 見えない ようです。 二人 は ほっと 安心の 

ため 息をつきました。 

「な あんだ、 おじさん は 探偵の くせに、 ずいぶん 弱虫 

なんだ ね。 これ はかなわん、 にげろ にげろ —— などと 


大きな 声 を 出して 逃げる なんて …… 」 

と、 一彦 は 砂丘の かげに 寝ころが つた まま 帆 村荘六 

おじさん を 弥次りました。 

すると 帆 村 探偵 はに やりと 笑 つ て、 

「う ふ ふ ふ、 ずいぶん 弱虫に 見えた ろうね。 それでい 

いんだよ。 あの 怪 塔の 大将 は、 なに か テレビジョンの 

ような 機械 をつ かって、 僕たちが 忍びよ つたと ころ を、 

手に とる ように はっき リ 見て いるんだ。 ところが、 

こ つちに は 向こうの 大将が 見えな いんだから、 喧嘩に 

ならない じ やない か。 あんな ときには、 こっちが 弱虫 

で、 すっかり 腰 をぬ かした ように 見せて おくと、 向 こ 


うは 本当に 自分が 勝つ たんだと 思 つ て 安心す るんだ。 

ねら 

そこで 向こうが 油断 をす る、 そこ を視 つて、 こっちが 

攻めて いく、 どう だ、 いい 考 だろう」 

「へえ ー、 では 帆 村お じさん は、 それほど 弱虫で はな 

いんだね。 そうと は 知らなかった から、 さっき 僕 は、 

がっかりし ちゃった よ」 

帆 村 はまた にやり と 笑いました。 

「さあ、 そこで 一彦 君、 こんど はいよ いよ 怪塔を 攻め 

る 方法 を 考え るんだ。 一 体 どうしたら あの 塔の 中に う 

まく 忍び こめる だろう か」 

「さあ  」 


これに は 一 彦も 弱って しまいました。 
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一体 どういう 風に やれば、 あの 怪 塔の 中に しのびこ 

める でしよう か。 

そび  よ 

あの 聳えた つた 高い 塔 を、 どこから 攀じ のぼれば い 

いのでし ようか。 

じよ-つ 

入口の 扉に は、 錠が おりて います。 

いや、 それば かりで はない のです。 塔の 近くへ よる 

と、 怪塔王 は それ をす ぐ 知って しまいます。 なにしろ 


塔の 三階に いて、 入口の 附近の 様子が ありあり と 見え 

る テレビ ジョ ン 機械 を もっている のです もの。 

そう 考えて くると、 怪 塔の 中に 忍び こむ に は 一 一重 三 

重の むずかしい 問題が あります。 

「どう だね、 一彦 君。 いい 考が うかばな いか」 

「僕、 なにも わからな いや」 

「なにも わからない ようじ や 駄目 だね え。 もっと 考え 

なくち や」 

「おじさん は 何 か 考えて いるの」 

「うん、 おじさん も 実は 困って いるんだ が、 とにかく 

昼間 行く と 陸 塔 王に 見られて しまう から、 夜に なって 


近づく のが い いという こと はわ かるよ」 

「なるほど、 おじさん はえら いや。 それから のち は ど 

うする の」 

「それから のち は —— 困って いるの だ」 

はしご  たけざお 

「おじさん、 梯子 か 竹竿 を もっていって、 一階の 窓に 

とりつき ガラス 窓 を こわして はい つ て はどう」 

「それ は 駄目 だ。 さっき 窓 をよ く 見て きたんだ が、 ガ 

ラス 窓の 外に はもう 一 枚 鉄の 扉が しまる ようにな つ て 

いる。 夜になる と、 きっと、 窓 は 鉄の 扉に とざされて 

なかなか はいれな いと 思うよ」 

「それじゃ 困った ね。 窓から は 駄目 だ」 


「入口の 扉 を あける 合鍵で も あれば いいんだ が …… 」 

「鍵？」 

そのと き 一彦 は、 ふと 猿の 頭の ついた 鍵の こと をお 

もいだ しました。 昨日 怪塔 王が 砂の 上に おとして いつ 

た あの 大きな 変な 形 をした 鍵の ことです。 
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「そうだ、 あの 鍵が あれば、 入口が あく かも 知れない」 

と、 一彦 は ひとり 言 をい いました。 

「なに、 鍵 だって？ 一彦 君 は、 あの 入口の 鍵 を もつ 


ている のか」 

と、 帆 村 探偵 は、 おどろきの 声 を あげました。 

そこで 一彦 は、 今 その 鍵 を もっている わけで はない 

こと、 しかし 昨日 一彦が 変な 鍵 を 砂の 上で 拾った こと、 

そして 間もなく 怪塔 王が ひきかえ してきて、 その 鍵 を 

もっていつ てし まった ことな ど を 話しました。 

「ああ 惜しい こと をした。 その 鍵が あれば、 今 どんな 

に 役に立 つ たかしれ な い の だが」 

と、 帆 村 探偵 は 残念そう にいい ました。 

一 彦も、 帆 村 探偵に おとらず 残念に おもい ましたが、 

そのと きふと 気が ついた ことがあ りました。 


「ねえ、 おじさん。 鍵の 形が はっきり わかって いると、 

それと 同じ 鍵 をもう 一 つ 作る ことができる ねえ」 

「なんだ つて、 鍵の 形が わかって いるの かね」 

そこで 一彦 は、 昨日 それ を 持って 遊んで いたと きに、 

しめ 

湿った 砂に おしつけて、 鍵の 型 をい くつ も 作った こと 

を 話しました。 そして、 もしかすると、 昨日 遊んだ と 

ころに、 まだ 鍵の 型が 一 つや 二つ は 残って いるか もし 

れな いといった のです。 

それ を 聞いて、 帆 村 探偵 はとび あがって よろこび ま 

した。 

「そいつ はいい こと を 聞いた。 では これから いって 探 


してみ ようじ やない か」 

二人 は 砂丘の かげから とび 出す と、 どんどん かけだ 

し、 昨日 一彦と ミチ 子が 遊んだ 浜辺へ やって来ました。 

さいわい 昨日 は 風 も 弱くて 砂 をとば さず、 また そこ 

は 湿った 砂地で ありまし たので、 一彦の 作った 鍵の 型 

は、 あちこちに のこって いました。 

「うむ、 しめた。 これなら 合鍵が 作れる！」 

帆 村 は 大喜びで、 一彦の 手 をぐ つと 握りし めました。 
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帆 村 探偵と 一 彦は、 一 歩 一 歩怪 塔の 入口に 近づき ま 

した。 そしてもう 一歩で、 入口の 扉に 手が 届く という 

ところまで 近づいた そのと きで ありました。 突然 あた 

われがね 

まの 上から、 破鐘の ような 声が おちて きました。 

「こ— ら、 誰 だ。 また 二人 づれで 来 やが つたな」 

その 声 は、 あまりに 不意で あり、 そして 大きかった 

ものです から、 こちらの 二人 は 思わず その 場に 木の よ 

うに かたくな つ てし まいました。 

「ねえ、 おじさん、 どうしょう」 

「うむ」 

帆 村 は 唸る ばかりで ありました。 


すると つづいて、 塔の 上から また 破鐘の ような 声が 

ひびいて きました。 

「まだ ぐずぐずして いるの か。 まごまご している とこ 

んどは 本当に 毒ガス を ひ つ かける ぞ」 

ののし 

そういう 声 は、 たしかに この 前の 怪塔 王の 罵リ声 

でありました。 そして 本当に 毒ガスが でて きたので も 

ありまし ようか、 塔の 上に 別の 赤い 灯が つきました。 

「おい、 一彦 君。 残念 だが 引き かえそう」 

と、 帆 村 は 無念そう にいい ました。 

「おじさん、 やっぱり 退却す るの」 

「うん、 どうも 仕方がな いよ。 折角 鍵まで 用意して き 


たけれ ど、 これ じ や 深入りし ない 方が 後の ためになる。 

さあ  一、 二、 三で 龃 けだそう。 走る とき は 真直に 走つ 

のこぎ リ 

ちゃ 駄目 だよ。 鋸 の 歯の ようにと きどき 方向 を 急に 

かえて 走 るんだ ぜ。 そうしな いと、 塔の 上から 射撃 さ 

れる おそれが ある」 

と、 帆 村の 注意 は、 どこまでも 行きと どいて いまし 

た。 

こうして 帆 村と 一 彦と は、 折角 怪 塔まで 近づきな が 

ら、 遂に 怪塔 王に 気づかれて しまって、 残念ながら 引 

きかえす ことと なりました。 

二人 は、 この 失敗に そのまま 勇気 をく じいて しまう 


でしよう か n 


不思議な 木箱 


さて、 その 翌日の 夜の ことで ありました。 

怪 塔の あたり はいつ ものよう に 闇の 中に 沈んで、 三 


階 目の 窓に 黄い ろい 灯の ついている こと も、 昨日のと 

おりで ありました。 

その 夜 も 更けて、 時刻 はもう 十二時ち かくで も あり 

ましたろ うか。 

ちょうど そのと き、 塔の 向こうから、 車の 轍 の 音が 

ごと ごと 聞え てきました。 

そのうちに 塔の 前に 姿 を あらわし たの は、 大きな 木 

ぎょしゃ 

箱 を 積んだ 馬車で ありました。 馭者 は 台の 上に のって 

いました が、 酒に でも 酔って いるら しく、 妙な 声で は 

やせうま 

な 唄 をうた つてい ました。 車 を ひっぱる 痩 馬 は、 この 

酔 払い 馭者に 迷惑そう に、 とぼとぼと ついていきます。 


「こ— ら、 老いぼれ 馬め、 もっと さっさと 歩 くんだ。 

むち  てめ え 

俺 さまの 手に ある 鞭の 強い こと を、 手前 は 知らないな」 

ぴ しりと 鞭 は、 空中に 鳴りました。 

痩 馬 は、 痛 さに たえかね たらしく、 ひひん と 嘶いて 

急に 龃 けだしました。 そのと き、 車の 上から、 積んで 

いた 木箱が つづいて 二つ、 がたん と 地上に 転げお ちま 

した。 それ は 馬車が 急に 走り だした せいで ありまし よ 

、つ。 

木箱 二つが、 砂の 上に 転がりお ちたこと を 馭者 は 知 

ら ないようで ありました。 彼 はなに かわけ の わからぬ 

こと を わめきながら、 かわいそうな 痩 馬に、 ぴ しびし 


と 鞭 を 加えて 走らせて いきます。 そして そのまま 闇の 

中に 見えな くな つ てし まいました。 

砂上に のこされた 木箱 二つ。 いつ 誰が 拾いに きて く 

れ ます やら。 

この 木箱の 落ちた ところ は、 ちょうど 例の 怪 塔の 扉 

の 前で ありました。 怪塔王 は、 この 木箱 を 室のう ちか 

ら 見た のか 見なかった のか わかりません。 

それから 一 一十 分 もた つ ての ちの ことで ありました。 

もう 誰に も 忘れられ たような 二 つの 木箱が、 そのと き 

不思議に も 砂の 上 を しずかに はいだ しました。 まるで 

木箱が 生き物に なった ようです。 一体 これ はどうした 


と いうので ありまし ようか。 
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怪塔王 は 塔の 中で 一 体な に をして いたのでしょう か。 

怪塔王 は、 そのと き 寝床の なかに あの 変な 顔 をう ず 

めて ぐうぐうと 眠って いました。 怪塔王 は、 夜が 更け 

ると 一度す こしの あいだ 寝る ことにし ています。 二 時 

間 ほど 眠る と、 こんど はまた 起 出して、 夜中から 朝が 

たまで 仕事 をす るので す。 これ を怪塔 王の 間 眠と 申 

しま ^9 


しかし 塔の 前で、 馬車の 上から 大きな 木箱が、 がら 

がらず どんと 大きな 音 をた てて 地面の 上に 転げお ちた 

じひび *.J 

その 地 響に、 ふと 目 を さましました。 

「な、 なんだろう。 軍艦の やつめ、 大砲 を うちだした 

力な」 

と、 寝床から 起き あがって、 テレビジョン を 壁に う 

つして みました。 

この テレビジョンの 器械に は、 自動車の ハンドルみ 

たいな ものが ついていて、 これ を 廻す と レンズが うご 

きます。 その レンズの 向いた 方角なら、 どこでも 塔の 

外の 景色が 思いのままに 壁に うつる ので ありました。 


昼間 だけではありません。 夜間で も はっきり うつり 

ます。 テレビジョン 器械 は、 人間の 眼よりも はるかに 

感じが するどく、 人間の 眼に みえない もので も 器械の 

力で よく 壁に うつしだす のです。 

怪塔王 は、 レンズ を 軍艦の 方に むけ、 壁に 夜の 海面 

の 光景 を うつしだしました。 軍艦が 大砲 をう つと 大砲 

の 煙が 出て いる はずです。 そう 思って 怪塔 王が 見て み 

ましたが、 ，. 一 向 煙 も あがって いません。 

「じゃあ 何の 音だろう」 

と、 怪塔王 は 不思議が つて テレビジョン を 方々 へま 

わして みました が、 なんの 変った こと もありません。 


ただ 塔の 前に、 大きな 木箱が 二 つ 落ちて いるば かりで 

した。 そして 積 荷 をお とした 馬車が 向こうへ ゆく の も 

見えます。 

「なんだ、 ばかばかしい。 あの 箱が 落ちた 音だった か。 

と、 怪塔王 はまた 寝床に もぐりました。 
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一 一つの 木箱が そろそろと 塔の 入口に むかって 匍いだ 

した ときには、 陸 塔 王 は テレビジョン を 消して、 もう 


寝床の 中にはい つた あとで ありました。 

もっと 永く 起きて いれば、 この そろそろ 動く 怪しい 

木箱が 目に うつった かも 知れない のです。 怪塔 王に 

とって は 珍しい 大 失敗でした。 

二つの 木箱 は、 塔の 入口に ぴったりと よりそい まし 

た。 

すると 木箱 はすうと 持ち あがり、 箱の 下に 二 本の 足 

がに よきり と 生えました。 二つの 箱と もそう なので し 

たが、 一方の 箱の 足 は 長く、 もう 一 つの 箱の 足 は 短く 

て 細く ありました。 

そのうちに、 長い 足の 生えた 木箱の 横腹に、 円い 穴 


が ぼかり と あきました。 

しばらく すると、 その 穴の 中から 一 本の 手が にゅう 

と 出て きました。 

その 手 は、 しきりに 入口の 扉 を さぐって います。 よ 

く 見る と、 その 手 は 大きな 鍵 をに ぎって いるで はあり 

ません か。 大きい 鍵です。 もし 近づいて よく 見た 人が 

あったら、 その 鍵の 握りのと ころに 猿の 彫り ものが つ 

いている のが わかった でしよう —— といつ て くれば、 

この 箱から 生えて いる 手の 持主が 何者で あるか、 そろ 

そろお わかりに なった でしよう。 

そうです。 この 大きな 箱の 中には、 帆 村荘六 探偵が 


はいって いました。 そしてもう 一 つの 小さい 箱の 中に 

は 一 彦 少年が はいって いました。 

二人 は、 怪塔 王の 目 をく らます ために、 こうして 底 

のない 箱に はいったり、 馬車 を やとったり したので あ 

りました。 

いまや、 鍵 を 握った 帆 村 探偵の 手 は、 鍵穴に とどき 

ました。 鍵 はすい こまれる ように 鍵穴に はいりました。 

「さあし めた！」 

鍵 を まわす と、 がちゃりと 錠 は 外れました。 二人 は 

もう 大 よろこびです。 かぶって いた 箱 を 表に 放り だす 

と、 すばやく 塔の 中に とびこみ、 ぴたりと 入口 をし め 


ました。 

はじめて はい つた 陸荅の 中- 


ら せん 


陸 塔の 中 は、 まっくらです。 


帆 村 探偵と 一彦 少年と は、 用意に もってき た 懐中 電 

灯 を ぱっとつ けました。 あたり を 照らして みると そこ 

はまる で 物置の ように、 なんだか 訳の わからぬ 機械が、 

いくつ もい くつ も 壊れた ままに 積み かさねて ありまし 

た。 

「おじさん、 これ は 何の 機械だろう ね」 

と、 一彦 は そっと 帆 村の 腕 を ひっぱって、 たずね ま 

した。 

「ふうん、 この 機械 かね。 はっきり わからない けれど、 

こっちに あるの は、 電気 を 起す 機械 だし、 それから ま 

た あそこに あるの は、 どう 考えても 圧搾空気 を 入れる 


いれもの だね え。 そのほか いろいろな ものが ある。 ど 

れ もみな 壊れて いるよう だ。 なぜ こんな もの を 集めて 

あるの かな あ」 

と、 帆 村 はふし ぎで しかたがな いという 風に、 頭 を 

ふりました。 

かんづめ 

そのうちに 目に はいった の は、 この 円い 缶詰の なか 

に はいった ような 部屋の 真中に ついている 螺旋階段で 

した。 

螺旋階段 というの は、 普通の 階段の ように まっすぐ 

ではなく、 ぐるぐ ると ねじれて いる 狭い 階段の ことで 


二人 は それ をった つて、 二階へ あがって いきました。 

この 二階 もまつ くらです が、 懐中電灯で 照らして み 

ますと、 ここ はたい へんき ちんと していまして、 黒ぬ 

りの 美しい 配電盤 や、 そのほか 複雑な 機械が ずらり と 

並んで いました。 

「こ h は 何 をす ると， J ろな の」 

「さあお じさんに はわから ない よ。 しかし まるで 軍艦 

の 機関室み たいだね」 

「塔の 中に、 軍艦の 機関室が あるなん て、 変 だね」 

「うむ 変 だね え。 なに か 訳が あるのに ちがいない —— 

さあ、 いよいよ この 上に 怪塔 王が いる 部 g が あるのに 


ちがいない。 一彦、 しっかりす るんだ よ」 

と、 帆 村 探偵 は 一彦 を はげまし、 三階に つづく 螺旋 

階段の 手すりに 手 を かけました。 
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怪塔 王の 部屋 は、 いよいよ この 階段 を 一 つの ぼれば、 

そこに あるので す。 帆 村 探偵 もさす がに のぼせ 気味で、 

息づ かい も あらくな つてまい りました。 一彦 少年 はと 

ねずみ 

いうと、 これ は 体 を ちぢめて、 扇 をね らう 子猫の よう 

なか つ こうに 昆 えました。 


足音 をし のばせながら、 螺旋階段 を 一段ず つの ぼつ 

ていく 二人の ひたいに は、 いつしか あぶら 汗が ねつと 

りと にじみで ました。 帆 村の 右手に は、 愛用の コルト 

製の ピストルが しっかと にぎられ ています。 一彦 少年 

は、 一た ばの 綱 を もって、 いつでも ぱっと 投げられる 

ようにと 身が まえ をして いました。 

まっさきに 立って いる 帆 村が、 下 をむ いて 手で 合図 

をいた しました。 

(おい 一彦 君、 いよいよ 階段 を のぼりき るぞ。 怪塔王 

はすぐ そこにい るんだ。 かくご はいい か) 

と、 いったよ うな 意味 を こめて、 いよいよ 最後の 決 


心 を かためさせ たのです。 勇ましい といっても 一彦 は 

ほんの 少年です。 ついて 来る といって 聞かない ので、 

やむをえず 一 しょに つれてき ましたが、 これから さき 

の 危険 をお もうと き、 帆 村お じさんの 心配 は ひととお 

りではありません。 

帆 村 探偵 は、 階段の すき 間から、 そっと 三階の 様子 

をう かがいました。 

部屋の なかには、 弱い スタンド がー つ、 ほの あかる 

い 光 を 放って いる だけで ありました。 円形に なった 室 

内に は、 たくさんの 本棚が ならんで います。 テ— ブル 

の 上に は、 わけの わからない 機械が 組立 中の まま 放リ 


ぱ なしにな つてい ます。 また 高い 脚の ある 寝台 も 見え 

ました。 

帆 村 は、 一彦に 合図 をして、 じっと 耳 をす ませ まし 

いびき 

た。 どこから か、 ごうごう という 鼾のお とがき こえ 

てま レリます 

(しめた、 怪塔王 は、 あの 寝台のう えで 眠って いるん 

だな) 

よし、 それなら 飛び こむ の は 今 だと、 帆 村 はに つ こ 

リ 笑い、 一彦 を そばへ 招く と、 そっと 耳う ち をし まし 

た。 


帆 村 探偵 は、 階段の 「最後の 段」 を おどりこえ、 床 

の 上に えいと 飛び あがりました。 そして さっと 照らし 

てさげ 

つけた 手提 電灯 は、 怪塔 王の ねむる 寝台の 上へ —— 

「あつ！」 

帆 村 は 思わず、 足 を 一 歩う しろに ひきました。 な 

ぜ つて、 彼 は 寝台の 上に かかって いる 薄い 羽蒲団の 間 

から 怪塔 王の 目が じ つと こっち をに らんで いるの を 発 

見した からです。 はじめて 見る 怪塔 王の 顔 —— ああ、 

なんと いう 変な 顔 もあった ものでしょう。 


帆 村 は ピストル を怪塔 王の 目に 狙 をつ け、 もし 相 

手が うごけば、 すぐさま 引金 を ひく 決心 をして いまし 

た。 

ところが、 ごうごうごうと、 どこから か、 たしかに 

寝息ら しい ものが 聞え てきます。 

(変 だな) 

すると 後から ついて きた 少年が、 寝台 を ゆびさし、 

「おじさん。 怪塔王 は 目 を あけた まま 眠って いるんだ 

よ」 

「ふ— む、 そうかね」 

ほんの 僅かの 話 声で ありまし たが、 それが 人間 ぎら 


いの 怪塔 王の 耳に 入る と、 彼 はがば と 寝台から 跳ねお 

きました。 

「ああ 1 つ、 よく 眠った」 

と、 両手 を あげたと ころ を、 帆 村が、 

「動くな。 動く とうつ ぞ。 手 を あげた ままで いろ。 下 

すとう っぞ」 

と 叫べば、 怪塔王 は はじめて 気がついて、 はっと 首 

をす くめました。 そして あの 滑稽な 顔 を、 そろそろと 

帆 村の 方に 向け、 

「お前 は 誰 じ や —— おや、 いつも 塔の 前で うろうろし 

ていた 奴 じ やな。 うん、 子供 もつ いて 来て いる。 それ 


で この 俺 さま をと つちめ た つもりで いるの だろう が、 

まちが い 

それ はたい へんな 間違 だぞ。 あつ はつ はつ」 

と、 怪塔 王の 声が、 にくにくしげ に、 室内に ひびき 

わたりました。 
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「おれの 寝て いると ころへ、 踏み こんで くると は、 さ 

て も 太い 奴 じ や。 あつ はつ はつ」 

と、 怪塔王 は 寝床の 上に あぐらをかいて、 大笑い を 

しました。 


「なに をい う。 貴様の 悪 だくみ はもう すっかり 種が あ 

がって いる ぞ。 おとなし くしろ」 

と、 帆 村 探偵が ピストル を かざす と、 

おびやか 

「なんだ、 そんな ピストルで おれ を 脅 そうとい うの 

か。 貴様 はよ つぼ ど大 馬鹿者 だぞ。 おれ は、 やろうと 

思えば、 帝国の 最新 鋭 艦で も、 なんの 苦 もな く 坐礁 さ 

せる という 恐し い 力 を もってい るの だ。 そんな ピスト 

ル ぐらい 何が こわい もの か」 

帆 村 探偵 も、 一彦 も、 これ を 聞いて、 胸 をつ かれた 

ように はっとし ました。 「淡 路」 の 坐礁 事件に つき ど 

うして そんな 怪 事が おこった かと 苦心して しらべ てい 


た 矢 さきに、 怪塔 王が 自分で もって、 「あれ はわし が 

やった の だ」 と 白状した のです から、 その おどろきと 

い つたら いいよう もありません。 

うそ 

「な、 なに をい う。 噓だ噓 だ。 自分で もって、 そんな 

大 それた こと を やった などと いう はずがない」 

と、 帆 村が 叫べば、 

「う、^,、 4」 

と、 怪塔王 は 気味 わるく 笑って、 

「なにも わしが 喋 つたと て、 そう 驚く こと はない じ や 

ないか、 これ はせ めて 貴様た ちの 冥途の みやげに と 

思って、 聞かせて やった ばかりよ」 


「え つ 、 冥途の みやげに と は —— 僕 は 貴様な どに 降参 

したお ぼえ はない ぞ」 

すると 怪塔王 は、 又お かしくて たまらぬ という 風に 

からから 笑い、 

「なんだ な、 貴様た ち は 一 度 この 塔へ はいれば もう 一 一 

度と 外へ は 出られな いという こと を 知らないの だな。 

わつ はつ はつ」 

一彦 はこれ を 聞く と、 もうた まら なくなって 帆 村の 

腰に しがみつきました。 

帆 村 は 危険と みて、 ピストル をと りなお すなり、 寝 

床の 上に のばして いる 怪塔 王の 足 をめ がけて、 ピスト 


ルの 引金 をえ い つ とひき ました。 
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怪塔王 を ねらって、 帆 村が ピストルの 引金 を ひくと、 

ごうぜん 

轟然 一発、 弾丸 は怪塔 王の 足 をぶ つりとう ちぬいた I 

I かと 思いの ほか、 案にたがって 怪塔王 は 煙の 間から 

顔 を 出して、 にゃにゃと 笑って います。 

「おや、 これ はいけ ない」 

と、 つづいて また 一 発！ 

しかし 怪塔王 は つづいて にゃにゃ 笑って いるば かり 


です。 

三 発 目 を、 帆 村が 撃とうと すると、 怪塔王 は 手 を あ 

げて とめました。 

「これ、 無駄に たま をつ かうな よ」 

「なにつ！」 

「なにも かに もない よ。 ほら 見る がいい、 貴様のう つ 

た ピストルの たま は、 こんなと ころに 宙 ぶら りんに 

なって いる じ やない か」 

そういって 怪塔王 は、 寝床の 上から 長い 指 を 帆 村の 

方に むけました。 

はじめの うち は、 帆 村に は、 何の こと やら、 さつ ぱ 


り わけが わかりませんで したが、 よくよく 怪塔 王の 指 

さした ところ を 見る と、 なるほど 奇怪に も 二 発の 弾丸 

がま さしく 宙 ぶら りんに なって います。 それ はちょう 

ど、 帆 村と 怪塔 王との 向きあった 真中のと ころです。 

二 発の 弾丸 は 下に もお ちず、 お 行儀よ く 頭 を そろえて 

向こう を 向いて いるではありません か。 

「おじさん、 怪塔王 は 魔法 をつ かってい るの だよ」 

と、 一 彦が 早口で 帆 村に ささやきました。 

「あつ はつ はつ、 その ちんぴら 小僧 は 魔術と いったな。 

魔術なん て 下品な もので はない。 これ こそ、 わしの 得 

意と する 磁力 術 じ や」 


磁力 術？ 磁力 術と はなん のこと でしよう。 鉄 をす 

いっける 磁石の 力の ことら しいので すが、 そんな 強い 

磁石が あるので しょうか。 

「ほら 見なさい。 貴様のう つたた ま は、 わしが つくつ 

て ある 目に みえない 磁力 壁 をと おりぬ ける ことができ 

ん のじ やよ。 さあ どう だ、 降参す るか」 
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あまりに も 不思議な 怪塔 王の 力に、 帆 村 も 一 彦も、 

ぼんやりして しまいました。 ピストル を 撃っても、 弾 


丸が 途中で 壁の 中に 埋まった ように 停つ てし まう ので 

すから、 ピストル なんか 何の 役に もた ちません。 

軍艦 淡路を ひきよせた というの も、 これと同じ 力 を 

つかった の だと、 怪塔王 は 秘密 を もらし ましたが、 な 

ん という 恐し い 力が あった ものでしょう。 また ここ は 

なんという 気味の わるい 塔でありましょう。 

といって、 帆 村 も 一彦 も、 ここで 怪塔 王に 降参す る 

つもりはありません。 そんな 女々 しい 考 はすこし も 

持って いません。 力の あらん 限リ、 どこまで もこの 怪 

人 を やっつけなければ ならぬ と、 かたく 決心 をして い 

ました。 


「はは あ、 二人とも むずかしい 顔 をして いる じ やない 

か。 まだ 何 か、 わしに 手向かう 方法 はない かと 考えて 

いるの だな。 あつ はつ はつ、 そうはい かないよ。 こん 

ど は、 わしが お前た ちを片 づけて しまう 順番 だ。 覚悟 

をす るが いい」 

というと、 怪塔王 は 寝台 を 向こうへ 下りよう として 

後向きと なりました。 

(今 だ！) 

帆 村 探偵 は、 大胆に も怪塔 王が うしろ を 向いた すき 

をのが す ことなく、 うしろから、 「やつ」 と 掛声して 飛 

びつ きました。 


「な、 なに をす る」 

怪塔王 はせ せら 笑いました。 そして 後 をむ き、 片手 

をのば すと、 帆 村 を どしんと つきとばしました。 

「あつ —— 」 

怪塔 王の 力のお そろし さとい つたら、 まるで 自動車 

に 跳ねとば された ような 気がしました。 

さすがの 帆 村 も、 ころころと 転がって、 うしろの 壁 

にど しんと つきあたりました。 

すると それが 合図で も あるかの ように、 がちゃんと 

てんじょう 

大きな 音が して、 天井 からな にか 黒い 大きい ものが 

どっと 落ちて 来ました。 帆 村 は 一彦の 名 を 呼びました。 


そして 二人 は 抱きついた まま、 思わず 首 を ちぢめ まし 

た。 


鉄の 檻 


天井から おちて 来た 黒い 大きい もの は、 一体なんで 


あつたで しょうか。 怪 塔の 正体 はいよ いよ かで て、 怪 

また 怪 です。 

「あつ、 これ は 鉄の 檻 だ！」 

帆 村 は 身の まわり を 見 まわして、 びっくり しました _ 

天井から おちて 来たの は、 実に 鉄の 檻でした。 

それ は 天井から 床までと どく 鉄の 棒が、 さしわたし 

五メ— トル も ある 円形に 並んで いる 鉄の 檻で ありまし 

た。 

こうなる と、 出ようと しても 出られません。 鉄の 檻 

を、 もう 一度 天井に ひきあげて もらわない かぎり、 こ 

の 檻から 外に 出る こと はでき ないように 思われます。 


ピストル をう つても、 もう 怪塔 王に はと どかない し、 

その上、 おもいがけない 鉄の 檻に とりかこまれ たので 

すから、 帆 村 も 一 彦も手 も 足 もで ません。 

ニ彦 君、 ここへ はいるのに は、 もっとよ く 調べて か 

らに すれば よかった ね。 これで は、 僕たち は、 怪塔王 

にっか まるため に わざわざ やつ てきた ような もの だ」 

といえば、 一 彦 少年 は 思いの ほか 元気な 顔 を あげて、 

「おじさん、 だめ だな あ。 こんなにな つてから いくら 

弱音をはいても、 なんにもなら ないじ やない か。 それ 

より は 元気 を 出して 考え るんだ よ。 一生懸命 になって 

考える と、 またす てきな ことが みっかる よ」 


「よく 言った、 一彦 君。 おじさんが 弱音をは いたの は 

わるかった。 さあ 元気 を 出して、 怪塔 王と たたかう ぞ」 

すると 近くで くすくす笑う 声が しました。 はっと 目 

を あげてみ ると、 それ は怪塔 王が 檻の 中 を のぞきこみ 

ながら、 心地 よげ に 笑って いるので ありました。 

「あつ はつ はつ、 なに をい つてい るか。 お前た ち は、 

もうこの 塔から 出られな いの だ。 あきらめ るが よい」 
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「なんとい おうと、 この 塔から りっぱに 出て いってみ 


せる ぞ」 

帆 村 探偵 は、 鉄の 檻の なかから、 怪塔王 を じっと 睨 

みつけました。 

「ほう、 それ は 勇ましい こと だ。 じゃあ、 まあよ く考 

えて みるがい いさ。 これから お前た ち を、 考える のに 

はもって こいとい う 場所へ おくって やろう」 

考える のに はもって こいの 場所？ 

それ は 一 体 どんなと ころな のでし ようか。 

怪塔王 は、 にやり と 笑う と、 また 寝台のと ころへ 歩 

いていって、 後向きに なりました。 

「あつ、 わかった。 あそこに 秘密の ボタンが あるの だ」 


と 一 彦が 叫びました。 

「秘密の ボタン —— そうか もしれ ない」 

と、 帆 村 は 檻に つかまって、 怪塔 王の 背中 を じろ じ 

ろみつ めて います。 

秘密の ボタン をお したので、 この 檻が 天井から 下り 

て 来たので しょう。 発射され た ピストルの 弾丸が 空中 

でと まるの も、 その 秘密 ボタン をお したためでしょう 

か。 さて 今度、 怪塔王 は どんな ボタン をお すつ もりな 

のでし ようか。 

「あつ はつ はつ」 

と、 寝台に とりつい ている 怪塔 王が、 二人の 方 をむ 


いて 笑いました。 

「なに を II」 

と、 帆 村と 一 彦 とが、 睨み かえしました。 

そのと き、 二人の 立って いる 床が ごくん と 揺れた か 

と 思う と、 ああら 不思議、 そのまます うつと 下に さが 

り はじめました。 まるで エレべ ー タ ー で 下りる ような 

工合です。 

「あつ、 僕たち を どうす るの だ」 

と 叫んだ が、 もうどう にもな りません。 二人の 立つ 

ている 床 は、 どんどん 下って、 やがて 十四 五メ— トル 

下の まっくらな 部屋へ おりて いって、 止り ました。 ど 


うやら、 三階から 一階へ おりたら しいので す。 

「あつ、 止った」 

「まっくらで、 なにも 見えない」 

「手提 電灯 をつ けて みょう」 

帆 村 は、 ポケットから 手提 電灯 を 出す と、 かちり と 

スィッチ を ひねりました。 
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手提 電灯 は、 ぱっと 真暗の 一 階 をて らしました。 

「おじさん、 ここ は やっぱり 一階 だよ」 


と 一 彦 少年が 叫びました。 そうです、 たしかに 見覚 

えの ある 倉庫の ような 一 階に 違いありません。 

帆 村 探偵 は 無言で、 じっと あたり を 見廻して いまし 

た。 

「帆 村お じさん、 この 鉄の 檻から 出る 工夫 はない の」 

「うむ、 鉄の 檻で はどう もなら ない ね」 

と、 いいながら、 探偵 は 鉄の 檻が 床に ついている あ 

たりに 手提 電灯 を さしつけて みてい ましたが、 そのと 

き 何 を 思 つた か、 一 彦 少年の 腕 をぎ ゆ つ と 握りました。 

「一彦 君。 大きな 声 を 出しち やい けない よ」 

と、 まず 注意 を あたえてから、 


「ほら、 ここ を ごらん」 

と、 帆 村が 指した ところ を 見る と、 鉄の 檻が 床から 

一 一十 センチ メ— トルば かり 浮いて いるので す。 

一彦 は、 早く もこの 意味 を さとって、 おどろきの 声 

を だすまい と 口に 手 を あてました。 

じゃま 

「ほう、 床に 転がって いる この 丸太ん棒が 邪魔 をして 

いるから、 檻が 床まで ぴったり 下らない の だ。 これ は 

天の 助 だ。 一彦 君、 君 は 小さい から、 この 檻と 床との 

は いいこ 

隙間 をく ぐ つ て 檻から 這 出して ごらん」 

「ええ、 僕、 や つ てみ る！」 

一 彦は、 すぐさま 床に 仰むけ に 寝ころぶ と、 頭の 方 


から そ つ と 檻の 下 を 這 出しました。 あぶな いこと です _ 

もしも このと き 丸太ん棒が 鉄の 檻から 外れる ような こ 

とが あれば、 鉄の 檻の 一番 下に はまって いる 円形の 太 

い 台 金で もって、 一彦の やわらかい 体 はたち まち 胴中 

から、 ちょん ぎら れて しまう でありましょう。 

そんな ことがあって はたい へんと、 帆 村 は 檻の なか 

にわず かに はいって いる 丸太ん棒の 端 を、 力の あらん 

かぎりお さえて いました。 
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きわど い 冒険が つづ きます。 

一 彦は怪 塔の 鉄 檻の 下にわず かに あいた 隙間 をく 

ぐって、 死に ものぐるいで 外にぬ けようと しています _ 

うまく 頭が 向こう へ 出ました。 

一 彦 はなお も 一 生 懸命に、 両足で 床 を うんと けり ま 

した。 すると 肩が 檻の 向こうへ 出ました。 つづいて 手 

が 出ました。 

「もう 大丈夫！」 

あと はする りと 向こう へ ぬけ 出ました。 

「おじさん、 抜けられ たよ。 おじさん も 出られな いか 

な あ」 


と、 一彦 は 鉄 格子に つかまって、 帆 村の 方 を のぞき 

こみました。 

そのと きです、 鉄の 檻が、 がたん とうごき だした の 

は。 

それ はきつ と 一彦が 檻 を 出る ときに、 うれし さの あ 

まり 檻 を 足で 蹴った ので、 その 震動が 怪塔 王の 耳に は 

いり、 鉄 檻に 隙間が あってよ く 下り きらないの を 知つ 

たため、 檻 をむ りに も 下に 下そうと している ので あり 

ましょう。 

丸太ん棒 がみし みし 鳴り だしました。 鉄の 檻が カー 

杯 丸太ん棒 を 圧しつ け、 これ をく だこうと している の 


です。 

しかし 丸太ん棒です。 上から 圧すの は 鉄の 檻に しろ、 

そうかん たんにく だける はずが ありません。 めきめき 

という 音が する ばかりで、 一向 隙間 は 狭くな りません。 

ニ彦 君、 その 棒の 向こうの 端 を もって、 力一杯お こ 

してみ ないか。 隙間が もうす こし 大きく ひろがる かも 

しれない から」 

さすが 帆 村 探偵です。 たいへんい いところ に 気がつ 

きました。 

一 彦は 檻の 外へ 長く 出て いる 丸太ん棒の 端 を もって、 

う うんと 力 一 杯 もちあげて みました。 


めきめき とまた 高い 音が しました が、 果して 檻と 床 

との 隙間 は、 さらに 五 センチ ほど も 広がりました。 し 

めた と 帆 村 は 勇敢に、 檻の 下に 頭 を 入れました。 
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帆 村 探偵 は 一 生 懸命です。 

檻と 床との 隙間に、 顔 を 横にして 入れる と、 うまく 

向こうへ 頭が でました。 しかしと たんに 胸のと ころで 

支えました。 

「 一 彦君、 もっとし つかり」 


一彦 少年の 腕 はもう 折れそう でした。 しかし ここで 

帆 村 を 檻の 外に 出さなければ とお もい、 うんと 腰に 力 

を 入れて、 ええい と 丸太ん棒 を もちあげました。 

帆 村の 体 はまた すこし 向こうへ 出ました が、 こんど 

は 帆 村お じさんの お尻が 支えて しまいました。 

一彦 は、 このと き あまりに 腕がぬ けそうな ので、 

ちょっと 力 を ゆるめた 拍子に、 鉄の 檻 は 正直に 下り ま 

した。 

「あ 痛い。 ああつ —— 」 

帆 村お じさん はお 尻 を はさまれて、 悲鳴 を あげ まし 

た。 六十 二 キログラム も あるお じさんの お尻です から 


挟まれて 痛 いのもむ りありません。 こんな ことなら、 

もっと 痩せ つぼち に 生まれて くれば よか つたと 思い ま 

したがもう 間に あいません。 

おどろい たの は 一 彦 です。 

丸太ん棒 を 肩に あてて、 ええい やっと 力を入れます 

と、 とたんに ぼき リと 音が して、 鉄の 檻 は、 がたん と 

はげしく 床に ぶつ つかりました。 その 音 をき いたと き、 

一彦 はお じさんの 胴中が 二つに なった と 思い、 おどろ 

きの あまり 頭が ぼ ー つと してし まいました。 

「どうした 一彦 君、 しっかり しなく ちゃ 駄目 じ やない 


帆 村 探偵の 声に、 一 彦は はじめて 気 をと りなお し、 

顔 を あげてみ ると、 あんなに 心配した 帆 村 は、 いつの 

間に やら 檻の 下から ぬけて 一 彦の体 を かかえて いるで 

はありません か。 おじさん は 危機一髪、 檻が 落ちる 前 

に ひらりと とびでた のです。 

「ああ、 おじさん 助つ たんだね。 ああ 僕、 どうしょう 

かと 思った。 よかった。 よかった」 

よろこび 

と、 一 彦は 喜 の あまり、 おじさんの 首に 手 を まわ 

して 抱きつきました。 


怪塔 王の 住む 怪 塔に はいりこん だの はいいが、 しば 

しば あぶない 目にあわされ、 いよいよ これで 命が なく 

なる かと 思った こと も 一 一度 三度と つづき、 あげくの 果 

どうやら こうやら 鉄の 檻 を くぐりぬ けた 帆 村と 一 彦少 

年と でありました。 まあ 運の いい 方でしょう。 

しかし 檻から ぬけでた といっても、 それで 二人の 危 

険 はなくな つたので はありません。 

「おじさん、 もう 一度 この 階段 を あがって いって、 怪 

塔 王に 組み つこう よ」 

さっき 泣いた 烏が、 もう 笑った とおなじように、 


さっき はだい ぶん 弱気 を 出して いた 一彦 も、 帆 村お じ 

さんが 檻から 抜け だすと、 急に 強くな りました。 そし 

て癩 にさ わる 怪塔王 をもう 一度 襲撃して、 あの 低い 

鼻に くいついて やりたい と 思いました。 

それ を 聞いて いた 帆 村 は、 一彦の 頭 を かるくな でな 

力、 ら 

「だけれ ど、 ここ は 一度 出な おす ことにし ようよ。 怪 

塔 王 を やっつける ために は、 もっと りっぱな 武器 を 用 

意して こなければ、 とても 退治す る こと はで きないよ _ 

戦艦 淡路が あんなに やつ つけられ たこと を 考えても、 

それが よく わか るんだ。 獎 たち は、 怪塔王 を あまり 見 


くびって いた。 怪塔王 は、 僕たちの 思って いたよりも 

二倍 も 三倍 も、 いや 十倍 も 二十 倍 も おそろしい 科学 魔 

なんだ よ。 残念 だけれ ど、 僕ら 二人の 手に はとても お 

えない」 

と、 くやしそう にいい ました。 

「じゃあ、 これから 僕たち は、 ここ を 逃げ だすの。 つ 

まんない や」 

「そんな こと をい つて いられな いの だ。 さあ 幸 にこ 

の 扉 はさつ きあけた ば かりだから、 そこ を あけて、 外 

へ とびだそう」 

帆 村 探偵 は 少年 をな だめながら、 さっき 猿の 鍵で あ 


けて おいた 扉 を さ つ と 開きました。 

二人の 目に は、 九十 九 里 浜が 夜目に もしろ くうつつ 

たこと と 思う でしよう が、 そうではありません。 扉の 

外に は、 どうした ことか、 考え もしなかった 土の 壁が 

出口 をぴ つ たり ふさ い で いました。 

検察 隊 


遭難した 軍艦 淡路の 士官 室に、 この 事件の 検察 隊本 

部が おかれて ありました。 検察 隊 というの は、 このお 

そろし い 事件が、 どうして 起った のか、 また どういう 

害 を 軍艦 や 乗組員に あたえ たかを 調べ る 係な のです。 

検察 隊長 は、 この 軍艦の 第一 分隊長 塩田 大& であり 

あんざい たいさ 

ました。 この 大事 件と ともに、 艦長 安西 大佐から 命ぜ 

られ たもので ありました。 もちろん このほかに 東京 か 

ら 派遣され た 捜索隊 や 県の 警察署 も それぞれに 活動し 

てい ましたが、 塩田 大尉 は、 自分の 乗組んで いた 軍艦 


に 起った 事件です から、 どうかして 自分の 手で しらべ 

あげたい と 思って いました。 

いま 塩田 大尉 は、 士官 室の 大きな 卓子の 上に、 この 

辺の 地図 を ひろげ、 検察 隊の 士官 や 兵曹な どと、 額 を 

あつめて 相談 をして いると ころです。 

「どうも 分らん」 

と、 塩田 大尉 は、 太い 首 をよ こに ふりました。 

「東京から 派遣され た 調査 隊の 中に、 帆村荘 六と いう 

探偵が いた 害 だが、 その後 一向 ここへ やって来ない 

じ やない か」 

こはま 

「それが です ね、 塩田 大尉」 と、 小 浜と いう 姓の 兵曹 


だるま  そ 

長が、 達磨の ように 頰 ひげ を 剃った あとの 青々 しい 

たくま 

逞 しい 顔 を あげて いいました。 

「それが どうも 変な のであります」 

「なにが 変 だ」 

「この 先の 別荘に 泊って いるので、 今朝から いくど も 

使者 を やって いますが、 その 別荘に は ミチ 子さん とい 

う、 親類のお 嬢さん がいる きりで、 本人 は 一彦 君と い 

う ミチ 子さん の 兄に あたる 少年 をと もな つ て 出た まま 

まだ 帰つ てこない というの であります」 

「ふ— ん、 どこへ 行った のかな」 

「お嬢さん もよ く 知らないと いってい ましたが、 なん 


でも 向こうの 塔 を 見に い つたと かいう 話です」 

「なに 塔 だって。 その 塔と は どこに ある 塔 か」 

「さあ それが どうも、 艦橋から すぐ 前に 見えて いた 塔 

であるよ うに 思われる のです」 
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「ああ、 あの 塔の ことか」 

といい ましたから、 塩田 大尉 も怪 塔の こと は、 かね 

ざしょ ラ 

て 知ってい たと 見えます。 そうでしょう とも。 坐礁し 

た 軍艦の すぐ 前に 見える のです から。 


「おい 小 浜 兵曹長、 そこで 誰か を 塔に いかせて、 帆 村 

の 様子 をたず ねに やった かね」 

すると 兵曹長 は 頭 を かいて、 

「いや、 そこまで はやって 居りません。 しかし 塩田 大 

尉、 なぜ 帆 村 探偵の こと を そんなに 気にされます か」 

「うん、 それ はこうい うわけ だ。 僕 はこの 前の 遠洋 出 

動のと き、 あの 帆村荘 六の 『探偵 実話』 という 本 を 読 

んだ ことがあ るんだ。 今 もど こかに その 本が あるか も 

知れない。 帆 村 探偵と いうの は、 理学 士か なんかで、 

なかなか 新しい 探偵 術 を もって、 科学 応用の 悪人 を 

征伐し て あるく という 変り 者 だ。 だか ら彼 がわが 軍艦 


淡路の 事件で、 この 土地に やって来 たからに は、 きつ 

と 相当に 活躍す るだろう と 思 うんだ。 僕 は、 それ を ひ 

そかに 期待して いたんだ が、 彼が 別荘に 帰って来ない 

というの は、 どうも 変 だね」 

そういって 塩田 大尉 は、 思い いれ も ふかく 首 を かし 

げた。 

それから 暫 くた つ ての 後で あ つ た。 

階段 を 急ぎ足で かけおりて きたの は、 小 浜 兵曹長で 

あった。 ふうふうと あらい 息 を はきながら、 龃 けこん 

だの は 士官 室 だ。 

「塩田 大尉、 た、 たいへんです」 


テ— ブル を 前に、 この 事件 を その後 どうしら ベ るか 

について 考え こんでいた 大尉 は、 小 浜 兵曹長の あわて 

た 顔 を じ つと みあげ、 

「なんだ 小 浜。 また 鶏の ように あわてと る じ やない 

か」 

「いや、 あわてる だけの こと はあり ますよ。 私 は 酉の 

年です からね」 

「酉年 は 知っている。 大変の 方 はどうした のか」 

「そ、 それです。 塩田 大尉、 すぐ 甲板へ あがって くだ 

さい。 貴下で もき つと 顔色 を かえられる ような、 たい 

へんな ことが 起って います」 
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甲板の 上へ 出る と、 なに かたい へんな ことがあ ると 

いう しらせです。 塩田 大尉 は 小 浜 兵曹長 を ひきつれて、 

すぐさま 昇降口 を かけあがりました。 

軍艦 淡路の 甲板の 上から は、 いつに 変らぬ 九十 九 里 

みぎわ 

浜の 長い 汀が うつくしく 見えて いました。 

だが、 塩田 大尉の 目に は、 べつにた いへんら しい こ 

ともう つりませんでした。 

「小 浜 兵曹長、 たいへんと は 一 体 何が たいへん なのか」 


すると 兵曹長 は、 大尉の 前へ 腕 をのば して 海岸の 方 

を ゆびさしました。 

「塩田 大尉、 あれ を ごらんく ださい。 あそこに たって 

いた 塔が、 どこかへ 姿を消して しまったで はあり ませ 

んか」 

「なに、 塔が 姿を消し たって。 誰が そんな ばかばかし 

いこと を 本当にす る もの か」 

「いや、 その ばかばかしい ことが 本当に 起った のです。 

では 塩田 大尉に は、 あの 塔が 見える のであります か」 

「見えない はず はない、 あの 塔 は、 あの 辺に たしかに 

あつたと 思った が —— 」 


と、 塩田 大尉 は 甲板の 上から、 小手 を かざし、 かね 

て 覚えの ある 場所 をし きリ にきよ ろき よろ と 眺め まし 

たが、 どうしても 塔が 見えません。 

(変 だな、 たしか あの 林の そばに 建って いたと 思う が、 

見えない と はどうい うわけ だ) 

塩田 大尉の 顔 はだん だんと 紅くな つてき ました。 そ 

のうちに、 反対に 顔が さっと 蒼 ざめ てまい りました。 

大尉 は、 拳 を かためる と、 欄干 を とんと 叩きました。 

「これ あ 不思議 だ。 小 浜、 お前の いうと おりだ。 たし 

かに あの 塔が 見え なくなった」 

「やっぱり 私の 申しました とおりでしょう」 


「うむ、 これ はたし かに 一 大事 だ。 あの 塔が 見えな く 

なった とすると、 あそこ を 調べに いった 帆 村 探偵 は 一 

体 どうな つたの だろう」 
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九十 九 里 浜に 立って いた 怪 塔が、 わずか 一夜のう ち 

に、 かげ も 形 も なくなって しまったと いうので すから 

これに は 塩田 大尉 もす つかりお どろいて しまいました _ 

「これ はすぐ 偵察し なきや ならない。 兵曹長、 すぐ 陸 

戦隊 を 用意し ろ」 


兵曹長 は、 はっと 挙手の 敬礼 をして 龃 けだしました。 

ごうてき 

やがて 集合 を 命ずる 号笛の 音が、 ぴぴ— い と 聞え まし 

た。 

やがて 一 隊の 陸戦隊 員が、 白い ゲ— トル 姿 もりり し 

く、 甲板へ かけあがって 来ました。 

「気をつけ、 番号！」 

銃剣 をし つかり 握って、 水兵さん たち はさつ と 整列 

しました。 

塩田 大尉 は その 前に 進み出て、 

「これから 上陸して 偵察 任務 を 行う。 場合によれば 戦 

闘 をす るから その 覚捂で いけ」 


戦闘？ 

水兵さん たち は 戦闘と きいて、 心の中で、 

(しめた！) 

と、 思いました。 こんな 内地で 戦闘が あると はもつ 

けの 幸いです。 大いに 奮戦して、 突いて 突いて、 突き 

まくろうと 決心し ました。 しかし 敵 は 何者で ありま 

しょう。 塩田 大尉 は そのこと にっき 一言 もい われ ませ 

ん でした。 

陸戦隊 は、 すぐさま ボ ー! ^を 下しました。 そして そ 

れに 乗って、 海岸め がけて 漕ぎ だした のであります。 

まったく 不思議な 出来 ごとが あった ものです。 塔の 


なくなった 海岸の 景色 は、 なんだか すっかり 間がぬ け 

たものに なりました。 

「上陸！」 

みずぎわ 

陸戦隊 は 一 せいに ボ— ト から 水際へ とびおりました。 

そこでい よいよ 塩田 大尉 を 先頭に、 小 浜 兵曹長が つ 

きそい、 陸戦隊 は 塔が あつたと 思われる 例の 森 をめ が 

けて、 勇ましく 行進して いきました。 

森 はしず まりかえ つてい ます。 白い 砂 も、 青草 も、 

みな 黙った きりです。 迷子の 怪塔は どこに 立って いる 

のでしょう。 


怪 塔の 一 つの 謎 


怪 塔の 一 階で は、 いま 帆 村 探偵と 一 彦 少年と が、 し 

きりに 小 首をかしげて います。 

「帆 村お じさん、 なぜ この 塔の 出口が、 土の 壁で ふさ 

がれたん だろう ね」 


「ふ— む、 おじさん にもよ くわから ない の だ。 だが ね 

一 彦君、 これ は 土の 壁と いうよりも、 むしろ 土壌と いつ 

た 方が 正しい の だよ」 

「えつ、 どじょう。 どじょう  つて、 あの 鬚の ある、 

柳川鍋に する お 魚の ことだろう。 なぜ この 土が どじよ 

うなの」 

帆 村お じさん はくす くす 笑いだ しました。 

「土壌って、 魚の どじょうの ことで はない。 いまい つ 

た 土の こと を 土壌と いうの だよ。 つまり 大地 を 掘れば、 

その 下に あるの は 土壌つ てえ わけさ」 

「なんだ、 ただの 土の ことか、 僕 は 魚の どじょう のこ 


とかと 思った から、 それで 驚いて しまったん だよ」 

「いや、 君 はとき どき 面白い こと をい うね。 いま 君に 

笑わせて もらった お 陰で、 おじさん はたい へん 気が お 

ち ついて きたよ」 

と、 つづいて にゃにゃ 笑い、 

「そこで 一彦 君、 もう 一 つ 君に お礼 をい わなければ な 

らな いこと は、 いま 君に 土壌と は どんな もの かと 説明 

している 間に、 この 出入口 をふさ いでいる 土壌の 謎 を 

とくこと がで きたよ」 

帆 村 探偵が、 この 不思議な 土壌 は、 そもそも どこか 

ら来 たかと いう 謎 をと いたと いった ものです から 一 彦 


少年 は 目 を まるくし ました。 

「といたの？ おじさん は 謎 をと いたんだ つて。 じ や 

あ 早く 教えて よ。 なぜ こんな 土 を 持って きたの」 

「といて みれば なんでもな いこと さ」 と、 帆 村 はこと 

も なげにい つての け、 「つまり、 この 土壌 は、 大地 を 掘つ 

たと ころに ある はずの もの だから、 しからば いまこの 

怪塔 は、 エレべ ー タ —のように、 地上から 大地の 中に 

おりて いるので ある。 さあ どう だ、 おもしろい 考え方 

だろう」 
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怪 塔が、 エレべ ー タ— のように、 地上から 大地の 中 

におり たという 帆 村の 考え は、 じつに 思いき つた 見方 

でありました。 

「おじさん、 本当 かい。 怪 塔が エレべ— タ —のように 

下る/? だって、 まま ば まま- 

と、  こんど は 一彦 君が 笑い ころげました。 

「いや、 ちっともお かしくない」 と、 おじさん は大真 

面目で いいました。 「いいかね 一彦 君。 僕たちが この 

出入口の 綻を はずして、 この 部屋へ はいった ときには、 

もちろん 扉の 外 は 道路に なって いた。 ところが 今 は、 


扉の 外に は 道路が なく、 そして 土壌が あると いうので 

は、 塔が 地中に もぐった ものと しか 考えられない では 

ないかね」 

「だって 塔が 下る なんて、 信じられ ないや」 

「一彦 君、 お聞き、 エレべ— タ ー だって、 五十人 も 百 

人 ものれ る 大きな やつが あるんだ ぜ。 この 怪塔 王と い 

う 不思議な 人物 は、 戦艦 を この 塔へ ひっぱり つけた ほ 

どの 怪力 機械 を もってい るの だから、 この 怪塔を 上げ 

下げす る ことなん か 朝飯前だろう」 

「な、 な ー る ほど」 

一 彦は はじめて 塔が 地中に 下る わけが、 なんだか わ 


かった ような 気が いたしました。 

もちろん 皆 さま は、 ずっと 前から それが よくお わか 

りに なって いた ことでしょう。 軍艦 淡路の 陸戦隊が 地 

上 を 一 生 懸命 さがし ますが、 そこに は 塔の かげ も かた 

ち もなかった というの も、 この 怪 塔が 地面の 下にお り 

てし まった ためです。 塔の 屋上 は 砂原 を 帽子に して か 

ぶった ような 有様に なって います。 ですから 塔の 頂上 

が 地面のと ころまで 下ります と、 あたりの 砂原と 見 わ 

けがつ かなくな ります。 そこへ 風が 吹いて きて、 あつ 

ちへ、 こっちへ と 砂 を ふきとばせば、 いよいよ 塔が 埋 

ま つ ている ことが わからなくなります。 


怪 塔の 秘密の 一 つ は、 こうして 帆 村 探偵の あたまの 

はたらきで 解けました。 

怪塔 王が それと 知ったら、 さあ、 なんと 思う ことで 

しょうか。 
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「じゃあ、 帆 村お じさん、 この 土 を 上へ 掘って いくと、 

地上に 出られる わけ だね」 

と 一 彦が、 塔の 出入口の そとに 見える 土壌 を ゆびさ 

しました。 


「それ はそう だが、 ちょっと 掘る という わけに もい か 

ない ね」 

といって いると ころへ、 突然 二人の 頭の 上で、 破 1 

のよう な 声が とどろきました。 

「わつ はつ はつ、 もういい かげんに、 話 をよ さんか」 

そういう 声 はま ぎれ もな く、 高声 器から 出る 怪塔王 

の あのに くにくし い 声でした。 

「やつ、 また 出て きたな、 怪塔 王、 声ば かりで おどか 

さずに、 ここまで 下りて きたら どう だ」 

と、 帆 村 探偵が やりかえしました。 

「ふ ふ ふ ふ、 なに を いっとる か、 この 青二才 奴が。 し 


かし 貴様 は、 塔が 地面の 中に もぐった こと を いいあて 

たの は 感心 じ やといって おく ぞ。 しかし、 この 塔の 威 

力 はたった それだけ のこと ではない ぞ。 こいつ は 貴様 

も 知るまい がな。 いや、 なにかと いうう ちに、 貴様た 

ちを片 づける のが 遅くな つたわい。 どれ そろそろ とり 

かかる としょう」 

気味の わるい こと をい つて、 怪塔 王の 声 はぶつ りと 

切れました。 

「おじさん、 怪塔 王が 僕たちせ 片 づける つて どんな こ 

と をす るの」 

と、 一 彦は 心配そう に 聞きました。 


「な あに、 たいした こと はない よ。 おじさん だって 男 

一 匹 だ。 そうむ ざむ ざ 殺されて たまる もの か」 

といって いると ころへ、 いつ 現れた か 二人の 背後に、 

怪塔 王が すっくと 立って いました。 

「わつ はつ はつ、 もう 二人とも、 死ぬ 覚悟 はついた か 

な」 

「なに を  」 

と、 帆 村 はふり むき ざま、 たくみに ピストルの 引金 

を ひき、 ぱんぱんと 怪塔王 をね らいうち しました が、 

例の 強い 防弾 力が きいて いると 見え、 1 向怪塔 王に は 

あたりません。 
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「う ふ ふ ふ、 わしの 体に、 そんな ピストルの たまが は 

いるもの かと、 さっき 教えて おいた じ やない か」 

と、 怪塔王 はにくに くしげ に 笑いながら、 すこしず 

つ 帆 村と 一 彦の 方に すり 足で 近よ つてき ます。 

帆 村 は、 もう 駄目 だと は 思い ましたが、 それでも 一 

彦 だけ はなん とか 助けたい ものと、 うしろへ かばって 

います。 怪塔 王が 一 歩す すめば、 彼 もまた 一 歩う しろ 

に しりぞきます。 そうして じりじりと 陸 塔 王に おされ 


ていくうち、 とうとう 二人 は 壁ぎ わへ、 ぴったり おし 

つけられて しまいました。 

「さあ、 いく ぞ！」 

怪塔王 はいきな り 大声 を はりあげ ると、 隠し もって 

いた フット ボ— ル ほどの 球 を、 頭上た かくさし あげ ま 

した。 

「これ は 殺人 光線 灯 だ。 貴様た ち、 今 この あかりが つ 

くの を 見る じ やろうが、 その 時 は、 お前た ちの 最期 だ 

ぞ。 わかる じ やろう。 そのと き は 殺人 光線が 貴様た ち 

の 全身 を、 まっくろ こげに 焼いて いると きじ や」 

ああ、 あぶない あぶない。 殺人 光線 灯の スィッチ を 


入れる と、 すぐに その あかり はっきましょう。 そうな 

れば帆 村 も 一 彦 もくろ こげに な つ て 死ぬ というの です 

ろうそく 

から、 二人の 命 は、 もはや 風の 前の 蠟燭 とおな じこと 

です。 

(どうしょう？) 

と、 一彦 は 帆 村に しがみつきました。 帆 村 は 彫刻の 

ように かたくなって、 怪塔王 を にらみつけ ています。 

「ちょ つ と 待て」 

と、 帆 村 は怪塔 王に 声をかけました。 

「なんだ、 青二才、 命が おしくな つた か」 

「いや、 お前 こそ 気をつけろ。 いま 時計 を 見る と、 


丁度 この 塔へ むかって、 わが 海軍の 巨砲が 砲撃 を はじ 

める 時刻 だ。 お前 こそ 命が あぶない の だぞ」 

「えつ —— それ は 本当 か」 

「本当 だと も。 そんな 手箬 がつ いていなければ、 僕た 

ちの ような 弱い 二人で、 なぜ こんな あぶない 塔の 中へ 

はいりこむ もの か」 
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怪 塔が 軍艦 淡路 から 砲撃され ると 聞かされ、 怪塔王 

はお どろき ました。 


「ああ 砲撃され る。 そいつ は 気がつかなかった」 

そうい つ た おどろきの 言葉 は、 ほんとうに 怪塔 王の 

腹の 底から 出た ものと 見えました。 

帆 村と 一彦と を そこにの こした まま、 怪塔王 は あわ 

て ふためき、 階上に かけあがって しまいました。 

怪塔王 はい ま 三階の 自室に かえって、 しきりに 妙な 

機械の 中 をの ぞいて います。 それ は 巧妙な 地中 望遠鏡 

でありました。 地中に いて それで 地上が よく 見える と 

いう 機械で ありました。 

これ は 潜水艦の 潜望鏡み たいな もので、 光の 入口 は 

けやき  こずえ 

怪 塔の 近くに ある 櫸 の 木の 高い 梢 のうえ にあり まし 


た。 それから 下 は 筒に なって いて、 櫸の 木の 幹の 中 を 

通り 地中に はいります。 すると、 そこから 横に 曲リ怪 

塔の 方への びて います、 がその 曲り かどに 反射鏡が あ 

りました。 

怪 塔が 地上に のぼっても、 またい まの ように 地下に 

もぐっても、 怪 塔の 中から うまく 地上の 風景が のぞけ 

るよう になって います。 まったく 怪塔王 は おそろしい 

発明家です。 まだまだ いくらでも おそろしい 機械 を 

も つ ています。 

それ をの ぞいた 怪塔王 は、 怪 塔が どこに いったろう 

と、 陸戦隊が 地上 をう ろうろ さがしまわつ ている のが 


見えた ものです から、 もう 駄目 だと 思いました。 

「仕方がない。 惜しい けれど、 逃げる ことに しょうや」 

そういって、 怪塔王 は、 傍 にある 配電盤の 上の 大 

きな スィッチ を 一 つ 一 つ 入れて いきました。 そして 最 

後に 大きな ハンドル を 廻し ますと、 地底から おどろお 

どろと 怪しい 響が 伝わって きました。 そして その 響 は 

だんだん 大きくな り、 やが て は 耳が きこえなくなる く 

らい はげしくな りました。 

飛ぶ 塔 
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と つ ぜん 怪 塔の 地階に おこつ たもの すごい 物音！ 

一体 それ は、 なんであった でしよう か。 

らっ、 たったつ たつ、 

らっ、 たったつ たつ、 

とにかく、 それ は怪塔 王が 起して いるものに ちがい 

ありません。 


一 階に いた 帆 村 探偵 も 一 彦 少年 もこの ものすごい 物 

きも 

音に は、 胆を つぶして しまいました。 まわりの 壁 は、 

かなづち 

まるで 金槌で 叩いて いるかの ように、 がんがん 鳴って 

います。 足の 下の 床 も びりびり びりと 気味 わるく 震動 

いたします。 

「おじさん、 これ はなん の 音だろう ね」 

「さあ、 よく わからない けれど、 なんだか 地べたの 中 

で、 さかんに 爆発して いるよう だね」 

「地震 じ やない かしら」 

「うん、 地震と はちが うさ。 怪塔王 は、 軍艦から 砲撃 

される と 聞いて、 逃げ だすつ もりら しいの だ。 してみ 


れば この 怪塔 をなん とかう ごかす つもりな のだろう」 

「どんな 風に 動かす の」 

「さあ、 それ は  」 

といって いると ころへ、 床が 壁 もろともい きなりぐ 

ぐ ー つ ともち あがりました。 

と、 思う うちに、 また ど— んと 下へ おちました。 

二人 はとても そこに 立って いられな いので、 腹ば い 

になり ました。 

ど ど ー ん、 ど ど ー んと室 は 四 度、 五 度と あがったり 

さがったり している うちに、 一段と 高い 音 をた てると 

ともに、 ひゆ ー つと 上の 方に とびだしました。 


「あつ、 とびだした」 

「うむ、 やった な —— -」 

帆 村と 一彦 は、 いいあわせ たように 跳ねお きる と、 

かたわらの 小さな 窓の 鉄 枠に つかまって、 一生 けんめ 

いに 窓の そと を のぞきました。 

さあ、 そのと き 二人の 眼に、 どんな 光景が うつった 

ことでありましょう か。 
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ごうごうと、 ものすご い 音 をた てて 震える 怪 塔の 


中！ 

その 窓 わくに とりすがって、 外 をの ぞいた 帆 村 探偵 

と 一 彦 少年！ 

「ああつ、 これ は —— 」 

と、 はげしい おどろきの 声が、 二人の 口から 一し よ 

に とびだしました。 

窓の 外の、 まったく おもいがけない 光景 —— ああ こ 

んな ことがあって よい もので しょうか。 そこに 見えた 

もの は、 あの 赤土の 壁で もありませんでした。 また 二 

人が 見なれ た 白い 砂浜と、 青い 海原に とりかこまれた 

森の 中の 風景で もありませんでした。 それ はなに もな 


い 空でした。 いや、 なにもない わけではありません。 

白い 雲が、 あっち こっちに ぼっか リ うかんで います。 

たった それだけです。 大地 や 海原 は どこへ いってし 

ま つたので しょうか。 

二人 は、 大地と 海原と をみ つける のに、 大骨 をお り 

ました。 なぜと いって、 二人が 窓 わくに 顔 を ぎゅっと 

おしつけて、 むり をして はるか 下 を ながめた ときに、 

やっと その 大地と 海面と が、 まるで 模様 かなに かの よ 

うに 足下に 小さく 見えて いるの を 見つけた のです。 お 

どろいた ことに、 怪塔 はいつ のまに か 大地 を はるかに 

はなれて いました。 そして 天へ むかって、 ものすごい 


速さで び ゆうび ゆう 飛んで いくので ありました。 

「一彦 君、 これ はたい へんだ。 僕たち はい ま 空中 をと 

んで いるの だよ」 

「えつ、 空中 を とんで いるの。 やはりそう だった の。 

僕 は 頭が なんだか ぼんやりして しまった」 

といった の も 道理です。 二人の とじこめられた 怪塔 

は、 いま 空中 を 弾丸の ように とんで いくので ありまし 

た。 今まで 塔 だとば かり 信じて いたの は、 普通の 塔で 

はなかった のです。 空中 を 飛行機よりも 早く 走る とい 

われる あの ロケット 機であった ことが わかりました。 


いま 帆 村 探偵と 一彦と は、 怪塔 ロケットに 閉じ こめ 

られ たま ま、 思いがけない 空中 旅行 をして います。 

怪塔 ロケット を 操縦して いるの は、 いわず と 知れた 

怪塔 王です。 

一 たい 怪塔 王の ほんとうの 名前 はなん というの であ 

リ ましょう か。 まだ だれも それ を 知り ませぬ。 

この ロケット というの は、 だいたい 砲弾に 尾翼 を 生 

やした ような かたち をした 飛行機の 一 種です。 飛行機 

とちが うと ころ は、 飛行機に は プロべ ラが あるのに、 


ロケットに は それが ありません。 したがって ロケット 

に は エンジン もありません。 では どうして この ロケ ッ 

トが 空中 を 走る かと 申します と、 それ は ロケットのお 

尻の 方に 穴が あいていて、 その 穴から はげしく ガスが 

ふきだす のです。 その 勢で ロケット は 前へ すすむので 

あります。 

ガス は ロケットの 中に たくわえられ ています。 怪塔 

王の つかって いる ガス は、 Q  Q ガスと いう 世界の ど 

こに も 知られて いない 強い ガスです。 これ は うんと 冷 

して、 固めて 石膏の ようにし、 缶づ めに してあります _ 

使う とき は、 その 缶づ めの 栓を ひらく と、 その 穴から 


QQ ガスが ガス状に な つ て はげしく しゅうしゅう とふ 

き だすので す。 冷して 固めて ある わけ は、 そもそも 口 

ケット のように ガスが たくさん 入用な 乗り物で は、 ガ 

ス状 のままで ロケット 内に たくわえ るので は、 場所が 

せまくて いくら もた くわえられません。 そこで 冷して 

固めて 石膏の ようにし ておけば たいへん 容積が 小さく 

なります。 たとえば 部屋 一杯の ガス も、 これ を 冷して 

固める と、 耳 かき 一 ぱいぐ らいの 粉末になります。 で 

すから、 相当の 分量 を 積んでも たいした 場所 ふさぎに 

もな りません。 

怪塔 ロケットに は、 いつのまにか 屋根の ような もの 


が 出て、 形 を 流線型に しています。 また 尾翼 もい つの 

間に か 胴中から ひきだされました。 古びた 怪塔 は、 

ま つたく ここに 最新の ロケットに 形 を あらためてし 

まった のです。 

ものすご 

なんという 物凄い 怪 塔でしょう。 

4 

行方不明の 怪 塔が、 いきなり ロケット 機に 早が わり 

をして 天空に とびだし たのです から、 これに は 誰し も 

おどろきました。 


なかで も 一番 おどろかされ たの は、 ちょうど あの 時、 

現場ち かくの 砂地 を 一 生 懸命に しらべて いた 軍艦 淡路 

の 陸戦隊 員で ありました。 

それまで は、 平な 砂浜と しか 見えなかった 大地から、 

) J う) J うば しゃん と大音 をた て 、 い きなり 怪 塔に 翼 を 

生やした ロケットが とびだし たのです から、 これ は、 

いかに 戦闘に めざましい 手柄 をた てる 皇軍 勇士で あつ 

て も、 驚かないで はいられません。 

隊長の 塩田 大尉 さえ、 

「おおつ、 あり や 何 だ！」 

と 叫んだ きり、 しばらく は 天空に よじのぼって ゆく 


まう ぜん 

怪塔 ロケット をた だ惘 然と ながめつ くした ことでした。 

「立ちう ち！ 構え！」 

大尉 はやつ とわれに かえって 号令 を 下しました。 だ 

が、 今 さらう しろから 撃って みても、 どうに もなら ぬ 

うちかた 

こと を 知る と、 大尉 はついに 撃 方 はじめ を 命じません 

でした。 

それに 代って、 信号 兵が えらばれ、 本 艦との 間に さ 

かんに 手旗信号が 交されました。 本 艦で も、 まったく 

不意う ちの ありさまで、 甲板に いた 水兵さん たち も、 

あれよ あれよ と、 ロケットの 出す ガスの 尾 を 見 まもる 

ばかりで したが、 この 時 勇ましい 爆音が 艦上に 聞え る 


と 思う 間もなく、  二 台の 艦載機が、 カタパルトの 力で 

さっと 空中に とびだしました。 これ は怪塔 ロケット を 

追跡して いくため でありました。 乗手 は 有名な 金岡大 

みくま 

尉と 三隈 一 等 航空 兵曹と でありました。 

しかし この 名手た ち も、 やがてが つかりして 艦の 方 

にまい もど つ てきました。 空中からの 報告が 発せられ 

ました。 

「司令。 追跡して みました が、 とても 向こうの 速度が 

はやい ので、 どうす る こと もで きません。 怪 ロケット 

機の 姿 を、 ついに 真北の 方角に 見失いました」 


それつ きり、 怪塔 ロケットの 行方 はしれ なくなって 

しまいました。 

帆 村 探偵 や 一彦 少年 はぶ じでいる でしよう か。 また 

怪塔王 は、 次に どんな こと を やろうと 考えて いるので 

しょうか。 

軍艦 淡路の 検察 隊長 塩田 大尉 は、 こうな つたこと に 

ついて 残念で たまりません。 

そこへ 一 彦の 妹の ミチ 子が、 兄の こと を 心配して た 

ずね て 来た ものです から、 塩田 大尉の 胸の なか は、 に 


えく りかえ るよう な 有様でした。 

「ミチ 子さん、 まあ、 おかけなさい。 ほんとうにお 気 

の 毒な ことにな りました ね」 

まつげ 

ミチ 子の 捷毛は 心配の あま リ 涙で ぬれてい ました。 

「大尉 さま、 兄さん はもう かえって こられな いので 

しょうか。 帆 村お じさん も 一 しょに 行つ てし ま つ て、 

あたしの 身より は、 もう 一人 も なくなりました わ。 あ 

たしが 男 だったら、 怪塔 王の あと を 追って、 兄さんた 

ち を 救いだ しにい くので すけれ ど —— 」 

塩田 大尉 も 目 を しばたた き、 ミチ 子の 頭 を やさしく 

なでながら、 


「ミチ 子さん は、 そう 心配し ないがいいで すよ。 私た 

ちがき つと 探し だします。 本 艦 を こんな ひどい 目にあ 

わせた の もどう やら、 ミチ 子さん のい ぅ怪塔 王の 仕業 

のよう ですから、 これ はどうしても 私たちの 手で 怪塔 

王 征伐 をし なければ ならない と 思います。 しかしな が 

ら、 あの 怪塔王 は、 私たち 専門家が 考えても 不思議で 

ならない ほどの 恐し い 武器 を もっている のです。 です 

から、 これ を 征伐す るに しても、 なかなか 研究 をして 

かからねば なりません。 そこで 私たち は、 艦長な どと 

も 相談の 結果、 日本一 の大 科学者と いわれる 

大 利根 博士に 来て いただく ことにして 博士のお 智恵を 


借りる ことにき めた のです。 博士に 来て いただけば、 

必ず 怪塔王 征伐の いい 方法が みっかる にち がい ありま 

せん」 
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大 利根 博士 は、 日本 一 の 科学者で ありまし たが、 ま 

た 日本一 の 変り 者で も ありました。 博士 はいつ も 地下 

室の 研究所に たてこも つていて、 なかなか 外へ 出て 来 

きげん 

ません。 誰かが たずねて いっても、 よほど 機嫌の よい 

時で ない と、 顔 を 見せません。 ですから、 強い 近眼鏡 


を かけ、 ひげぼう ぼうの 痩せた 小さい 顔 を もった 大利 

根 博士 を 見た 人 は、 よほど 運が よかった ことにされて 

いました。 大抵の 場合 は、 博士 邸の 玄関に そなえつけ 

て ある 電話機で もって、 奥の間に ある 博士と 電話で 用 

事 を 話しあって、 用を果 すの が 普通で ありました。 そ 

の 電話 さえ、 時に よると、 博士が 電話口に あらわれて 

来ません ために、 二日で も 三日で も 玄関に がんばって、 

いくど も 電話 を かけて みるよりしか ありませんでした。 

その 大 利根 博士が、 軍艦 淡路 をお とずれ たの は、 約 

束より 三日 も あとの ことで ありました。 

「や あ、 ひどい ことにな つた ものです ね」 


博士 は 腰 をた たきながら、 にこに こ 顔で 舷梯 をの 

ぼ つ て 来ました。 

そう ま 

艦長 相 馬 大佐 を はじめ、 幕僚た ちゃ 検察 隊長の 塩田 

大尉な ども、 大 利根 博士 を 出迎えて いました。 

「これ は 相当の 威力 を もっている 秘密兵器で やられた 

のです ね。 たいへん 面白い。 すぐに しらべて みまし よ 

う」 

あめざいく 

と、 甲板のう えから、 艦橋が 飴細工の ように 曲って 

いるの を 見上げて、 しきりに 首 を ふって 感心して いま 

した。 

「大 利根 博士、 お茶 をめ しあがれ」 


ミチ 子が 水兵さん に 代って、 紅茶 をす すめました。 

「や あ  」 と 博士 は 目 を まるくして、 「おや、 この ご 

ろ は 軍艦で は、 女の 給仕 をつ かうよう になつ たんです 

か。 あつ はつ はつ」 

ミチ 子 は、 顔 を あかく しました。 
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大 利根 博士 は、 竿竹の ように ほそい 体 を いろいろに 

曲げて は、 飴細工の ように 曲ったり 溶けたり している 

軍艦 淡 路の艦 体 をい ちいち ていねいに 見て まわり まし 


た。 

博士 は 感心す るた びに、 つよい 近眼鏡の おくに 眼 玉 

を ひからせたり、 ぼうぼう ひげ を ぴくりと 動かしたり 

しました。 

「塩田さん、 だいたい よく 見 まわりました。 一番お も 

しろ いのは、 この 通風 筒です よ」 

といって、 博士 は そばに たって いる 通風 筒 を 振 返り 

キ セル  がんくび 

ました。 この 通風 筒と いうの は、 煙管の 雁首の 化物み 

たいな、 風 をと おす 大きな 筒です。 それ は 鉄板で でき 

てい ましたが、 それが まるで 大風に ふきとばされ たよ 

うに ひん 曲り、 しかも その上に いくつ も ぶつぶつと 大 


小の 穴が あいてい るので ありました。 

「塩田さん、 この 通風 筒 をす こしば かり 貰つ て ゆき ま 

すよ。 もって かえって、 よく 研究して みなければ なら 

ぬ」 

そういうと、 大 利根 博士 は、 白墨 を ポケットから 出 

して、 通風 筒の 穴の まわりに、 丸 印 だと か 三角 印 だと 

か を かきました。 それから 写真機 を 出して、 その 部分 

をい ちいち ていねいに うつしました。 

それが すむ と、 博士 は どこに 隠し もっていた のかへ 

はさみ 

ん なかた ちの 鋏 を とりだし、 鉄で できた 通風 筒 を ま 

るで ボ— ル紙 をき るかの ように、 ざく ざくざくと 切り 


とりました。 

「まあ、 よく 切れる 鋏 だ こと」 

と、 ミチ 子 は、 そばから みていて、 感心して いい ま 

した。 

すると 大 利根 博士 は 急に ふりかえって、 怒った よう 

な 顔 をし ました。 

「どうも 女の子 は、 お喋りで いけない」 

ミチ 子 は 博士の じゃま をした ので 怒られた の だな と 

おもい、 ベ そ を かきました。 

すると、 そのと き ミチ 子のう しろから、 大きな 手が 

ちかづいて、 その 頭 を やさしくな でました。 


ふりかえ つてみ ますと、 それ は 塩田 大尉の 手で あり 

ました。 


陸 塔 は どこ？ 


ミチ 子 は、 軍艦 淡路の 上で 、しきりに 妙な こと を やつ 


て 研究 をして いる 大 利根 博士 を、 たいへん こわい 人 だ 

と おもいました。 

しかし 博士 は、 ミチ 子が なに をお もおうと 平気の 

平 左で、 なに かさかん に 口の なかで ぶつぶつ いいなが 

ら、 艦 内 を あるきまわって いました。 

検察 隊長の 塩田 大尉 は、 博士の 前にす すみよって、 

「大 利根 博士、 あなた は あの 怪塔 ロケットが、 このよ 

うな ひどい こと を やった のち、 どこへ 行って しまった 

とお 考えです か」 

博士 は、 ぎよろ りと、 近眼鏡の なかから 眼 を ひから 

せ、 


「うん、 そのこと なら、 大体 見当 はついて います わい。 

やはり、 どこか 人気の ない ところで しょうな。 海岸と 

か、 山の 中と か、 そういうと ころです ね」 

「博士 は、 それ を はっきり 探し あてる に はどう すれば 

よいと お考えで すか」 

「それ はや はリ、 怪 塔の 科学者が、 このように 軍艦の 

鉄板な ど を どんな 力で とかした か、 それ を 調べる のが 

先です な。 それが わかれば、 その 怪力に 感ずる、 例え 

ば 受信機の ような もの を 作って 飛行機に のせ、 空中 を 

とびながら、 怪力の 強くなる 方角へ とた どって いけば、 

き つ と怪 塔の あると ころへ 行きます」 


「なるほど、 それ はいい 方法です ね。 すると この 怪力 

を 博士に 調べて いただかねば なりません が、 何日 ぐら 

レカ カリます 力」 

「さあ、 そいつ はよ くわ からん が 〔# 「わからん が」 は 

底本で は 「わかんが 匕 —— 」 といって、 大 利根 博士 は 額 

にしば らく 手 を あてて いました が、 

「まあ、 この 通風 筒の 鉄板な ど を もって かえって、 で 

きる だけ 早く 調 を 終える ことにしましょう。 じゃあ も 

う 帰ります よ」 

「博士、 もうお かえりで すか」 

「こんな 落ちつかぬ ところ じ や、 いい 考え も 出ません 


よ。 はい、 さようなら」 

そういって、 大 利根 博士 は 後 を ふりむき もせず、 す 

たこら 帰つ て いきました。 
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それと いれちがいに、 小 浜 兵曹長が 甲板へ 飛 出して 

きました。 

「塩田 大尉、 一 大事です ぞ」 

「なんだ、 小 浜、 お前に も 似 あわず、 あわてて いる じ や 

なレ 力」 


「あつ はつ はつ、 あわてて いるか もしれ ません ね。 と 

にかく 怪塔 ロケットの 行方が わかり かけた のです」 

「なに、 怪塔 ロケットの 行方が —— 」 

まゆ 

と、 塩田 大尉が びくり と 太い 眉 をう ごかし、 

「ほう、 それ はうまい。 しかし 大 利根 博士 は、 怪塔か 

ら 発射す る 例の 怪力の 正体が わからな いうち は、 とて 

も怪 塔の 行方 はわ かるまい と 言って いられた ぞ」 

「博士 はそんな こと を 言われました か。 しかし、 いま 

無線 班 は、 怪 塔から 出して いると 思われる 無線電信 を 

つかまえ たのです。 それ は 非常に 弱い 無線電信で、 し 

かも はじめは、 たった 二十 秒 間 ほどし かきこえ ません 


でした が、 たしかに 軍艦 淡路を 呼んで いるので す」 

「まう まう」 

と、 塩田 大尉 は 前に のりだし てきた。 

「なに か 信号の 意味で も わかれば いいと 思って 苦心し 

ましたが、 たしかに 電文 をう つてい るので すが、 符号 

がきれ ぎれ になって、 よく 意味が ききとれません。 し 

かし 淡 路の呼 出 符号 だけ は、 幾度 もくり かえされ るの 

で、 はは あ、 こっち を 呼んで いるな と、 わかる のです」 

「うむ、 それから —— 」 

と、 塩田 大尉 は あと を 催促いた しました。 

「そこで、 向こうが 何 をい つてい るの か を、 聞き わけ 


る こと は あきらめまして、 その代り その 無線電信が、 

ど の 方角から や つてく るか を しらべ る ことにして すぐ 

とりかかりました」 

「大いによ ろしい。 そして 無線電信の やってくる 方角 

はわかった か」 

「はい、 始の 電信 はすぐ 消えて しまい ましたが、 それ 

から 五分 間 ほどた ちます と、 またお なじ 電信が はいつ 

てきた ので、 そいつ を 捕獲す る ことに 成功し ました」 


小 浜 兵曹長 は、 塩田 大尉の 前で、 なお も 熱心に、 ど 

うして 怪 電波の とんで きた 方角 を はか つた かとい うこ 

とに ついて、 報告 をつ づけて います。 

めもり 

「塩田 大尉、 その 方角 は 方向探知器の 目盛の 上に あら 

われました」 

「どっち だ、 その 方角 は」 

と、 大尉 は 地図 をと つて ひろげました。 

「は あ、 ここが 九十 九 里 浜で、 この 上 を、 真北から 五 

度ば かリ 東に かたむいた 方向に 直線 を ひいて みます」 

といって、 兵曹長 は 地図の 上に 赤 鉛筆です うつと 線 

を かいた。 


「この 方角です」 

かと リ じんぐう 

その 方角と いうの は 千葉県の 香 取 神宮の そば をと お 

かすみが うら 

り、 茨城県に はいって 霞 浦と 北 浦との 中間 をぬ け、 

水 戸の 東に あたる 大洗 海岸 をつ きぬけて、 さらに 日 

な こその せき 

立 鉱山から 勿 来 関の 方へ つらなつ ていた。 

「ふうむ、 北の方 角 だな。 ついでに どの 地点 かわかる 

といい の だが —— 」 

「は あ、 それ もやって みました」 

「やった？」 

たち かぜ  かしまな だ 

「はい、 ちょうど 駆逐艦 太刀 風が、 鹿 島灘の 東方 約 二 

百キ ロメ —， ^ル のと ころ を 航海 中で ありまし たので、 


それに 例の 怪 電波の 方角 を 測っても らいました。 あい 

にく 洋上 は 雨風 はげしく、 相当 波 だってい ますそう で、 

太刀 風の 無線 班 も 大分 苦心 をして 時間が かかりました 

が、 それでもつ いにわ かりました。 太刀 風から はかつ 

た怪 電波の 方角 は、 大体 真西から 北へ 十 度と いう こと 

になり ました」 

「そうか、 真西から 北へ 十 度 かたむいて いると いうと 

—— 日立 鉱山の あたり か、 勿 来 関の あいだと なる ね」 

「はい、 線 を ひいて みます と、 こうなります から  -」 

と、 兵曹長 は、 太平洋 上から 青い 鉛筆で 線 をつ けだ 

して、 それ をず つと 西へ ひっぱって いった。 そうする 


とさつき ひいた 赤線と、 いま ひいた 青 線と が 交った そ 

の 地点 こそ、 勿 来 関！ 
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ちょうほう 

方向探知器 という もの は、 たいへん 重宝な 機械で 

ありました。 怪塔 のか くれてい る 地点から 発射す るよ 

わい 電波 を、 九十 九 里 浜に いる 軍艦 淡路 と、 太平洋 を 

航行 中の 駆逐艦 太刀 風との 両方から 方向 を 測って、 そ 

の 地点 は 勿 来 関 だと ちゃんと い い あてる ことができる 

のです から、 じつにす ぐれた 機械 だとい わなければ な 


りません。 わが 日本に は、 世界に じまん をして いい ほ 

どの りっぱな 方向探知器が あるの は、 気づよ いこと で 

塩田 大尉の 顔 は、 さすがに よろこびの 色に あふれて、 

小 浜 兵曹長の 手 を かたくに ぎり、 

「方向探知器の 方が、 大 利根 博士よりも えらい 手柄 を 

たてて しま つ たぞ」 

「は あ、 そうであります か」 

「なぜと いって、 大 利根 博士 は怪塔 ロケットが どこへ 

行った かしらべ るの は、 なかなか だとい つて おられた」 

「は あ、 では 大 利根 博士に、 怪 塔の 行方が わかった と 


知らせます か」 

「そうだね」 

といって、 大尉 はしば らく 考えて いました が、 

「まあ 知らせないで おこう。 すこし 思う ところ も ある 

から」 

と、 意味 ありげ な こと をい いました。 

それ は それと して、 あの よわよわしい 怪 電波 は、 果 

して 怪 塔から 出て いるので ありまし ようか。 それなら 

ば、 誰が あの 信号 を 出して いるので しょうか。 

怪 塔に とじこめられ ていた 帆 村 探偵と 一 彦 少年と は、 

いま どうして いるので しょうか。 


それ は ともかく、 塩田 大尉 は、 小 浜 兵曹長の もって 

きた 怪 電波ので ている 地点の しらべ を、 一切、 艦隊 旗 

艦に しらせました。 

司令長官 はこの こと を 聞かれる と、 すぐさま 勿 来 関 

へむ けて、 偵察機 隊を むける よう 命令 を だしました。 

塩田 大尉 や 小 浜 兵曹長 も、 その 人数の なかに 加る こ 

とに なり、 九十 九 里 浜に さよなら をす る ことにな リま 

したので、 ミチ 子 を 軍艦に まねいて お別れの 言葉 をの 

ベ、 一彦 や 帆衬を たすけだす こと をち かいました。 


偵察機 出発 


怪塔 王が かくれて いると ころ は、 勿 来 関の 近所ら し 

いという 見当 をつ け、 わが 塩田 大尉 や 小 浜 兵曹長 は、 

ミチ 子に さよなら をして、 偵察機の 上に のりこみ まし 

た。 

偵察機 隊は、 すぐ 空中に とびあがりました。 翼 を そ 


ろえ てまつ すぐに、 北へ 北へ とんで いきます。 九十 九 

里 浜 は、 まもなく 目に はいらぬ ほど 小さくな つてし ま 

いました。 

「塩田 大尉、 平 磯 基地から も、 爆撃機 六 機が 勿 来 関へ 

むけて 出かけた と 報告が ありました」 

と、 機上の 無電 機 を あやつつ ていた 小 浜 兵曹長が 伝 

声 管の なかから 大尉に 知らせて 来ました。 

「うむ、 そうか」 

いよいよ 怪塔王 を 征伐す る ことにな つたので す。 し 

かし 陸 塔 王 はそんな にやす やすと 退治され るでしょう 


しばらくして 塩田 大尉 は、 

「おい、 小 浜 兵曹長、 そのの ち怪 塔からの 無電 は、 な 

にか はっきりし たこと をい つ て 来ない か」 

すると 伝声管の なかから 小 浜の こえで、 

「軍艦 淡路を 出てから こっち、 あの 怪 電波 はすこし も 

はいりません。 ただいま も、 一生懸命に さがして いる 

ところで あります」 

と 言って 来ました。 

「そうか、 無電 を 打って こない と は 心配 だ。 空中への 

ぼれば、 無電 は 一 層 大きく きこえる わけ だから、 むこ 

うで 無電 を 出せば、 きこえない 害 はない の だ」 


と、 そう 言って いるう ちに、 とつぜん 小 浜 兵曹長が 

おどろい たような こえ を あげ、 

「あつ 塩田 大尉、 はいりました、 はいりました。 たし 

かに 例の 怪 電波です。 たいへん 大きく きこえます。 こ 

んどは 符号 もよ みとれ そうです」 

「それ はすて き だ。 しっかり 無電 をう けろ」 

さて 怪 塔からの 無電 は、 どんな 意味の こと を 放送し 

ている のでし ようか。 塩田 大尉 は 胸 をお どらせ て、 小 

浜 兵曹長の 報告 を 待って いました。 
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機上に、 ふたたび きこえ はじめた 怪 電波 を じっとき 

き 入る の は、 小 浜 兵曹長で ありました。 

卜， 卜， 卜， ヅ —  ！ ！ I。 

卜、 卜、 卜、 ヅ 1„ ！ I。 

「ふむ、 分る ぞ 分る ぞ」 

と、 兵曹長 は 片手で 受話器 を 耳の 方に おさえつけ、 

一字 ものが すまいと、 まちかまえて いました。 

すると、 いよいよ 怪 電波 は、 通信 文 を つづり はじめ 

ました。 

さあ、 なに をい つてく るの か？ 


「  カイ トウ ォゥト ヮボク セョ、 ホ ムラ」 

電文 は、 「怪塔 王と 和睦せ よ、 帆 村」 というの であり 

ます。 小 浜 はまった く 意外な 電文 だと は おもいました 

が、 すぐ そのまま 塩田 大尉の もとに 報告いた しました。 

おどろい たの は 塩田 大尉です。 

「なんだ、 怪塔 王と 和睦せ よ —— というの か。 帆村荘 

六 は 気が 変にな つた か。 それとも これ は怪塔 王のに せ 

電文 かもしれ ない」 

帝国 海軍の 最大 主力艦で あると ころの、 軍艦 淡路を 

めちゃくちゃに 壊した 乱暴者の 怪塔王 を、 どうして ゆ 

るせ ましょう。 その 怪塔 王と 仲な おり をしなさい とい 


う 帆 村 探偵の 電文 は、 どう 考えても 腑 におち ません。 

帆 村 探偵 はとうとう 怪塔 王の ために 捕虜と なり、 そ 

してむ りじい にこん な 電文 をうた せられた ので はない 

でしよう か。 

「おい 小 浜 兵曹長。 いまの 無電 は、 この 前軍 艦 淡路で 

きいた のと、 同じ 無電 機で うってき たのだろう か」 

「はい、 同じ もの だと おもいます。 音 は 大きくな リま 

したが、 向こうの 機械 は、 よほど あやしい 機械と みえ 

まして、 音が ふらふら よっぱら い のように ふら ついて 

き ザ J えます」 

「ふん、 まるで 上陸した 夜の、 貴様の 足 どり みたいだ 


な」 

と、 塩田 大尉 は おどろきの 中に も、 勇士のお ちつき 

をみ せて、 からかえば、 

「いや、 どうも」 

と、 兵曹長 は 頭 を かきました。 
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機上の 塩田 大尉 は 腕ぐ みして、 「怪塔 王と 和睦 をし 

ろ」 という 無電 を、 一体 誰が 出した かと 思案 中です。 

「すると、 やっぱり これ は 帆 村 探偵が 出して いる 無電 


にちがいない。 怪塔 王が、 怪 塔に そなえつけの 無電 機 

をつ かって、 電文 を 打って 来る のなら、 こんな 貧弱な 

そして ふらふらした、 無電で はない」 

帆 村が 怪塔 王に 降参した、 としか 思えない ので あり 

ました。 

そのと き、 平 磯 基地 を とびだした 爆撃機 隊 から、 連 

絡 無電が は い つ てきました。 

「本隊 は、 高度 三千 メ— トル をと りて、 鹿島灘 上に 待 

機 中な リ、 貴官の 命令 ぁリ 次第、 ただちに 爆撃 行動に 

まつかぜ 

うつる 用意 あり、 隊長 松風 大尉」 

爆撃機 隊は、 海上 三千 メ— トルのと ころ を ぶらぶら 


とんで いて、 塩田 大尉が 命令 を 出し さえ すれば、 すぐ 

に どこでも 爆撃 するとい う 電文です。 いよいよ おそろ 

しい 空からの 爆撃 戦が 用意せられ ました。 

それで は、 どこ を 爆撃す るか。 怪 塔の あると ころ を 

早くみ つけねば なりません。 塩田 大尉 は 水 戸の 上空に 

かかった とき、 全隊に それぞれ 偵察 コ —スを 知らせ、 

これから ばらばらに ちらば つ て、 地上に かくれて いる 

怪塔を さがす ことにな りました。 さあ、 手柄 を あらわ 

すの は、 どの 偵察機で ありまし ようか。 

午後 四時 十分！ 

待ちに 待った 「怪 塔が 見えた！」 の 電文が 一機から 


発せられました。 それつ というので、 塩田 大尉の のつ 

ている 機 も、 その 方へ 急いで 向かって いきました。 小 

浜 兵曹長 は、 「怪 塔が 見えた！」 のしら せ をう ける と、 

自分が 見つけ そこな つたの をた い へ ん 残念に 思い まし 

た。 この 上 はとい うので、 望遠鏡 を 地上に 向けて、 怪 

塔の すがた を 早く 見ようと 一 生 懸命です。 

それ は 勿 来 関より すこし 西に いき、 山 口 炭坑と 茨城 

炭坑の 間ぐ らいの 山中に、 なんだか 五十 銭 銀貨 を 一枚 

落した ような、 まるい ものが 見えました。 
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「あつ、 あれ だ」 

「そうだ、 怪 塔が 見える」 

偵察機 上の 塩田 大尉 も 小 浜 兵曹長 も、 思わず 席から 

からだ をのり だしました。 

「爆撃機 隊へ 連絡！」 

大尉が 叫んだ ので、 通信員 はすぐ さ ま 無電 装置 の ス 

イッチ を 入れ 爆撃機 隊の 司令 を よびだしました。 

「はい、 爆撃機 司令です」 

塩田 大尉 は、 マイク を 手に とって、 眼下に 見える 怪 

塔の ありさま を 知らせました。 そして すぐさま 爆撃 を 


する ように 頼んだ ので ありました。 

「承知し ました。 すぐ 全 機で 急行いた します」 

「頼み ましたよ」 

それから ものの 十分と たたない うちに、 東の 空から 

爆撃機 隊の 翼が みえて まいりました。 両隊の 無電 は、 

しきりに 連絡 を はじめました。 そのうちに 打合わせ は 

すっかりす みました。 

爆撃機 体 はニ隊 にわかれ、 いずれも 四千 メ— トルの 

高度 をと り、 怪 塔の 上に しずかに すすんで いきます。 

塩田 大尉 も、 小 浜 兵曹長 も、 偵察機の 上から かたず 

をのんで、 その 行動 を 見守って います。 


そのうちに 先に とんで いる 爆撃機 隊の 編隊 長 機が ま 

りょうき 

ず 機首 をぐ つと 下げました。 あとの 僚機 も それにな 

ら つて、 順番に 機首 を 下にし ました。 急降下爆撃です。 

機体の 胴中から、 まっくろ いものが 五つ 六つ、 ばつ 

と 放り だされました。 爆弾です。 

爆弾 は 仲よ く 一し よに かたまって、 ぐんぐん 下にお 

ちていき ます。 

第 二番 機の 爆弾 群が、 また あと をお いかけて、 ぐん 

ぐん 地上の 怪 塔に 追つ て いきます。 

さあ どうなる のでしょう。 あと 数秒で、 いよいよ 土 

を ふきとばし、 黒煙が 天に まきあがる 大 爆発が おこる 


—— と 思って いました が、 ところが 実際 は、 そうな リ 

ませんで した。 まことに 不思議、 いつまでも 爆発が お 

こりません。 
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怪 塔の 中には、 「怪塔 王と 和睦せ よ」 という 無電 を 

うった 帆 村荘六 もい る はずです し、 一 彦 少年 も 一 しょ 

の はずです。 それ にもかかわらず 爆弾 を怪 塔の 上に 落 

すの は、 まことに 気の すすまない ことで したが、 帝国 

あが こ 

海軍に 仇 をな す怪塔 は、 たとえ 一 日で も、 一 時間で も 


そのままに してお けません から、 それゆえ 塩田 大尉 は、 

涙 を ふるって 爆撃 隊に 爆弾 を 落す よう 命じた ので あり 

ました。 

その 爆弾が、 下に ぐんぐんお ちていった きりで、 そ 

のま ま 音沙汰な しにな つてし まった ものです から、 爆 

撃 員 はすつ かり 面 くら つ てし まいました。 

「爆弾 を 投下した が、 爆発し ない！」 

と、 妙な 電文が、 塩田 大尉のと ころに とどきました。 

「爆弾 を 投下した が、 爆発し ない —— というの か。 そ 

んな ばかな ことがあって たまる か。 な あ 小 浜 兵曹長」 

「は あ、 わからんで ありますな。 爆弾が 昼寝 をして い 


る わけで もあります まい」 

爆撃機 六 機の 落した 爆弾 は、 ことごとく 不発に おわ 

りました。 一体 どうしたと いうので しょう。 

塩田 大尉 は、 偵察機 を 急降下 させて、 地上の 様子 を 

さぐろうと 決心いた しました。 

「急降下、 高度 百メ— トル 附近！ 南北の 方向に 怪塔 

を 偵察」 

そういう 命令 を 出します と、 偵察機 は ただちに、 獲 

物 をめ がけて とびおりる 鷹の ように 地上め がけて まい 

おりて いきました。 

塩田 大尉 は、 双眼鏡 をと つてし きりに、 怪 塔の あた 


り を 見て います。 

そのと き 大尉 は、 小 首をかしげ、 

「ああつ、 あれ はなんだろう。 おい、 小 浜 あそこ を 見 

ろ」 

「どこです。 塔の 上です か」 

二人の 双眼鏡の 底に は、 一体 どんな 不思議な 光景が 

う つ つたでありましょう か。 
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低空に おりた 偵察機 上に あって、 塩田 大尉と 小 浜 兵 


曹長の 見た もの は、 怪 塔が へんな 傘 をき ている ことで 

ありました。 

へんな 傘と は、 どんな 形の ものであった でしよう か。 

それ は 塔の 頂上から 五六 メ— トル 上に、 不発の 爆弾が 

たくさん 同じ 平面 上に ならんで いるの がちょう ど 傘 を 

かぶ つ たように 見える のです。 

「これ は 不思議 だ。 上から おとした 爆弾が、 下にお ち 

ないで、 あのよう に宙 ぶら りんに なって いる。 一体 ど 

ういう わけ かしらん」 

「塩田 大尉、 まるで 魔術みたい ですな。 こいつ はお ど 

ろいた」 


と、 小 浜 兵曹長 もす つかり 面 くらって おります。 

塩田 大尉 は 腕 を こまねいて 考え こんでい まし たがや 

がて うむと 大きく うなずき、 

「小 浜、 怪塔を 機銃で うってみ よう。 偵察機 全 機で う 

ちまく つてみ るんだ。 命令 を 出せ」 

大尉 は 機銃 射撃 を 決心いた しました。 

命令 はすぐ 発せられました。 

塩田 大尉の のって いる 司令 機のう しろに ついていた 

五 機の 操縦士 は、 前門の 機銃の 引金 を いつでも 引ける 

ように 用意 をして、 あとの 命令 を まちました。 

そのうちに、 


r 怪塔を 射撃 用意！ 目標 は 三階の 窓、 塔の まわり を 

とびながら、 射撃せ よ。 撃ち かたは じめ！」 

命令が 下る が はやい か、 だんだん だんだん だん、 ど 

ん どんどん どんと、 さかんな 射撃 を あびせ かける こと 

一 分 あまり。 

「撃ち かた、 やめ！」 

で、 射撃 は ぴたりと、 とまりました。 

どうも 不思議です。 怪 塔の 窓に はたし かに 板 ガラス 

が 入って いるので しょうに、 すこしも こわれません。 

た ま 

怪 塔の 外壁に 弾丸が あたれば、 煙みたい な ものが 出る 

はず だが、 それ も 見えませんでした。 


さすがの 塩田 大尉 もい らいら しながら、 塔の 方 を じ 

ろじろ ながめて います。 すると、  
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塩田 大尉の 命令で、 六 機の 偵察機 は怪 塔の まわり を 

ぐるぐ る まわりながら、 はげしく 機関 統を うち はじめ 

ました。 

もちろん、 怪塔を ねらって 機関銃 をう つてい るので 

すけれ ども、 どうした ことか、 弾丸 はすこし も怪 塔に 

あたりません。 


「これ は 変 だぞ」 

と、 怪塔 王の あやしい 力 を しらない うち 手 は、 小首 

を かしげました。 

弾丸 は どこへ いったので しょうか。 

このと き 誰か 塔の ちかくに よって、 よく 見た といた 

します と、 弾丸 は、 塔の 壁から  一 ニメ— トル 外側の な 

ん にもない 宙に、 ごま を ふったよ うに、 じっと 停って 

いるの が 見えた ことでしょう。 

塩田 大尉 は、 機上から 双眼鏡の 焦点 をし きりに あわ 

せて いました が、 このように、 弾丸の 壁が できて いる 

の を みてとる と、 にっこりと わらいました。 


「よし、 これでよ し」 

「塩田 大尉、 なにが よいと いうので すか」 

と、 小 浜 兵曹長が たずねました。 

「うむ、 つまり 怪 塔の まわり を 爆弾と 弾丸と です つか 

リ 囲んで しまったの だ。 ねえ、 そうだろう。 上から お 

とした 爆弾 は、 塔の 屋上から 何メ— トル か 上に 傘 を さ 

したよう にならん でいて、 それから 下にお ちて はこな 

いし、 また 今う つた 弾丸 は、 怪 塔の まわりに 弾丸の 壁 

をつ くって しまった。 だから 怪塔は 爆弾と 弾丸と に 囲 

まれて しまったの だ。 こう なれば、 怪 塔の 上から 檻 を 

かぶせた ような もの さ。 怪 塔が とびだそうと 思つ て も 


爆弾 や 弾丸が 邪魔に なって、 とびだせない。 どう だ、 

うまくい つ たろう」 

塩田 大尉 は、 たいへん うれしそうに 見えました。 

しかし 皆さん、 塩田 大尉の 考え はまちが つてい ない 

でしよう か。 怪塔 は、 はたして 檻の 中の 鷲の ように 

なった でしよう か。 なにしろ 相手 は 鉄片 を そばに よせ 

つけない という、 不思議な 力の ある 怪 塔です ぞ。 

怪塔 王の さがしもの 


怪塔王 は、 塔の 三階の 室内 を、 あっちへ はしりこつ 

ちへ かけだし、 そして 机の ひきだし を あけたり、 蒲団 

を まくった りして、 しきりにな にか を 探して いました _ 

「ない ぞ、 ない ぞ。 どこへ いったの だろう か」 

怪塔 王が 顔 を あげたと ころ をみ ますと、 きょうは ど 

ふろしき 

うした わけ か、 頭の 上から すつ ぼり とくろ い 風呂敷の 

ような もの を かぶって います。 つまり 顔 を、 くろい 風 


呂 敷で 包んで いるので す。 怪しい 怪塔王 は、 いよいよ 

もって 怪しい ことにな りました。 

「ない ぞ、 ない ぞ。 一体 どこへ いった」 

と、 怪塔王 は、 きょろきょろ あたり を ふりかえって 

みました。 

「やっぱりない。 変 だな あ」 

怪 塔の まわり は 爆弾と 銃丸と です つかり 囲まれて し 

まってい るのに、 彼 は 一向 そんな ことに は 心配し ない 

で、 なに かしら 「ない ぞ、 ない ぞ」 といって くろい 風 

呂敷を 頭から かぶ つ て さわいで いるので ありました。 

なに かたい へんな ことが 起ったら しいので す。 


そのと き、 電話の 呼び だしの ベルが、 けたたましく 

なり だしました。 しかし 怪塔王 は、 そんな ことに、 見 

向き もしません。 

また、 室内の 配電盤の 上に は、 赤い 「注意」 灯が し 

きりに ついた リ きえたり して、 怪塔 王に 或 こと を 「注 

意」 している のです が、 これに も 怪塔王 はみ むき もし 

ません。 一体 怪塔王 は、 なに を そんなに あわてて いる 

のでし ようか。 

その 一階 下 は、 つまり 怪 塔の 二階で、 ここ は 械械室 

でありました。 いろいろな わけの わからない、 こみ 

いった 機械が ならんで いました が、 その 中に、 郵便箱 


ほどの 大きさの 円筒が 三 個、 はなればなれ にたって い 

ました。 これ はなんで あるか 今までよ くわ かりません 

でした が、 ちょうど この さわぎの とき、 円筒の ふたが 

ぱ くんと あいて、 そこから 三人の 黒人が ぴ よこり と 顔 

を 出しました。 
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今まで 怪 塔の 中には、 怪塔王 一人が 住んで いるば か 

り だとお もってい ましたが、 怪 塔の 二階に ある 郵便箱 

ほどの 円筒が 三つ、 いずれも その 蓋が あいて、 なか か 


らお もい も かけない 黒人の 顔が とびだし てきました- 

帆 村 探偵 や 一 彦が これ を 見たら どんなに おどろく こと 

でしよう か。 

円筒の 中には いっている 黒人 は、 一体なに 者で あり 

ましょう か。 そして その 中で、 なに をして いたので あ 

りましょう か。 

「おい ジ ヤン。 先生 はなに をして いるの かな あ」 

「うん、 ケン よ。 ベルが じ やん じ やん 鳴って、 危険 を 

しらせて いるのに ね」 

と 二人の 黒人が、 心配そう にいえば、 もう 一人の ポ 

ン という 黒人が、 


「塔が こわれて しまって はしょう がない。 じゃあ、 う 

ごかして みる か」 

と い いました。 

すると ジ ヤンと ケン はび つくりして、 大きな 眼 玉 を 

くるくると うごかし、 

「だめ だよ、 だめ だよ。 先生が ちゃんと さしず をし な 

ければ、 塔 はう まくう ごいて くれないよ」 

「そうだ、 ジ ヤンの いうと おりだ。 それよりも 先生が 

なに をして いるの か、 それ を 早くし る 方法 は あるまい 

ゝ I 

力」 

「それ はない。 おれたち は、 この 円筒の なかには いつ 


くさり 

たきり で、 外へ 出よう にも 鎖で つながれて いるから、 

出られ やしない じ やない か」 

こういう 話 を、 さっきから 階下へ 通ず る 階段の 途中 

で、 じっと 聞いて いた 一人の 人物が ありました。 

彼 は、 もういい ころと 思った のか、 そっと 階段 をの 

ぼり きって、 黒人の 前へ いきな リ顔を 出しました。 

おどろい たの は 黒人です。 

「わつ、 先生 だ！」 

三階に いる はずの 怪塔 王が、 なぜ 階下から あがって 

きたので しょう。 


ジ ヤン . ケン • ボンの 三人の 黒人 は、 大 あわてです。 

さっそく 円筒の なかに 首 を ひっこめ、 蓋 を がたがたし 

めようと します が、 あわてて いるので、 なかなか うま 

くし まりません。 

「おい、 こら。 ちょ つ と 待て」 

と、 階下から 来た 怪塔王 は 言いました。 

「へ ー い」 

三人の 黒人 は、 蓋 を 頭の 上に のせた まま、 また 首 を 

出しました。 


そのと き 黒人 は、 心の なかで、 「おや！」 と 思い まし 

た。 それ は怪塔 王が、 へんな 服 を 着て いるから であり 

ました。 それ はい やに 長く すそ を ひいた、 だぶだぶの 

外套み たいな 服で ありました。 それ は 黒人た ちが、 は 

じめ て 見る 服装で ありました。 

(先生 は、 へんな 服 を 着て いる ぞ) 

と、 三人が 三人と もそう 思いました。 

「こら、 お前た ち。 あの 警報 ベルが なって いるの が 聞 

える だろう な」 

「は、 ま— ヽ - 

「あれ はお 前た ち も 知っている とおり、 この 塔の 一部 


が こわれた の を 知らせて いるの だ」 

「はい、 はい」 

「このまま では 危険 だから、 塔 を はやく うごかさ にや 

あぶない」 

「は あ、 そのと おりです。 私 ども もさつ きから それ を 

申して いました ので …… 」 

「じゃあ、 すぐう ごかせ。 よく 気をつけて うごか すん 

だぞ」 

「先生、 どっちへ 塔 をう ごかし ます か」 

「うん、 それ は —— 」 

と S 塔 王 はちよ つ と 考えて、 


「そうだ、 横 須賀の 軍港へ 下りる ように、 この 塔 をと 

ばして くれ」 

「へえ、 横須賀 軍港！ それ は あぶない」 

黒人 は、 横須賀 軍港と 聞いて、 顔色 を かえました。 
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「横 須賀の 軍港と は、 ヮタ クシお どろき ます」 

と、 円筒の なかの 黒人 は、 大きな ためいき とともに、 

怪塔 王に あわれみ を 乞うよう に 言いました。 

もう 一 人の 黒人 も ふるえごえ を 出して、 


「横 須賀の 軍港へ この 塔 を もってい くと、 ヮタ クシた 

ちまる で わざわざ 虜 になり にいく ような ものです」 

のこりの 黒人 は、 ただ ひとり 元気よ く、 

「いや、 そんな こと はない。 横須賀 軍港で あろうが 何 

であろうが、 わが 塔の ほこりと する 磁力 砲で たたかえ 

ば、 軍港なん かめち やめち や だ。 ヮタ クシ、 心配し な 

い。 ォ マエた ち も 心配す る こと はない」 

と 胸 を はって、 さけびました。 

「いや、 なかなか 心配 ある。 軍港に は、 大砲ば かりで 

ない。 日本 水兵 なかなかつ よいよ。 それが 塔の 中へ は 

いってく る。 磁力 砲で は 人間 を ふせぎ きれない」 


「そのと き は、 殺人 光線で もって 水兵 を やっつける」 

「だめ だめ。 殺人 光線 は、 かずが 一 つし かない。 大ぜ 

いの 水兵が せめてく ると、 殺す のが なかなか 間に あわ 

ぬ」 

「いや、 だめで ない」 

「いやいや だめ だめ」 

黒人が さかんに 言 争って いるの を、 そばで は、 ァラ 

ビヤの 王様が 着て いるよう な 長い マント を 着た 怪塔王 

が、 むずかしい 顔 をして 聞いて いました が、 

「お前た ち は 黙ん なさい。 わしの 命令 だ。 さあ はやく、 

横 須賀へ 飛ばせ るんだ」 


と、 手 を ふれば 黒人 は、 怪塔 王の けんまく にび つく 

リ して、 円筒の なかに くび を ひっこめました。 

この 黒人た ち は、 この 怪 塔の 運転手で ありました。 

怪塔 王が 特別に 教え こんで ある なかなか 重宝な 運転手 

です。 いよいよ 怪塔 はまた 飛び だす ことにな りました 

が、 そのと き 天井に とりつけて ある 高声 器が、 とつ ぜ 

んが あが あ 鳴り 出しました。 
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とつぜん 頭の 上で、 が あが あ 鳴り だした 高声 器！ 


三人の 黒人 は、 またびつ くり。 

しかし、 もっとび つくりし たの は怪塔 王で ありまし 

た。 彼 はすば やく 腰 を かがめて、 床のう えに おちて い 

た 木片 をつ かむ が はやい か、 天井の 高声 器め がけて、 

ぱ つ となげ つけました。 

その 木片 は、 高声 器に あたらないで、 そのまま 下に 

おちました。 

このと き 高声 器の 中から、 しゃがれ た 声が とびだし 

ました。 

「こうら、 ジ ヤンに ケンに ボンよ。 塔 を 横 須賀の 方へ 

飛ばして はならん ぞ。 わしの 命令 だ。 そむいた 奴 は、 


たまし い 

あとで 魂 を 火 あぶりに する ぞ」 

そう 言う 声 は、 怪塔 王と そっくりで ありました。 

「おやおや、 先生 は そこに 立って いるのに、 三階から 

も 先生の 声が する ぞ」 

ぎょうてん 

黒人 は、 びっくり 仰天 です。 

「こうら、 はやく 横須賀 へやれ。 わしの この 顔が 見え 

ない とで もい うの か」 

と、 室内の 怪塔王 は どなります。 

「へえへ、 それで は 横 須賀へ II 」 

と 黒人 は 頭 を さげながら、 心の中に、 

(はて、 この 先生の 顔 はどう 見ても 先生に ちがいない 


が、 言葉つ きがす こしち が つ ている ような 気がする ぞ。 

しかし 先生と 顔が おなじ 人が 二人 あると は 思われない。 

なんだか これ はわから なくな つ たぞ) 

そう 思って いると ころへ、 頭の 上から、 

「こうら、 ジ ヤンに ケンに ボンよ。 わしの 声が わから 

ないか。 お前た ちの 前にい るの は、 にせ 者の わし だぞ。 

言う こと を 聞いて はい けな い 」 

「えつ、 それで は  」 

と、 三人の 黒人 は 目 を くるくる させて 天井 を 見 あげ 

たり、 室内の 怪塔 王の 顔 を ながめたり。 

「わしが ここにいて、 命令 をして いるのに、 お前た ち 


はなに を さわいで いるの か」 

と、 室内の 怪塔王 は 不機嫌です。 
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顔の 怪塔 王と 声の 怪塔 王！ 

塔の 中に 怪塔 王が 二人 出来て しまいました。 黒人 は 

おおよわりです。 なぜって、 顔の 怪塔 王が 横 須賀へ 飛 

ベと いうのに、 声の 怪塔王 は 横 須賀へ 飛んで はなら な 

いと 命令す るので す。 一体 どっちに したがつ たもので 

しょうか。 


ヽ ち 

もし 帆 村 探偵が そこに 居合わせたなら、 どっちが 本 

当の 怪塔王 か を 言い あてた ことでしょう。 その 帆 村 探 

偵 はこの 塔の 中に いる はずです が、 まだ 姿 をみ せませ 

ん。 一彦 少年 も、 どこに なに をして いる こと やら。 

「なに を ぐずぐず している。 塔 を はやく 横 須賀へ I 

I」 

「いや、 横 須賀へ 飛ばせる こと はならん ぞ」 

顔と 声との 両怪塔 王 のけん かです。 

このと き怪 塔の 外で は、 塩田 大尉 指揮の 編隊 機が い 

く 度と なく 翼 を ひるがえして、 猛襲して まいります。 

そして 機銃 は怪 塔の 窓 をめ がけて、 ど ど ど ど、 たんた 


ん たんと はげしく 銃火 を あびせて いきます。 この もの 

いきお い 

すごい 勢 は、 黒人た ち をお それ おののかせ るに 十分 

でした。 

三人の 黒人 は、 ふるえながら、 お 互 に 目く ばせ して 

いました が、 やがてな にか うちあわせが できた ものと 

見え、 一せ いに 円筒の 中に 姿 を かくし、 蓋 を とじてし 

ま いました。 

すると、 まもなく ごうごうと 機関が まわ リ はじめ ま 

した。 塔 はがたが たと ゆれます。 配電盤の うえのた く 

さんの メ— タ ー は、 一 時に 針 をう ごかし ました。 

がんがん がん、 ごうごうごう。 


「横 須賀へ 飛 ぶんだ ぞ」 

「だめ だ。 太平洋の 方へ 飛べ」 

両怪塔 王 は、 互に どなりあって いますが、 その 声 は 

むなしく 塔 内に ひびく だけです。 怪塔 は、 どんと はげ 

しい ゆれ かた をした と 思う と、 矢よりも はやく、 しゅ 

うし ゆうと 白い ガス を はきな が ら、 空 にむ けて 飛び だ 

しました。 あつ あぶない。 爆弾の 傘が 行 手 を さまたげ 

ている のに —— 


大 爆発 


とうびょうち 

怪塔 は、 ついに 勿 来 関の 投錨 地から ぬけだし、 大空 

むけて とびだしました。 ここに ふたたび 怪塔 ロケット 

となって、 飛行 をす る ことにな りました が、 怪 塔の 上 

に は、 わが 爆撃 隊が 落して いった 爆弾が、 傘の ような 

かっこう をして、 塔の 行 手 を じゃまして いました。 そ 

こへ、 塔が さっとと びこんで いった ものです から、 さ 


あたい へん。 

ど とん 力ら 力ら 力ら 力ん 力ん 

はげしい 爆発です。 あたり は、 まっくろな けむりで 

おおわれ、 まるで 夕立 雲が ひとかたまり になって 下り 

てきた ような ありさまです。 

こ 力 こ 力 乙 力 乙 力 乙 力 こ 力 

いなずま 

爆発の 火 か、 それとも 電 か、 いずれと も わかり ま 

せんが、 目 も くらむ ような 光が きらめき、 そのものす 

ごい ことと い つ たらありません。 

塩田 大尉の 指揮す る 十数 機の 飛行隊 は、 その まわり 

をと びながら、 この ものすごい ありさま を あれよ あれ 


よと みまもって います。 さすがの 怪塔 も、 そこで 粉み 

じんに こわれて しま つたので しょうか。 

いやいや、 そうではありませんでした。 

そのと き、 夕立 雲の かたまりの ような 黒煙の 上部 を 

つきやぶり、 さっと 天に 向けて とびだした 砲弾の 化物 

のよう な 巨体！ 

「ああ、 怪塔 ロケットが、 あんなと ころから とびだし 

た」 

「うむ、 怪塔 ロケット だ。 逃すな。 それ、 全速力で 追 

撃！」 

塩田 大尉 は 全 機に 一 大命 令 を 発しました。 


ああら 不思議、 怪塔 ロケット は、 傘の ように かたまつ 

ていた たくさんの 爆弾の 炸け とぶ 中 を すりぬけて、 天 

空へ まいあがった のです。 みれば、 怪塔 ロケットに は、 

どこに もこ われた ところが ありません。 それ も その は 

ず、 怪塔 ロケット は、 前もって 磁力 砲 を いっぱい にか 

けて とびだし たので、 鉄で できて いる 爆弾の 破片なん 

かみんな ふきとばされて しま つたので す。 
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怪塔 ロケット は 爆弾の 破片 を ふきとばし、 ものすご 


い 姿 を 夕 焼 雲のう えに あらわしました。 お尻のと ころ 

から は、 しゅうしゅうと ガス を はなって いますが、 そ 

れが 夕日に 映えて、 あるとき は 白く、 あるとき は 赤く 

また あるとき は 黄い ろに なり、 怪塔 ロケット を 一そう 

ぶきみな ものにして みせました。 

塩田 大尉 は、 偵察機 隊を ひきいて 雲間 をぬ いっくぐ 

りつ、 怪塔 ロケットの あと をお いかけました。 

小 浜 兵曹長 は、 大尉の かたわらにす りよって 戦 を 

はじめる のに 都合の よいと きを ねら つ て います。 

「おい 小 浜、 わが 機 はもう 全速力 を だしてい るの だろ 

うな」 


「はい、 塩田 大尉、 速力 はもう いっぱい だしてお り ま 

す」 

「そうか。 はやく 追いつ かないと、 夜に なって しまう- 

すると、 さがす のに 面倒 だ」 

「は、 こんど は 何としても 追いついて、 体当りで 撃墜 

したい もの だと、 私 は 考えて おります」 

「うむ、 俺 も 同感 だ。 俺 はこつ ちの 機体 を怪塔 ロケ ッ 

トの 尾翼に ぶつつ けて、 舵 を こわして やろうと 考えて 

いる。 舵 をう しなえば、 いくら 怪塔 ロケット だって 飛 

ぼうと 思っても 飛べない ではない か」 

「なるほど、 それ は 名案です な。 よろしい、 私 は うん 


とがん ばります よ」 

塩田 大尉 はさす がに 隊長 だけあって、 すぐれた 考 

を もっていました。 しかし、 相手の 舵 を 体 あたりで こ 

わすの だと  一口に いっても、 じっさい これ を やる の は 

なかなかた いへんな ことです。 うまくいく でしよう か 

怪塔 ロケット は、 急に 頭 を 上に むけて ぐんぐんと 天 

にの ぼって いきました。 そうかと 思う と、 また 急に 舵 

を まげて 南の 方に 走り だしました。 すると また こんど 

は 急に 上む いて、 お尻 をき りき リふ りながら 天に の 

ぼって いきます。 どこへ とんで いくの か、 一向に わか 

りません。 まるで よっぱらいの 足 どり のよう であり ま 


した。 
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怪 塔が、 よっぱらいの 足どリ のように、 あっちへ と 

び、 こっちへ とびして いるの も、 むり はない ことで あ 

りました。 なぜと いって 怪塔 のなかで は、 運転手の 黒 

人が 二人の 怪塔 王の めいめいに さけぶ、 まるで 反対の 

命令に おびやかされて、 あるとき は 天へ、 また あると 

き は 水平に と、 めちゃくちゃに とびまわって いるので 

ありました。 


そのうち にも 怪塔 はいつ しか、 太平洋の 上に 出て い 

ました。 

夕 焼の 残りの ひかりが、 だんだんう すくなつ てきて、 

いまや あたり はと つ ぷリ 暮れようと しています。 

塩田 大尉 は、 死力 をつ くして、 空中の 怪塔 ロケット 

をお いました。 怪塔 ロケットが まごまご している おか 

げで、 塩田 大尉 機 は、 ようやく その そばに ちかづく こ 

とがで きました。 

「もうす こし だ、 がんばれ」 

塩田 大尉 は 操縦 員 をし きりに はげまし ています。 

だ き  け 

「柁機 を ねらえ。 こっちの 車輪で、 あの 舵 機 を 蹴 ちら 


せ」 

大尉の あとに したがう 各 偵察機 は、 これ も 大尉の 気 

もち を さとって、 われ こそ 体当りで 怪塔 ロケットの 舵 

を こわそうと、 一生 けんめいに おいかけ ています。 

そのうちに、 塩田 大尉 機が 待ちに 待って いた 機会が 

やって まいりました。 それ は、 怪塔 ロケットが 上む き 

になった まま ガス をと めた ので、 ロケット は その 重さ 

で だんだん 上昇 速力が おちて きたので す。 おそらく 口 

ケット は、 やがてく るりと 一 転して 下向きに なるとと 

もに、 さっと 水平に 走り だす ことでしょう。 まるで ィ 

ン メルマン 逆 旋回み た いな わけです。 


ロケットが 上昇 速力 をお とし、 宙に とまり かけた と 

ころ を、 塩田 大尉 は 見の がさず、 

「今 だ！ 垂直 旋回！ 敵の 舵 機 を 払え！」 

と、 大胆 きわまる 号令 を かけました。 
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塩田 大尉 は、 さすがに えらい 軍人で ありまし たから、 

たいへん いいと きに 体 あたりの 命令 を 出しました。 大 

尉の 乗った 偵察機 は、 垂直 旋回の まま、 怪塔 ロケット 

の 尾翼 を ねらって、 みごとに 「どうん」 とぶ つかり ま 


した。 

「うう む、 どう だ」 

必死の かくごで、 ぶつつ かった のです。 飛行機の 車 

輪で もって、 怪塔 ロケットの 尾翼 を 蹴ち らした のです。 

はげしい 音と 共に 相手の 尾翼 はもぎ とられ、 火花の よ 

うな ものが ぴ かりと ひかりました。 偵察機 もまる でつ 

きとば された ように、 空中で もん どり うち、 塩田 大尉 

はじめ 乗って いた 者 は、 みな くらくらと 目まい を もよ 

おしました。 

きじょ うぶ 

でも、 気丈夫な 操縦 員 はがんば つて、 傾いて いた 機 

を もとの ようになお しました。 ぐずぐずし ていれば 墜 


落した かも 知れません の を、 あやうい ところで ひきと 

めました。 

「よろこんで ください、 機体 は 大丈夫です」 

と 操縦 員 はさけ びました。 

ゴムの 車輪 は、 おもいのほか 丈夫で、 相手の 尾翼 を 

けとばして へ いきで ありました。 

そのころ 塩田 大尉 や 小 浜 兵曹長 はやつ と 目まい がな 

ぉリ、 目 を ひらく ことができる ようになりました。 

「怪塔 は、 どこへ いった」 

「あれ あれ、 見えない ぞ」 

二人 は 席から のりだして、 上 をみ たり、 下 をみ たり、 


「あ、 あそこに いる！」 

小 浜 兵曹長が みつけました。 

「おおいた か。 どこ だ」 

「あれです。 あそこの 夕 やけ 雲 をつ きぬけて 下へ おち 

ていく のが 見えます」 

小 浜 兵曹長の ゆびさす ところ をみ ると、 なるほど、 

怪塔 ロケット は、 その 半面 を 夕日に てらされ、 雲の か 

げに尾 を ひきながら おちて いきます。 そして 機体 はぶ 

るん ぶ るん とへ んに首 を ふ つ て いるので ありました。 


塩田 大尉 は、 またもや 全 機に 命令 を 出して 怪塔ロ 

ケット の あと を 追わせました。 

全 機 は、 それ こそ 隼 のように 猛然と 怪塔 ロケット 

の あと を 追い ましたが、 相手 はぶ るん ぶ るん と 首 を ふ 

りながら、 遂に 海中に ど ぼんと おちて しまいました。 

「あつ、 怪塔 ロケットが 海の 中に もぐりこんだ ぞ」 

「いや、 墜落した の だ。 早く あの 真上まで いって 見よ」 

どこかに 飛 去る かと おもわれた 怪塔 ロケットが、 い 

きおい も ついにお とろえ たか、 そのまま 太平洋の 波間 

にし ずんで しまった ものです から、 塩田 大尉 以下 はめ 


ん くらった かたちです。 

偵察機 は、 海面 すれすれのと ころまで おりて、 怪塔 

ロケットが 見える かどう かとさが しました。 しかし 黒 

い 海 は、 どこに ロケット をのみ こんで しまった か、 け 

ろり としてい ました。 

しかたなく 塩田 大尉 は、 全 機 をす こし 遠方に ひきは 

なし、 海面 ひろく 警戒 をす るよう に 命令し ました。 そ 

れは怪 塔 ロケットが、 いつ 波間から とび 出して くる か 

もしれ ない、 と 思った からで ありました。 

しかし 怪塔 ロケット は、 ついに ふたたび 姿 を 見せ ま 

せんでした。 


そして 暮れ かかって いた 空 は、 どんどん 暗くな つて 

いって、 とうとう まっくらな 夜に なって しまいました _ 

こうな つて は、 怪塔を さがす ことができません。 塩 

田 大尉 は ざんねんに おもい ましたが、 やむ を 得ず あと 

のこと を、 折から 全速力で あつまつ てきた 駆逐 艦隊に 

まかせ、 ついに そこ を ひきあげる ことにしました。 

怪塔 ロケット は どこへ いったので しょうか。 そして 

今 は どんなにな つてい るので しょうか。 怪塔王 や 帆 村 

探偵 は、 なに をして いるので しょうか。 いろいろの 謎 

をつ つんで、 怪塔 をのんだ 黒い 海面 は、 しずかに 眠 を 

つづけて います。 


炭 やき 老人 


太平洋の 波間に 姿を消して しまった 怪塔 ロケット は、 

その後 も すこしも 姿 を 見せませんでした。 駆逐 艦隊 は 

昼間 も 夜間 も、 ずっと 海上の 警戒 をと かず、 もしゃ 怪 


塔 ロケットが 波間から 顔 を 出した 時 は、 大砲で どうん 

と 撃って やろうと おもって、 いつも 待ち かまえて いま 

したが、 相手 は どこに かくれて いるか 何の 音 さた も あ 

リ ませぬ。 

ここで 話 は、 勿 来 関の ちかくの 山の 中に うつります。 

炭 やきのお 爺さんが 山の 中で、 気 をう しなって いる 

少年 を 見つけました。 

そういう 深い 山の 中に、 少年が やって来 たの も不思 

議 なら、 また 少年の 服装 や 足 を 見ても、 旅 をしたら し 

いところ が 見えな いのは 不思議で ありました。 

たすけおこして 見ます と、 少年 は 右足に 怪我 をして 


いました。 

さっそく 傷の 手当 をして やる やら、 小屋へ つれて 行 

くやら して、 炭 やきのお 爺さん は おもいがけない 仕事 

にくる くると 働きました。 

少年が やっと 正気に かえった の は、 それから 三十 分 

も 後でした。 

少年 は 気づく と、 お爺さんの 顔 を 見て びっくりし、 

にげ 出そうと しました が、 足が きかない ので、 その ま 

まばったり 顔 を わらむ しろのう えに ふせ、 

「ああ、 いたいいたい」 

とわめ きながら、 いたむ 足 を 抱えました。 


この 少年 は、 誰であった でしよう か。 

一 彦 少年です。 みなさん よく 御存じの 一 彦君 なので 

ありました —— 一彦と いえば、 彼は怪 塔の 中に いた は 

ずです のに、 なぜ こんな 山の 中に ころがって いたので 

しょうか。 

「どう だ、 そんなに いたい かね。 男の子 だ、 がまん を 

して、 がまん をして」 

と、 お爺さん はしき りに 一彦 をいた わって います。 

一 彦は、 歯 をく いしば りながら、 

「お爺さん、 町へ 知らせる のに は、 どうす るの がー 等 

早い の」 


とたず ねました。 
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傷ついて いる 少年から、 町へ 使 を 出す に はどうす 

るの がーばん 早い かと、 聞かれた 炭 やき 爺さん は、 少 

年の 顔 を つくづく 見やりつ つ、 

「町へ 使 を だすと いっても、 そんなに いくとおり もや 

リ 方が ある わけ じ やない。 わしが とこと こ 山 をお りて 

行く より ほかに、 別に かわった 方法 はない ねえ」 

と 答えた あとで、 


「しかしお 前さん は、 どうして こんなと ころへ やって 

来たの かね。 お前さん は 一 体 誰 だね」 

と、 さも 不審そう に、 たずねました。 

少年 は、 傷が いたむ とみえて、 顔をしかめて いまし 

たが、 やがて 口 を ひらき、 

「 —— 僕の ことかい。 僕 は 一彦と いう 名前なん だよ」 

「なんじ や、 カズ ヒコ というの か」 

「そうだ、 一 彦だ。 怪 塔の 中から 逃げ だしたん だ。 そ 

の 時 こんな 風に 傷 をお つ てし まったん だ」 

傷ついて いる 少年 は、 意外に も 一彦だった のです。 

怪 塔の 中に、 帆村荘 六と ともに、 とじこめられ ていた 


はずの 一 彦 少年が、 意外 も 意外、 山の 中に 放り だされ 

ていたと いう わけで ありました。 

しかし 炭 やき 爺さんに は、 一彦と いったと ころが、 

また 怪塔 といった ところが、 通じる はずが ありません。 

「怪 塔て えの は、 なんの ことかな」 

と、 のんきな 問 を 出しました。 

「怪塔 を 知らないの」 

と 一 彦は目 を まるくして、 

「ほら、 昨日の こと さ。 たくさん 飛行機が やって きて、 

空から 爆弾 をお としてい たじ やない か。 この 山の 向 こ 

うで、 やって いた じ やない か。 あれ は 飛行機が 怪塔を 


攻めて、 空から 爆撃して いたんだ よ」 

「ほうほう、 なるほど あれ か。 わし は 演習 を やって い 

るの かと 思 つ ていたんだ」 

「演習 だなん て、 爺さん は のんき だな あ。 そしてお し 

まいに 大きな 塔が 尾 を ひいて、 空中に とびだし たじ や 

ないか。 あれが 怪塔 だよ。 僕 は、 あの 塔の 中から 逃げ 

だしたん だよ」 
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「ああそう か、 あれが 怪塔 かね。 あれなら わし も 見た 


ぞ。 いま 聞けば、 お前 は あの 中から 逃げて 来たと いう 

が、 一体 どうして、 また 怪 塔の 中なん ぞ にいた のかね」 

炭 やき 爺さん は、 目 を まるくして、 それから それへ 

と 一 彦 少年に たずねました。 

一彦と して は、 お爺さん にして きかせる 山 ほどの 話 

を もちあわせて いました が、 そんな ことよりも、 一分 

でも はやく、 塩田 大尉に 知らせ、 一 彦が怪 塔から 逃げ 

だすまでに 起った いろいろ のこと を、 報告し なければ 

ならぬ と おもいました ので、 

「ねえ、 お爺さん。 ぐずぐずして いると、 怪塔 王の た 

め 日本の 軍艦が どんなに ひどく こわされて しまう かわ 


からな いんだよ。 だから 僕 はね、 すこしで もはやく 海 

まわ 

軍の 軍人さん かお 巡りさん かに あいた いんだよ。 いそ 

がない と、 たいへんな ことになるんだ。 ねえ、 お 爺 さ 

ん。 すまない けれど、 山 をく だって、 誰かに 僕が ここ 

にいる という こと を 知らせて くれない か」 

おもて 

一 彦は 熱心 を 面 にあら わして 言いました。 

日本の 軍艦が ひどく こわされて しまう と言う 話 を 聞 

い て 、 炭 やき 爺 さ ん はとび あが る ほどお どろき ました。 

なぜと 言 つて、 この 爺 さ んの 一人息子 は 水兵さん で、 

いま 軍艦に のって いるので す。 軍艦 は 大切です し、 一 

人 息子 も 大切です。 


「ようし、 じゃあ これから わしが 村の 衆 へ 知らせよう。 

待てよ、 早く しらせる に は、 これから 山 をく だるより 

ももつ といい 方法が あつたつ け。 もっとも これ は、 天 

地の ひっくりかえる ような 大事 件の 時で ない と、 使つ 

て はならぬ と、 村の 衆との あいだの 申し合わせ じ やが、 

怪塔 王が 日本の 軍艦 をめ リめリ こわす と言うの なら、 

この 非常 警報 をつ かっても かまわん じ やろ」 

かま 

そう 言う と、 お爺さん は 腰に さげて いた 鎌 をと つ て、 

傍に 生えて いた 太い 竹 を 切りお とし、 ころあいの 長さ 

にして 穴 を あけました。 お爺さん は、 なに を こしらえ 

ている のでし ようか。 
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「お爺さん、 竹 を 切って、 それで 一 体な に をつ くるの」 

と、 一彦 は、 お爺さんの 手に 握られた 鎌が、 器用に 

動く の を 感心しながら 言いました。 

た ナまら 

「うん、 これ かね。 これ はわし の大 得意な 竹 法螺 じ や」 

「竹 法螺つ て、 なに さあ」 

「お前 は 竹 法 蝶 を 知らない のか。 こいつ はお どろいた。 

まあ 見て いるが いい」 

そう 言 つ てお 爺さん は、 五十 セ ンチ ほどの 長さに 


切った 竹筒に、 しきりと 細工 をして いました が、 やが 

てに つ こり 笑い、 

「さあ、 竹 法螺が 出来た ぞ。 これなら よく 鳴りそう だ」 

と、 竹 法螺 を 唇に あて、 はるか ふもと、 村の 方 をむ 

きながら、 ぷぅ つ と 大きな 息 を ふきこみました。 

>■ 力. I う  J 1 う  J — う  J 1 う 

竹 法螺 は、 大きな、 そしてい い 音色で もって、 朗々 

こだま 

と 鳴り だしました。 その 音 は 山々 に 木霊し、 うう 

う ー つ と 長く 尾 を ひいて ひびきわた りました。 

「ああ、 いい 音 だな あ」 

一彦 少年 は、 傷の いたみ を わすれて、 お爺さんの ふ 


く 竹 法螺の 音に 聞き ほれました。 

お爺さん は、 いくたび も いくたび も 竹に 口 を あて、 

ま つ 

頰ぺ たをゴ ム まりのよ うに ふくらませ、 長い 信号 音 を 

ふき つづけて いました が、 

「さあ、 このく らい やれば、 村の 衆の 耳に、 この 竹 法 

螺の 音が はいったろう」 

「お爺さん、 今の 竹 法螺 を 聞きつ けて、 村の 人が この 

山の 中までの ぼって 来る のかい」 

「そうさ。 皆お どろいて、 ここへの ぼって 来る よ。 あ 

あ 言う ふ き 方 をす ると、 ちゃん と 場所が わかる のさ」 

「竹 法螺 を いろいろに ふきわけて、 ふもと 村へ 言葉 を 


知らせられな いの」 

「ふきわけて 言葉 を 知らせる ことができ るか つて。 そ 

れは 無理 だ、 息が つづかない」 
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炭 やき 爺さん は 首 を ふって、 竹 法螺で もって、 ふ も 

と 村へ 言葉 をお くるのに は、 とても 息が つづかな いと 

ざんねんそう にいい ましたので、 これ を 聞いた 一彦 少 

年 はちよ つと がっかりいた しました。 

しかしながら、 ふもと 村から この 山の 中まで、 村人 


にえつ さえつ さと あがって きても らい、 また 山 をお リ 

て、 塩田 大尉のと ころへ 使に いっても らうの はどう 考 

えても 二重の 手間 だと おもいました から、 なに かほ か 

に、 いい 通信の やりかたが あるまい かとお もい 智恵袋 

をし ぼ つ てみ ました。 

そのと き、 一彦の 目に うつった ものが ありました。 

それ は 炭 やき 爺さんの、 そこにつ くって あった 

すみやき かまど 

炭 焼 竈 でありました。 

「うん、 これ はいい ものが 目に とまった」 

と 一 彦 少年 はお もわず ひとりごと をい い、 炭 やき 爺 

さん をよ びました。 


「いい ものが あつたよ。 これなら ふもと 村へ 通信す る 

ことなん か、 わけなし だ」 

「えつ、 それ はなん のこと だね」 

「あの 炭 焼 竈の こと さ。 あれに 火 をつ ける と 煙突から 

煙が むくむ くで てく るだろう。 そのと き 風呂敷 か板片 

か を もって 屋根に のぼり、 煙突から 出る 煙 を、 おさえ 

たり 放したり する のさ、 それ を 早くく りかえ せば、 煙 

突から 短い 煙が きれぎれに 出て くるだろう。 また それ 

を ゆっくり やれば、 長い 煙が きれぎれ になって 出て く 

るだろう。 つまり 煙で もって、 短い 符号と 長い 符号と 

を だす ことができ るから 電信と 同じように、 モ ー ルス 


符号 を 出す ことができる のさ。 ふもと 村に、 モ— ルス 

符号の わかる 人が いれば こっちで だしてい る 煙の モ— 

ルス 符号 を 読んで、 はは あ、 あんな こと を 言って いる 

なと 分る だろう。 ねえ、 僕が モ— ルス 符号 を つづる か 

ら、 爺さん は 屋根に のぼって、 このと おり、 炭 焼 竈 か 

ら でる 煙 を 短く、 あるいは 長く 符号に して 出して くれ 

な レカ」 

「ほほう、 お前 は 子供の くせに なかなか 智 恵が まわる 

わい」 

炭 やき 爺 さ んは 感心 いたしました。 


煙 をつ かう モ— ルス 符号の 通信！ 

一彦 少年 は、 えらい こと を 知っていました。 しかし 

これ は 一彦が 考え出した ことで はなく、 じつは 大 むか 

し、 原住民が つかって いた 通信の やりかたな のです。 

今ではもう わすれられた ようになって いました が、 よ 

く 考えて みます と、 このような 人里 はなれた 山の 中と 

ふもと 村との あいだの 通信に はたい へん 便利な ゃリか 

たです。 こんな 風に、 今 はやら なくなっても、 むかし 

の ものに は、 なかなかい いものが あります。 はやりす 


たり を 気にしないで、 むかしの もので も 役に たついい 

もの は、 今 もどん どんつ かって やる のが、 ほんとうに 

すぐれた 人と 申せましょう。 

一彦 少年 は、 いっか 本で 読んで おぼえて いた 煙 通信 

を、 うまくいかして 使った のです。 

炭 やき 爺さん は、 竈の 屋根に のぼ リ、 煙突の そばに 

立って、 一彦が 紙 きれに 書きつ けた 長短の 符号 をみ な 

がら、 煙突に 風呂敷 を かぶせて、 煙 をと めたり 出した 

り、 大汗 になって つづけました。 その 文句が、 一彦が 

怪 塔から 逃げ だして、 ここにい るから 助けに 来い とい 

うので ありました。 


炭 やき 爺さんと して は、 一彦の さしずで もって 煙 信 

号 をつ づけて いるので すが、 内心で は、 これが 果して 

ふもと 村に 通じる かどう か、 きっと 自分の 竹 法螺の 音 

は 村人の 耳に はいっても、 一彦が いま 自分に ゆだねた 

この 長ったら しい 通信 文 は、 とても ふもと 村に 達し は 

しまいと 思って いたのです。 

ところが どうでしょう。 間もなく ふもと 村の 中から 

一本の 煙が むくむ くと、 風の ない 空に、 まっすぐ 立ち 

のぼり はじめました。 

「おやおや、 村で も 煙火み たいな もの を あげた ぞ。 

こ つちの 真似 をす る 気 かしら」 


と 爺さんが 目 をみ はって いるう ちに、 その 村の 煙火 

が、 下の 方から 長短の 符号 どおりに 切れ はじめた ので 

すから、 爺さん は大 びっくり、 紙 きれに その 符号 をう 

つし 始めました。 

一体 村の 煙火 は、 山の 中へ 向かって 何 を 伝えて いる 

のでし ようか。 


塩田 大尉のお 迎え 


ふもと 村から、 煙の 信号が たちのぼる のが 見えます。 

一 彦 少年 は 炭 やき 爺さんの 手 を かりて、 その 信号の 見 

える ところまで、 傷ついた 体 をう ごかして もらい まし 

た。 

ふもと 村からの 信号 は、 どんな こと を 伝えて 来たの 

でしよう か。 

「シ オダ タイ ィ ガム 力 ェ 二 イク」 

塩田 大尉が 一 彦を むかえに いくとい うので ありまし 


た。 塩田 大尉のと ころへ、 どうして そんなに はやく 知 

れ たもの かと、 一 彦は 夢の ようにお どろき ましたが、 

, J のとき 塩田 大尉 は、 ち よ うど 飛行 基地から 警察 電話 

で、 この ふもと 村へ 昨日 以来、 何 か 聞き こんだ ことか 

または 変った もの を 見なかった かと、 問い あわせ 中で 

あつたので、 それならば 今、 裏山から こうこう いう 煙 

の 信号が あがって いると ころで、 塩田 大尉に 知らせて 

くれと いってい ますよ、 という わけで、 たいへん うま 

く 塩田 大尉と 話が ついた のであります。 

「ああ うれしい。 塩田 大尉が 来て くださる。 僕、 うれ 

しいな あ。 大尉に 会う ことができたら、 僕 はすぐ 帆衬 


おじさんからの 言 づてを 話して、 一 刻 も 早く 怪塔 征伐 

を やっても らうの だ。 —— 大尉 はどうし てこの 山の 中 

まで 来る かしら。 やっぱり 飛行機で 来る のか しら」 

と、 一彦 は 急にたい へん 元気 づきました。 これ を 見 

ていた 炭 やき 爺さん も、 これなら 自分 も 骨お りが いが 

あ つたと 大 よろこびです。 

それ はちょう ど、 おひる 前の 十一 時 ごろで ありまし 

た。 一台の 飛行機が、 東の 方の 空から 近づいて 来 まし 

た。 飛行機 は、 一 彦 たちの あたまの 上まで 来ました。 

一 彦は 寝そべ つた まま 白 布 を 手に して 振り、 爺さん は 

しきりに 炭 焼 竈の 煙 を さかんに あげて 飛行機の 方に 


相 図 をし ました。 

その 相 図が 通じた のか、 その 飛行機 はぐる ぐる 旋回 

を はじめながら、 しだいに 高度 を さげて まいります。 

千メ— トルから 九 百、 八 百、 やがて 五 百メ— トルと 低 

空に うつりました。 
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一彦た ちの 頭上 を 旋回しながら、 しだいし だいに 高 

しっぽ 

度 を 低く して 来る 尻尾の 赤い 飛行機から、 やがて 人間 

と 荷物との つながった ものが 空中へ ぼい と 放り出され 


ました。 

「おや、 なんだろう」 

と、 炭 やき 爺さん は、 まぶし そうに 目 を ぱちぱ ちし 

ながら、 天 を 仰いで います。 

「あつ、 落下傘 だ。 塩田 大尉 は 落下傘で おりて 来 るん 

だぜ。 ああす ごいな あ」 

といって いるう ちに、 ぱっと 空中に 大きな 真白な 花 

傘が ひらきました。 三百 メ— トル ほどの 低空です。 人 

間の 重みで、 傘 はぶらん ぶらん と ゆれて います。 

落下傘 は どんどん 下にお りて 来ました。 風の 流れる 

方向 をみ さだめて あった ものと みえ、 じつにた くみに 


一彦 たちのい ると ころへ、 静かに まい さがって まいり 

ま ^9 

「爺さん。 僕、 起きたい、 起きたい」 

「まあ、 そうむり をい うち やなら ねえ。 お前 は 怪我し 

ている という こと を、 忘れち やい けね えぞ」 

そういう うちに、 塩田 大尉の ぶらさがつ ている 落下 

傘 は、 ぐんぐん 下にお りて、 一 彦 たちの 頭上 を 越し、 

その 奥の 山腹に ど さりと 着陸いた しました。 大尉 はも 

んど りうって、 山腹に ころげる とみ ましたが、 とたん 

に 落下傘 を ゆわえた バンド を はずして、 すくつ と 地上 

にたち あがりました。 これ をみ ていた 一彦 は、 おもわ 


ばん ざ い 

ず 万歳 を さけびました。 

塩田 大尉 は、 すぐさま 一彦のと ころへ 龃 けよ リ まし 

た。 そして 少年 を なぐさめる とともに、 持って きた 衛 

生 材料で もって、 手ぎ わよ く 一彦の 患部 を 消毒し、 

仮繃帯 をぐ るぐ る ま い て くれました。 

「塩田 大尉、 ありがとう。 どうもありがとう」 

「いや、 な あに。 それよりも 一彦 君 は、 じつに 元気 だ 

ね。 水兵 だって、 君の 元気に は 負けて しまう ぞ。 —— - 

そして、 一 体 君 はどうして 怪 塔から 抜け だした のか。 

帆 村 君 はどうした。 はやく 聞かせて くれ」 
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カレ ほう 

一彦 は 塩田 大尉の 手 あつい 介抱 をう け、 さらに 元気 

になり、 そこで 一 体 どうして 一 彦 ひとりが 怪 塔から 抜 

け 出た か、 その あらまし を 語り だした ので ありました _ 

「 —— 僕、 おどろき ましたよ。 だって、 怪 塔が、 もの 

す 一 ^ い うなり， 1 ^ え を あげ て 、 空 高く ま い あが つたんで 

す ものね え。 それから 空中 を あちこちと、 ぶんぶん と 

び まわ リ、 どうなる ことかと、 窓 わくに すがりついて 

ひやひや している うちに、 こんど は ど すん と 大きな 震 

動と ともに、 陸 塔が しずかに とまって しまつ たんです _ 


そのと き 自分 はもう 死んで しまって、 墓場に はいりこ 

んだ のじ やない かと 思った くらいです。 あのと き はじ 

つに こわかった」 

「うむ、 そうだったろう ねえ」 

と 塩田 大尉 は 大きく うなずきました。 

「 —— それからで すよ、 帆 村お じさんの 活動が はじ 

まった の は。 おじさん は、 怪 塔の 二階 を いろいろと 苦 

心して うかがい ましてね。 怪 塔の 中には、 怪塔 王の ほ 

かに、 妙な 筒の 中に 黒人が 住んで いる こと を さがし あ 

てたん です。 黒人 は、 怪塔 王の いいつけなら、 どんな 

ことで も 素直に はいはい ときいて、 機喊を うまく あや 


つるので す」 

「ほう、 そうか。 よし、 なかなか いいこと を しらべて 

くれた」 

「  そのうちに 帆 村お じさん は、 僕 を ぜひとも 逃し 

て やりたい といい ました。 僕 は ひとりで 逃げる なんて 

いや だと ことわつ たんです けれど、 帆 村お じさん は、 

お前が 逃げ出して、 塩田 大尉な どに 大事な こと を 知ら 

せて くれないと、 怪塔王 は いつまでも 暴れ、 軍艦な ど 

に 害 を あたえる というので、 僕 はよう やくいう こと を 

聞きました。 そして 帆 村お じさんが、 鉄の 窓 わく を 永 

い 間 かかって こわして くれたので、 その 狭い ところ か 


ら、 外へ とびだし たんです が、 そのと き 足に 怪我 をし 

ました」 

「もう それだけ かい。 帆 村 君からの 言づ て は ほかにな 

かった かい」 

「いや、 一 つ 重大な 言づ てが あります よ」 
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「なに、 帆 村 君からの 重大な 言づ てって、 どんな こと 

だい」 

と、 塩田 大尉 は 一彦の 手 をし つかりと 握って、 聞き 


かえしました。 

「それ はね —— 」 

と、 一彦 はしば らく 目 をと じて、 じっと 考えて いま 

した。 この 言づて はよ ほど 重大な ことで ありまし たか 

ら、、 帆 村から いわれた とおりま ちがいなく 大尉に 伝 

えねば ならぬ と 大事 をと つ ていたの です。 

「そうだ、 帆 村お じさん はこうい つて ましたよ」 

「ふむ I a 

と 塩田 大尉 はかた くな つ て 聞いて います。 

「それ はね、 大 利根 博士に ぜひ 会って くださいって。 

そして 大 利根 博士の 体に、 なに か 変った ことがあ るか 


ないか、 ぜひとも それ を 調べて おいてく ださいって、 

い つ てました よ」 

「ふん、 ふん。 大 利根 博士に 会えと いうんだ な。 そし 

て 博士の 体に 変った ことが ないか 調べて みろ といった 

ん だね。 うむ、 よく わかった。 やっぱり 帆 村 君 は、 な 

かな かの 名探偵ら しい ぞ」 

と、 塩田 大尉 はなに ごと か を ひとりで もってし きり 

に 感心して いました。 なに か 大尉の 胸に おもいあたる 

ことがある のでしょう。 

一彦 少年の、 怪 塔に とじこめられ ていた あいだの こ 

まかい 話 は、 それから それへ と、 なかなかつ きません 


でした。 

怪 塔から 発せられた あの 無線電信 は、 やはり 帆 村 探 

偵が 出した ものである ことが わかりました。 どうして 

また 無線電信 機 を 手に入れた のかと、 大尉 はび つくり 

顔で ありまし たが、 一 彦の 語る ところに よると、 帆 村 

は 一階の あのが らくた 倉庫の 中から、 一つの 壊れた ラ 

ジォ 受信機 を さがし 出し、 その 配線 を かえて 短波の 送 

信 機に なおし、 幸 に 切れて いなかった 真空管と 電池 

があった ので、 あの 通り 送信が やれた の だそう です。 


「ぜひ、 大 利根 博士に 会って くれ！」 

一彦が もって かえった 帆 村 探偵の 言伝 は、 塩田 大尉 

の 胸 をたい へんいた めました。 

そういう 急ぎ の 用事なら、 なぜ 怪 塔の 中から 無線 電 

信で 打って 来なかった のであろう かと、 大尉 はふし ぎ 

に 思って いるので す。 怪 塔の 外へ 出した けれど、 はた 

していつ 大尉に 会える やら わからない 一彦に、 この 重 

大な ことがら を、 言葉で 伝えさせよ うとした 帆 村 探偵 

の 心に は、 なに かわけ が ありそうです。 

塩田 大尉 は 考えた 末、 無線電信 など で この こと を 空 


中に 発する と、 それが 大 利根 博士に 知れて 具合が わる 

いので あろうと 思いました。 つまり 大 利根 博士に 会え 

と 帆 村が すすめた こと は、 あくまで 博士に 知れない よ 

うにし なければ ならぬ という こと だと 思いました。 な 

ぜ 知れて 悪い のか。 それ はいずれ 後に なって わかって 

くる 事でしょう。 

塩田 大尉 は、 かたい 決心 をし ました。 

一彦に も、 帆 村 探偵が 大 利根 博士 を 訪ねよ、 といつ 

たこと を 秘密に して、 他人に 喋らない よう 約束 させ ま 

した。 

そのかわり、 大 利根 博士に 会いに いく ときには、 か 


ならず 一彦 を つれてい くと、 大尉の 方で もお 約束 をい 

たしました。 

こうなる と、 大 利根 博士に 会う という こと は、 たい 

へ ん 重大な ことにな りました。 

そうこう する うちに 救護 隊が山 をの ぼ つ て 来ました。 

一 彦の 足の 傷 は、 本職のお 医者 さまが 見て すぐさま 

治療して くれました。 かなり 出血が あり、 そして 足首 

のと ころで 骨が はずれて いると いう ことで ありました。 

でも 当人 はたい へん 元気 だから、 この 分なら 間もなく 

元の ようになお るであろう といって くれたので、 みな 

みな 安心 をし ました。 


救護 隊は 一彦 を 担架に のせ、 山 をく だる ことにな り 

ました。 一 彦は命 を 助けて くれた 炭 やき 爺さん 

きぐちこう へ い 

木口 公平に あって、 お礼 をい つて そこ を 出立し ました。 


入院 


怪塔 ロケットが しずんだ 海面 は、 あいかわらず わが 

駆逐 艦隊に よって、 たいへん きびしい 見張が つづけら 

れ ていました。 また 潜水艦 や 潜水夫 までが でて 海の 中 

を 一 生 懸命に さがし ましたが、 怪塔 ロケット は どこへ 

いった か、 まだ 行方が しれません。 

捜索隊 はいろ いろと やり方 を かえて、 あくまで 怪塔 

ロケット を さがしあて るの だと、 はりきって いました- 

こちら は 一 彦 少年です。 

塩田 大尉 や 救護の 人た ちのお かげで、 山 をお りる と 

すぐ 病院に はいり、 手 あつい 治療 をう けました。 

妹の ミチ 子へ も、 さっそく その しらせが ゆきました 


ので、 小さい 胸 をいた め 続けて いた ミチ 子 は、 夢 かと 

ばかり よろこびました。 そしてお 迎えの 自動車に のつ 

て、 何時間 も かかって 病院に 急ぎました。 

「ああ 兄ち やん」 

と ミチ 子が 病室へ かけこむな リ、 一彦の 枕元に かけ 

つければ、 一彦 は 思いの ほか 元気な 顔 を もたげて、 

「おお ミチ 子、 よく 来て くれたね。 兄さんの 怪我 は大 

した ことな いんだよ、 心配し なくて いいんだ よ」 

「あら、 そんなに 軽い の。 うれしい わ。 でも 痛む で 

しょう」 

「痛かない よ。 すこしち くちくす る くらいだ よ。 あと 


四 五日 すれば 歩け ると、 院長さん がいった よ。 僕 は 心 

配な しだ けれど、 心配な の は、 帆 村お じさんだ」 

「ああ 帆 村お じさん！ おじさん は、 どうして」 

「それが ねえ、 困つ ちゃつ たんだよ」 と 一彦 はいいに 

くそう に、 

「僕 だけ 逃げる の はい や だとお じさんに いったん だよ。 

だから 一 緒に 逃げようと、 いくど もす すめたん だけれ 

ど、 おじさん は 中々 聞かな いんだ。 おじさん はま だ こ 

の 塔の 中です る 仕事が あるんだ といって ね、 僕い や 

だった けれど、 おじさんの いうと おり 一人で 報告に か 

え つ てきたん だ」 
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「兄ち やん、 帆 村お じさん を 残して 来た こと を、 そん 

なに 気にしない でもい いわ。 誰も、 兄 ちゃんが いけな 

い 子 だなん て 思う 人 はなく つてよ」 

と、 ミチ 子 は 兄の 一 彦を なぐさめ るのに 一 生 懸命で 

す。 聞く もうる わしい 兄妹の 仲の よさで ありました。 

そういう かんしんな 兄妹 を、 こうもくる しめる の は 

一体 誰の せいで しょうか。 いうまでもなく、 それ は 帝 

国軍 艦 淡路を 怪しい 力に よって 壊し、 それから 後、 い 


ろい ろと おそろし いこと や 憎い こと を やって いる、 怪 

塔 王の せいに ちがいありません。 

怪塔王 と言うの は、 一体い かなる 素性の 人間な ので 

ほ とん 

しょうか。 いままでに、 この こと は 殆ど わかって い 

ません。 

一 彦と ミチ 子 は、 それから のちわず か 五日 間の 短い 

ひさかた 

日数の ことで したが、 久 万ぶ りに 一し よに 食事 をした 

リ、 歌 をうた つたり、 お 話 をしたり、 また 夜 は 同じ 室 

に 枕 をなら ベて やすんだ りして、 たいへん 楽しい こと 

でありました。 そのため でも あり、 また ミチ 子の 手 あ 

つい 看護の こと もありまして、 六日 目になる と 一彦 は 


殆ど 普通に 歩け るよう になり ました。 ミチ 子 は 一 彦が 

病院の 庭 を 歩く 後 姿 をみ まもりながら、 うれし 涙 を こ 

ぼしました。 

一彦 は、 もうす つかり 元気です。 

「さあ、 もう 大丈夫 だ。 きょうは 塩田 大尉が 来て くだ 

さると 言って たが、 もう 見えそう な ものだね」 

「塩田 大尉が 見えたら、 御用が あるの」 

と、 ミチ 子 は 心配そう にたず ねました。 

「うん、 僕 はね、 塩田 大尉と 約束が して あるんだ よ」 

「約束って どんな こと」 

「約束と いうの はね、 僕を大 利根 博士のと ころへ つれ 


てって くれる と言う こと だよ。 しかし この こと は、 他 

人 に 言 つち やい けない よ。 帆 村お じさんが 怒る から 

ね」 

そう 言って いると ころへ、 当の 塩田 大尉が 軍装 もり 

りしく 病室へ はいつ て 来ました。 

出発 
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「ああ 塩田 大尉」 

「おお 一彦 君 か。 おや ミチ 子さん もい るね。 二人とも 

うれし そうだな —— 一彦 君、 よろこび たまえ。 今 院長 

さんに 聞いて 来たんだ が、 君の 傷 はもう 大丈夫 だそう 

だよ」 

三人 は、 声 を あわせて うれしそうに 笑いました。 

「塩田 大尉、 僕と 約束の こと 忘れて いません ね」 

「え、 約束。 うむ、 あの ことか。 しかし あの こと はま 

あ、 僕に まかせて おいて —— 」 


「いや だな あ、 あんな こと を 言って いる。 僕 は どんな 

とち 

にか 待って いたんで すよ。 ぜひお 伴 させて ください。 

それが 帆 村お じさん を 救う 近道の ように 思 うんです」 

塩田 大尉 は、 しばらく 無言で いました が、 やがて ミ 

チ 子に 向かい 一彦 を つれていつ て もい いかと 尋ね まし 

た。 ミチ 子 はもち ろん それに 賛成し ましたので それな 

らばと 塩田 大尉 は 立ち あがりました。 

「僕が 心配す る わけ はいずれ わかる だろう が、 とに か 

く 変り 者の 大 利根 博士のと ころへ いくの は、 これでな 

かな か大 仕事 だよ」 

塩田 大尉 は 二人の 頭 をな でながら、 ほんのち よつ ぴ 


ことって 

り、 気持 を 言い あらわしました。 大尉 は、 帆 村の 言伝 

を 聞いて からのち、 いろいろ 考えた 末、 大 利根 博士 を 

訪問す る こと をたい へん 重大に 思うよう になった ので 

一 体な にが そんなに 重大なん でしよう。 

ミチ 子に 別れて、 一 彦は 塩田 大尉と ともに 海軍の 自 

動 車に のつ て 出かけました。 

行 先 は、 東京 近郊の 大 利根 博士の 研究所で ありまし 

た。 

やしき 

自動車が 博士の 邸に 近づいた とき、 塩田 大尉 は 一 

彦に 向かい、 


「一彦 君 は、 伝書鳩 を 知ってい るかね」 

「伝書鳩で すか。 知っている どころ か 僕 は 鳩の 訓練 も 

上手なん です よ」 

「そうかい。 それ はえら い。 では 君に 伝書鳩 を 二 羽 あ 

ずけ てお こう。 これで もつ て、 腰に さげて おきた まえ」 

と、 脚に 環 を はめた 鳩 を 渡しました。 
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「この 伝書鳩 は 何時 放 すんで すか」 

と 一 彦は 塩田 大尉の 顔 をみ あげてい いました。 


「放す のがい いとき がくれば、 きっと それと わかる だ 

ろうよ」 

と 塩田 大尉 は、 なぞの ような ことば をな げかけ まし 

た。 

いよいよ 自動車 をお りました。 ここ は大 利根 博士 邸 

の 門前です。 

むぞうさ  ぼたん 

大尉 は 無雑 作に 門のと ころに ついている ベルの 釦 

をお しました。 

しばらく 待ち ましたが、 門 内から は 何の 答 も ありま 

せんでした。 

「何も 返事が ありま せんね」 


「うむ 返事がない。 そうだ、 返事がない のが あたり 前 

かもしれ ない。 りんりん リ— んリん と 特別の 鳴り かた 

をし なければ 奥へ 通じない 規則が あつたね。 それ をい 

ま 思い出し たよ」 

そういつ て 塩田 大尉 は ベルの 釦を おしなおしました。 

りんりんり ー ん リん。 

すると どうでしょう。 

りんり— ん —— と、 返事の ベルが 門柱のう えで 鳴り 

ました。 そして 城の ような 高い 壁に はめて あった 門の 

扉が ぎ い つ とうち へ あきました。 それ は 潜り戸 ぐら い 

の 小さな 扉で ありました。 


「さあ ス ろう」 

塩田 大尉 は 一彦 をうな がして、 その 小さい 門 をく ぐ 

りました。 

「大 利根 博士 は、 お 邸に いるので すね。 ベルが 鳴り ま 

したから」 

「まあ、 どうかな あ」 

「だって、 今の ベル は 特別 符号 をお くった ので その 返 

事と して 鳴つ たんでしょう、 博士の 耳に 通じた にち が 

いありません よ」 

「そうかな あ」 

二人 は あなぐらの ような ところ を、 ずんずん むこう 


に 歩いて ゆきました。 そのうちに 玄関が 見えて きまし 

た。 
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大 利根 博士の 玄関に は、 有名な 電話機が あります。 

博士と 面会す る こと は なかなか むずかしく、 まず この 

電話機で 用 を 足す よりしか たがない と言われて いるん 

です。 

塩田 大尉 は 一 彦 少年に 目く ばせ して、 この 電話機 を 

取上げました。 


「もしもし、 私 は 塩田 大尉です が、 博士に お 目に かか 

りたい 急な 用事が あつ てまい りました」 

と、 大尉 は 相手に 聞え ている かいない かに かまわず、 

送話器へ 声 を ふきこみました。 

「 …… 」 

何の 返事 もありません。 

「もしもし」 

塩田 大尉 はさら に 声 を 大きく して 言いました。 

「博士 は 留守な のです かねえ」 

と 一 彦は 大尉 をみ あげて 言いました。 

大尉 は 首 を ふりました。 


「  なにしろ 急用です から、 失礼して 中にはい リま 

すよ」 

すると 向こうから 電話の 声で 返事が ありました。 た 

いへん 低い 声です から、 何の ことかよ くわ かりません。 

「何です か、 よく わかりません よ。 中へ はいって から、 

改めてお 話しね がいましょう」 

と、 大尉 はすました もので、 玄関の 扉 を ひらき まし 

た。 

「さあ 一 彦君 一 しょに 来た まえ」 

大尉 はずん ずん 上に あがって いきました。 長い くら 

い 廊下が、 奥の 方まで つづいて いました が、 そこ をず 


ん ずん はい つ ていく ので ありました。 

(人の 家へ ことわり なしに 入って 悪かない かな あ) 

などと 一 彦は 心配し ましたが、 大尉 は 平気です。 

もっとも 家の 中には 誰 一 人 姿 を あらわしません から 怒 

る 人 もない のです。 

「さあ、 向こうの つきあたりが、 博士の 居間なん だ。 

万事 あそこ へ いけば わかる」 
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大 利根 博士の 部屋の 前へ 来ました。 


くらい 廊下の つきあたりに、 重い 扉が ぴったりし 

ま つ ています。 

塩田 大尉と 一彦 少年と は、 その 扉の 前に 立ちました。 

「博士 はいるで しょうか」 

と、 一彦 は、 そっと 塩田 大尉に たずねました。 

「さあ、 どう だか」 

といいながら、 大尉 は 扉 を ことことと ノックし まし 

た。 

部屋の なかから は、 なんの 答 もありません。 

大尉 は、 つづけて ことことと 扉 を 叩きました。 けれ 

ども、 扉の 向こうから は、 やはり なんの 返事 も ありま 


せん。 

「博士 は 留守なん です かねえ」 

「ふうん、 どう だかな あ」 

塩田 大尉 は 首 をち よ つ とかしげ ました。 

博士 は 有名な 人 ぎら いで ある こと を 考えて みます と 

本当に 留守な のか どうか わかりません。 そこで 大尉 は 

決心して、 扉の 前で 大声 を はりあげました。 

「ああ、 もしもし、 大 利根 博士！」 

部屋の 中 は、 あいかわらず しんかんと しています。 

大尉 は、 さらに 声 を はげまして、 

「ああ もしもし、 大 利根 博士！ 私 は 塩田 大尉です。 


急用です からち よ つと ここ を あけて ください」 

それでも まだ、 部屋の 中 はしず まりかえ つてい ます _ 

「ああ、 もしもし、 大 利根 博士！」 

三た び 大尉 は、 扉の 前で 叫びました。 さっき 電話 を 

かけた とき、 〔# 「電話 を かけた とき、」 は 底本で は 「電話 

を かけた とき、、 匕 話 はよ く 聞き とれなかった が、 博士 

か 誰か わからぬ が 低い 声で 返事 をした 者が ありました 

ので、 大尉の 声 を、 せめて その 者で も 聞きつ けて 出て 

来そう な もの だとお もった のです。 

ちょうど そのと きでした。 扉の 向こうから 怪しい 声 

がき こえて きたの は。  
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扉の 向こうで、 はじめて 人の 声が きこえました。 

「ああ、 ああ、 うるさい。 わし は 研究 中 だ。 誰が きて 

も 会わん ぞ。 今日は だめ だめ。 帰って くれ」 

博士 は 嗄 れ 声で どなる ようにい いました。 

塩田 大尉と 一 彦と は、 顔 をみ あわせました。 

「博士 はいるので すね」 

と 一 彦は 小さい 声で 塩田 大尉に ささやきました。 

「うむ、 博士 は やっぱり この 中に 居られた ね、 ふ ふむ」 


と 大尉 はなに か 意外な 面 持で、 ひとりで 感心して い 

ました。 大尉 は 博士が 留守の ようにお もってい たらし 

く おもわれます。 

「塩田 大尉が 来たと いう ことが、 はっきり 博士の 耳に 

通じない のです よ。 もう 一度、 よんで みて はどうです」 

「そうだね。 じ やもう 一 度、 声をかけよう」 

塩田 大尉 は、 また 声 を はりあげて 扉に むかって 博士 

の 名 をよ びました。 

すると、 室内から は 返事が ありました。 

「ああ、 ああ、 うるさい。 わし は 研究 中 だ。 誰が きて 

も 会わん ぞ。 今日は だめ だめ。 帰って くれ」 


一彦 は それ を 聞いて、 この 調子で はとても 博士 は 

会って くれない だろうと おもいました。 

塩田 大尉 はと 見ます と、 どうした もの か 顔 を 真 赤に 

しています。 

「大尉、 どうした のです」 

大尉 はこれ に 答えよう ともせず、 何 をお もった もの 

か、 ポケットから 手帳と 鉛筆と を とりだしました。 そ 

して 扉の 方 を にらみす える ようにして、 三た び 博士の 

名 をよ びました。 

すると 室内からの 返事が、 きこえて きました。 

「ああ、 ああ、 うるさい。 わし は 研究 中 だ。 誰が きて 


も 会わん ぞ。 今日は だめ だめ。 帰って くれ」 

一彦が 見る と、 大尉 は 一生 けんめい になに か 筆記 を 

し て レます 


意外な 仕掛 


「塩田 大尉、 そんなと ころで、 なに を 書いて いるんで 

す 力」 

一彦 は、 いぶかって たずねました。 

「おう、 これ だ。 う ー む」 

うな 

と、 大尉 は大 利根 博士の 居間の 扉 をに らんで、 呻る 

ように いいました。 

「ど、 どうし たんです、 塩田 大尉」 

大尉 はなに ごとに 気 を いらだた せて いるので しょう 

ゝ o 

力 

「おお 一彦 君、 ちょっと ここへ おいで」 

大尉 はこのと き、 われに かえった ように 目 を ぱちぱ 


ち させて、 一 彦を よびました。 

「はい、 な、 なんです か」 

「これ を よんで ごらん」 

といって、 大尉 はさつ きから 何 か 書き こんでいた 手 

帳 を、 一彦の 方へ さしだしました。 

はしりがき 

一彦が その 手帳 を うけとって、 大尉の 走 書 を よん 

でみ ますと、 次の ような ことが 書いて あります。 

"ああ、 ああ、 うるさい。 わし は 研究 中 だ。 誰が きて 

も 会わん ぞ。 今日は だめ だめ。 帰って くれ， 

それから、 一行お いて その 次に、 また 書きつ けて あ 

る 文句が ありました。 それ は、 


"ああ、 ああ、 うるさい。 わし は 研究 中 だ。 誰が きて 

も 会わん ぞ。 今日は だめ だめ。 帰って くれ， 

という 文句です。 前の 文句 も 後の 文句 も 全く 同じ こ 

とが 書いて あります。 

「塩田 大尉 は 変 だな あ、 同じ こと を 二度 も 書いて あり 

ますよ。 気分で も 悪い のです か」 

と 一 彦 がきき ますと 大尉 は 首 を ふり、 

「体 もな にも 変り はない よ。 変な の は、 この 扉のう ち 

で 返事 をした 博士の 言葉が、 いつも 同じ 文句 だとい う 

こと だ。 まるで ゴム 判 をお したよう に、 "ああ、 ああ、 

うるさい" などと、 同じ こと をい つてい るの だ」 


「それが どうした のです」 

「一彦 君、 おどろい てはいけ ない。 博士 は 留守な の だ。 

博士 はこの 部屋の 中には いないの だよ」 
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博士 は 留守 だ —— と、 塩田 大尉 は、 意外な こと をい 

いだし ました。 

「だって、 それ は 変です ね」 と 一彦 は腑 におち ぬ 顔で 

「だって、 この 扉の 中で、 大 利根 博士が 〃今日は だめ 


だめ、 帰って くれ" などと、 いま さっき も 喋った では 

ありません か」 

一 彦に は、 塩田 大尉の 言葉が どうしても 信じられ ま 

せん。 

塩田 大尉 は、 ますます 顔 を 赤く して、 心臓の わく わ 

くす るの を じ つと おさえつけて いる 様子です。 

「一彦 君。 私の 考え はきつ と あたって いるよ。 大 利根 

博士 は 留守なん だ。 この 私の 言葉に まちが いのない と 

いう こと を、 これから 見せて あげよう」 

塩田 大尉 は、 この 扉の なかに、 大 利根 博士が いない 

という こと を 一彦に 見せて やろうと いうので す。 一彦 


はたい へん 不思議に おもいました。 彼 はあくまで、 そ 

れは 塩田 大尉の おもいちがい だと 思って いました。 

塩田 大尉 は、 ポケットの なかから、 小さい 紙 包と 長 

い 電線と を ひっぱりだしました。 

「それ はなんで すか」 

「これ は 爆薬 だ。 これ を 入口に しかけて 扉 を こわす の 

だよ」 

軍人 だけに、 塩田 大尉の やり方 は 思いき つた もので 

す。 これが 探偵 だったら、 合鍵 をつ かつたり、 重い 材 

木で つき こわした りする でしよう に。 

ごうぜん 

開かぬ 扉 は、 ついに 轟然た る 一発の 爆音と ともに こ 


わされて しまいました。 

大尉と 一 彦は、 だいぶ はなれた 地下道の かげに、 じつ 

と 息 を ころして、 その 爆破 を まってい たのです。 

「さあ、 もうこん ど はは いれる ぞ」 

大尉 は 一彦に 目く ばせ をして、 扉のと ころへ かけつ 

けました。 

なるほど 扉の 錠 まわりが、 丸窓ぐ らいの 大きさに 

ぼっか リと 穴が あいています。 ですから 扉 をお すと、 

すうつ と あいてし まいました。 

「さあ、 奥へ 行って たしかめよう。 博士が いられる か 

どうか を  」 


入口に、 爆薬の けむりが まだ 消えて しまわな いうち 

に 塩田 大尉 は 室内へ おどりこみました。 

一彦 は、 ちょっと 気持が わるくな りました が、 こん 

なおれ 

な ことで 退却 をして は、 日本の 少年の 名 折 だと 思い ま 

したから、 思いきって 大尉の あとに つき、 勇敢に とび 

こみました。 

「ああ、 こんな こと を やって いたんだ。 おい 一彦 君 は 

やく こっちへ 来て ごらん」 


と、 塩田 大尉 はけむ りの 向こうから、 大声で さけび 

ました。 

「え。 なんです つ て」 

塩田 大尉が なに かかわつ たもの を 見つけたら しいの 

で、 一彦 少年 は、 胸 を わくわくしながら、 そこへ かけ 

つけました。 

すると 大尉 は、 テ ー ブルのう えに のつ ている 蓄音機 

のよう な もの を 指さして いました。 

「これ、 なんでしょう」 

「おお 一 彦君。 これ は 蓄音機 だよ。 しかし 普通の 蓄音 

機と ちがう。 これ はね、 こっちから 大 利根 博士の 名 を 


よぶ と、 ひとりでに 音盤が 回り だして、 蓄音機から 声 

が 出る 仕掛に なって いるんだ」 

「えつ、 なんです つ て」 

「君に はわから ないかね え。 つまり この 室内に 大 利根 

博士 はいなくて、 そのかわり にこの 蓄音機が 仕掛けて 

あつたんだ。 入口の 外で 博士の 名 を 三度よ ぶと 室内で 

は 音盤が まわり だして、 〃研究 中 だ、 会わない ぞ、 帰れ 

帰れ， などと 博士の 声が、 この 蓄音機から 聞え てく る 

の だ。 だから これ を 聞いた 者 は、 室内に 博士が いるの 

だと 考える。 ほんとう はこの ように 博士 は 留守なん だ _ 

誰が こしらえた のか、 たいへんな 仕掛 を こしらえて 


あった もの だ。 も 少しで、 うまく ひっかかる ところ 

だった」 

そういって 塩田 大尉 は、 機械の こっちから 大 利根 博 

士の名 をく りかえ しょんで みました ところ、 三度 目に 

なると、 はたして 蓄音機の 中から (ああ、 うるさい… 

〜) と、 博士の 声が とびだして きました。 一 彦は おど 

ろいて、 目 を まるくす るば かり。  
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大 利根 博士の 研究室に、 博士の 姿 は どこに もなくて、 


ただ 博士の 声が 飛 出し て 来る 蓄音機 だけが あつたので 

じつになん という 変な 仕掛でしょう。 

一体 この 変な 仕掛 は、 なんの ために こうして 博士の 

室内に つくられて あるので しょうか。 また この 仕掛 を 

つくった の は、 誰な のでありましょう か。 

「どうも 変です ね。 塩田 大尉、 これ はきつ と 博士が 人 

と 口 をき くの がいやな ので、 こんな 仕掛で、 来る 人 を 

みな おっぱら つ ている のではないでしょう か」 

「うん、 一 応 はそう も 考えられ るね。 だが 一 彦君、 一 

方で はこうい う ふうに も 考えられ はしないだろう か。 


つまり、 大 利根 博士 は、 この 研究室に たてこも つてい 

ると 見せかける ため、 わざわざ こうした 仕掛 をして お 

いたと ね」 

なるほど、 そういう 場合 も ある だろうと、 一 彦は大 

尉の 考えに 感心し ました。 

「でも、 博士と もあろう 人が、 なぜ そんな ややこしい 

こと をす るので しょう。 いるなら いる、 いないな らい 

ない と 正直に 人に しらせる のが 本当な のに、 そんな 不 

正直な こと を 博士が する でしよう か」 

一 彦 はあくまで 博士が えらい 人 だと 信じて いたから、 

こう 申しました。 


塩田 大尉 は、 一 彦の 言葉 を じっと 考えて いました が、 

やがて 一 彦の顔 を 見ながら、 すこし 言いに くそう に、 

「ねえ 一 彦君、 私 はどう もち かごろ 博士の する ことに、 

腑 におち ない 点が あるの だよ。 それに 帆 村 君からの 

言伝に も、 博士に 必ず 会つ て 見ろ とあった ではない か。 

帆 村 君 も 博士に 気をつけろ というつ もりで そう 言 つ た 

ので は あるまい か」 

一彦 は なぜ、 塩田 大尉が そう 言う のか、 はっきりの 

みこめませんでした。 早く も その 顔色 を 見て とった 大 

尉 は 一 彦の肩 を 叩き、 

「さあ、 元気 を 出して 謎に ぶっかって 見よう ではない 


か、 博士に はすまない が、 まず この 室内 をよ くさが し 

て 見よう」 


顏の怪 塔 王 


お 話 はか わりまして、 ここ は 皆さんお まちかねの 怪 


塔の 中です。 

あれ、 怪塔 はま だ ちゃんと 形が のこって いたの かと 

お尋ねになる のです か。 そうです。 怪塔 はま だち やん 

としてい ましたよ。 

塩田 大尉の 指揮す る 飛行隊に 追われ、 太平洋の 波間 

に 姿 をけ してし まった 怪塔 は、 そのの ち 海上の 監視 艦 

の 目に 二度とう つりませんで したが、 じつは その 怪塔 

は、 波の 下の ふかい ふかい 海の 底に、 じっと 横たわつ 

ていたの です。 

そこ は 水深 四百 メ— トルと いいます から、 たいへん 

な 深さの 海底です。 


太陽の 光 も、 もうこ こに は 届かず、 あたり は インキ 

をと かした ように、 まっくろで 煙の ような 軟 かい 泥が、 

ふわりと 平に 続いて います。 さすがに 海藻 も 生えて 

いません。 まるで 眠って いる 沙漠と おなじ ことで あり 
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その 軟泥の 寝床のう えに、 怪塔は 横た おしにな つた 

まま、 じっとして いました。 ただ 怪 塔の 窓に は、 内部 

の ほの 明るい 電灯の 光が うつ リ、 まるで、 魔物の 目 を 

あけて、 あた リを 睨んで いるよう に 見えます。 

さあ、 怪 塔の 中 は、 一体 どうな つてい るでしょう か。 

ここ は 二階の 機械 室です。 


怪 塔が 横にな つてい るので、 すべての 機械る いは 横 

たおしに な つ て います。 

三人の 黒人が 入って いる 三つの 太い 鉄の 円筒 もみな 

横む きにな つ ていました。 

帆 村 探偵 は、 どこに いるので しょうか。 

それから、 問題の 怪塔王 は、 いまな に をして いるの 

でしよう か。 

「どう だ、 もういい 加減に 降参した がいいだろう」 

どこかで 聞いた ような 声です が、 三階の 階段の かげ 

から 叫びました。 階段の かげに うずくまつ ている 一箇 

の 人影 —— こっちへ 顔 を 出した ところ を みれば それ は 


例の 汐 ふきそつ くりの 怪塔 王の 顔で ありました。 彼 は 

一 体 誰に、 (もう 降参 をし ろ) などと よびかけて いるの 

でしよう か。 
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怪塔 のなかの 不思議な 会話です。 

「だ、 誰が 降参す る もの か。 この インチキ 怪塔 王め！」 

おやおや、 そういう 声 はたし かに、 怪塔 王の 声で あ 

りました。 そう 叫んだ 人物 は、 どこに いるかと さがし 

て 見ます と、 一階の 階段のう しろに 隠れて、 こっち を 


うかがつ ている 一箇の 怪人物が それでした。 どうした 

のか、 この 人 は、 自分の 首 を 黒い 風呂敷み たいな もの 

で、 すっかり 包んで います。 

そうです、 この 方が 『声の 怪塔 王』 でありました。 

三階の 階段から 顔 を 出して いる 方が 『顔の 怪塔 王』 で 

ありました。 つま リニ 人の 怪塔王 は、 たがいに 勝手 気 

ままな 号令 を 出して、 操縦士の 黒人 を こまらせ ていた 

ところで ありました。 声の 怪塔 王と 顔の 怪塔 王との 

戦 は、 まだ つづいて いた ものと 見えます。 二人の 怪 

塔 王なん て、 変な はなしです。 一体 どっちが ほんとう 

の怪塔 王で しょうか。 


「なにが インチキな もの か、 貴様 こそ 偽 ものの 怪塔王 

だろう。 くやしかったら、 貴様が 顔 をつ つんで いる 風 

呂敷 をと つて、 黒人 やわし に、 貴様の 地 顔 を 見せろ」 

「ば、 ばかな！」 

と 言いす てました が、 声の 怪塔王 は、 その あとで、 

う ー んと 呻って います。 よほど 弱って いるものと 見え 
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「さあ、 もういいだろう。 その へんで 降参した がいい 

じ やない か」 

「いや だ。 天下 無敵の 怪塔 王が、 貴様の ような インチ 

キ 野郎に 降参したり、 この 大事な 怪塔を とられた りし 


てなる もの か」 

と、 声の 怪塔王 はあくまで 降参 を 承知し ませんで し 

たが、 そのうちに 彼 は 急に 何事 かに 気づ いたと いう 風 

「おお、 そうだ。 貴様の 空い ばリは 勝手 だが、 この 怪 

塔 は、 そう いつまでも 深海の 底に じっとし ている こと 

は 出来な いんだ ぞ。 ある 時間が 来る と、 自然 爆発 をす 

るよう になって いるんだ。 貴様 は、 それでも 驚かない 

と 言う の か 」 


『声』 の怪塔 王と 『顔』 の怪塔 王と は、 機械 を 中には 

さんで、 やはり 睨みあって います。 いま は どっち も 機 

械の 方に 近づく こと もで きず、 そうかと 言つ て 後へ さ 

がる こと もで きません。 どうしても ここで 相手 を 降参 

させて しまわな いと、 食事 をと る こと さえ もで きない 

のです。 

どっちの 怪塔王 も、 もう 何 食 もた ベない ので、 おな 

か はべ こべ こです。 

黒人 は どっちに つこうかと 困って いますが、 おなか 

の 方 は 大丈夫です。 なぜって 黒人 は、 長期に わたって 


円筒の なかに 暮 せる ようにと、 あらかじめ 食料品と 水 

を もちこんで いました。 ちょうど 長距離飛行の ときの、 

飛行士の ような 生活 をして いたのです 

だんだん 疲れて 来る の は、 二人の 怪塔 王です。 

『声』 の 怪塔王 は、 『顔』 の 怪塔王 をお どす ように、 (も 

う 海底に ながく いられない。 やがて 怪塔は 爆発す るで 

あろう) と 言って、 降参 をす すめ ましたが、 『顔』 の怪 

塔 王 はいつ かな 降参 をしょう と は 申しません。 一体 ど 

うなる， ，- とでしょう。 

「おい、 がんばらないで、 わしの いうと ころに 従え。 

この 怪 塔が 爆発して、 みんなが ここで 死んで しまって 


は、 何にもなら ないじ やない か」 

と、 『声』 の 怪塔王 はなお もく どきます。 

「僕 は 爆発なん ぞ 平気 だ。 怪塔 とともに、 ここで 粉々 

にく だけて しま つてい いとお もっている」 

むちゃ 

「それ は 無茶 だ。 命 は 一 つし かない」 

「貴様 はそんな に 命が おしいの か」 

と、 『顔』 の 怪塔王 はから からと 笑い、 

「では、 海底から 怪塔を とびあがらせる がいい じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「駄目 だ。 お 互の、 この かっこう では 駄目 だ。 黒人に 

は、 どっちが 本当の 怪塔王 か 見 分が つか なくなつ てい 


る。 だから、 どっちの 命令 を 聞いて いい か、 わからな 

い」 

「じゃあ ど うすれば いいの だ」 

「わしの 部屋から 貴様が 盗んだ もの を どうか 返して く 

れ」 

と、 『声』 の 怪塔王 は 泣き だしそう です。 
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「 —— 盗んだ 物 を、 僕に 返せ と言うの かい。 あつ はつ 

まん- C1 

はつ、 とうとう 本音 を はいたね。 食事に もい けな かつ 


たり、 また 折角の 殺人 光線 灯 も 役に たたなかったり、 

黒人が 言う こと をき かなかったり したんで は、 もう 弱 

音 を はくより 仕方がないだろう」 

と、 『顔』 の 怪塔王 は、 ほがらかに 笑い、 

「じゃあ、 貴様の 頼み をき いて、 あれ を 返して やろう 

よ。 こっちへ 来い」 

「えつ、 返して くれる か」 

と、 『声』 の 怪塔王 は、 大 よろこびで じりじりと、 近 

づきます。 

「おっとと つ、 そのまま 近づい ちゃい けない よ。 両手 

を 高く 上 るんだ。 頭より 高く 上 るんだ。 さもなければ 


僕 は 貴様の 恐れて いる 秘密 を 黒人に —— 」 

「待て — 」 

と、 『声』 の 怪塔王 は、 いたいたしい 声で もって 叫び 

ました。 

「あれ を 返して くれるなら、 なんでも、 貴様の 言う と 

おりに する」 

そう 言って、 『声』 の 怪塔王 は、 両手 を 頭の 上に 高く 

あげて、 しずかに 『顔』 の怪塔 王の 方へ 近づいて 来 ま 

した。 

『顔』 の 怪塔王 は、 それ を 見て 満足そう に ほほえみ ま 

した。 相手 は 降参した のです。 


「さあ、 ここへ 来い。 このうし ろへ はいれ」 

と、 階段の ものかげ を 指さし ました。 

顔 を 風呂敷で 隠した 『声』 の 怪塔王 は、 はじめの 

いきおい 

勢 もど こへ やら、 いま はしょん ぼり として 『顔』 の 

怪塔 王の 言いなり 放題に なって います。 なにが 彼 を そ 

うさせ たので しょうか。 それ はもち ろん、 この 怪 塔が 

海中に つかり きりだと、 あとし ばらく して 爆発し、 彼 

も 死んで しまわね ばなら ぬの をお それての 上の ことで 

『顔』 の 怪塔王 は、 いきなり、 『声』 の怪塔 王の 両手 を 

うしろへ 縛り あげてし まいました。 


「あれ は 本当に 返して くれる のだろう ね」 

と、 『声』 の 怪塔王 はまた 念 をお しました。 
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水中に ながく つかって いると、 怪塔は 爆発す るか も 

しれない というので、 さすがに 命のお しくな つた 『声』 

の 怪塔王 は、 いまや 『顔』 の怪塔 王に 降参して しまつ 

たかた ちです。 彼の 両手 は、 うしろに まわされ、 しつ 

かりとし ばられ てし まいました。 

「さあ、 君の 言う とおりに なった から、 はやく 約束 ど 


おり、 君が 盗んで いった もの を 返して くれい」 

と、 『声』 の 怪塔王 はさい そくしました。 

「うむ、 約束 はかならず 果 すよ。 しかし その 前に、 貴 

様の 体 を 念い りに しらべ てお かねば、 あぶなくて 安心 

して いられない」 

「なに、 体 を しらべる つて。 ちえつ、 そんな 約束 をし 

たお ぼえ はない」 

と、 『声』 の 怪塔王 は、 あわてました。 

「ばかな こと をい うな。 僕の 方 こそ、 貴様の 体 を しら 

ベない 約束なん かしなかった ぞ。 それが いやなら、 や 

はり 陸 塔の 爆発す るの を 待つ ことにす るか」 


「いや、 いや、 いや。 それ はいかん。 怪 塔が 爆発 すれ 

ば、 こっちの 命がない。 まあ 仕方がない。 なんでもし 

らべ ろ」 

「それみ ろ、 余計な 手間 を とらせ やが る」 

そういって、 『顔』 の 怪塔王 は、 『声』 の怪塔 王の 後 

によると、 彼の 体 を 上から 下まで、 念入りに 調べて い 

きました。 

すると 果して、 『声』 の怪塔 王の 服の 下に はた ま を 近 

よせない 怪力 線 網が かくされて いました。 また その 怪 

力 線 網に 磁力 をと おす 電源 もみつ かりました。 さつ そ 

く、 そのような あぶない もの を とりのぞきました。 


「さあ、 これでもう 貴様の 体 は、 たま を はじきかえす 

力が なくなった ぞ。 おとなしく したがいい」 

ためいき 

『声』 の怪塔 王が、 ふかい 溜 息をつく のがき こえ まし 

た。 

「どうか あれ を 早く かえして くれた まえ」 

「よし、 かえして やろう」 

と、 『顔』 の 怪塔王 は 自分の 顔 を 両手で おさえました _ 

さあ、 なにごとが 始 るので しょうか。 

マスクと 顔 


いま 怪 塔の 中に、 とても 信じられな いような 不思議 

な ことが 行われて いる。 

こっちへ 顔 を 見せて いる、 『顔』 の 怪塔王 は、 その 両 

手 を 自分の 顔に かける と、 えい やと 力 を いれて、 す ぼ 

りと 顔 を 脱いだ。 

顔 を 脱いだ ので ある。 


目、 鼻、 口、 それから 頭の 髪の毛まで そっくり つい 

て、 怪塔 王の 顔の 皮 はまる で、 豆の 皮を钟 ぐよう にく 

るく ると 剝 がれた のであった。 

ああなん といたい たしい こと だ。 

血？ 

さだめし たくさんの 血が ど つ とふき だす ことと おも 

われた が、 そうはなら なかった。 ただ びっしょりと 玉 

の 汗をかいた 帆村荘 六の 顔が、 その 下から 現れた。 

なんだ、 マスクだった のか。 

マスクに して は、 なんと 巧妙な マスクだろう。 

しんじょ かたわら 

帆 村荘六 も、 この マスク を怪塔 王の 寝所の 傍 に 発 


なまくび 

見した とき は 生首が 落ちて いる！ と 思って、 どきつ 

と 心臓が とま リ そうにな つた ほどで ある。 しかも その 

生首 は、 外ならぬ 怪塔 王の 首であった ではない か。 お 

どろき は 一 一倍に な つ た。 

だが よくお ちついて 視察 〔# 「視察」 は ママ U すると 

生首と おもった の は、 じつに 巧妙な ゴム 製 マスクで あ 

ると わかった。 その マスク も、 普通の マスク やお 面の 

ように 顔の 前面 を かくすば かりの もので なく、 耳 も、 

首 も、 頭部 もす つかり 隠して しまう し、 頭髪 さえち や 

んと 生えて いるものだった。 ちょうど、 人間の 手 を 

のど 

すっかり 隠して しまう 手袋の ような 式に、 喉の あた リ 


から 上 をす つぼり 包んで しまう 別製 マスクで あつ た。 

それ は 質の いい 生 ゴムで つくられて あり、 例の 汐 ふき 

のよう な 顔に なって おり、 そして 生 ゴムの 表面 は 渋色 

に 染めて あった。 マスクの 合わせ目 は、 耳のう しろの 

頭髪の 中に あって、 このごろ よく 見かける 嚙 みあわせ 

式の 金具の、 特に 小さく こしらえ たもので かんたんに 

縫ったり 裂いたり できる のであった。 
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怪塔 王の 巧妙な マスク を、 三階の 寝所で 発見した と 


きの 帆 村のお どろき は 近頃に ない ものだった が、 では 

生きて いる 怪塔 王の 体 は どこに あるの かと 思って、 あ 

たり をみ まわした ところ、 その 寝台の 上から すうす う 

と いう 寝息が 聞え るので 三度び つくりし ました。 

寝台 を 見る と、 寝具 はたし かに 人間の 体の かたちに 

ふくれて いた。 しかし 彼 は 頭 を 毛布の 中に すつ ぼリぅ 

ずめ て いました。 

「さて は、  」 

と、 帆 村 はは やく もぴ ー んと 感じて、 勇気 を ふるつ 

て 寝台に 近づく と、 その 下に ある 人の 顔 を のぞきこ も 

うとして、 そっと 毛布 を もちあげました。 


「いまの が怪塔 王の マスクで あると すれば、 ほんとう 

の 怪塔王 は どんな 顔 をして いるので あろう か」 

はやく 見たい という 気持と、 おそろしい 気持と が 

ごつ ちゃに なって、 帆 村の 胸 を ゆすぶった。  が遂 

に 彼 は 見ました！ 

彼 は 見ました！ 彼 は 溜 息をつきました。 

その 寝台の 上に 寝て いた 怪塔王 は、 顔 を 下にむ けて 

寝て いたので ある。 帆 村の 目に うつった の は、 赭 茶け 

た 毛と 白髪と が 交って いる、 中老 人らしい 後頭部 を 見 

ただけ でありました。 

叩きお こして、 顔 を 見て やろう か。 


そうお もった 帆 村だった が、 ついに そのこと は 思い 

とどまった。 ここで 怪塔 王に 目 を さまされ、 いろいろ 

と おそろしい 武器 をつ かつ て 暴れられて はた まらない _ 

それよりも ここ は、 怪塔 王の 気づかな いうちに、 怪塔 

王が 困る ような こと を やつ てお こう。 そういう 考え方 

で、 帆 村 は マスク をに ぎった まま、 その 辺に あるい ろ 

いろな 仕掛な ど を、 できるだけ 壊したり 外したり して 

おいた のです。 そして マスク を もって 階下に ぉリ、 鏡 

の 前で 怪塔 王の マスク を かぶりました。 

帆 村 はす つ か り 自分 を 怪塔王 に 変え て しま つたこの 

巧妙な マスクに、 改めて おどろきの 声 を 出しました。 


さても 巧妙に できて いる マスク！ 首 全体 をつつ む 

ようにで きている 最新式の 怪 マスク！ 

その マスクの 顔 は、 世に もお そるべき 破壊力の 持ち 

ぬしで ある 怪塔 王の 顔 だ！ 

さてい ま、 帆 村 探偵 は、 その 怪 マスク を 手に して 

覆面の 怪塔 王と むかいあって いるので す。 その 怪塔王 

は、 あわれに も 帆 村の ため、 両手 をう しろに しばられ、 

手 をつ かう ことができ なくな つ て います。 


「さあ、 この マスク は 一たん 貴様に かえして やる ぞ。 

その代り、 こんど は 僕の いいつけ をき いて、 怪塔を 横 

須賀 方面へ とばせる の だ。 いい か」 

と、 帆 村 探偵が 勝ち ほこって いえば、 覆面の 怪塔王 

は 力なく うなだれ、 

「よろし ゆう ございます。 こうな つ て は あなた さまの 

おっしゃる とおり、 なんでもい たします。 私と して は 

この 海底から 一刻 もはやく のがれた いのです。 私の 一 

番 こわ いのは、 海面に うきあがる 以前に、 この 塔 ロケ ッ 

トが 爆発し やしない かとい うこと です」 

「水中に 永く いると、 なぜ 爆発す るの かね」 


ロケットが 海中に 永く つかつ ている と 爆発す ると 怪 

塔 王 はお それて いますが、 帆 村 は なぜ 爆発が おこる の 

かわけ を しらないので、 ただ 不思議で ありました。 

「それ は、 ロケット をう ごかす 噴出 ガスの 原料で ある 

ところの 薬品に、 塩から い 海水が しみこむ と、 だんだ 

ん 熱して きて、 おそろしい 爆発が おこる のです」 

「じゃあ、 海水の はいらない ようにし ておけば いいの 

に」 

すきま 

「そうはい きません。 どうしても 金属 壁の 隙間から 浸 

みこんで 来ます。 さあ、 帆 村さん、 はやく マスク を か 

えして ください」 


「うん、 マスク はこ こに ある」 

といって、 帆 村 はよう やく 怪塔 王の マスク を さしだ 

しました。 

「ああ、 私 は 手 をし ばられ ている から、 マスク を かぶ 

ひも 

れ やしません。 紐 を ほどいて ください。 ああ、 手が い 

たい」 
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怪塔 王に マスク を かえして やった の はいいが、 怪塔 

王 は 両手 を 帆 村の ためう しろに しばられ ている ため マ 


スク がか ぶれない から、 紐 を ほどいて くれと いうので 

帆 村 は それ をき いて、 つよく かぶり を ふりました。 

「いや、 だめ だ。 しばって ある 貴様の 手 を ほどいたり 

すれば、 貴様 は どんなに おそろし いこと を やる かしれ 

ない」 

「ああいた、 いたい」 

と、 怪塔王 はしき りに 身 もだえ をし ます。 そんなに 

両手が 紐に くい しめられて いたいので しょうか。 

「それほどいた くもない くせに、 いたいいた いなどと 

おどかす なよ」 


「いえ、 ほんと にいたい の だ。 ああいたい」 

「いくらい たくても、 僕 はけつ して ほどいて やらない 

ぞ。 じゃあ マスク は、 ぼくが 貴様の 顔に はめて やろう」 

「えつ、 あなた さまが マスク を 私の 顔に はめて くださ 

ると いうので すか」 

怪塔王 は、 わざとら しくな がいため 息をついた。 

「なに を そんなに、 ため息な ど をつ くの だ」 

「いえ、 ため息と いう ほどの ものではありません。 さ 

あ、 では 一刻 もはやく、 私に マスク を かぶせて くださ 

い」 

「うむ、 いまやって やる」 


と、 帆 村 は マスク を 手に して、 風呂敷で 覆面して い 

る怪塔 王の 前に 近づきました。 

「そうだ。 まず その 覆面 を とらなくて は。  」 

と、 帆 村 は マスク を 下にお き、 両手 をのば して 怪塔 

王の 覆面に 手 を かけました。 

ああ、 いまこ そ怪塔 王の 覆面が ひきむ かれる のです。 

その 覆面の 下に は、 はたして どんな 顔が あるので しょ 

うか。 胸 はお どる！ 帆 村の 胸 は、 どきどきと おどり 

ます。 

それ を 早く も 察した ものと みえ、 怪塔王 は 覆面の 下 

からお どかす ような 調子で 叫びました。 


「さあ、 はやく 覆面 をと つてく ださい。 しかし 帆 村 探 

偵よ。 この 覆面の 下に ある 我が輩の 素顔 を 見て、 腰 を 

ぬかさぬ ように！」 
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怪塔 王が、 いまや 覆面 を はぎとられよ うとして、 そ 

の 刹那に —— 覆面 をと るの はいいが、 その 覆面の 下に 

ある 我が輩の 素顔 をみ て 腰 をぬ かすな！ と 叫んだ 捨 

て ぜリふ —— 

「うむ。 I 」 


うめ 

と 帆 村 は、 怪塔 王が 放った いたい 言葉に、 思わず 呻 

きました。 

ああなん という 奇襲のお どかし 文句でしょう。 たし 

かに 怪塔 王の 一 言 は、 帆 村の 心臓 をぶ すりと さしとお 

したよう です。 

怪塔 王の 首 全体 をつ つんだ 風呂敷の 下に は、 一体 ど 

んな おそろしい 顔が あるので しょうか。 帆 村でなくて 

も 誰でも、 覆面の 下 をみ る こと は おそろしい 気持が す 

るではありません か。 

こと 

殊に ここ は、 隣家と いう もの もない ふかい 海底に、 

横 だお しにな つてい る怪塔 ロケットの 中です。 鬼気 は 


あわ 

ひしひしと 迫り、 毛孔 は 粟の つぶの ようにた ちます。 

「な あに、 そんなお どかし 文句に、 誰が のる もの か」 

と 帆 村 は、 ふりはら うように 言い かえしました。 

「それなら、 マスク を はやく。  」 

と 怪塔王 は、 せきたてます。 

帆 村 は、 ついに 変な 気持に とらわれながら、 なに ほ 

どの ことがあろうかと 気 を ふるいおこし、 両手 を怪塔 

王の 首のう しろに まわして、 風呂敷の 結び目 をと きに 

かかりました。 そのと き、 さすがの 帆 村 も、 この 覆面 

の 下の 怪塔 王の 顔 を 見る の を おそろしく 感じた もの か、 

怪塔 王の 首のう しろに まわした 両手が 思わず ぶるぶる 


とふる えました。 

怪塔王 は、 そうなる の を、 さっきから 熱心に 待って 

いたよう です。 

「やつ！」 

だいかつ いっせい  ひざがしら 

大喝 一 声、 怪塔 王の 膝頭 は、 帆 村の 下腹 を ひどい い 

きおいで つきあげました。 腹の 皮が やぶれた ろうと 

なんじょう 

思った くらいです。 何条 もってた まりましょう。 

「う う うん  」 

苦しそう なう めき 声と ともに、 帆 村の 体 は 棒の よう 

になって たおれました。 


怪塔 王の 覆面 をと るのに すっかり 気 を とられて いて、 

怪塔 王の 足が とんで 来る の を 用心し そこなった のです。 

名探偵と して、 たいへん はずかし いこと だと、 帆 村 

は のちのちまで それ をく やしが つてい ましたが、 なに 

しろ 大 問題の 怪塔 王の 覆面の 下から、 本当の 顔が あら 

われようと いう 息づ まるよう な 場合 だ つ たもので すか 

ら、 ごんな 失敗 をした のです。 

「う、 ふ ふ ふ ふ、 ざまを見ろ」 

怪塔王 は、 さきほどの おろおろ 声 もど こへ やら、 ま 


たいつ ものに くにくし ぃ怪塔 王の しゃがれ 声に かえつ 

て、 床の 上に たおれて いる 帆 村 を 見下しました。 

「 …… 」 

帆 村 は、 うなり 声 さえ 立てないで、 床の 上に まるで 

死人の ように よこたわって いました。 さあたい へん。 

帆 村の 息 は そのまま たえはてて しまう ので はな い で 

しょうか。 

「う、 ふ ふ ふ ふ。 口 ほどに もない やつ だ。 しかし 間 も 

なく 息 を ふきかえす だろう から、 そうだ、 いまのう ち 

に 大切な マスク を かぶ つてお こう」 

と、 怪塔王 は、 あわてて 宋の 上に しゃがむ と、 帆 村 


の 手から 例の 汐 ふきの 顔 をした マスク を ひったく リま 

した。 そして その マスク を 目の前に さしあげ、 さも 感 

心した という 風に、 

「ふうん、 実にう まく 出来て いる マスク だ わい。 こん 

ないい マスク はない ねえ。 なにしろ 顔に ぴたりと あう。 

そして 笑えば この マスク も 一 しょに 笑う。 また 怒れば 

怒った で、 この マスク もまた 一し よに 怒る。 これ をつ 

けて いれば、 マスク をつ けて いると は 誰もお もわない 

ほどう まくで きて いる」 

と 言つ て、 マスク を あげて 頭からす つぼり かぶり ま 

した。 そのと き 怪塔王 は、 自分で 覆面 を さらり と 脱い 


だので、 その 下から 大 問題の 素顔が あらわれた はずで 

|  、、ゝ o 

す 力  

7 

怪塔王 は、 自分の 顔 をつ つんで いた 風呂敷 を ばらり 

と 解きました から、 そのと きたし かに 下から 怪塔 王の 

素顔が あらわれた はずで す。 

です が、 たいへん 残念ながら、 このと き 折角の 怪塔 

王の 素顔 を、 誰も 見た ものが ありません。 なぜって、 

帆 村 探偵 は 気絶して 床の 上に たおれて いますし、 三人 


の 黒人 は 鉄の 円筒の なかに 小さくな つ て ふるえて いま 

した。 そのほか 誰も その 場の ありさま を 見て いるもの 

がなかった のです。 

作者の 私の 方に 怪塔 王が むいて いればよ かった ので 

すが、 あいにくと 怪塔王 はこつ ちに お尻 をむ けて いま 

したので、 はなはだ 残念です けれど、 今回 は怪塔 王の 

素顔 を 見る ことができませんでした。 

そう 申しても、 みなさん はがつ かりな さるに は あた 

リ ません。 なぜなら、 この 勇ましい 帆 村 探偵 や、 えら 

い 塩田 大尉 や、 また 小さいながら なかなか かしこい 一 

彦 少年 や ミチ 子な どが、 がんばって いるかぎ り、 いつ 


か は マスクの 下の 怪塔 王の 素顔 を ひんむく ときが 来る 

ことでしょう。 それ は 一体い つの ことで しょうか、 あ 

ばれ まわる 怪塔 王の 秘密 は、 一 つの 事件 ごとに、 だん 

だんと 身の まわり をせば めて いくではありません か。 

すると、 怪塔 王の 正体が わかる の も あまり 長い 先の こ 

とで はありますまい。 

さて、 怪塔王 は マスク を かぶって、 すっかり 元の 怪 

塔 王に なりました。 

帆 村 探偵が これ を 知ったら、 おどりかかって いくで 

しょうに、 彼 はま だ 夢心地で 床の 上に たおれて います。 

「う、 ふ ふ ふ ふ」 と 怪塔王 は あざ笑い、 「すぐ 殺しても 


いいの だけれ ど、 今 はなり よりも この 塔 ロケット を 海 

中から うきあがらせる 方が 大事 だから、 殺して いる ひ 

ま はない。 そうだ、 また 一時 こいつ を 縛って うごけ な 

いように してお こう」 

怪塔王 は 長い 綱 をと り 出す と、 すばやく 帆 村の 体 を 

ぐるぐ ると 巻いて しまいました。 

危 、， 圣塔 


怪塔 王の ため、 ついに 帆 村 探偵 は、 体 を荒緦 でもつ 

てぐ るぐ る まきに されて しまった のです。 怪塔王 は、 

そこで はじめて ほつ と 息 を つきました。 

「う、 ふ ふ ふ ふ。 さあ、 これでい ぃぞ。 これです ベて 

元のと おりに なった。 やっぱり わし は、 大 科学 王 だ。 

天下に 誰 ひとりお それる 者 はない の だ」 

そういつ ている ときに、 ぴ しんと 大きな もの 音が し 

ました。 配電盤の 上に ついている 一 つの メ— トルの 針 


が、 ぐるぐ ると まわり はじめました。 それに つづいて 

警 鈴が、 けたたましく 鳴り だしました。 

「あり や あり や」 

「うう、 あり や あり や」 

黒い 円筒の ふたが、 内側から ぼんと はねて、 黒人の 

顔が 三つ、 ぬつ と 出ました。 三人と も、 生きて いる 顔 

色と てもなく、 ぶるぶる ふるえて、 室内 をみ まわして 

レます 

怪塔王 も 腰 をぬ かさんば かりにび つくりして、 

「おや、 とうとう 始っ たかな。 —— 」 

と、 配電盤の 前に かけつける なり、 大きな ハンドル 


に 手 を かけ、 力 を いれて う うんと ハンドル を 廻し まし 

た。 それ は、 強い 酸性の 薬 を はきだす 口が ひらかれた 

のです。 

ぴ しんとい う 音 は、 たしかに 海水が 怪 塔の ガスの 原 

料 室の 一 つに しみこみ、 大切な 原料 をお かし はじめた 

もの 音ら しいです。 それが だんだん すすむと、 やがて 

は おそろしい 大 爆発と なって、 怪 塔が こなごなになる 

であろう こと は、 わかりす ぎる ほど わかって いました 

ですから 怪塔王 は、 ガスの 原料 を 海水が おかさない 

ように、 かねて そなえつけ てあつた 強い 酸性の 薬 を は 

き ださせて 海水の はたらき をと どめた のです。 さい わ 


さ 

い、 それが うまく 利いて、 気味の わるい ぴ しんとい う 

音 は、 それつ きりき こえ なくなりました。 とはいう も 

のの、 いつまた どこから 海水が しみこんで こない と は 

いえません。 あぶない あぶない。 
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怪 塔が 海水 中に ながく つかって いたた め、 いまや 大 

心配のと きが 来たので す。 一度 は、 怪塔 王が みずから 

ハンドル をと つて、 たかい 薬 をつ かってお し 鎮め まし 

たけれ ど、 いつまた、 いや、 そういつ ている うちに も 


どんな ひどい 爆発が おこる かもしれ ません。 

怪塔王 は、 もうこの 上 は、 ただの 一秒 もぐず ぐずし 

ている ときで はない と 思いました。 

さいわい 怪塔王 は、 帆 村 探偵から うばいかえした マ 

スクを かぶって、 いつもの 怪塔 王に なりすまして いま 

したから、 これなら 黒人 も 安心して いう こと をき くだ 

ろうと おもいました。 

そうだと すれば、 怪塔を 爆発から すくう の は、 今 だ、 

今 だけで ある、 そう 思った 怪塔王 は、 いきなり 三人の 

黒人の 方 を ふりかえり ざま、 大喝 一声し ました。 

「こらつ、 さっきから 見て いると、 お前た ち はみ な 頭 


がどう かしてい るの じ やない か。 いつもに 似 あわず、 

今日に かぎって、 変な ことば かリ をして いる じ やない 

か。 なぜ ここに わしが いるのに、 ぼんやり 考え こんで 

いるの か。 それとも、 わしが 二つに も 見える というの 

かね」 

そうい われて 三人の 黒人 はび つくりです。 だって、 

怪塔 王が いきなり 変な 事 をい いだした のです もの。 

(わしが 二つに も 見える か —— などと いう けれど、 た 

しかに 二人の 怪塔 王が いたの だ。 いや それとも やつば 

リ 自分 は、 怪塔 王の いうと おり、 頭が 変で あるた めに 

怪塔 王が 一 一 つに 見えた ので は あるまい か。 そういえば、 


あのえ らい 御主人 怪塔 王が 二人と ある はずがない。 す 

ると 自分 は、 真昼に 夢 をみ ていたの かしら) 

黒人 は、 めいめいそう 思いました。 すっかり 怪塔王 

にかつ がれて しまった ようです。 うまくいった とみる 

よ リ怪塔 王 は、 さらに 声 を はげまして、 

「こらつ、 さあさあ 何 をして いる。 お前た ち、 早く 持 

場に つかん か。 さあ 出発 だぞ」 
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怪塔 王が、 いつもの 調子で ぼん ぼん どなる ので、 こ 


れ をき いていた 黒人 三人 は、 さっきまで 一 一人の 怪塔王 

をみ ていた ことなん かど こかへ 忘れて しまいました。 

めいめいに 口に こそ 出しません が、 ひとりひとり 心 

の 中で、 

(こいつ はいけ ない。 主人のお こる の もむ リ はない よ 

おれ は、 昼間から 夢 をみ たりし たんだ もの) 

という わけで、 怪塔 王に うまく ごまかされて しまつ 

たと も 気がつかず、 号令に ちぢみあが つ て 円筒の 中に 

ひっこむ と、 怪塔 をう ごかす 機械の 前に ぴったり とむ 

きあいました。 

「よい か。 —— 次 は 飛行 準備 だ」 


「は— い、 飛行 準備 は 出来て おります」 

黒人 は、 伝声管で もって 返事 をいた しました。 

「よろしい。 —— ではい よいよ 出発！」 

「よ ー う」 

と、 黒人 はかけ ごえして、 使い なれた 複雑な 機械 を 

あやつ リ はじめました。 

J  、ま、、 I-  J  、ま，、 ， J  、まご、 ま 0 

海底に よこたわった 怪 塔のお 尻から、 大きな 白い 泡 

がさかん にたちました。 

ごとん、 ごと ごとん。 

きりきり きりきり、 きゅうん。 


金属の すれあう 音が して、 怪塔 はぐぐ つ、 ぐぐ うつ 

と 動き はじめました。 

機械の 音 は、 刻一刻と やかまし いひび きを 立て はじ 

めました。 それと ともに、 怪 塔の 首が すうつ と 上に た 

ち、 やがてい つもの 怪塔 と同じように、 床 は 水平に な 

り、 壁 はつ つ 立ちました。 

> J ぼ、 ) /ぼん、 しゅうつ。 

怪音を あげて、 怪塔 はふ かい 海底から 水面まで を ひ 

と はし リ！ ついに 海面に、 その 気味の わるい 首 を あ 

ら わした かと 思った とたん、 ぴ ゆうと 空中 高く ま い あ 

がりました。 
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めずらし や、 海底から うかび 出て、 ふたたび 空中 高 

くまい あがった 怪塔 ロケット！ 

海底で は、 日が さしません から、 夜 はもち ろん、 昼 

間 もまつ くらで、 あたりの 様子から 時刻 を 知る ことが 

できません。 

だが、 こうして 空中に とびだして みると、 あた リは 

いま、 夜が 明け はなれた ばかりの 朝 まだき である こと 

がわ かりました。 


朱 盆の ように 大きくて 赤い 朝日が、 その 朝、 ことに 

ふかく たちこめた 海上の 朝霧の かなたに、 ぼんやりと 

見えます。 

霧 は、 怪塔 王の ために、 まさに 天の あたえた めぐみ 

だと、 怪塔王 は、 じぶんで そう 考えて よろこん だので 

しかし、 一体 怪塔 王に、 天の めぐみな どが あってよ 

いもので しょうか。 

そうです。 天の めぐみ だと よろこん だの は、 怪塔王 

はやがてん 

の 早合点の ようで ありました。 

たんたんたん たんたん。 


どつ どつ どつ どつ どつ。 

うう 1 つ、 うう 1 つ、 ぶりぶ リぶ り。 

たちまち 聞え る はげしい 機関銃の ひびき。 そして 間 

近に ちかづく エンジンの 爆音！ 

飛行機 だ！ 

わが 監視 隊に 属する 偵察機 だ！ 

なんという 大胆な 行動だろう。 この ふかい 霧の なか 

をつ いて、 どんどん 怪 塔の 方へ 近づいて 来る。 

「ややつ、 また 出た な。 なんという うるさい 飛行機 だ 

ろう」 

怪塔王 は、 にがにがしい といった 顔 をし ました。 


「正面から 来る やつなら、 幾 台で も 落して や るんだ が、 

癩に さわる ことに、 このごろ 敵の 飛行機の やつ は、 

こ つちの 舵 器の あたりが よわい こと を 知っている とみ 

え、 そこのと ころば かり 攻めて 来る ので、 あぶなくて 

しょうがない」 

そういって 怪塔王 は、 あらあらしく 舌 打 をし ました。 

追跡 急！ 


海底から 浮かび あがって、 爆発す る 心配 はなくな つ 

た怪塔 ロケットで ありまし たが、 さて 空中に とび あ 

がって みます と、 こんど は 深い霧に まきこまれ、 さら 

に 待ち かまえて いた 監視 飛行隊に みつけられ、 ひどく 

急な 追跡 をう けたので あります。 

「ちくしょう、 ちくしょう！」 

と、 怪塔王 は 配電盤 を のぞきながら、 たいへん 怒つ 

てレま す 


「あつ、 あぶない。 また 飛行機が …… 」 

配電盤に は、 四角に 切った 窓の ような ものが 三 つば 

かり 明いて いて、 その 奥の 幕に 白い 霧が うごいて いる 

ところがうつつ ていました。 これ は怪塔 王が つくった 

塔の 外の 景色 を ながめる テレビ ジ ョ ンの 望遠 幕です。 

おお、 飛行機！ 

とつぜん、 その テレビジョン 望遠 幕の 上に、 一台の 

飛行機の 姿が あらわれました。 

どこの 飛行機で しょうか。 

いや、 たずねる まで もありません。 翼と 胴と に 日の 

丸が ついてい るから、 誰に でもす ぐ わかる とおり わが 


海軍 機です。 

それより 前、 怪塔 ロケットが 海面から とびだす と、 

手ぐ すね ひいて まって いたわが 監視 飛行隊 は、 みなで 

もって 十七 機、 すぐさま ロケットの あと をお いかけた 

のです が、 なにぶん にも 霧が 深いのと、 怪塔 ロケット 

が はやい ので、 だんだん 姿 を 見う しない、 せっかくの 

追跡 も だめになつ たかと おもわれました。 

ところが ただ 一機、 最後までがん ばっている のが あ 

リ ました、 いま 怪塔 王が 見て いる テレビジョン 望遠 幕 

にう つりだした 一機が、 そのがん ばり 飛行機な ので あ 

りました。 


, J の 飛行機 は、 青 江 一 一 一 等 航空 兵曹 —— 略し て 青 江 一 一 一 

空曹が 操縦して いる 偵察機で ありました。 同乗の 偵察 

下士 は、 例の 小 浜 兵曹長で ありました。 

「おい、 そんなに がんばって 大丈夫 か」 

と 小 浜 兵曹長 は 伝声管 をと おして、 ただ 夢中に 舵 を 

と つてい る 青 江 三 空曹に よびかけました。 
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そんなに がんばって 大丈夫 かと、 小 浜 兵曹長に きか 

れ たがん ば リ屋の 青 江 三 空曹 は、 お 団子の ように まる 


い 顔 を 「ぷ— つ」 とふく らませ て ちょっと 怒って いま 

「兵曹長、 青 江 はです ね、 日中戦争の ときから こっち、 

敵と 名のつ くもの を 狙った が 最後、 そいつ を 叩きお と 

さないで 逃した なんて こと はです ね、 ただの 一度 も あ 

リ やしない のであります。 がんばる もがん ばらない も、 

あの 怪塔 ロケット を 叩きお とすまで はです ね、 私 はな 

にも 外の こと は 考えな いのです」 

「外の ことって、 なんだい」 

と、 小 浜 兵曹長 はたず ねました。 

「それ は、 つまり ガソリンが きれる とかです ね、 敵の 


高射砲が 盛に 弾幕 をつ くって いると かです ね、 それ か 

らまた 自分が 死ぬ なんて こと  そんな こと をです ね 

外の ことと いうので あります」 

「ふうん、 ガソリン のきれ るの も、 弾幕の こわい こと 

も、 自分が 死ぬ こと も 考えない の だね。 すると、 貴様 

は、 俺の 死ぬ こと は 心配して くれてい るの だね」 

「いえ、 どういたしまして、 自分の 命 はもち ろん のこ 

と、 上官の 命 もです ね、 どっち も 心配して おりません- 

そもそも 私の 飛行機に お乗りに なった という ことが で 

すね、 上官の 不運な のであります。 それとも —— 」 

「なんじ や、 それと もとは  」 


「いや、 どうも 私 は 夢中に なって 自分の 思って いる こ 

と を しゃべる くせが あってい けません。 なんです か、 

上官 は 命が おしく なられた のであります か」 

「ばか をい え。 俺が 若い ときには、 貴様より 三倍 も 命 

がお しくなかった」 

「今 は？」 

「今 か。 今 は 十倍 も 命が おしくない。 だから、 貴様 そ 

うやって がんばって 操縦して いるが、 俺の 目から 見れ 

ば、 まだまだ がんばり 方が 足りん な」 

これ をき いて、 青 江 三 空曹の 顔 は、 赤い ほうずき の 

ようになりました。 


(まだがん ばり 方が 足りない。 おれなら、 もっとがん 

ば るんだ が —— ) 

と、 小 浜 兵曹長にから かわれて、 青 江 三 空曹 は 怒つ 

たの 怒らない のと 言つ て、 うれすぎた ほおずき のよう 

に 赤かった 顔が、 逆に 青くな りました。 

「これ だけがん ばってい るのに、 まだがん ばり 方が 足 

りない と 言う の か 。 兵曹長 に 甘く見られ ちゃ 三 空曹の 

名 おれ だ。 ようし、 そんなら 大いに やる ぞ。 死んでも 


やる。 向こう を ひょろひょろ 飛んで いく 怪塔 ロケット 

に、 この 飛行機 をぶ つける まで は、 おれ は どんな こと 

があって もスピ ー ドを ゆるめない ぞ。 あの 怪塔 ロケ ッ 

トの 野郎め、 こうな つて は 逃げよう としても、 誰が 逃 

す もの 力」 

青 江 三 空曹 は、 武者ぶ るい をしながら、 怪塔 ロケ ッ 

まな じリ 

トを 睨んで、 猛然と スピ— ドを あげました。 彼の 眼 尻 

は、 いまにも さけそう に 見えます。 

小 浜 兵曹長 は、 うしろから それ を 見て いて、 につ こ 

り 笑いました。 

兵曹長 は、 わかい 青 江 三 空曹の こと を、 いじわるく 


からかつ たのではありませんでした。 なにしろ 相手 は 

怪塔 ロケットです。 尋常一様 のこと では、 とても 追い 

つけません。 がんばり 青 江と 一一 一一 n われる 青 江 三 空曹の が 

んばリ 方で も、 まだまだ 足りない と 思った ので、 思い 

き つ て 彼 を 怒らせて しま つたので す。 

兵曹長の この 計画 は、 すっかり 的に あたりました。 

少年 航空 兵 あがりの 若い 青 江 三 空曹 は、 それ こそ 人間 

業と は 思えない ほどの 名 操縦ぶ リを 見せて、 とも すれ 

ば 見お としそう になる 怪塔 ロケットの あと を、 一 生け 

ん めいに おいかけて います。 

ある 時 は 密雲の なかに 途方に くれ、 また ある 時 は 急 


旋回 をして 方向 を かえたり、 ものすごい 追跡ぶ りです。 

いくたび か 見失おう として、 それでも やっと 追いす 

がって、 じりじりと 追って いくうち、 両機 はいつ しか 

七 千メ— トルの 高空に のぼって しまいました。 
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七 千メ— トルの 高空！ 

いまや 偵察機 は、 怪塔 ロケットに おいつきそう です。 

霧 はもち ろん のこと、 雲 も なくなりました。 ひろび 

ろと した 空です。 地球 は どこかへ いってし まいました。 


下に は 蒲団の 綿の ような 密雲が、 どこまでも ひろが つ 

ています。 

「おい 青 江。 貴様、 とうとうがん ばったな。 えらい ぞ」 

と、 兵曹長が はじめて ちょっと ほめた。 

「ま、 まだであります」 

青 江 三 空曹 は、 どなり かえしました。 

「なに、 まだ だ つ て」 

「そうであります。 私の 得意と する がんば リ方を 十分 

に 兵曹長に ごらんに いれて いないので あります」 

「なんだ つて。 まだがん ばる というの か」 

「いよいよ これから 本当に がんばる のであります」 


青 江 三 空曹 は、 じゃまもの もな くな つ て ひろびろと 

した 高空 を、 おもいきり ぐんぐんと 愛機 をとば せて い 

く。 

その あいだに も、 小 浜 兵曹長 はしき りと 電鍵 をた た 

いている ので ありました。 彼 は 偵察 任務の ため、 青 江 

機に のって いるので あるから、 機上から 見た 怪塔 追跡 

の 刻々 の 様子 を、 無線電信 でもって 本部へ 知らせて い 

るので ありました。 

「ただ今、 わが 青 江 機と 怪塔 ロケットの 距離 は 一千 五 

百メ— トル。 あたり はすつ かり 晴れ、 視界 広し」 

と 打てば、 やがて 本部から は 返電が あって、 さらに 


報告 を さいそくして 来る ので ありました。 

兵曹長 はいそが しい。 青 江 三 空曹 を 励ましたり、 怪 

塔 ロケット を 監視したり、 それから また 本部へ 無線 電 

信 をう つたり。 

そのうちに、 青 江 三 空曹 必死の 追跡の かいが あり、 

とうとう 機 は怪塔 ロケットと 平行に なりました。 敵 味 

方の 二 機 は 頭 をなら ベて、 まっしぐらに 飛んで いく。 

怪 塔の 窓が よく 見える。 小 浜 兵曹長 は 望遠鏡 を 眼に あ 

てました。 


小 浜 兵曹長と 青 江 三 空曹との 乗った 偵察機た だ 一 機 

が、 もうぜんと 怪塔 ロケットに おいすがって います。 

怪塔 ロケットと 偵察機と は、 いま まさに 併行して 高 

度す でに 一 万メ— トルに ちかい 高空 を とんで いきます _ 

小 浜 兵曹長 は、 やすみな く怪塔 ロケットの 様子 を 見 

て は、 本部 あてに くわしい 報告 を 無線電信で おくって 

レます 

「ただいま、 怪 塔の 窓から、 怪塔 王が 顔 を 出した。 お 

そろし い 眼つ きで こっち をに らんで いる。 あつ、 顔 を 

ひ つ こめた」 


小 浜 兵曹長の 報告 は、 なかなか くわしい ものです。 

怪塔 王が 顔 を ひっこめ たの は、 また 何 か 偵察機の 方 

へ 危害 を くわえる つもりで あろうと 思われ ましたが、 

はたして 間もなく、 偵察機の エンジンの 調子が 怪しく 

な つ て 参りました。 

「青 江 三 空曹、 なんだか エンジンが とまり そうじゃな 

いか。 がんばり 方が 足りない ぞ」 

「そうじゃな いんです。 がんばって いますが、 ェンジ 

ンが 言う こと を 聞いて くれません。 まだ 参る に は 早い 

の だが、 変です ね」 

「そうか、 さて は  1 


と、 小 浜 兵曹長 は 気がついて、 怪塔 ロケットの 方 を 

睨みつ けました。 まさしく あの 怪塔 ロケットから 出す 

例の 怪力 線が、 こっちの ェ ン ジンの 息の 音 をと めよう 

としてい るら しい。 

さっそく 危険信号が、 小 浜 兵曹長の 手に よって、 本 

隊へ むけ 発せられました。 

「怪塔 ロケットの 発する 怪力 線に よって、 エンジンが 

とまり そうだ。 これ 以上の 追跡 は、 あるいは むずかし 

いと 思う」 

すると 本隊の 方から、 折 かえして 入電が ありました。 

「あと 三十 分、 がんばれ。 こっちで も、 救援 隊を 手配 


している ところ だ」 

あと 三十 分がん ばれ！ エンジン のこの 調子で は そ 

の 三十 分が、 うまく もっか しら。 

奇計 


あと 三十 分がん ばれ！ 

怪塔 ロケット を 追う 青 江 機の 上で、 偵察 士の小 浜 兵 

曹長 は 歯が み をし ました。 

青 江 一一 一 空曹 の 、 人間 わざ と は 見えない がんばり ぶ リ 

にもかかわらず、 エンジンの 調子 は、 重病 人の 眼の よ 

うに わるくな るので ありました。 

(怪塔 ロケットに せっかく 追いつい たのに、 このまま 

では、 ぐんぐん 遅れて ひきはなされて しまう) 

どうにかして、 あくまで 怪塔 ロケットに おいすがつ 

ていきた いもの だと 思った 小 浜 兵曹長 は、 いろいろ あ 

たま を ひねって、 計略 をかん がえ ました。 


そのと きに 小 浜 兵曹長の あたまに うかんだ ことがあ 

リ ました。 それ は、 愛機に 積んで いる 長い 綱の ことで 

ありました。 これ は 救助 作業のと きに つかう もので、 

どの 軍艦 も 持って いる 丈夫な 麻綱で ありました。 

兵曹長 は、 その 綱の 一番 端に 鋼鉄で つくって ある 

錨 を むすびつけました。 その 錨 は、 西瓜ぐ らいの 小 

型の もので ありました。 

兵曹長 は、 それ をつ くりあげ ると、 青 江 三 空曹に 彼 

のす ばらしい 計画 を うちあけました。 青 江 三 空曹 は、 

まったく おどろきました。 しかし 只今のと ころこう し 

た 試みで もしない かぎり 怪塔 ロケットの ごく 近くに 三 


十分 間 もく つついて いる こと は むずかし いので、 結局 

青 江 三 空曹 もこの 計画に したがう ことにしました。 

「じゃあ 頼む よ。 このうえ は、 貴様の 操縦 術に たよる 

ほかない の だ。 しっかり やれ」 

と 小 浜 兵曹長が はげまします。 

「だ、 大丈夫です。 私 は、 死んでも がんばる つもりな 

のです。 さあ どうか 錨 をお ろして ください」 

青 江 三 空曹 は りっぱに ひきうけました。 

そこで 小 浜 兵曹長 は、 錨 を 先につ けた 綱 を、 そろ そ 

ろと 機体の 外にお ろし はじめました。 
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天空た かく 逃げの びょうと する 怪塔 ロケットです！ 

逃がして はなる もの かと、 青 江 機 は 猛追 撃 をして い 

ま ^9 

偵察 席に いる 小 浜 兵曹長 は、 ありったけ のちえ をし 

ぼって、 錨の ついた 麻綱 をまず おろしました。 

麻綱 はなが くな がくの びて いきます。 その 先につ い 

ている 錨のお もさで、 麻綱 はぶらん ぶらん と ゆれて い 

ます。 そして 錨 はだん だんと はげしく 振れて いきます。 

「おお、 右 旋回 だ！」 


小 浜 兵曹長が、 伝声管の 中に さけび ますと、 

「はい、 右 旋回！」 

青 江 三 空曹 は 舵 を ひきました。 すると 飛行機 は 翼 を 

かたむける とみる まに、 みごとに 右へ ぐるりと まわつ 

て いきます。 

怪塔 ロケットのお 先へ まわった のです。 

怪塔 ロケット はまた スピ— ドを おとしました。 そし 

て やっと すれすれに、 青 江 機の たらして いる 麻綱の そ 

ば をす リぬ けました。 

「はつ、 はつ、 はつ、 怪塔 ロケット も そろそろ 困って 

来たよう だ。 こうなる と あぶなくて、 スピ— ドが 出せ 


ない というの だろう。 むり もない、 もともと 怪塔ロ 

ケット は、 舵が 半分 ほど 利か なくなって いるの だから 

な」 

さきに 小 浜 兵曹長 は、 体 あたり 戦術で もって 怪塔ロ 

ケット の 舵 を 半分 ほどこ わして おきました。 それから 

こっち 怪塔 ロケット は、 思うよう に まっすぐ 飛べな く 

なって いました。 まっすぐ 飛ぼうと 思う と、 ぐるぐ る 

まわり をしたり、 下りよう とすると、 ロケットの 首が 

上に あがったり、 酔つ ばらい が 自動車 を 運転して いる 

のとお なじです。 これに は 怪塔王 もどん なに か 困って 

いました。 


そこへ 今、 錨 を ぶらさげた 麻綱が とんでもな いとき 

に 鼻 さきへ ぬつ と あらわれ るので、 ますます ロケット 

は 飛びに くくな つて 来ました。 スピ ー ドを 落して おか 

ない と、 急に 方向 を かえる ことができません。 
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怪塔 ロケット は、 そろそろ 目が まわり だした ように 

見えました。 

しかし 追撃 中の 小 浜 兵曹長 は、 まだまだ そんな こと 

で 手 を ゆるめる つもりはありませんでした。 


「おい、 青 江、 いよいよ このへんで、 貴様の 高等 飛行 

の 手 並 を 見せても らう ぜ」 

「はい、 それ を 待って おりました。 かならず 敵 を 征服 

いたします」 

と 青 江 三 空曹 は、 はりきった こえで、 返事 をいた し 

ました。 

「うん、 その 調子で しっかり たのむ ぞ。 では、 おれが 

命令 するとお リに 操縦 をして みてくれ」 

「はい、 承知し ました」 

「では 命令 を 発する ぞ。  まず 急上昇！」 

「はい、 急上昇！」 


こえのお わらない うちに、 青 江 機 は 空中に 垂直に 立 

ちました。 エンジン ははげ しい 爆 音を立てます。 機 は 

ぐんぐん 上る！ 

「ああ、 怪塔 ロケットが 右へ にげだした ぞ。 にがして 

たまる もの か。 —— 宙が えり、 急降下で 右へ！」 

青 江 機 は 空中に 美しい 輪 をえ がいて、 くるりと 一転 

しました。 そして、 そうする が 早い か、 たちまち 機首 

わし 

を 下にむ けて、 のろ 牛 をお そう 鷲の ように、 猛烈な ス 

ピ ー ド でさ つ とまい おりる ので ありました。 

「うまい うまい。 りっぱな 手 並 だ、 まるで おれの 若い 

じょ-つず 

ときの よう だ。 いや、 おれの 方が、 もうち つ と 上手 だ つ 


たがね」 

と、 小 浜 兵曹長が いいました。 操縦 中の 青 江 三 空曹 

は、 ほめられた のか、 それとも ひやかされた のか、 ど つ 

ちであろう かと 目玉 を くるくる。 

そのうち にも 錨綱 は、 不思議な ゆれ かた をして、 空 

中 を 大蛇の ようにの たうちます。 

おどろい たの は怪塔 王です。 あぶなくて、 ロケット 

を 飛ばして いられません。 

繰 縦 を やって いる 三人の 黒人 を 叱りつ け、 やれ もつ 

と 左へ 避けろ だの、 やれ もっと 高く あがれ だの、 体中 

汗 びっしょり になって 号令 を かけて います。 が、 陸 塔 


ロケット はだん だん 空中に すくんで 来ました。 
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怪塔 ロケットが 宙 ぶら りんに すすみ だした と 見て 小 

浜 兵曹長 は、 

「おお、 今 だ！」 

と、 さけんだ ので ありました。 

なにが 今 だとい うのでありましょう か。 

そのと き 小 浜 兵曹長 は、 青 江 三 空曹に むか つ て 風 変 

りな 命令 を 発しました。 


「おい、 青 江、 怪塔 ロケットの 周囲 を 連続 宙が えり！」 

連続 宙 がえ リと は、 たいへんな 命令です。 しかも 怪 

塔 ロケットの 周囲 をぐ るぐ る まわれと いうので すから、 

これ は なかなか むずかしい。 このへんが、 操縦士のう 

でまえの 見せ どころ であります。 

r 怪塔 ロケットの 周囲 を 連続 宙が えり、 始め まあす」 

と、 復唱す るな り、 青 江 三 空曹 は桿 をぐ つと ひいた。 

すると、 青 江 機 はぐつ と 機首 を あげるな り、 空中に う 

つくしい 大きな 曲線 をえ がいて、 怪塔 ロケットに せま 

りました。 

S 塔 ロケット は、 わが 偵察機に にらみ すくめられた 


ようになって、 その 銀い ろの 巨体 を、 ぶるぶると ふる 

わせました。 

青 江 三 空曹 は、 こ こぞと たくみな 操縦ぶ り をみ せて、 

怪塔 ロケットの まわり を、 上に なり、 下にな リ ぐるぐ 

ると まわる ので ありました。 

錨の ついた 長い 麻緦 は、 だんだん 輪の ように まるく 

なりました。 

小 浜 兵曹長 は、 麻緦を ありったけのば しました。 

錨 はだん だん あとに おくれて、 やがて 偵察機の 正面 

に 来ました。 

麻綱 をのば すと、 その 錨 はまた さらに 偵察機に 近づ 


きました。 

「青 江 三 空曹、 もっと 小さく まわれ。 そして 錨の さき 

に、 こっちの 麻綱 を ひっかけろ！」 

と 小 浜 兵曹長 は 叫びました。 

「えつ、 錨に こっちの 麻綱 を ひっかけ るので すか」 

青 江 三 空曹 は、 自分の 耳 をうた がうよう に 聞き かえ 

しました。 
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青 江 機が あとに ひっぱる 錨 づきの 麻綱が、 怪塔ロ 


ケット のま わり を 環の ようにと リ まくと、 小 浜 兵曹長 

は、 錨の さきに、 こっちの 麻綱 を ひっかけ ろと 命令し 

たのです。 

ものに 動じない 青 江 三 空曹 も、 この かわった 命令に 

は 驚きの いろ を かくす ことができませんでした。 

「そうだ、 錨の さきに、 こっちの 麻綱 を ひっかけ るん 

だ。 早くし ろ。 しかしう まくやれ よ」 

小 浜 兵曹長 は、 はげます ようにい つた。 

「はい。 やります」 

青 江 三 空曹 は 頼もしい 語気で、 言葉 すくなに 答えた 

そして、 操縦桿 を さらに 手前へ ひいた のでした。 


機 はぐつ と 傾いた。 

錨 はふ わりと 機首のと ころ を とびこえて、 うしろの 

方へ ながれました。 

空中の 投綱だ 

なんという むずかしい 曲技でしょう。 

小 浜 兵曹長 は、 窓に かじりついて、 窓外 を 夢中に な つ 

てながめ て います。 

錨 を さきにつ けた 麻緦 と、 彼が 機体から くりだして 

いる 麻緦 とが 二 本な らんで みえる。 

「うむ、 もうす こし だ！ おちついて、 しっかり、 そ 

して 大胆に！」 


小 浜 兵曹長 は、 もうた まら なくなって、 伝声管 を 通 

じて、 操縦士の 青 江 三 空曹に 声援です。 

青 江 三 空曹 は、 それに はこた えなかった。 操縦桿 を 

にぎる 彼 は、 そのと き 緊張の 絶頂に あつたの だ。 彼の 

目 も、 耳 も、 心 も、 反射鏡に 映る 錨と 麻綱の ほかに、 

なにも 見えず、 聞えず、 感じなかった のです。 

錨と 麻綱と はだん だん 近づいて 来ました。 

「もうす こし だ。 青 江、 しっかり やれ」 

ぴし リ！ 

空中で 錨と 綱と が、 はげしく つきあたった。 火花が 

はっきりみ えたと 思った。 あっと 思った 瞬間、 錨 はぶ 


うんと はねとばされました。 

「ちえ— つ」 
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空中の 曲技！ 

錨の さきに、 こっちの 綱が うまく かかった と 思った 

刹那に、 綱 は 錨 を ぼ— んと はじいて しまいました。 

「しま つた」 

と、 さけんだ の は 操縦の 青 江 三 空曹です。 

「うむ、 ざんねん」 


と、 呻いた の は 同乗の 小 浜 兵曹長です。 

空中の 曲技が、 おしいと ころで 失敗して しまい まし 

た。 

「上官、 やりなお しをいたします」 

「うむ、 おちついて やれ」 

このと き 弾かれた 錨 は、 せっかく 空中に つくった 美 

し い 輪 を こわして しまいました。 

青 江 三 空曹 は、 怪塔 ロケット をお いながら、 ふたた 

び 綱を怪 塔の 胴の まわりに、 ぐるぐ ると 輪状に つくり 

なおさねば なりませんでした。 

小 浜 兵曹長 は、 ただ 呻る ばかりです。 


そのうちに、 ふたたび 麻綱 は 錨 をすな おに ひきもど 

し、 美しい 輪が 空中に えがかれました。 

いくたび か、 この 綱の 下 をぬ け 出そうと して、 つい 

にぬ けだす ことができなかった 怪塔 ロケット！ 

こ こぞと、 青 江 三 空曹 は 機体 を ひねって、 こっちの 

綱 を 向こうの 錨の そばに ちかづけて いきました。 

たてつづけの 宙 がえ りに、 さすがの 二 勇士 も、 この 

とき はげしい 頭痛 を 感じる ようにな りました。 これ 以 

上、 あま リ宙 がえ リを つづける と、 気が とおくな り、 

やがて は 死んで しまう おそれが あります。 しかし 青 江 

三 空曹 は、 あくまで 精神力で もって、 そうなる の をく 


いとめて います。 

「ああもう すこし だ」 

と、 小 浜 兵曹長が 思わず 口走った 剎那、 錨 はう まく 

綱 を ひっかけました。 青 江 三 空曹のお 手柄です。 

綱 は 錨に ひっかかった まま、 するするとす ベリ まし 

たので、 綱の 輪 は 小さく しぼられて いきます。 さあ こ 

れ からどう なる のか。 


遂に 現る 
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錨に ひっかかった 綱 は、 するすると すべって、 たく 

みに 怪塔 ロケットの 胴 を しめつけて しまいました。 

綱 はい ま怪塔 ロケットの 舵の 上から ぎゅっと おさえ 

てレま す 

青 江 機 は、 そのな がい 綱の さきに ぶらさがって いま 

「エンジン、 とめ！」 


と、 小 浜 兵曹長 は 号令 を かけました。 

ェ ン ジン をと めろ というの です。 ここで ェ ン ジン を 

とめる と、 どういう ことにな るか。 

とにかくお どろいた の は怪塔 王です。 

飛行機に 追い こされ、 それから 先 まわり されて 口 

ケット の 飛行 を さまたげられ、 なんという 意地の わる 

いやつ だろうと 舌う ち をして いると ころへ、 このよう 

な 綱が ぐる つと ロケットの 胴中 をし ば つ てし まい まし 

た。 そして 大事な 舵の 上 を その 綱が おさえて しまった 

のです から、 ますます ロケットの 飛行 はくる しくな り 

ました。 これで は、 ちょうど 歩いて いる 人間の 両腕、 


両脚 をし ばって しまった ような もので、 走る に 走れず 

歩く こと さえ なかなか 大 骨折です。 

だが、 なんという 乱暴な、 そしてなん という 思いき つ 

た 青 江 機 の やり方 でしよう。 

いま 青 江 機 は、 まったく エンジン をと めました。 で 

すから、 ロケットに ひっぱられて、 まるで 大きい 船の 

てんません 

うしろに 綱で むすびつけられ ている 伝馬船の ように、 

ロケットの 飛ぶ まに まに、 あとから ついていきます。 

「ちえつ、 あんな こと をして、 ぶらさがって いやがる」 

怪塔王 は、 窓の 外の 光景 を、 テレビジョンで 見なが 

ら、 いくど も 大きな 舌う ち をいた しました。 


「こうして いて は、 いつまで たっても、 思う ところ ま 

で 逃げられ やしない。 なんとかして あの 飛行機 をぶ つ 

つぶす 方法 は あるまい か」 

怪塔王 は、 けわしい 目 をぎ よろ りと 光らせて、 映写 

幕に う つ る宙 ぶら りん の 青 江 機 を、 いまいま しそうに 

にらみつけました。 
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小 浜 • 青 江の 二 勇士が、 おもいきった 決死の 大 冒険 

をし まして、 麻綱 を もって 愛機 を怪塔 ロケットに むす 


びつ けた ものです から、 怪塔 王は大 腹立ちです。 この 

ままで は、 怪塔 ロケットの いくと ころへ、 青 江 機が ど 

こまで もつ いて くるわけ ですから、 邪魔になる つたら 

ありません。 

怪塔王 は、 窓から 首 を 出して、 青 江 機 を いまいまし 

そうに にらみつけて いました が、 

「うん、 よしよ し。 そうだ。 あの 飛行機 を やっつける 

にいい 方法が あった」 

と 言って、 顔 を 窓から ひっこめました。 なに を 考え 

ついた のでし ようか。 とにかく 怪塔王 はいろ いろと い 

い 武器 を もってい るので、 おそろしい ことです。 


こっち は 小 浜 • 青 江の 二 勇士です。 

愛機 は、 さっき 申した とお リ 麻綱で ロケット につな 

がり、 そのまま ひっぱられて いきます。 エンジン はも 

うとめて あります。 操縦席の 青 江 三 空曹 は、 舵 だけ を 

一 生けん めいで ひいて います。 

「おい、 青 江、 うまく 飛んで いくな あ」 

と 小 浜 兵曹長が 声をかけました。 

「は あ、 エンジン を かけないで よろしい のであります 

から、 ガソリン 節約に なリ ましてけ つ こうであります」 

「はつ はつ はつ、 ガソリン 節約 はお 国の ため —— とい 

うやつ だな。 しかし 怪塔 ロケット はすつ かりお となし 


くな つたね」 

「はい、 おとなしくな りました。 しかし あれで スピ— 

ドを 出します と、 まっすぐ はとべ ない のです よ。 御 承 

知のと おり ロケットの 舵が こわれて いますう えに、 

こ つちの 麻綱が 舵の 上から おさえつけて いますので、 

スピ— ドは 出せます が、 思う 方向へ とぶ ことができな 

いのであります。 つまり、 どこへ とぶ の やら さっぱり 

わからな いのであります」 

「うん、 どこへ とぶ やら さっぱりわからない わい。 高 

度 はい ま 一万 メ— トル だが、 いま 何 県の 上空に いる や 

ら さっぱり、 下が 見えない や」 


怪塔 ロケットに つながって、 一万 メ— トルの 上空 を 

滑走して いく 青 江 機上で は、 小 浜. 青 江の 二 勇士が 顔 

色 一 つかえずに のんきな 話 をつ づけて います。 

「上官、 まったく 気持が いいです ねえ。 第一、 ェンジ 

ンを はたらかさなくても いいから ガソリン はいらない 

し、 その上 ェ ン ジンの 音 も プロべ ラの音 もしない から 

しずかで いい。 ただうる さいの は、 あの 怪塔 ロケット 

が 放出す る ガスの 音です」 


「うん、 ガスの 音 も かなわん けど、 ガスの 臭 はい や だ 

な。 プロペラが まわら なくなつ たので、 あの 悪臭が 頭 

の 上から 遠慮なく おりて くる」 

「それで は 毒ガス マスク を 被りましょう か」 

「うん、 それほど のこと もなかろう。 ロケットの お尻 

の 方に まわった のが、 こっちの 不運 だ。 いや、 今にな 

れ ると 楽になる よ」 

「私 は、 ガスの 悪臭 を それほど 苦に 感じません」 

「ほう、 それほど 感じない と は、 貴様に して は 感心 だ 

な。 おれ は 相当つ らいよ」 

「いや、 それほど 私 を ほめて いただか なくと もい いの 


であります」 

けんそん 

「貴様、 きょうは いやに 謙遜す るね」 

「どうも 恐れ入ります。 じつは 昨日から 風邪をひいて 

いますので、 鼻が きかない のであります」 

「なんだ つて、 風邪をひ いていて、 鼻が きかない とい 

うの か。 わつ はつ はつ、 なるほど それなら、 臭い もの 

を 嗅いでも 平気の 平 左で いられる はず だ。 わつ はつ 

は つ 」 

「えへ へへ へへ」 

と、 青 江 三 空曹 は、 すこし きまりわる そうに 笑い ま 

した。 


その 時、 怪塔 王の 顔が ふたたび 窓から あらわれ まし 

た。 青 江 機の 方 を じろ りと にらみつけ ると、 

「う ふ ふ ふ。 さあ 日本の 水兵め、 神の 名で もとな える 

、、ゝ 、、一 

力 レレ」 
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怪塔王 は、 ロケットの 窓から 首 を 出し、 下の 青 江 機 

を にらみつけ、 神の 名で もとな える がいいと、 気味の 

わるい こと を 言い ましたが、 一 体な にごと を はじめよ 

うとい うので しょうか。 


「おや、 また 怪塔 王が、 窓から 顔 を だしてい るぞ」 

「あつ、 なに か 手に 持って います ぞ」 

小 浜 • 青 江の 二 勇士が、 たがいに 叫び あう うちに、 

怪塔王 は 半身 を 窓から のりだす と 見る 間に、 かくし 

もっていた 怪しい 機械 を ぴったりと 自分の 胸に あてて、 

身が まえました。 

「あつ、 あんな もの を 出し や あがった。 あれ はなんだ 

ろう」 

「さあ、 ベルク マン 銃 に似てい ます けれども、 ベルク 

マン 銃が 三 つ 寄った くらいこ みいった 武器です ね」 

「そうだ、 武器に ちがいない。 どうす るつ もり かしら。 


ともかく 戦闘 準備 だ。 ぬかるな よ」 

怪塔王 は、 その 怪しい 武器 を 胸に つけて 身が まえる 

と、 その 狙 を ロケットの うしろの 方に つけました。 

やがて 奇妙な 音響が すると、 その 怪しい 武器の 銃口 

と おもわれる ところから、 太いう す 紫色の 光が さっと 

とびだしました。 

うす 紫色の 光線！ 

あれ はなんだ ろうとお もっている うちに、 この 光線 

はしき リに、 ロケットの うしろの 方 をな でて います。 

光線が ロケットの 外壁に あたる と、 そこから 黄い ろい 

まのお 

ような 赤い ような つよい 焰が ぱっと あがりました。 


「おおあれが 磁力 砲なん だろう。 おれ は はじめて 見た 

ぞ」 

と、 小 浜 兵曹長 は 望遠鏡から 目 を はなそう ともし ま 

せん。 

おそるべき 磁力 砲の 力！ 

それ は、 いまう す 紫の 光線 を 吐きながら、 金属 をめ 

ら めら と熔か していき ます。 
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怪塔 王が、 いよいよ 磁力 砲 を 使いだ したので す。 空 


中 を とんで いく 怪塔 ロケットの 窓から 半身 をのり だし 

て、 しきりに 妙な 機械 を 下へ 向けて います。 

怪 塔のお 尻の 方が、 赤 黄い ろい 焰を あげて、 めら め 

ら ととけ かかります。 

小 浜 兵曹長と 青 江 三 空曹と は、 この ありさま を、 ま 

たたき もせず じ つと みつめて います。 

「おおあれ だ。 たしかに あの 武器 だ。 金属に かける と、 

めら めら と焰を あげてと けて しまう というお そる ベ き 

武器 だ。 あれが 怪塔 王が 一番 大事に している 武器なん 

だ。 あつ、 あのと おり、 怪塔 ロケットの 壁が とろとろ 

とけて いく。 おい 青 江、 あれ をみ ろ」 


「上官、 私 は はじめて みました。 あれが 噂に たかい 

磁力 砲な のです か。 しかし 怪塔王 は、 自分の 乗って い 

る ロケットの 壁 をと かして、 一体なに をしょう という 

のでしょう」 

まったく 変な こと を やる 怪塔 王です。 磁力 砲 はしき 

りに うす 紫の 怪力 線 を うちだし ています。 

「うん、 あれ はね、 怪塔 王の やつ、 こっちが 麻綱に ひつ 

かけて おいた 錨 を ねらって いるの だよ。 つまり あの 錨 

をと かせば、 麻綱が ほどける と 思って それで やって い 

るの さ」 

「ああ 錨 をと かすつ もりな のです か。 錨よりも、 麻綱 


を 切れば いいのに。 怪塔王 も、 考えが 足りません ね。 

あつ、 はつ、 はつ」 

と、 青 江 三 空曹が 笑いました。 しかし、 それ は 彼の 

思いち がいでした。 

「そうじゃな いよ。 青 江、 磁力 砲 は 金属 をと かす 力 は 

あるが、 金属で ない ものに はわ リ あい 力が 及ばない の 

だ。 だから、 あのうす 紫の 光線 は、 鉄板 をと かしても 

麻綱 をと かす こと は 出来ない の だ。 怪塔 王が 麻綱 をね 

ら わないで 錨 を ねらって いる わけが、 これでよ くわ か 

るだろう」 

青 江 三 空曹 は、 「ははん、 そんな もの か」 と 感心した 


りび つくりしたり。 
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怪塔王 は 磁力 砲 を さかんに ふりまわし ています。 

怪塔 ロケットの お尻が めら めら ととけ て いきます が、 

かんじんの 錨 は なかなかと けません。 

「や あ、 怪塔 王の やつ、 手が ふるえて いて、 うまく 錨 

にあたら ない の だ」 

と、 小 浜 兵曹長が、 おもしろ そうに 笑いました。 

「どうです 上官、 機関銃 を あびせ かけて みまし ようか」 


「うん、 機関銃の 弾丸 はう まくと どくまい よ、 磁力 砲 

が 弾丸 を はじきかえ すだろう から」 

「しかし、 怪塔 王が 磁力 砲 を ひねくりまわして いるの 

を、 こっち はじつ と 手 を こまぬ いてみ ている の はた ま 

りません ね」 

「そうで はない。 おれ は、 さっきから、 本隊へ しきり 

に 通信して いるんだ。 怪塔 王が いま 磁力 砲 を あやつつ 

ている のが 見えます といって やったら、 司令 は よろこ 

ばれて、 もっとよ く 観て、 くわしく 知らせろ といわれ 

るの だ。 当分 じっとし ていて、 怪塔 王の する こと をみ 

て いる ことにしよう」 


「ああそう です か、 本隊で は、 磁力 砲の はなし をよ ろ 

こんでいます か。 だが、 じっとして いるの はつらい。 

もっと 手が 長かったら、 怪塔 王の あのに くい 顔 を 下 か 

らが あんと つきあげて やりたい がな あ」 

青 江 三 空曹 は、 磁力 砲に 錨が 焼かれる の を、 じっと 

見て いるの を、 たいへん つらが つてい ます。 

「おや 上官、 麻綱が ぷ すぷ すくす ぶり だしました ぞ」 

「なんだ、 麻綱が とうとう 燃え だした か」 

怪塔 ロケットの 金属 壁が、 とろとろ とけて いる くら 

いです から、 その あたりの 温度 はたい へんあつく なつ 

て 、 やが て 麻綱が ぷ すぶ すと くすぶり だ したので す。 


これ はいけ ない とみ まもって いるう ちに、 ついに 麻綱 

は、 赤い 焰を あげて めら めら 燃え だしました。 
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さあたい へんです。 

怪塔 ロケットと 青 江 機と をつな ぐ 麻綱が、 めら めら 

と 燃え だした ものです から、 さあ、 たいへんな ことに 

なりました。 

小 浜 兵曹長 は、 本隊 司令へ 無電 報告 をす るた め、 電 

鍵 をた たきつ づけて いました が、 この ありさま を 見て 


「うむ 、やっぱり 燃え だした か。 怪塔 ロケット は、 こ つ 

ちの 飛行機 をき り 離して 逃げて いく 気 だぞ。 もういけ 

ない。 おい 青 江、 エンジン を かけろ。 大 いそぎ だ！」 

と、 ふたたび エンジン を かけて 飛行の 用意 をい いつ 

けました。 

「はい、 エンジン を かけます」 

青 江 三 空曹 は、 すぐさま その 命令 をく りかえ して 発 

火 装置 を まわしました。 

すると、 ふたたび ばくばくた るェ ン ジンの 音が きこ 

えだし、 機体が ぐっと うきあがって まいりました。 

「おい 青 江、 麻綱 はいよ いよ 切れそう になった ぞ。 用 


意 はいい か」 

「は、 はい。 もう 大丈夫、 飛べます」 

といって いると き、 いままで 怪 塔の 舵の 上 をし ばつ 

ている 麻綱 や、 錨の 方ば かり 気 をく ばっていた 怪塔王 

は、 このと き 身が まえ を やりなおして 青 江 機の 方に ふ 

リ 向きました。 

「おや、 上官。 怪塔 王が こっち を 向きました」 

「うん、 おれ も 見て いる。 あの 磁力 砲で こっち をう つ 

気 かな」 

といって いると き、 果して 怪塔王 は 磁力 砲 を 二人の 

方へ 向けました。 そして、 それみ たこと かとい わぬ ば 


かりに、 大口 あいてに くにく しげに あざわらう では あ 

リ ません か。 

せっかくがん ばって、 ここまで 怪塔 ロケット につい 

て 来た 青 江 機 も、 いよいよお 陀 仏になる ときが 来た か 

のよう でありました。 

もちろん 二 勇士の 心の中に は、 いさぎよく 死ぬ 決心 

がつ いていました から、 おくれ はとり ません。 とはい 

え、 ここでい よいよ 飛行機 を 怪力 線で やかれる と はく 

やしい ことです。 


空中の 離れ 業 


怪塔 ロケットと 青 江 機 をつな いでいる 麻綱 は、 いま 

まの ぢ 

や 赤い 焰 につつ まれて、 めら めら と 燃え だしました。 

いくら 丈夫な 麻綱で も、 こうな つて は 間もなく 燃えき 

れ るの はわかった ことです。 

麻綱が 燃え きれる と、 せっかく おいすがる ことので 


きた 怪塔 ロケットと、 またお 別れに なって しまいます- 

こんどお 別れに なったら、 さて その 次 はそう かんたん 

に怪塔 ロケットに おいすがる こと はでき ますまい。 

「うう む、 ざんねん。 麻綱が 燃え きれる の を、 こうし 

て 手 を こまぬ いて 見て いるなん て、 なさけな いこと だ 

な あ」 

と 、 小 浜 兵曹長 は 歯 を ばりばり かんで、 ざんねん がつ 

ています。 

「小 浜 兵曹長」 

青 江 一一 一 空曹が よび かけました。 

「なんだ、 青 江」 


「ぜひお 許しね がいたい ことがあります」 

「なんだ、 なに を 許せと いうんだ」 

「それ は、 つまり —— あの 麻綱 をった つ て、 怪塔 ロケ ッ 

トの 中へ とびこもうと いうので す」 

「ええつ、 なんだ つて。 麻綱 をった つてい つて、 あの 

いこ ほ 

怪塔を 拿捕 するとい うの か。 貴様、 えらい こと を 考え 

だした な、 うう む」 

さ すが の 勇猛 兵曹長 も、 若 い 青 江 三 空曹の 考え だし 

たお どろくべき 怪塔 占領の 計画に はび つくりして、 う 

うむとう なりました。 

「よし、 では 青 江。 綱 わたり を やって よろしい」 


「おお、 お許しが 出ました か。 私 は うれしいです」 

「うん、 大胆に やれ、 あせつ ちゃい かん」 

「麻綱 はさかん に 燃え だしました。 では、 すぐ 綱に と 

り つ いて のぼります」 

若武者 青 江 三 空曹 は、 バンド を はずす と、 席 をと び 

だしました。 そして あっとい う 間もなく、 青 江 機と 怪 

塔 ロケット をつな ぐ 麻綱に、 ひらりと とびつきました 
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青 江 三 空曹の、 空中の 冒険が はじまりました。 


綱に ぶらさが つ て 渡る の は、 大 得意で ありまし たが、 

なにしろ 空中 を 猛烈な スピ— ドで とんで いる 綱 をった 

わるので すから、 なまやさしい ことではありません。 

とも すれば ひどい 風の 力で、 体 はふき とばされ そうに 

なります。 

「青 江、 しっかり やれ」 

小 浜 兵曹長 は、 偵察 席の 上から 腕 を ふりあげて、 青 

江 を はげましました。 

青 江 三 空曹 は、 それに 対して、 かすかに 頭 を ふって 

上官へ あいさつ をし ました。 

ニメ— トル、 三メ— トルと、 青 江の 体 はすこし ずつ 


向こう へ うご い て いきます。 

小 浜 兵曹長 は、 この 勇ましい 若武者の はたらき をす 

ぐ さま 本隊 あてに、 無電で 報告いた しました。 

すると 折り かえして 本隊から、 

〃わが 帝国 海軍 戦史の あたらしき 一 ぺ— ジは、 青 江 三 

空曹の このたびの 壮挙に より、 はなばなしく かざられ 

たり. 

と、 光栄に みちた 感状の 無電が とどきました。 

これ を うけとって、 小 浜 兵曹長 は、 わがこと のよう 

によろ こび、 

「おい 青 江、 司令官から 感状 だ！」 


とさけ びました が、 夢中に 綱 を わたって いる 青 江 三 

空曹に は、 きこえた 様子 もな いのは、 ざんねんであり 

ました。 

それに つづいて 本隊から は、 新手の 攻撃 機隊 がい ま 

現場に むか つ て 急行 中で あるから、 ここし ばらく がん 

ばる ようにと、 しらせて 来ました。 

小 浜 兵曹長 は、 本隊への 連絡 を、 まず りっぱに しと 

げた わけであります。 

そのと き 彼 は、 急に 気がついて、 怪塔 王の その後の 

様子 はどうで あろうかと 目 を 上げて みます と、 さあた 

いへんです。 窓から 半身 をのり だして、 手に もった 磁 


力 砲の 砲口 を、 しきりに 青 江 三 空曹の 方に 向けて いる 

ではありません か。 あつ、 あぶない。 
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怪塔王 は、 窓から 磁力 砲 を 向けて、 しきりに 青 江 三 

空曹の 体 を ねら つ ています。 

うす むらさきの 光線が、 空間 をつつ— つと 走ります 

と、 そのたび に、 その 光線のと おりみ ちに あたった 怪 

塔の 鉄壁から、 ぱちぱ ちと 火花が 散ります。 

怪塔 王の 手 もとにく るいが あるの かして、 さいわい 


に 今までの ところ、 青 江 三 空曹の 体に は あたらず、 彼 

は 元気 一 ぱいで 綱 を わたって いくのが 見えました。 

「おお 青 江、 がんばれ！」 

小 浜 兵曹長 は、 思わず 拳 をに ぎ つ て、 うち ふりまし 

た。 

しかし、 様子 をみ ています と、 今までの ところ はま 

あ 無事にい きました が、 これから 怪 塔に 近づく につれ 

て、 危険 はいよ いよ 急に ふえてまい ります。 果して、 

青 江 三 空曹 はこの 空中の 大 冒険、 ロケット. 飛行機 間 

の 綱 わたり を やりとげる でしよう か。 

麻綱 は、 ますます 燃え あがります。 やがて 焼けお ち 


るの が、 目の前にみ えてい るよう です。 

そのと き、 目 を 青 江の 方に 向けな おした 小 浜 兵曹長 

は、 あっと さけびました。 

「あつ、 火が ついた。 青 江の 体に、 火が ついた」 

さあ 一大事です。 今の 今まで、 なんでもなかった 青 

江 三 空曹の 腰の あたりから、 白煙が ふきだして います。 

それに 気が つ いたか、 青 江 は 綱に ぶらさがった まま、 

しきりに 腰 を ふっています。 ズボンが 燃え だし、 それ 

で 体が あつくて たまらなくな つたので しょう。 

「これ はいかん」 

小 浜 兵曹長の 眉が、 苦しそう に 八の字に 寄りました。 


部下の 危難 を 目の前に みている こと は、 つらい ことで 

した。 

「はは あ、 青 江 は 腰の 辺りに、 ナイフ かなん か 鉄で つ 

くった もの を ぶらさげて いたのだろう。 それへ 怪力 線 

が あた つ て、 鉄が 真 赤に な つてと けだした もの だから、 

火が 服に 燃えつ いたの だ。 こいつ は 困った な。 ほうつ 

てお くと あいつ は 焼け死ぬ ばかり だ」 
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偵察機と 怪塔 ロケット をつな ぐ 一 本の 麻綱 にぶらさ 


がり、 怪 塔へ じりじり 近づいて いく 勇敢な 青 江 一 一 一 空曹 

の 服が、 ぷすぷ す 燃え だした の を 見て、 機上の 小 浜 兵 

曹長 ははつ と 胸 をつ かれた ように おもいました。 青 江 

を ここで 焼け死なせて はなり ません。 といって、 とお 

く はなれた この 機上から、 青 江 三 空曹の 燃える 服に ま 

で 手のと どくわけ がありません。 

「こまつ たな あ」 

あやう 

小 浜 兵曹長 は、 部下の この 危 い ありさま をに らんで、 

ぶるぶると 身ぶ るいし ました。 なんとかして 助けて や 

ら ねばならぬ。 この 様子で は、 青 江の 生命 は あと 十分 

ともたないで あろうと、 気が 気ではありません。 


「こまった な あ —— そうだ、 このうえ は、 おれ も 青 江 

とともに 死 ぬんだ」 

なに を 考えた か、 小 浜 兵曹長 は 座席の なか を のぞき 

ました。 彼 は 座席の 下から、 革の ふくろに はいった 飲 

水 を とりだしました。 この 革ぶ くろ を 腰に さげる と、 

彼 は バンド をと き、 座席に ぬつ とたち あがりました。 

彼 はいそいで 革ぶ くろの 上 を ナイフで 切り、 小さな 

穴 を 三つ 四っつく りました。 それから こんど は、 革ぶ 

ひも 

くろの 底 を 手ば やく 紐で ゆわえ、 その 紐の さき を 左の 

手首に しばりつけました。 一体 彼 は、 こんな こと をし 

てな に をしょう というの でしよう。 


もちろん それ は、 部下 を 助ける ための 一 か 八 かのこ 

ころみ だ つたので す。 

小 浜 兵曹長の 用意 はでき あがった ようです。 

と、 見る 間に、 

「やつ —— 」 

と、 小 浜 兵曹長 はかけ 声 もろとも、 機上から 怪塔ロ 

ケット に はり わたした 麻綱に ぶらさがった のです。 

ああつ いに、 麻綱に は 二人の 勇士が ぶらさがり まし 

た。 綱 はずつ しりおも 味 を ひきうける ことにな リ まし 

た。 はたして 綱 はこの ような おも 味に たえまし ようか、 

見れば その 麻綱 は、 いまや 怪 塔の 胴 をむ すんで あると 


ころで 炎々 ともえて いるではありません か。 
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なんと 危ぃ 光景ではありません か。 

怪 塔の 胴 をむ すんで ある 麻綱 は、 炎々 ともえ さかつ 

ており、 しかも その 麻綱に は、 わが 二人の 勇士が ぶら 

さがって、 おも 味 はたい へん ふえてい ます。 麻綱 はい 

まに も 切れそう です。 もし 麻綱が、 怪 塔の 胴のと ころ 

からぶ すりと 切れたら、 二 勇士の 生命 は 一 体 どうなる 

のでし ようか。 


そのと き 青 江 三 空曹 は、 自分の 服が 燃えて いるのに 

やっと 気が つきました。 

「あつ、 こいつ はいけ ない」 

服に ついた 火 は、 じりじり 体 を 焼き こがして 来ます。 

火 を もみけし たいが、 手が 両方と も 自由にな りません。 

このような はげしい 空気の ながれの なかで と て も 麻綱 

を 一 本の 手で 握り、 体 を ささえる こと はでき ません。 

そんな こと を やれば、 たちまち 墜落です。 

青 江 三 空曹 は、 ついに 綱 わたり を あきらめて、 体 を 

しきりに くねくね させて います。 なんとかして 服に 燃 

えついた 火 を 消したい とお もい、 必死の 努力 をつ づけ 


ています が、 風 はいよ いよ あらく、 火 は 燃えさ かる 一 

方です。 あわれ 青 江 三 空曹 も、 いさましく 怪 塔に 進撃 

の 途中で、 火 だるまに なって 焼け死ぬ かと おもわれた 

その 時 —— 

「おい 青 江、 がんばれ」 

と つ ぜん、 青 江の 耳に なつかしい 声が きこえました。 

「おお」 

とふ リ かえって 見る と、 おもいがけなく 自分のう し 

ろに、 いつ 来たの か 小 浜 兵曹長が やはり 綱 にぶらさ 

がって、 こっちへ 近づいて 来る ではありません か。 

「ああ、 上官」 


まぶた 

青 江の 瞼 から、 あ つ い 涙が はら はらと こぼれお ち 

ました。 部下 をお もう 小 浜 兵曹長の あつい 心に 感激し 

た 涙で ありました。 

「おい 青 江、 力 をお とすな。 おれが 火 を 消して やる か 

しんぼう 

ら、 もうしば らくの 辛抱 だ」 

と 叫んだ のです が、 はたして 兵曹長 は、 火 だるまに 

な つ た 青 江 をす くう ことができる でしよう か。 

あわてる 怪塔王 


怪塔 にわたし かけた 一本の 麻綱に、 あぶない 生命 を 

託して ぶらさが つ ている 青 江 • 小 浜の 二 勇士の 姿 を、 

はらわた 

もし 誰か 同胞が 見た とすると、 彼 は 腸 を かきむしら 

れ るよう なくる しさに おそわれずに はすみ ます ま い。 

怪塔王 は、 この ありさま を怪 塔の 窓から、 見お ろし、 

ますます 狼狽の いろ を あらわし ています。 そしてな お 

磁力 砲 を 腕に かかえこんで、 ひねくりまわし ています 


が、 あわてて いるので、 なかなかお もうよう なと ころ 

へ 怪力 線 を あてる ことができません。 

ただ 一 回、 まぐれあたり か、 怪力 線が ぱっと 青 江 機 

の 車輪 を ささえて いる 金具に あたりました。 

すると、 おそろし いもので、 その 金具 はたち まち 青 

ぃ焰を あげて とろとろと 溶けて しまいました。 車輪 は 

ささえが なくなつ たので、 下へ くるくる まわりながら 

おちて いきました。 

磁力 砲が、 金具に ひどい 熱 を あたえ、 人間の 体に は 

それほど 熱 を あたえな いのは、 この場合 二 勇士の ため 

まだし もの 仕合わせで ありました。 


「もう 一息 だ。 青 江、 がまん をして いろよ」 

つよい 小 浜 兵曹長 は、 はげしい 空気の 流に も ひる 

まず、 たったつ たっと 綱に ぶらさがって、 青 江 三 空曹 

の そばに 近づきました。 

「小 浜 兵曹長 —— 」 

「おお 青 江、 気 を ゆるめち やい かん ぞ。 死ぬなら、 お 

れが よろしい というまで 死ん じ やならん ぞ」 

たいへ んな 命令 を だす 兵曹長です。 

そのうちに 彼 はついに、 青 江 三 空曹の 下って いると 

ころに つきました。 

「おい、 青 江、 火 をけ してやる ぞ」 


「そんな ことができます か」 

「な あに、 きっと 消して やる」 

小 浜 兵曹長 は、 水の はいった 革ぶ くろの 底 を ゆわえ 

てあつた 紐 を 口で くわえ、 首 を まげて ぐっと ひっぱり 

ました。 ふくろ は 逆さに なり、 破れ目から 水が 滝の よ 

うに ふきだしました。 
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なんという 奇抜な 考えでしょう。 

小 浜 兵曹長 は、 首と 手首と をう まくう ごかして、 革 


ぶく ろの 底 を ゆわえて あった 紐 を ひっぱり、 ふくろの 

ふきだ 

中の 水 を、 革ぶ くろの 破れ目から 滝の ように 噴出 させ 

ました。 

「おい、 青 江、 しばらく じっとして おれ」 

小 浜 兵曹長 は、 両手で 綱に ぶらさがった まま、 体の 

ひねり 具合で、 ふくろの 中から 流れで る 水 を、 青 江の 

服の 燃えて いる 一 番 上のと ころに かけました。 

多くはありません が、 しゅうしゅうと こぼれる 水 は 

赤く 燃えて いる 青 江の 服 を 上の 方から べとべと にしめ 

ら せました から、 水 を ひき やすい きれ 地 はみ るみる 水 

びた しにな つて、 火の いきおい をよ わらせて いきまし 


た。 

「ああ、 うまくいく ぞ」 

水が 革ぶ くろの なかに なくなる と 見る や、 小 浜 兵曹 

長 は、 まだ ぷすぷ すとの こりの 火種の 光って いる 青 江 

の ズボンの うえ を、 彼の 両脚で もってお さえつけ、 た 

たきつけ、 とうとう 火 をの こりな くた たき 消して しま 

いました。 

火 だるまの 種と なった 鉄製の ナイフ は、 青 江 三 空曹 

の 焼けぬ けた ポケットから、 ぼ こりと 下にお ちていき 

ました。 怪塔 王にたい して、 なによりも 用心し なけれ 

ばなら ぬの は、 金具です。 


小 浜 兵曹長 は どこまでも、 沈着な 大 勇士で ありまし 

た。 どこまでも 注意ぶ かく、 そして おもいきって 大胆 

に、 この 火 消 仕事 を やりました ので、 火 だるまと 化し、 

もうす でに 危 かった 部下の 一 命 をす くう ことができ ま 

した。 

急に 身の らくに な つ た 青 江 三 空曹 は、 うれしな きに 

よろこびました。 なんという 尊敬すべき 上官でしょう。 

「ああ、 上官、 私 は —— 」 

と 言った が、 あと は 胸せ まって、 つづける ことが で 

きません。 

「ばか、 敵前で なに を 女々 しく 泣く か」 


と つ ぜん 兵曹長の 怒声が 爆発し ました。 
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ひだるま 

青 江 三 空曹 は、 もうす こしで 火達磨になる ところで 

ありまし たが、 小 浜 兵曹長の 勇ましい はたらき により、 

その 一 歩 手前で 服に ついた 火 は 消された のであります。 

これが 空中に 綱が ぶらさが つてい る だけの ことなら、 

まだ やり やすかつた かも 知れません が、 なにしろ その 

綱が、 怪塔 ロケットと 青 江 機との 間に はり わたされて 

ある 綱で、 ぶんぶん、 しゅうしゅうと 空中 を とんで い 


ながらの 離れ 業です から、 よく まあ そんな ことができ 

たもの だと おどろかされます。 

火 は 消され ましたが、 青 江 三 空曹 は、 さすがに す こ 

し 元気 をう しないました。 服に ついた 火で、 じりじり 

体 を やかれ、 どんなに か 苦しかった ことでしょう。 

小 浜 兵曹長 は、 はやく もこれ を 見て とって 心配に な 

りました。 なにしろ おそろしい 風が、 こうして 綱に さ 

が つ ている 一 一人の 体 を もぎと りそうに 吹きつけ るので 

すから、 その 苦し さったら ありません。 

「青 江、 しっかり しろ。 怪塔王 は、 こっち をに らんで 

いる ぞ」 


小 浜 兵曹長 は、 しきりに 青 江 を はげまし ています。 

ところが、 もう 一 つ 心配な ことが、 いよいよ 心配に 

なって 来ました。 それ は、 怪塔 ロケットの 舵のう え を 

しばって いる この 綱の 輪に なって いると ころです。 こ 

れ はしき りに 風に あおられ、 炎々 と 燃えて いました が、 

その 火 を 消そう にも、 手が とどきません。 

小 浜 兵曹長 は、 綱に ぶらさがった まま、 歯 をく いし 

ば つ て 残念が つ ています。 

「う ふ ふ、 ざまをみろ！」 

と、 怪塔王 は、 いい 気持そう に 窓から 指さし して わ 

ら つてい ます。 なんというに くらしい 奴でしょう。 


ごくん！ 綱が すこし ゆるんで、 変な ひびきが、 そ 

の 上 をった わって 来ました。 —— と 思う まもなく 怪塔 

ロケットと 青 江 機と をつな いでいた この 綱 は、 ついに 

ぷ つんと 焼け きれてし まいました。 ああ！ 
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さあたい へん！ 怪塔 ロケットと 青 江 機と をつな い 

でいた 綱が、 とうとう 焼け きれた のです。 

「あつ、 綱が 切れた！」 

「ああつ、 しまった！」 


と、 さけぶ 小 浜 兵曹長と 青 江 三 空曹。 

と、 綱の 端は怪 塔から 離れ、 二人の 軍人 を ぶらさげ 

たま ま、 空中 を 大きく ゆれて 下へ。 —— 

なんという 恐し いこと でしよう。 

二人の 軍人 を ぶらさげた 長い 綱 は、 まるで 掛 時計の 

ふりこの ように、 ぶうんと 反対の 方へ ふりつ けられ ま 

あつ、 あぶない。 

—— と 思う 間もなく、 飛行機 は 上に、 綱 は 一 たび 垂 

直に さがり ましたが、 いきおい あまって、 ひゆう つと 

綱が もちあがった。 


「あつ、 いたいいたい。 腕が 折れる！」 

青 江 三 空曹の 悲痛な さけびです。 

これ はいけ ない と 思った 小 浜 兵曹長 は、 いそぎ これ 

をた すけようと 空中で 自由に ならない 両脚 をば、 歯 を 

くいし ばって 青 江 三 空曹の 方に むけて 開き、 彼の 胴中 

を その 両脚で はさんで やろうと しました。 

「ああつ、 いけない！」 

と、 青 江が 叫んだ ときには、 もう すでにお そく、 彼 

の 両手 は 綱の 上 をす べってい きます。 小 浜 兵曹長の 両 

脚 は、 かい もな く、 なんにもない 虚空 を はさみました。 

その 声が、 青 江の 耳に はいった ころに は、 青 江の 両 


手 は、 綱の はしから するりと ぬけて いました。 

(あつ、 青 江が 綱 を はなした！) 

小 浜 兵曹長の 目の前 は、 急に くらくな つた 思です。 

「青 江、 青 江、 青 江！」 

兵曹長 は、 のど も はりさける ような 声で、 こんかぎ 

りに 青 江の 名 をよ びつ づけました。 しかし 青 江 は。 I 

もうこの 先 を 書く 勇気が ありません。 

がんばり や だ つ た 青 江 三 空曹の 最期！ 


墜落 


あれほど がんばり やだった 青 江 三 空曹 も、 鬼神で は 

こん  たっとぎ せい 

なかった ので、 力 も 根 も つきはて、 ついに 尊い 犠牲と 

なりました。 

「ざんねん、 ざんねん」 

と、 部下の 気の毒な 運命 を 思って、 小 浜 兵曹長の 胸 


はつ ぶれる 思です。 

しかし 彼 は、 ゆっくり 涙 を 出して いる ひま も ありま 

せん。 なぜならば、 綱に ぶらさがつ ている 彼 も、 やが 

て 青 江の ような 運命 を 迎えねば ならぬ ことが よく わ 

かってい るからで す。 腕 はぬけそう、 体 は 風に もぎと 

られ そうです。 怪塔 王のに くい 顔が、 こっち をの ぞい 

て 笑つ ている のが 見える ようです。 

「おのれ 怪塔 王、 おれまで、 ふりおとそう というの か。 

冗談い うな、 おれ は 小 浜 兵曹長 だ。 だれが 貴様 をよ ろ 

こばせ るた めに ふりおとされて やる もの か。 なにく 

そ！」 


帝国 軍人が こんな ことで 一 一人と も ふりおとされて ど 

うする もの か、 わが 海軍の 名誉の ために も、 死んでも 

この 綱ば かり は 放さない ぞと、 兵曹長 はいきば つてい 
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兵曹長が つりさがつ ている 綱 は、 さかんに ぴ ゆうん 

ぴ ゆうん とふれ ています。 飛行機 は 綱よりも 上空に あ 

ります が、 今 は 誰も 操縦して いません から、 ぐるぐ る 

まわりながら、 綱 もろともし だいにお ちていき ます。 

「うむ、 誰が ふりおとされる もの か」 

そのうちに 綱の ふれ 方が ゆるやかに なりました。 綱 

と 飛行機が もろともに 下にお ち だした ので、 ふれ 方が 


ゆるくな つたので す。 兵曹長の 腕 は、 すこし 楽に なリ 

ました。 

しかしこう していれば、 飛行機 も 兵曹長 も、 だんだ 

んスピ —ドを 増して 下にお ち、 やがて は 地上に はげし 

くぶ つかる でしよう。 

兵曹長 も、 前から それに 気がついて いました。 綱の 

ゆるくな つたの を 幸いと、 兵曹長 は 今 だとば かり 満身 

の 力 を 腕に あつめて、 綱 を よじのぼ リ はじめました。 
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部下 をう しなった かなしみと、 はげしい 風力と にた 

えながら、 わが 勇士 小 浜 兵曹長 は 満身の 力 を こめ、 え 

いえいと 綱 をの ぼ つ て ゆきます。 

幸いと、 こういう 綱の ぼり は、 艦上で うんと きたえ 

て ある 兵曹長です。 彼 はみ るみる 上に のぼって いきま 

した。 飛行機の 腹が、 もうす ぐ そこに 見えます。 

そのころ まで 水平 をた もっていた 飛行機 は、 急に 翼 

を かたむけました。 やがて まっさかさま になって おち 

る ものと 思われます。 そうなる と、 墜落の スピ ー ドは 

たいへ ん はげしくなる でしよう。 

(はやくの ぼり きらないと いかん！) 


兵曹長 は、 いま はこれ までと、 ありったけの 力 を 出 

して、 うん うんと 綱 をの ぼって いきました。 

うれし や、 兵曹長の 頭が、 飛行機の 腹に ご つんと あ 

たりました。 

(しめた。 もう 一 いき だ！) 

小 浜 兵曹長の 勇気 は 百倍し ました。 

飛行機の 座席に、 手が とどきました。 

(さあ、 ついに 戻って 来た ぞ！) 

こう なれば、 兵曹長 万歳です。 彼 はお 得意の 器械 体 

操の やりかたで、 

「え ー い」 


と、 操縦席に おどりこみました。 そこ は 青 江 三 空曹 

の 乗って いた 席です。 

もちろん 青 江の 姿 は 見えません。 小 浜 兵曹長の 胸に、 

また 熱い ものが ぐっと こみあげて 来ました が、 いま は 

生死の さかいです。 それ をふリ はらうよ うにして、 す 

ば やく 青 江の のこして い つた バ ンドで 自分の 腰 をし ば 

りつけ ました。 

(さあ、 これでい い。 こんど は 操縦 だ) 

兵曹長 は、 そのと き、 機体が 機首 を 下にして、 きり 

もみに なって おちて いるのに 気がつきました。 このま 

まで は、 地上に はげしく ぶっかる ばかりです。 いそい 


で 水平 舵 を カー ぱい ひくと、 うれし や、 機首が ぐっと 

あがりました。 

もう 大丈夫！ 兵曹長 は 命 を ひろいました。 
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ひとり 機上に かえ つ た 小 浜 航空 兵曹長の 胸の 中 は 今 

は 亡き 青 江 三 空曹の ことで、 はりさける ようです。 

さっきまで、 この 機上に 一し よに のって いたので し 

た。 そして、 たがいに はげまし あいながら、 怪塔 ロケ ッ 

トを 追い かけ、 怪塔 王と たたかって 来たので した。 そ 


の 勇し い 戦友の すがた は、 もはや 機上に 見られな いの 

でありました。 

「八つ ざき にして も あきたり な い あの 怪塔王 だ 」 

小 浜 航空 兵曹長 は、 墜落して いく 愛機 を、 やっと 水 

平に もどす ことができ ると、 目 を あげて 怪塔 ロケット 

の 姿 を 空中に さがしました。 ところが、 頭の 上 は 雲ば 

かりで、 もとめる 怪塔 ロケットの 機影 は どこに も 見 あ 

たらないで はありません か。 

「ちえつ、 うまく 逃げられて しまった か。 いや、 青 江 

のかた きを とらない うち は、 どんな ことがあっても 逃 

し は せんぞ」 


兵曹長 は、 飛行の 邪魔に なって いる 麻綱 を、 くるく 

ると 機内に ひっぱり こみました。 そして、 勇敢に も 

あげ かじ 

ぐっと 上 舵 をと り、 エンジン を 全開に して、 猛然と 急 

上昇 を はじめました。 エンジン は 幸いに も、 たいへん 

調子が よろしい ので、 兵曹長 は 安心し ました。 

雲の 中 をぬ いつつ、 兵曹長の 目 は、 あちらこちらに 

うごきました。 雲が 視界 を 邪魔して いました が、 雲の 

切れ目に、 もしゃ 怪塔 ロケットの 姿が 見え はしない だ 

ろうかと 思った のです。 

しかし、 敵の 姿 は、 どこに も 見あたりません。 その 

うえに、 雲 はいよ いよ 濃く 渦 をまい て 来て、 どこ を 飛 


んで いるの かわけ がわから なくなりました。 暴風雨の 

しらせさえ 感じられます。 

「ざんねん だな あ。 こうして いて は、 雲に まかれて ガ 

ソ リン を 損する ばかり だ、 しかたがない、 雲の 外に 出 

よう」 

雲の 外に 出ようと いっても、 いつの 間に か、 古 綿の 

ような 密雲 はすつ かり 小 浜 機 を つ つんで しまい、 どこ 

が 雲の 切れ目 か 見当が つきません。 兵曹長の 心 は、 は 

やる ばかりです。 


死力 


せっかく 急上昇し たのに、 密雲に 邪魔 をされ、 ふた 

たび 下降し なければ なら なくなった 小 浜 機 は、 いまぐ 

ん ぐんと 雲 を 切つ て 下つ ていきます。 

「あつ、 五 千メ— トル だ。 四千 八 百メ— トル だ。 もつ 

といそいで 下りよう」 


小 浜 兵曹長 は、 さらに 水平 舵 を ひいて 機首 を 下げ ま 

したから、 機 は 弾丸の ように 下にお ちていき ます。 

「三千 九 百、 三千 七 百。 —— まだ 雲が 切れない。 執念 

ぶかい 雲 だな あ、 まるで 怪塔 王の 親類み たいだ」 

それでも 雲 は、 なかなか 切れません。 

三千 メ— トル、 二 千 八 百 —— 

「これ は 変 だな あ。 そんな 厚ぼったい 雲が あるだろう 

か」 

兵曹長 は、 あまりに 厚い 雲に 対して 不平 をい いなが 

ら、 愛機 を 操縦して、 なお もぐん ぐん 下りて いきまし 

た。 


あたり はます ます 暗くなる 一 方で、 まるで 壁の 中に 

ぬりこめられ たような 感じです。 いつの 間に か 飛行服 

の 上 を、 雨が 滝の ようにな がれて います。 空中 生活に 

なれた 兵曹長 も、 こんな 目にあう の は はじめてです。 

普通の 人 だったら、 泣き だした かもしれ ません。 

兵曹長 は 操縦桿 をに ぎりし めた まま、 なお もぐん ぐ 

ん 落ちて いきました。 

九 百メ— トル、 七百メ ー トル —— 

雲 はま だ、 そこら 中に 漂って います。 

そのうちに、 彼 は 雲 をと おして、 はるかの 下に、 く 

ろ ずんだ もの を 見つけました。 


「あつ、 見えた。 陸地 か、 海面 か」 

ごうつ と 落ちて いく 機体の 前に、 下から むくむ くと 

もりあがる ように 上って 来たの は、 白い 波頭 を ふりた 

てて 怒って いる 大海原で ありました。 まるで ガラスの 

棒の ような 雨 は、 海面 をめ ちゃくち やに 叩きつ けて い 
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「これ はたい へん。 ものすごい 荒天 だ」 

飛行機 は、 水の 中 を 飛んで いるよう に 見えます。 視 

界 ははな はだせ まい。 怪塔 ロケット を 追う どころ では 

ぁリ ません。 


「ずいぶん 海上 生活 もした が、 こんな 荒天に あつたの 

は はじめて だ」 

小 浜 兵曹長 は、 篠 つく 雨の 中に 愛機 を 操縦して、 海 

上 すれすれに 飛びつ づけます。 

「はて、 ここ は 一たい どこの 海面 かしら」 

太平洋で ある こと はわ かってい ますが、 太平洋と 

いっても たいへん ひろいで すから ねえ、 コンパス を 見 

て も、 方角 はわ かります が、 自分が 今い る 場所まで は 

わかり かねます。 こういう ときには、 無線 ビ— コンと 


いう もの を 受信す ると、 ちゃんと 今い る 場所が わかる 

のです。 無線 ビ— コン は、 無電 灯台と いうと ころから、 

その 灯台の 名 を 無電で 送って いるもの なのです。 

小 浜 兵曹長 は、 うしろの 座席に ある 受信機の ス イツ 

チを いれました。 そして 受話器 を、 耳に あてて みまし 

た。 

ところが、 いつまで たっても、 受話器から はなん の 

音 も はいつ て 来ません。 

「これ は 変 だな あ。 スィッチ はちゃん とはいつ ている 

のに、 なぜ 聞えない のだろう」 

いろいろ とやって みました が、 どうしても 聞え ませ 


ん。 ざんねんながら、 受信機 は 故障に なって いる こと 

がわ かりました。 

「さあ 弱った。 今 どこ を 飛んで いるんだ か、 さっぱり 

わから なくなった ぜ」 

送信機の 方 はどう かと 思い この 方に スィッチ を いれ 

てみ ましたが、 やはり 働きません。 無電 機械 は、 送受 

とも 利か なくなって しまった のです。 

そのうち にも、 あたり は 夜の ようにく らくな リ、 視 

界は 五十 メ— トル 先が もう 見えない ようになりました。 

あぶない あぶない。 遭難す る 一 歩 手前の あぶな さです。 

陸 塔 ロケット を 追う どころ か、 こうして 飛んで いる 


ことがあぶ なくなりました。 小 浜 兵曹長 は、 荒れく る 

う 暴風雨 を 相手に、 腕 も 折れよ と 操縦桿 をに ぎり、 両 

足 〔# 「両足」 は 底本で は 「雨足 匕 を ふんばって、 この 危 

機 をぬ けようと 必死の 努力 をして います。 が、 雨と 風 

とに たたかれ、 いま は 海面に 車輪が すれすれの 低空 飛 

行です。 SSI- 

CO 

たのみに おもう 無電 はきかず、 愛機 は 雨と 風と にた 

どとう 

たきつけられ、 とも すれば 車輪が ざ ざ— つ と 怒濤に 洗 


われます。 一た び は 空中に いの ちをひろ いながら も、 

ついに 今 ここに 小 浜 兵曹長の 運命 もお わる かと おもわ 

れ ました。 

「敵陣に 自爆す るの なら 帝国 軍人の 本懐で あるが、 あ 

れ 狂う 海中につつ こんで、 死んで 何になる の だ。 よし、 

俺 はどうして もこの 暴風雨と 海と を 征服して やる ぞ」 

兵曹長 は、 機上で こう 叫びました。 

飛行 眼鏡 もす つかり 曇って、 もう 駄目です。 翼 はい 

くた びか 波浪に ばっさり と 呑まれ そうです。 人力で は 

どうす る こと もで きな い 自然力の 猛威です。 

それでも わが 小 浜 兵曹長 は、 飛びつ づけました。 そ 


れはニ 時間 半と いうな がい 時間の 後で ありました。 ど 

こ を どう 飛んだ か、 ちっとも 油断の ならない 二 時間 半 

の 飛行に、 さすがの 勇士 も、 気力 も 体力 も くたくたに 

なって しまいました。 いよいよ 翼 を 波に ぱくりと 呑ま 

れる 時が やって きた、 と 思いました。 

「ざんねん だ。 青 江の かたき を とらない うちに 死ぬな 

んて、 じつに ざんねん だ」 

兵曹長 は、 歯 をく いしば り、 眼 を しばたた いて、 眼 

下の 真白な 波浪 を にらみつけました。 そのと きです。 

彼 は、 ふと 前方に、 まっくろな 鯨 のよう な ものが よこ 

た わって いるのに 気が つきました。 


「あつ、 あれ は 何 だ。 鯨 か？」 

眼 をし きりにば ちば ちゃって、 この 黒影 を 見て いた 

兵曹長の 頰に、 さっと 血の 色が わきました。 

「あつ、 あれ や 島 だ！ 島 だ！」 

島が 見つかった のです。 死の 一歩 前に、 島影が 見え 

るなん て、 何とい う 天佑でしょう。 

小 浜 兵曹長の 元気 は 百倍し ました。 

「何としても、 あの 島まで 迪リ つかなければ —— 」 

それから 先 は、 夢中で ありました。 どこ を どう 飛ん 

だの か、 気の ついた とき は、 飛行機の エンジン はび た 

りと とま つ て いました。 
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小 浜 兵曹長 は、 夢の ように あたり を 見 まわしました _ 

嵐 は、 あいかわらず ごうごうと 吹き まくつ ています 

が、 飛行機の 下に あるの は、 例の 波の たかい 荒海で は 

なく、 真白な 砂浜で ありました。 飛行機 は、 片 車輪 を 

砂の なかに ふかくつ きこみ、 斜 にかし いでと まってい 

るので ありました。 

一体 ここ は、 どこな のでしょう。 

とにかく、 すんでのことに 飛行機 もろとも 怒濤に の 


まれ 去る ところで したが、 それだけ は 助った ようです。 

たぶん 小 浜 兵曹長 は、 嵐の なかに 全身 は 綿の ように 

つかれ、 目 はかす み、 耳 はが— んと 鳴りつつ も、 あく 

まで 軍人 精神で、 

(なに、 これし きのこと で、 へたばって たまる もの 

か！) 

とみずから 気 を ひきたて、 無我夢中に 着陸 をした も 

のと 思われます。 

そこ は 砂浜と はいえ、 やはり 大地の ことです から 機 

体が 砂丘の かげに どんとうち あたるな り、 兵曹長 は そ 

の はげしい 反動で もって、 はっと われに かえった らし 


いのです。 

だが、 危 かった 勇士の 一命が 助って、 たいへん 幸，. 

な ことで ありました。 

小 浜 兵曹長 は、 雨に たたかれながら、 座席の バンド 

を はずして 立ち あがりました。 

( 一 体、 ここ は どこだろう) 

頭の 中には、 鳥が さえずって いるよう に、 ぴ ー んと 

高い 音が しています。 思うよう に まわらぬ 首 を 無理 や 

りに うごかして、 あたり を ながめて いた 兵曹長の 眼底 

に、 変な かたち をした 木が うつりました。 

「ああ、 あれ は 椰子の 木に 見える が、 こんなと ころに 


どうして 椰子の 木が 生えて いるの かな あ」 

兵曹長に は、 何が何だか わから なくなりました。 

「う ー む —— 」 

と 一 こえ 叫んだ まま、 彼 は そのまま 崩れる ように 座 

席に へたば つ てし まいました。 

椰子の 木の ある 海辺 は、 どこだった でしよう か。 


大 利根 博士 邸 


ここで 話 はすこし 前に さかのぼります。 

場所 は、 大 利根 博士の 邸内です。 

みなさんお なじみの 塩田 大尉と、 それから 元気の い 

い 一 彦 少年と がしき りと、 怪しい 博士の 室内 を さがし 

まわ つ ています。 

一 一人と も、 帆 村 探偵が わざわざ 注意して 来た 言葉に 

したがい、 博士 邸の 謎 を 早く 解かねば ならぬ とお もつ 

てレ ます 


一体 大 利根 博士と 怪塔 王との 間に は、 どんな 関係が 

あるので しょうか。 そして あの 天馬空を行 くような 怪 

塔 ロケット は、 なぜ あのような おそろしい 新 科学 兵器 

を 持って いるので しょうか。 そして これから 何 をし よ 

う と言うので しょうか。 この 重大な 秘密 はい つに なれ 

ば 解ける のでし ようか。 

われわれ はい ましば らくこの ままに、 塩田 大尉 や 一 

彦 少年 や、 それから 今怪塔 中に おしこめられ ている 帆 

村 探偵 や、 それから また 例の ふしぎな 海辺に 気 をう し 

な つ ている 勇士 小 浜 兵曹長の 活動 を 見 まもる ことにい 

たしましょう。 


「どうも 私に は、 人の 持って いるもの を さがす の は 

不得手 だ。 これ はや は リ帆村 探偵の 専門 だよ」 

と、 艦隊の 智慧ぶ くろと いわれる 塩田 大尉 も、 なれ 

ない 室内 さがしに ややまい つたよう です。 

「ねえ、 塩田 大尉、 大 利根 博士 は 悪人なん でしよう か」 

一彦 少年 は、 戸棚の 中に 首 をつつ こんでいる 大尉の 

うしろから、 声をかけました。 

この 質問に、 大尉 はお どろいて、 戸棚から 顔 を だし 

ました。 

「悪人？ さあ、 それが 拙者に はどう も わからな く 

なつたん だ。 もともと 博士 は、 じつに 尊敬すべき 学者 


だとお もって 〔# 「学者 だとお もって」 は 底本で は 「学者 

だと もお もって 匕 いたんだ けれど、 こうして 家 さがし 

をして いるう ちに、 だんだん 変な 気持に なって 来る。 

そう 言えば、 いっか 博士が 軍艦に 来られた とき も、 言 

葉づ かい やた ち 居 ふるまいが、 どうも 変だった ね。 変 

リ 者の 博士と は 言え、 むかし は あれほど そわそわして 

いなかった」 
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塩田 大尉と 一彦 少年との 話 は、 この 家の 主人 大 利根 


博士の 上に くらい 影 をな げかけ たこと になり ました。 

ずいぶん 家 さがし をして やり ましたが、 どこ を ひ つ 

くりかえしても 博士の 熱心な 研究 材料が 山と つまれて 

いるば かりで、 別に 怪しい 手紙 もありません。 

また、 なんだか わけの わからぬ 機械な どが、 たくさ 

ん 並んで いました が、 これ もまた 別に 怪塔 ロケットに 

備 つてい る ほどの 大 仕掛の ものではありませんでした。 

これで 見る と、 大 利根 博士 は、 やっぱり 尊敬すべき 

熱心な 科学者と しか うけとれませんでした。 

塩田 大尉 は、 ついに 室の まん 中に ある 丸い 腰掛に 腰 

をお ろし、 戦帽 をぬ いで 丸 刈 頭に 風 を 入れました。 


「ざんねんながら、 なんにも 怪しい ものが 見つからん。 

一彦 君、 君 も そこへ 掛けた まえ。 そうだ、 いい ものが 

ある。 これ は 軍艦の 中で 売って いる 別製の キャラメル 

だ。 これ を 食べる と、 疲れ もな おる し、 それから また、 

すばらしい 考 がう かぶ はずなん だ。 さあ たくさんお 

取り」 

そう 言って 大尉 は、 青い 函に はいった、 キャラメル 

を、 一 彦に すすめました。 

「は あ、 ありがとう。 ずいぶん 重宝な キャラメルが あ 

るんで すね」 

一 彦も、 大尉と 並んで、 同じ 形の 腰掛に 腰をおろし、 


その みどりいろの キャラメル を頰ば つ てみ ましたが、 

なるほどた いへんお いしく、 そして 口の 中が すうつ と 

しました。 

「どう だ 一彦 君、 海軍の キャラメル も、 なかなか おい 

しいだろう」 

「ええ、 僕、 大 すきだな」 

一 一人が うまそう に キャラメル をし やぶ つ て いるう ち 

に、 この 室に は、 すでに 変な ことが 起って いました。 

二人が 円い 腰掛に 腰をおろした ときに、 それが 始 つた 

のです が、 まず それに 気がつい たの は、 一彦です。 

「あつ、 塩田 大尉、 変です ね。 この 部屋 はう ごいて い 


ますよ」 
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「この 部屋が、 うごいて いるって。 —— なるほど こい 

つ はたし かにう ごている ぞ」 

塩田 大尉 はお どろいて、 椅子から 立ち あがり、 一彦 

少年の 顔 を 見ました。 

一彦 は、 目 を くるくる まわして いました。 

「ああ、 この 部屋 はずん ずん 下って いく —— 」 

「うん、 なるほど 下って いく」 


一彦 少年 は、 このまえ 怪 塔の 中に 帆 村と 忍び こんで 

いたと き、 やはり 自分の いた 部屋が、 床 ごと 下へ 下つ 

ていった ときの あのお どろき を、 また あたらしく 思い 

だしました。 それ を 大尉に はなし ますと、 大尉 は 剣 を 

ひきよせた まま、 うん うんと うなずいてみ せました。 

部屋 は 一体 どこまで 下って いくので あろうと、 二人 

は それば かり 考えて います。 

ごとん。 

かすかに 床が ゆれて、 うごいて いた 部屋 は ぴたりと 

とまりました。 

「ああ、 とまった」 


「うむ、 とまった ね」 

ためいき 

二人 は、 目 を 見 あわせ、 ほっと 溜 息をつきました。 

なんという 思いがけない からくりが 仕掛けて あった こ 

とでしょう。 

「こんな エレべ— タ— みたい な 仕掛が、 はやって いる 

のでしょう かねえ」 

少年 は、 ふしぎで たまりません。 

「さあ、 どう だか、 それ は  」 

と まごついた 大尉 は、 そのと きになに 思った もの か 

息 をのみ、 

「おう、 あんな ものが うごきだした。 一 彦君、 君のう 


しろの、 機械 戸棚が うごいて いるよ」 

「え つ 」 

一彦が ふりかえって みると、 おどろきました。 顕微 

鏡 や 気圧計な ど いろいろの 理化学 機械の はいった 戸棚 

が、 しずかに 横にす ベりつつ、 壁の 中には いっていく 

のでした。 

一 一人 は 息 を ころして、 ひとりでに うごいて いく 戸棚 

を 見つめて いました。 

戸棚のう ごいて いった 後に は、 意外に も、 一 つの 扉 

が あらわれました。 地下室の 怪！ 
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大 利根 博士 邸の 実験室が、 塩田 大尉と 一 彦 少年と を 

のせて、 まるで エレべ— タ ー がさが るよう に、 すうつ 

と 下にお ちていった のさえ ふしぎであります のに、 そ 

のおち きった ところで、 実験 機械 を いれて ある 戸棚が、 

するすると 横にす べつて 壁の 中に かくれた の は、 また 

ふしぎです。 そして、 戸棚のう しろに は、 どこへ 通じ 

ている のか、 おもいもよらない 扉が あらわれました、 

いよいよ も つ て ふしぎであります。 

「おお 扉 だ。 これ は大 利根 博士の 秘密 室の 入口なん だ 


ろう。 一彦 君、 この 中に なにが あるか しらないが、 か 

まう こと はない。 行ける ところまで、 どんどん はいつ 

て 行こう じ やない か」 

塩田 大尉 は、 一彦 を ふりかえって、 はげましました 

「ええ、 僕 も 突撃し ますよ。 もうな にが 出て きたって 

おどろく ものです か」 

「よろしい、 その 元気、 その 元気」 

塩田 大尉 は、 体に 似 あわず 元気な 少年 を たのもしく 

おもいました。 

「ところで、 この 扉 だが、 どう すれば あくの だろう」 

と、 塩田 大尉が、 扉のと ころへ 近づきました。 


「おやおや、 鍵穴 もなん にもありません ね」 

と、 一彦 も、 ともに 顔 を 扉に 近づけな がらい いまし 

た。 

ふしぎに も、 その 扉に は、 鍵穴 もなん にも ありませ 

ん。 

「はて、 押しボタン でも あるの じ やない かな あ」 

「さあ、 ちょっと 手で 押してみ ましょう か」 

一彦が、 扉 を 押す ために、 手 を ちょっと 扉に ふれ ま 

はじ 

すと、 扉 はまる で 弾かれた ように、 するすると 上に あ 

が つ てし まいました。 

「おやつ、 手 を ふれた だけで、 あいたよ。 はは あ、 す 


ぐ この 奥に とびこめる ようにな つ てい るんだ ね」 

さて、 あいた 扉の 向こうに は？ 
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ぱっくりと 開いた 怪しの 扉のう ち は、 なにが あるの 

か 真暗で ありました。 

「一体、 この 中には、 なにが あるの だろう」 

塩田 大尉と 一彦と は、 しばらく 中 を じっとみ つめて 

いました が、 なにしろ 真暗で、 なにも 見えません。 人 

のい るけ はいでも と 思って、 耳 をす まして じっと 聞い 


てい ましたが、 なんの 音 もしません。 

「塩田 大尉、 とびこんで みまし ようか」 

一 彦は 元気に いいました。 

「うん、 ちょっと 待ちた まえ。 ためして みるから。 I 

I」 

塩田 大尉 は、 ピストル を 取 出す と、 室内の 天井め が 

けて、 ず どんと 一 発 放ちました。 

か あんと いう、 固い ものに ぶっかる 高い 音が、 銃声 

の あいだにき こえました。 しかし、 その 銃声に おどろ 

いて、 鼠 一 匹 飛 出して くる 様子が ありません。 

「もう 大丈夫 だ。 進め！」 


塩田 大尉 は、 まっさきに 室内に とびこみました。 つ 

づ いて 一 彦が。 —— - 

すると、 ふしぎな ことが 起り ました。 二人が 室内に 

とびこむ と 同時に、 どういう 仕掛が あるの か、 室内に 

はば つ と 明かる く 電灯が つきました。 

「うむ、 なにから なにまで、 最新式に 作って ある」 

塩田 大尉 は、 感心し ました。 

「なぜ、 こんな 秘密 室が こしらえて あるので しょうか 

ねえ」 

「さあ、 どういう わけだろう ね。 帆 村 探偵が いればす 

ぐ わかる だろう に」 


といって、 塩田 大尉 は、 室内 をみ まわしました。 こ 

こ はがらん とした 室で、 なんにも おいてありません。 

「なんにも 物が おいてない というの は、 へんだ ね」 

「へんです ね。 秘密 室の 中 を、 わざわざ 空 部屋に して 

おくなん て、 へんです ね」 

一彦 は、 少年 探偵 きどりで いいました。 

血痕の 行方 


「塩田 大尉。 これ は、 やはりなん かもつと たいへんな 

仕掛が あるの じ やないで しょうか」 

と、 一 彦 少年 は、 がらんと した 秘密 室内 をみ まわし 

ながらい いました。 彼 はいつ の 間に 覚えた か、 帆 村の 

探偵 術 を まねして いるよう です。 

「うん、 なるほど。 じゃあ 一彦 君、 君 は そっち を さが 

してみ たまえ、 私 はこつ ち を さがして みょう」 

塩田 大尉と 一 彦と は、 左右に わかれて、 室内 を さが 


しはじめました。 

一 彦は、 腰 を かがめて、 床 をな めんば かりにして 見 

て あるいて います。 すると 彼 は、 床の 上に、 黒ずんだ 

点々 が、 ぼたり ぼたり とついて いるの を 発見し ました。 

「あつ、 へんな ものが —— 」 

と 一 彦 がさけ ぶと、 塩田 大尉 は、 すぐ とんで 来 まし 

た。 

「なんだ、 一彦 君。 へんな ものって、 なに かあつた の 

かね」 

「ここに あるんで す。 黒ずんだ 点々 が、 ずっとむ こう 

まで つづ い て います」 


「ほう、 これ か」 

と、 塩田 大尉 は 床に しゃがみ、 その 黒ずんだ 点々 の 

一 つ を 指先で つぶして みました。 

それ は、 ぐちゃり とつ ぶれました。 そして 赤黒い 汁 

が、 わずか とびだしました。 

「ふん、 これ は 怪しい ぞ」 

塩田 大尉 は、 指の さき を 鼻の さきに もってい きまし 

た。 ぶうんと、 生ぐ さいにお いが、 塩田 大尉の 鼻 をう 

ちました。 

「あつ、 これ は 血 だ。 血のに おいだ！」 

「えつ、 血 です か」 


さあ、 たいへんな もの を 見つけました。 大 利根 博士 

邸の 秘密 室に こぼれて いた 古い 血 だまり は、 一体なに 

を 語る のでし ようか。 

大 利根 博士 は、 どこへ 行って しまったので しょうか。 

この 血 だまりの ある こと を 知つ ている のでし ようか。 

塩田 大尉と 一 彦と は、 しばらく 無言で 顔 を 見 あわせ 

て いました。 
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大 利根 博士の 秘密 室に、 点々 と 床 をよ ごして いる 血 


の あと！ 

一彦 少年 はび つくりし ましたが、 その 血の 点々 が ど 

こへ つづいて いるの かと、 それ をた どって いきます と、 

すみ 

やがて それ は 奥まった 室の 隅のと ころで、 とまって い 

ました。 

「塩田 大尉、 血 は ここでと まってい ますよ」 

「なるほど、 これから 先 は、 どこへ いってい るの だろ 

うかな あ」 

二人 は、 その 室の 隅 を いろいろと さがして みました。 

すると その 壁の 一番 隅つ こに、 一 銭 銅貨 を 五つ 並べた 

ぐらいの 大きさの、 お 猿の 面が はりつけて ありました。 


「おや、 こんな ものが あります よ」 

「どれどれ。 ほう、 お 猿の 顔の 彫り ものら しいが、 こ 

のがらん とした 部屋に は 似 あわし からぬ 飾り もの だ 

ね」 

そのお 猿の 面 は、 鉄 かなに かで できて いました。 

「 一 体 これ はなんで しょうね」 

一彦 は、 お 猿の 面 をい じってみ ました。 ひっぱって 

みました が、 とれません。 しかし、 横に ひっぱつ てみ 

ますと、 お 猿の 面が うごきました。 そして 下から、 思 

いがけ なく 鍵穴が あらわれました。 たいへん 大きな 鍵 

穴で ありました。 


「おやおや、 こんなと ころに 鍵穴が あります よ」 

塩田 大尉 も、 そこへ しゃがんで 顔 を 前へ つきだし ま 

した。 

「なるほど、 これ は大 発見 だ。 たしかに 鍵穴に ちがい 

ない が、 こんなと ころに 鍵穴が あるなん て、 どういう 

仕掛に なって いるんだろう。 しかし、 みたまえ 一彦 君 

この 鍵穴 はずい ぶん 大きい ね。 よほど 特別 製の 大きな 

鍵 をつ かう の だ。 どっかに、 その 鍵が おちて いない か 

な あ」 

そういって 大尉 は、 室内 を また きょろきょろ みまわ 

し ま ^9 


一彦 は、 それに は 答えないで、 じっと その 大きな 鍵 

穴 をみ つめていました。 
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お 猿の 面の 下に ある 大きな 鍵穴！ 

一彦 少年 は、 しきりに 考えて います。 

(どこかで、 見た ことの あるよう な 鍵穴 だが —— ) 

そのうし ろに、 塩田 大尉の 靴音が、 こっこつ こつと 

きこえて まいりました。 

「ざんねん だな あ。 どこに も そんな 大きな 鍵 はおち て 


いやしな いよ、 一彦 君」 

「あつ、 そうだ！」 

そのと き 一彦 は、 とびあがって、 さけびました。 

「この 鍵 は、 僕が 持って います」 

塩田 大尉 は、 びっくり しました。 

「えつ、 なんだ つて。 君が この 鍵 を 持って いるって」 

「そうです。 いまやつ と 思い出しました。 これ は あの 

お 猿の 鍵が はいるのに ちがいありません」 

「なに、 お 猿の 鍵 だって」 

「ええ、 そうです。 それ はね、 あの 怪塔 王が 海辺に お 

としてい つた 鍵なん です。 僕 は その 鍵 を 型に して 別の 


鍵 をつ くって 持って いますよ、 怪 塔の 入口 も、 その 鍵 

であいた のです」 

「そうか。 ふうむ、 それ はたい へんな 鍵 だ。 一彦 君 は、 

今 それ を 持って いるの かね」 

塩田 大尉 は、 息 を はずませて、 ききかえしました。 

「持って いますと も。 僕 は それ をお 守の ようにし てい 

つも ポケットの 中に 入れて いるんで す」 

といって、 少年 は ポケット を さぐって、 鍵 をと リだ 

しました。 それ は 銅び かりの した 大きな 鍵で、 なる ほ 

ど 握りのと ころが 猿の 顔に な つ ている もので ありまし 

た。 


「おお、 なるほど これ は 見事な 鍵 だ。 では、 はまる か 

どうか、 さっそく はめて みょうで はない か」 

塩田 大尉 は 少年から その 鍵 を うけとって、 隅の 鍵穴 

にあて てみ ました。 すると 鍵 は、 うまく 穴の 中に する 

すると はいりました。 
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猿の 鍵 は、 ついに するすると 鍵穴に はいった のです。 

さあ、 この 大 利根 博士の 地下 秘密 室に、 これから どん 

な ことが はじまる のでし ようか。 


塩田 大尉と 一 彦 少年と は、 鍵穴の 前に かがんで、 

ちょ つ と 一 息つ きました。 

「うまく 鍵が はいり ましたが、 鍵 を まわして みまし よ 

うか」 

「うん、 うまく はいった ね。 一体 これ は 何の 鍵 だか わ 

からない が、 まあと にかく 鍵 を まわして みょう」 

まことに、 変な 隅つ こに 鍵穴が あるので すから、 二 

人と も、 この 鍵 を まわした とき、 どんな ことが 起る の 

か、 一向に 見当が つきません。 

「じゃあ、 鍵 を まわし ますよ、 いいです か」 

一彦 少年 は、 猿の 鍵 を 右へ ひねって みました。 する 


とがち やりと 音が して、 錠 はう まく はずれました。 

「錠が はずれた」 

「うむ、 はずれた か」 

一 一人が 顔 をみ あわせた とたんの 出来 ごとで ありまし 

た。 どこか 地の 底で、 ごうごう という モ— トルの まわ 

る 音が きこえ だした とお も つ たら、 ぎりぎ リ ぎりと 金 

属 のきし る 音が して、 一 一人の 目の前に ある 壁 全体が、 

しずかに 上へ あが つ て いくではありません か。 

「おや。 壁が 上へ あがって いく」 

「うむ、 そうか。 この 壁の 向こうに、 まだ 部屋が ある 

んだ。 一彦 君、 こっちへ よってい たまえ。 中から なに 


が とびだす かわから ないから —— 」 

塩田 大尉 は、 少年 をう しろに かばいました。 そして 

なお も怪音 をた てて 上へ あが つ ていく 壁 を じ つ と 注意 

していました。 

ぎりぎりぎ リ。 

重い 扉 は、 なお も 上へ あがって いきます。 壁の 下 か 

らは、 その 奥に ある 部屋の 床が みえて きました。 しか 

しその 部屋に どんな ものが あるの かに ついては わかり 

ません。 わかって いるの は 血痕が 中まで つづいて いた 

こと だけです。 


怪しい 機械 


大 利根 博士の 地下 秘密 室のお もい 壁 扉 は、 まだぎ り 

ぎりぎりと 音 をた てて あが つてい くと ころです。 

新しい 科学 兵器の 研究者と して 名高い 大 利根 博士 は、 

いま どこへ いっている のでし ようか。 この 前、 軍艦 淡 


路 にあら われた きり、 誰も 博士の 姿 を 見た ものがない 

のです。 磁力 砲に やられた 軍艦 淡路の 鉄板 をた くさん 

切りと つても つて かえった 博士 は、 それ を しらべて く 

れる はずで したが、 博士 は 本当に しらべて いるので 

しょうか。 

一彦 少年 は、 大 利根 博士の こと を、 たいへん 怪しい 

博士 だとお もっています。 塩田 大尉 は、 それと 反対に 

かなり 信用して いるよう です。 

どっちが 本当 か、 それ はいずれ はっき リ わかる で 

しょうが、 一 彦 にして みれば、 いくら 秘密の 研究 をし 

ている 学者に しろ、 邸内に ずいぶん 怪しい 仕掛 をして 


いるの がな により 不審で たまりません。 

大 利根 博士の 実験室が、 部屋 全体 エレべ ー タ ー のよ 

うに 下にお りる 仕掛に なって いたり、 また さっきみ つ 

けた 隅つ この 鍵穴に、 あの 怪塔 王の もっていた 猿の 鍵 

が ぴったり はいったり すると ころから 考える と、 大利 

根 博士と 怪塔 王と は、 なんだか 深い関係が あるよう に 

おもわれます。 

その 深い関係と は、 はたして どんな 関係で ありま 

しょうか。 

重い 壁 扉 はぎり ぎりぎりと 上へ あが つ て いきました。 

そしてと うとう 壁だった ところが、 すっかり 開放し に 


なりました。 

いまこ そ、 室内が よくみ えます。 

おお その 部屋 は、 ちょっとした 倉庫 ほど も あるひろ 

い 部屋です。 しばらく あけた こと もなかった とみえ、 

中から はぷ— ん とかび くさい 臭が ただよ つ てきました 

「こら、 出て こい」 

塩田 大尉 は、 暗い 部屋に 向かって 叫びました。 しか 

し 室内 はたい へんしず かでした。 
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「誰もい ないよう だ」 

塩田 大尉 は、 一彦 を ふりかえって いいました。 

「でも、 中が 暗くて、 よく わかりません ね」 

「待った。 そこに 電灯の スィッチが 見える。 いまつけ 

るから  」 

と、 壁の 内側に あった スィッチ をお します と、 室内 

は、 ぱっと 明かる くな りました。 

「ほう、 あれ は 何だろう」 

塩田 大尉 は、 その 部屋の 真中に、 横 だお しにな つて 

いる 妙な 機械の そばに よりました。 

「なんでし ようね」 


一彦 も、 そばに よって、 その 機械 を つくづく ながめ 

ました。 それ は 全く 妙な 機械と いうより いいあらわし 

方の ない 機械で ありました。 まず それに 似た もの を 思 

いだして みます と、 熱帯 地方に 棲んで いる 錦蛇と いう 

大きな 蛇が、 とぐ ろを卷 いていて、 そして 鎌首 を もち 

あげてい ると ころ を 考えて ください。 但し、 その 大蛇 

の 首 は 一 つで はなく、 七つの 首 を もっています。 その 

首 をよ くみます と、 それ は ラッパみ たいに 先が 開いて 

いるので す。 そのと ころ は、 ちょうど 聴音機み たいで 

す。 それが 横 だお しにな つて、 長く 頸 を だらん とのば 

している のです。 全体 はすべ て 大小の ちがい は あれ、 


みみず 

管で できて いるので、 蚯蚓の 化物の ようで もあります _ 

まことに ふしぎな 機械です。 

これ を じっとみ ていた 塩田 大尉 は、 だんだん 息 を は 

ず ませて きました。 その 顔色 は、 はじめは 赤く、 そし 

て のちに は 青く かわりました。 

「塩田 大尉。 これ はどうした 機械な のです か」 

一彦 も、 なに かしら ぞっとす る もの を 背中に かんじ 

大尉の そばに よ つ ていきました。 

「ふうん、 これ はね、 多分 大 利根 博士が 研究 中 だとい つ 

ていた あべ こべ 砲の 一 種ら しい」 

「あべこべ 砲と は、 なんの ことです か」 


あべこべ 砲と いうの は、 きいた ことのない 名前です- 

一体 この 七つの 首の 化物 機械 は、 なに をす る 機械な の 

でしよう か。 
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「あべ こべ 砲と いうの はね」 

といって、 塩田 大尉 は ぶるぶると 身ぶ るい をし まし 

た。 

「そんなに 恐し い 機械です か」 

「うん、 もし これが 出来たら、 これまでの 兵器 はみ な 


役に たたなくなる という 恐し い 機械 だ。 しかし、 それ 

はたい へん むずかしくて、 ここ 十 年 や 二十 年のう ちに 

は 出来ないだろう という 話だった。 つまり、 あべこべ 

砲と いうの は、 たとえば、 自分が ピストル を 敵に むけ 

て どんと 撃った とする。 すると あたりまえなら、 弾丸 

は 敵の 胸板 を 撃ちぬ く はずで あるが、 このと き、 もし 

敵が あべこべ 砲 を もっていた とすると、 その 弾丸 は 敵 

にあたら ないで、 あべこべに 自分の 胸に あたって 死な 

ねばならぬ というの だ」 

「なるほど、 それで あべこべ 砲です か。 しかし そんな 

ことが 出来る でしよう か」 


「うむ、 まあ 出来ないだろう という 話だった が、 今 こ 

こに 横た おしにな つてい る 機械 を 見る と、 かねて 大利 

根 博士が ちょ つ と 洩らした 話の 機械に よく 似て いるん 

だ。 待って いたまえ。 もっとよ くしら ベて みょう」 

そういって、 塩田 大尉 は 機械 を めんみつに しらべて 

いました が、 そのうちに 大声で、 

「あつ、 わかった」 

「えつ、 わかりました か」 

「対 磁力 砲の あべこべ 砲 —— と 書いて ある。 一彦 君、 

ここ を 見た まえ。 機械の 裏側に、 博士の 筆蹟で、 管の 

うえに ほりつけて ある I 


一彦が、 のぞいてみ ますと、 なるほど 一等 太い 管の 

裏に、 「対 磁力 砲の あべこべ 砲」 とほり つけて ありまし 

た。 

「じ や、 もう 安心です ね。 これが あれば 怪塔 王の もつ 

ている 磁力 砲 を やつ つけられ ますから ねえ」 

「ところがそう はいかな いよ、 一彦 君」 

「なぜです」 

「だって、 このと おり、 あべこべ 砲 は ひどく 壊れて い 

る じ やない か。 その上、 大 利根 博士が どこに 行った の 

か、 姿が 見えんで はない か」 
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怪塔 王の 持って いる 磁力 砲 を 負かす ことが 出来そう 

に 思われる あべ こべ 砲が、 大 利根 博士の 秘密 室の 中に 

ころがって いました が、 残念に も、 あべこべ 砲 は 壊れ 

ています 上に、 それ を 発明した 大 利根 博士 も いないの 

です。 

塩田 大尉と 一彦と は、 顔 を 見合わせて ため 息をつき 

ました。 

「なんとかして 大 利根 博士 を、 早く 見つける より 仕方 

力る ヒ 


「そうです ね、 博士 はこん な 大事な 機械 を ここへ おい 

て、 どこへ いってし まった のでし ようね」 

といった とき、 はっと 一彦が 思い出した ものが あり 

ます。 それ は、 外から つづいて いた あの 気味の わるい 

血の あとの ことです。 

(そうだ。 あの 血の あと！ あれ はこの 部屋へ つづい 

ていたが、 どうな つてい るの かしら) 

一彦 は、 少年 探偵 気どりで、 血の あと を しらべに か 

かりました。 

血 は、 この 部屋に はいると、 たいへん たくさん 床の 

上に こぼれて いました。 それ は、 床の 上に なに かひき 


ずって いったよ うに、 条 になって いました。 その 跡 を 

つけて いきます と、 奥の 隅つ こに ある テ— ブルの 上に 

つづいて いました。 

テ— ブルの 上に も、 下に も、 血 はたく さん こぼれて 

いました。 そのうえ、 テ ー ブルの 下に は、 血に そまつ 

た ズボンが 一 つ 落ちて いました。 

「あつ、 こんな ものが —— 」 

と、 一 彦が とりあげ てみ ますと、 ズボン は ひどく 血 

にょごれ、 そして ナイフ かなん かで 切ったら しくず た 

ずた に ひきさいて ありました。 

「どうした 一彦 君。 なに、 血ぞ めの ズボンが あつたと 


いうの か」 

塩田 大尉 は、 かけつけるな リ、 その ズボン を とりあ 

げて、 電灯の 光の 下で じつ となが めて いました が、 さ つ 

と 顔色 を かえ、 

しま 

「あつ、 これ は 見覚えが ある 縞 ズボン だ。 いつも 大利 

根 博士 は、 この 縞 ズボン を はいて いられた！ すると 

博士 は  」 

一 彦の 探偵 眼 


怪塔 王と いう ふしぎな 人物の ために、 軍艦 淡 路をこ 

わされたり、 飛行機 を うちおとされ たりした ものです 

から、 わが 海軍 は、 いよいよ これ は 一大事と 怪塔王 を 

本式に 討伐す る ことにな リ ました。 

なにしろめ ずらしい 新兵 器 を もっている 怪塔王 を 相 

手と する のです から、 その 作戦 もなかな かたい へんで 


まず 第一に おしらせし なければ ならぬ こと は、 秘密 

艦隊と いう ものが 編成され たこと です。 この 司令官に 

いけがみし ようしょう 

は、 池 上 少将が 任命され ましたが、 この 秘密 艦隊 は、 

それ こそ まったくの 極秘の うちにつ くられた ので、 海 

軍の なかで も 知らぬ 人が たくさん ありました。 

怪塔王 を 討伐す るた めに、 艦隊が できた という こと 

は、 まったく 今までに なかった ことです。 それ を 見て 

も、 いかに わが 海軍で は 怪塔王 をお そるべき 敵と お 

も つ ている かが わかる でしよう。 

きかんろ つこう 

〇〇 軍港に うかんで いる 旗艦 六 甲の 司令官 室に おい 

て、 池 上 少将 は、 いま 幕僚 を 集めて 秘密会議 中です。 


そこに は 塩田 大尉と 一 彦 少年の 顔 も 見えます。 いや、 

見える どころ ではなく、  二人 はい ま、 司令官に 大 利根 

博士 邸の こと を 報告して いると ころな のです。 

司令官 はじめ 幕僚 は、 塩田 大尉の 報告が あまりに 怪 

奇 なので、 目 をみ はったり、 首 を ふったり、 拳 を かた 

めたり して、 おどろい ています。 

「その 縞 ズボン は、 たしかに 大 利根 博士の 物に ちがい 

ない の だね」 

司令官 は、 念 をお しました。 

「はい、 塩田 はかた くそう 信じて おります」 

「それで、 大 利根 博士 は、 その後 どうした というの か」 


「博士 は、 この 血ぞ めの 縞 ズボン を 残した まま、 どこ 

かへいって しまった ようです。 私 ども は、 かなりく わ 

しく 秘密 室 を しらべ ましたが、 とうとう 博士の 姿 をみ 

つける ことができませんでした」 
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「博士の ありかが わからな いうち は、 なんとも いえな 

いが、 どうやら 博士 は、 怪塔王 一 味に 襲われた と 思わ 

れ るが、 それ はどう 思う」 

司令官 池 上 少将 は、 塩田 大尉に たずねました。 


「塩田 も、 司令官 閣下の おっしゃる ところと 同じ 考 

であります。 大 利根 博士 は、 新しい 学問 をして いる 国 

宝 的 学者です。 怪塔 王に とって は、 それがず いぶん 邪 

魔で ある ことと 思います。 それで 襲撃し まして、 博士 

を 殺した のではないでしょう か」 

「まず、 そんなと ころで あろうな」 

「ところが、 ここに 居ります 一彦 少年 は、 私と ちがつ 

た考を もってお ります。 少年の 口から、 ぜひお きき を 

ねがいた いのであります」 

塩田 大尉 は、 かたわらに 腰 を かけて いる 一彦の 方 を 

ふりかえった。 


「なに、 この 少年が ちがった 考を もっている というの 

か。 それ はぜ ひ 聞かせて もらおう」 

司令官 も、 一 彦が帆 村 探偵の 甥で ある こと は、 よく 

知っていました。 この 少年が、 なに をい いだす やらと 

急に 顔 をに こに こさせて 一 彦を ながめました。 

「僕 は、 大 利根 博士が たいへん 怪しい 人物 だと 思い ま 

す。 なぜと いえば、 博士 邸に は 怪しい こと だらけです」 

「怪し い こと だらけと は  」 

「まず 第一 に、 博士の 実験室が エレべ— タ —のように 

上下に 動きます。 これと 似た 仕掛が、 怪 塔の 中に も あ 

りました よ。 帆衬 おじさんと 僕と は、 その 仕掛の ため 


に、 檻の 中に 入れられて、 一階 下へ 落された ことがあ 

リ ました」 

「怪しい ことがあるなら、 どんどんい つ て ごらんな さ 

い」 

司令官 は、 熱心な 面 持で、 一 彦を せきたてる ように 

い いました。 

「第二 は、 この 猿の 鍵です」 

一彦 は、 ちゃりん と 音 を させて、 テ— ブルの 上に 大 

きな 鍵 を 出しました。 
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「なに、 猿の 鍵？」 

司令官 は、 その 大きな 鍵 を 手に とって、 ふしぎそう 

になが め、 

「第二に、 この 鍵が 怪しい と は」 

「そうです、 博士 邸の 一 番 おくに ある 秘密 室 は、 その 

鍵で あいたの です。 ところが、 その 猿の 鍵 は、 怪塔王 

が 大事に して もっている 鍵な のです。 あの 怪 塔の 入口 

を あける の は、 やはり この 鍵で ない とだめ なのです」 

と、 一彦 は 自分の 信じて いると ころ を すらすらとの 

ベました。 


「で、 それが どうした というの かね」 

「はい、 司令官 閣下。 僕が 今 あげたよ うに、 怪 塔と 博 

士 邸と は、 たいへん 似た ところが あるので す。 です か 

ら、 怪塔 王と 大 利根 博士と は  」 と、 ちょっと 言葉 

をと どめ、 「同じ 仲間で はない かとお もうので す」 

「えつ、 怪塔 王と 大 利根 博士と が、 同じ 仲間 だとい う 

のか。 それ はどう も とっぴな 答 だ。 あつ はつ はつ」 

司令官 は、 思わず 笑いました。 

「でも、 そうとし か 考えられません もの」 

「しかし だ、 一彦 君。 博士 は、 われわれの 尊敬して い 

る 国宝 的 学者 だし、 それに ひきかえ 怪塔王 は、 わが 海 


あだ 

軍に 仇 をな す 憎むべき 敵で ある。 その 二人が 同じ 仲間 

と は、 ちと 考えす ぎで は あるまい か」 

「でも、 そうとし か 考えられません もの」 

一彦 少年 は、 いつに 似ず、 たいへんがん ばってい ま 

「だが ねえ、 一 彦君」 

と、 こんど は 塩田 大尉が、 口 を ひらき、 

「君の いうよう に、 もし 怪塔 王と 博士と が、 同じ 仲間 

だとす ると、 博士の ズボンが 血ぞ めに な つてい るの が 

変で はない かねえ。 なぜと いえば、 仲間 同志で 殺し あ 

うなん てこと は 変 だからね」 


「あれ は、 怪塔 王が 僕たち を だます ために やった の だ 

と 思います。 怪塔 王が 博士 を 殺した とみせ かけ、 実は 

—— 実は。 I 」 

と、 一彦 少年 は、 その 先 をい おうか、 いうまい かと 

息 を はずませました。 

そせい 

兵曹長の 蘇生 


小 浜 兵曹長 は、 どうしたで しょうか。 

大 暴風の 中 を 突破して、 やっと 陸地 をみ つけて 海岸 

に 不時着した 兵曹長 は、 そのまま、 機上に 人事 不 # に 

なって しまった こと は、 皆さん おぼえて おいでで しょ 

、つ。 

それから どのくらい 時間が たった かしれ ません がふ 

と 気がついて みると、 夜 はすつ かり 明け はなれ、 あれ 

ほど はげしかった 嵐 は どこかへ 行って しまい、 まるで 

噓 のよう な 上天気に な つ て いました。 


「ああつ、 暑い！」 

やけに 暑い 太陽の 光線が、 兵曹長の 体に じかに あ 

たって いました。 その 暑さの あまり、 気がつい たらし 

いのです。 

「ああ、 どうも 暑くて たまらん。 なんて 暑い のだろう- 

のどが 乾いて、 からから だ」 

兵曹長 は、 座席の 下から 水筒 を とりだし、 目をつぶ つ 

て、 がぶがぶと うまそう にの みました。 

ふと 気が ついて みると、 これ は 青 江 三 空曹の 名の は 

いった 水筒で ありました。 怪塔 王と 闘って、 ついに 壮 

烈な死 をと げた 青 江 一 一 一 空曹 のこと が、 いまさらに 思い 


出されて、 兵曹長 ははら はらと 涙 を こぼしました。 

「おい、 青 江。 空の どこから か 俺の 声 を 聞いて いるか。 

俺 はきつ と 貴様の 仇 を 討って やる ぞ。 俺の する こと を 

見て いろ！」 

と、 ひとりごと をい いながら、 また 水筒の 水 をが ぶ 

がぶ とのみ ましたが、 

「や あ 青 江、 いま 貴様の 水筒から 水 をのんで いる ぞ。 

どうも ごちそうさま、 貴様 は 暑かない のか。 なに、 も 

う 神様に なったら、 ちっとも 暑くない つて。 よしよ し 

わかった。 それじゃ、 もう  一 口 水筒の 水 を ごちそうに 

なる。 いや どうもす まん」 


しばい 

兵曹長 は、 ひとり 芝居 を やりながら、 また 水筒の 水 

を がぶがぶ とのみ、 とうとう 水筒 をから にして しまい 

ました。 よほどの どが 乾いて いたよう です。 むり も あ 

りません。 昨日からの 兵曹長の 奮闘ぶ りと いい、 そし 

て 今 また この 暑さです。 
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「なんしろ 暑い。 ここ は どこなん だろう」 

と 小 浜 兵曹長 は、 座席から 下りて、 飛行機の 陰に は 

いりました。 


「ああ、 壊れて いら あ。 翼が めちゃめちゃ だ。 よく 働 

いて くれた 愛機だった が、 もうどう にもな らん」 

愛機 は、 怪塔 王の 磁力 砲に うたれ たり、 暴風雨に 叩 

かれたり、 無理な 着陸で 翼 を 折ったり、 さんざんな 目 

にあいました。 

水 を うんと のんだ ので、 兵曹長 はたい へん 元気 づき 

ました。 さらに 座席の 下から、 航空 用 食料 を とりだし 

て 食べました ので、 いよいよ 兵曹長 は大 元気に なリま 

した。 

「さあ、 元気に なった。 ところで、 電話の ある 家 を さ 

がそう」 


兵曹長 は 腰 を あげ、 壊れた 飛行機の 下から 出ました。 

小手 を かざして、 附近 を じっと 眺めて いた 兵曹長 は、 

「ここ は 一 体 どこだろう か。 たいへん さびしい 海岸 だ 

な」 

うしろに 砂丘が ありまし たので、 兵曹長 は その上に 

のぼりました。 高い ところへ のぼれば、 見晴らし がき 

くから と 思った のです。 

「あれえ、 な、 なんにも 家ら しい ものが 見えない ぞ」 

海岸に 家が 一 軒 もない ばかり か、 その 奥 は 一 面の 砂 

原つ づきでありまして、 家 も 見えなければ、 電柱 も 立 つ 

ていません。 


「これ はお どろいた。 まるで 無人島の よう だ」 

無人島？ 

この 荒涼たる 風景 を 見て いると、 ほんとうに 無人島 

であるよ うに 思われて きました。 

「無人島へ 不時着した となると、 こいつ は なかなか 

やっかいな ことにな つた ぞ」 

でも 兵曹長 は、 口 ほど 困って いる 様子 もな く、 あた 

リを しきりに じろじろ見て いました が、 砂原の 向こう 

のこぎ リ 

は、 そう 高くない 山です が、 まるで、 鋸 の 歯の よう 

に 角ば つ た 妙な か つ こうの 山が あるのに 目 をつ け まし 

た。 


無人島で 見つけた のこぎり 山！ 

小 浜 兵曹長 は、 そのの こぎ リ 山のと ころまで いって 

山 をの ぼ つ て 見ようと おもいました。 

ひょっとすると、 山の 向こうに、 なに か 漁夫の 家で 

も あり はしない かと、 そんな こと を 考えつい たからで 

小 浜 兵曹長 は、 草原 を 山の 方に むかって、 歩き だし 

ました。 


太陽の 光 は、 じつに 強く、 頭が ぼうっと 煙に なって 

燃えて しまい そうです。 でも、 その 砂 まじりの 草原 を 

どんどん すすんで いきました。 

草原が つきる と、 いよいよ 岩石で つみあげられ たの 

こぎり 山です。 小 浜 兵曹長 は、 はやく 山 をの ぼリ きつ 

て、 その 向こうに どんな 風景が あるか 見たい もの だと 

たいへ ん 好奇心 を そそられました。 

「これで は、 まるで ロビンソン = クル— ソ ー だ。 どう 

か 山の 向こうに、 一軒で もい いから 人間の 住んで いる 

家が あります ように」 

ロビンソン = クル— ソ ー は、 有名な 漂流物 語の 主人 


公です ね。 

小 浜 兵曹長 は、 いよいよ のこぎり 山の頂 上 を、 すぐ 

目の前に 見る ようになりました。 

「さあ、 いよいよ 向こうが 見える ぞ。 はやくの ぼって 

しまおう」 

兵曹長の 足 どり は、 急に かるくな りました。 やっと 

かけごえ を かけ、 のこぎり 山の頂 上の 岩の 間から、 向 

こう を ひょいと ながめました。 

そのと きの 兵曹長のお どろいた 顔ったら、 ありませ 

ん でした。 

「やや やや やつ、 これ はたい へんだ。 まさか 夢を見て 


いるの じゃある まいな」 

兵曹長 は、 岩の 上に、 へなへなと 腰をおろしました。 

きも 

あまり 思い も かけない 風景に、 さすがの 猛 兵曹長 も胆 

を つぶした ようです。 

山の 向こうに は、 一体 どんな 風景が あつたで ありま 

しょうか。 

おどろい てはいけ ません。 山の 向こう は、 まつ 平に 

なって いまして、 怪塔 ロケットが 七つ 八つ も、 まるで 

筍 のように 地上に 生え 並んで いるので す。 
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山の 向こう は、 たぶん ひろびろとした 海岸であって 

白い 砂浜 を、 まつ 青な 浪が 嚙ん でい るので あろうと お 

もっていた 小 浜 兵曹長の 想像 は、 すっかり 外れて しま 

いました。 

のこぎり 山の 向こう は、 ちゃんと 地なら し をして あ 

りまして、 りっぱな 飛行 基地の ようです。 おどろき は 

それば かりで はなく、 天下に ただ 一 つと おもって いた 

怪塔 ロケット がー つや 二つ どころ か、 みなで 八 台 も 並 

ん でいた のです。 

「これ はた まげた。 一体 あそこ はどうい う 人が 持って 


いる 飛行 基地なん だろう」 

飛行 基地で はない、 怪塔 ロケット 基地と いった 方が 

正しい ようです。 

あの おびただしい 怪塔 ロケット は、 一体 誰の ものな 

のでしょう。 そして また、 こんなと ころに 集めて おい 

て、 なに をしょう というので しょうか。 

考えれば 考える ほど、 たいへんな 秘密 基地です。 小 

浜 兵曹長 は、 この 地球のう えに、 まさか このよう にた 

くさん の怪 塔が あろうと は、 一 度 も 考えた ことがあり 

ませんで した。 

「下りて いって しらべても いいが、 もし 俺が みっかれ 


ば ふたたび 生かして 帰して くれまい な あ。 命 はおし く 

ない が、 このような 秘密 基地の ある こと を、 わが 海軍 

に 知らせる まで は、 死んだり 俘虜に な つ てはいけ ない」 

このと き 小 浜 兵曹長 は、 海岸に 翼 をぶ つつけ て 壊れ 

てし まった 愛機の 中に、 まだ 無電 装置 だけ は 壊れず に 

あった こと をお もいだ しました ので、 それ を 使って 至 

くびす 

急 艦隊へ 知らせようと、 踵 を かえして、 のこぎり 山 を 

かけおりました。 

どんどん 走って、 壊れ 飛行機の 上に とびのり、 無電 

装置 をい じってみ ますと、 天の たすけ か、 うまく 働く 

ではありません か。 


兵曹長 は、 しきりに 艦隊の 無電 班に よびかけました。 

すると、 ひよ つく リ 応答が はいって きました。 

「おお、 小 浜 兵曹長からの 無電 だ。 小 浜 はもう 海中に 

墜 ちて 死んだ かとお もってい たのに、 ちゃんと こっち 

を 呼んで きた ぞ」 

無電 班 は、 おどろいたり、 よろこんだり。 
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孤島から、 小 浜 兵曹長が うった 無電 は、 艦隊 無電 班 

をたい へん 驚かせました。 


それから 双方 はしば らく、 無電 を さかんに 打ち あい 

ました。 

「貴官 は 今、 どこに いて、 なに をして いるの か」 

と、 小 浜 兵曹長に たずね ますと、 

「自分 は 怪塔を 見失い、 嵐の 中 をむ ちゃくち やにと び 

まわり、 ついに 無人島ら しきと ころに 不時着し、 翼 を 

折った。 もう 飛行機 は 飛べない。 しかし 身体に は 異状 

がない から、 安心 を 乞う —— 応援に 出動した という 知 

らせ のあった わが 飛行隊 はどうし たか」 

と、 小 浜 兵曹長 は 答え、 また 問い かけました。 

「わが 出動 飛行隊 は、 暴風雨に さえぎられ、 ついに 怪 


塔 ロケット にも あわず、 貴官の 飛行機に も あわな かつ 

た —— その 孤島 は 何処か わかる か」 

「わからない。 しかし 自分 は 大変な もの を 発見した。 

この 島に、 のこぎりの 歯の ような 形 をした 山が ある。 

この 山の 西側に、 大 飛行場が あって、 そこに 怪塔 ロケ ッ 

トが七 八 機 集って いる。 だから この 島 は怪塔 ロケット 

の 根拠地 だと 思う。 はやく この こと を 塩田 大尉に 知ら 

せても らいたい」 

すると、 無電 班で はたい へん 驚いた ようで ありまし 

た。 しばらく 答 はなく、 小 浜 兵曹長 は、 無電が 故障に 

なった かとお もった くらいで ありました。 


そのうちに、 艦隊からの 無電が、 また 聞え てき まし 

た。 

「貴官 の 報告 は、 じつに 重大な ものであった。 貴官の 

いる 孤島の 位置 を 知りたい から、 これから 五分 間 つづ 

けて 電波 を 出しても らいたい。 こっちで は、 その 電波 

を 方向探知器で はかって、 位置 をき める から。 とに か 

く 貴官は 貴重なる 偵察 者で あるから、 大いに そこにが 

ん ばっていても らいたい。 では、 早速 五分 間つ づけて 

電波 発射 をた のむ」 


小 浜 兵曹長 は、 愛機の 無電 装置 を はたらかせて、 五 

分 間 つづけざまに 電波 を 発射いた しました。 

本隊の 方で は、 この 電波 を 方向探知器で はかり、 小 

浜 兵曹長の いまい る 位置 を は つ きりき めようと いうの 

です。 

そのうち にも、 小 浜 兵曹長 は 生存して いたと いうよ 

ろ こばし くも、 またお どろくべき ニュ— スは、 それ か 

ら それ へ と 伝わ つ ていきました。 

本隊の 無電 班 は、 しきりに 潜水艦 ホ 十九 号 を よんで 

レます 


その 潜水艦 は、 そのころ ちょうど 南洋 群島 附近 を 巡 

航中 であり ましたが、 よびだしの 無電 を うけとつ たの 

で、 すぐさま 無電で 応答して まいりました。 

「貴 艦 は 直ちに、 遭難 機の 方角 を 測定 せられよ」 

「承知！」 

本隊と 潜水艦 ホ 十九 号との 両方の 方向探知器が、 と 

もに 小 浜 機の 発射す る 電波の 飛んで くる 方角 を さだめ 

ました。 

両方の 結果 を あわせて、 地図のう えに、 小 浜 機の 位 

置 を もとめて みます と、 ついに わかりました。 

北緯 三十 六 度、 東経 百 四十 四 度！ 


それが 遭難 機の 位置になります。 

いぬぼう ざき 

そこ は、 犬吠埼 から ほとんど 真東に、 三百 キロ メ— 

トルば かりい つた 海中です。 

いや、 海中ではありません。 普通の 地図に は 出て い 

ません が、 実は そこに 一 つの 小さな 島が あるので す。 

島の 名 は、 世に も おそろしき in 骨 島！ 

この 島 は 無人島と いう ことにな つてい ました。 しか 

し、 昔から この 島に は、 何 べん か 原 地 人が 住んだ こと 

が あるので す。 しかし、 いつの 場合で も、 原 地 人た ち 

は 誰も この 島から 元の 集落へ 帰って きません。 後から 

別の 原 地 人た ちがいつ てみ ますと、 前の 原 地 人た ち は 


白骨に なって いるので す。 それが 毎度の ことでした。 


白 SR 島 


そういう 不思議ない いったえ の ある 白骨 島です。 だ 

れも 恐し がって 住む 者が ありません。 いまではもう 無 


人 島に なって いる ことと、 だれもが 信じて いた 白骨 島 

です。 

その 白骨 島に、 小 浜 機が 不時着した というの です。 

翼 は 折れて 飛べ なくなった といい、 また 操縦士の 青 江 

三 空曹が 壮烈なる 死 をと げたと い います。 それさえ た 

いへんな ニュ ー ス であるのに、 その 白骨 島の 山 かげに 

そび 

は、 怪塔 ロケットが 八 台 も 肩 をなら ベ て 聳え 立 つてい 

ると いうので す。 これが 一大事でなくて なんで ありま 

しょう。 

しかし、 その 位置が わかった こと は、 なにより よい 

ことで ありました。 


「貴 官の 位置 は 判明した。 北緯 三十 六 度、 東経 百 四十 

四 度、 白骨 島と 思われる」 

本隊から は、 すぐさま 小 浜 兵曹長に 結果 を 知らせて 

やりました。 

そして、 もっと 島の 模様 を 知らせて よこす ように 命 

令 を 出しました。 

のこぎ リ 

「よろしい。 まず 地形 をのべ ます。 島の 中央に、 鋸 

の 歯の ような 岡が あり、 その 東 …… 」 

と、 そこまで 無電 は 文字 を つづって きました が、 と 

たんにぶ つりと 切れました。 あと はどう 催促しても だ 

めでした。 


小 浜 兵曹長 は、 どうしたので しょうか。 

いや、 どうしたの どころ ではありません。 白骨 島の 

うえで は、 いま 大 格闘が はじまって いると ころです。 

小 浜 兵曹長 は、 本隊との 無電 連絡で、 一生 けんめい 

になって いました ところ、 とつぜん 背後から 首 を 

ぎゅっと しめつけられました。 全くの 不意う ちで あり 

ました。 

兵曹長 は、 救難 信号 をう つ 間もなく、 電 鍵から 手 を 

はなさなければ なりませんでした。 

「な、 何者！」 

というの もの どの 奥 だけです。 兵曹長 は、 自分の 首 


せお いなげ 

を しめつけた 曲者の 腕 を とらえて、 やっと 背負 投 をし 

ました。 それから 大乱 闘と なった のです。 とつぜん 現 

れた 相手 は 一 体 何者でしょう？ 
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勇士 小 浜 兵曹長 は、 息つ ぐ まもなく 前後左右 からく 

みついて くる 怪人た ち を、 あるいは 背負 投 でもって、 

機上に あおむけに 叩きつ け、 あるいは また 得意の 腰投 

で 投げとば し、 荒れ 獅子の ように あばれまわりました _ 

兵曹長 をお そった 怪人た ち も、 この ものすごい 兵曹 


長の 力闘に、 すこし ひるんで みえました。 そして 砂上 

に、 遠 まきに して、 兵曹長 をに らんで 立って います。 

小 浜 兵曹長 は、 はじめて この 不意う ちの 敵 を ずらり 

とみ まわしました。 

敵の 人数 は 十四 五 人 も ありました。 兵曹長 一人の 相 

手と して はずい ぶん たくさんの 人数です。 

「な、 何者 だ。 俺 を どうしょう というの か」 

小 浜 兵曹長 は、 ひるむ 気色 もな く、 敵に 対して どな 

りつけ ました。 

「う、 うう つ」 

と、 呻って いる 敵方の 面々 は、 黒人が あるかと 思う 


うわぎ 

と、 ロシャ 人が よく 着て いる ル バシカと いう 妙な 上衣 

をき ている 者 もあります。 この ル バシカ をき ている の 

は、 白人の ようで ありました。 

そのうちの 一人の 白人が、 たっしゃな 日本語で もつ 

て しゃべり だしました。 

「アナ タは、 向こうの 山への ぼって、 下にな にが ある 

か、 ことごとく 見た でしよう。 白状なさい」 

みがまえ 

言葉 はたい へんて いねいで すが、 敵の 身 構 はたい へ 

ん ものすごいです。 多分 彼 は、 こういうて いねいな 日 

本 語 はし や ベ れ ますが、 乱暴な 日本語 を しゃべる こと 

がで きないの でしよう。 


「なんだ、 白状し ろって。 あつ はつ はつ はつ、 あまり 

俺 を 笑わせる ない。 ここ は 日本の 領土で はない か。 貴 

様た ち こそ、 こんなと ころで 一体なに をして いるの だ _ 

さあ、 それ をまず 俺に 話す がいい」 

小 浜 兵曹長 は 仁王の ように 突立ち、 敵方の 大将 株ら 

しい 白人 をぐ つとにら みつけました。 

敵方 は、 すこし うろたえ はじめました。 
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「さあ、 話せ。 貴様た ち こそ、 日本の 領土 内で、 なに 


をして いるの か」 

小 浜 兵曹長の おごそかな 言葉に、 兵曹長 をお そった 

敵方 は、 いよいよ もじもじし はじめました。 

「どう だ、 悪い と 思ったら 降参せ よ。 おとなしく すれ 

ば、 なんとか 助けて やろう」 

と 小 浜 兵曹長 は、 あべこべに 敵方 をのみ こんでい ま 

すると 敵方の 大将 株ら しい 白人が、 なにごと か、 変 

な 言葉で かけ 声をかけました。 

「うん、 来る か」 

敵方 は、 目 を 猿の ように ひからせ、 ふたたび じり じ 


りと 兵曹長の 身ぢ かくに せま つ てきました。 

「アナ タ、 動く と あぶない。 これが 見えません か」 

敵の 大将 株の 白人が、 いきなり ピストル を 兵曹長の 

方に つきつけました。 

ピストル は、 他の 敵の 手に も 握られて います。 

「撃つ のか。 うまく 中ったら おなぐさみ だ」 

兵曹長 は、 ピストルの おそろし いこと など を 全くし 

ら ないようです。 

相手 は、 自分 を 俘虜に したいの であって、 殺す つも 

りで はない こと を、 はやく も 見ぬ いていた からです。 

果して、 ピストル を もっていない 十 人ば かりの 敵が、 


合図と ともに ど つ と 押し よせてき ました。 

「おお 来たな。 そんなに 俺に 投げとば されたい か」 

兵曹長 は、 敵の 来る の を 待たず、 自分から すすんで 

敵の 一 人に とびつき、 

「やつ！」 

ともえなげ 

と、 あざやかな 巴投 で、 相手の 体 を 水車の ように 投 

げ とばしました。 

あとの 敵 は、 不意 をく らい、 その 場に 重なりあって 

さざえ 

両手 をつ きました。 それ をみ る や、 兵曹長 は 栄螺の よ 

うな 拳固 を かためて、 手 もとに 近い 敵から、 その 頰ぺ 

た を、 ぱ しんぱ しんと なぐりつけました。 いや、 いい 


音の する ことと いったら。  
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小 浜 兵曹長 は、 海ば たで、 十数 人の 敵 を 相手に、 格 

闘 をつ づけて います。 

「どう だ、 降参 か！」 

と、 叫んで は 投げ、 どなって は 投げ、 敵の 荒 くれ 男 

を ころがしました。 

ル バシカ 男 も 黒人 も、 地上に 匐つ て、 うん うんうな つ 

てレま す 


ど ー ん。 

ど ど ど— ん。 

その 時です。 銃声が 大きく ひびいた の は。 —— 

「うう む」 

小 浜 兵曹長 は、 ばつたり 砂上に たおれました。 

敵 は ピストル を 発射した のです。 

兵曹長が たおれた の を 見る と、 敵 はたい へん 元気に 

なって、 その まわりに あつまって まいりました。 

兵曹長 は、 起き あがろうと しきりに 砂上に 腕 をつつ 

ぱ つてい ますが、 なかなか 起き あがる ことが 出来 ませ 

もも 

ん。 それ も その はず、 彼 は 腿のと ころ を ピストル のた 


まに うちぬかれ たのです。 鮮血 は ズボン を 赤く 染めて、 

なお も ひろが つ て いきます。 

敵 は それ を 見る と、 どっと 兵曹長の 上に おし 重なり 

ました。 なんでもかんでも、 彼 を 俘虜に してし まおう 

というの です。 

「き、 貴様ら にっか まって たまる もの か。 この 野郎、 

えいつ」 

小 浜 兵曹長 は 腕 だけつ かって、 また 敵 を 投げとば し 

ました。 なかなか 勇猛な 兵曹長です。 

そのと き、 敵の 大将 株の 男 は、 卑怯に も 兵曹長のう 

しろから そっと 忍びより ました。 そして 兵曹長の 油断 


をみ すます と、 足 を あげて、 かたい 靴の さきで、 兵曹 

長の 後頭部 を 力ま かせに が あんと 蹴とば しました。 

「あつ！」 

いくら 勇猛で も、 頭 を 蹴られて はた まりません。 兵 

曹長 は 苦しそう にう めき、 そのまま 砂上に 手足 を だら 

ん とのば して、 静かに なって しまいました。 

といき 

敵 どもの、 大きな 吐息が きこえました。 

秘密 艦隊 会議 


〇〇 軍港に 碇泊して いる 軍艦 六 甲で は、 秘密 艦隊 司 

令 官池上 少将 を はじめ 幕僚 一 同と、 塩田 大尉 や 一 彦少 

年の 顔 も 見え、 会議が つづけられ ています。 

司令官 池 上 少将 は、 一彦 少年の 顔 を じっとみ つめ、 

「さあ、 遠慮なく 一彦 君の 考 をい つて ごらんなさい _ 

怪塔 王が 博士 を 殺した と 見せかけて、 それで どうした 

と いうの かね」 


一彦 は、 いおうか、 いうまい かと、 まだ 口 を も ごも 

ごして います。 

「おい 一彦 君、 司令官の おっしゃる とおり、 君の 考を 

大胆に い つ て ごらん」 

塩田 大尉 も、 そばから 口 を そえて、 一 彦を はげまし 

ました。 

「はい。 では、 思いきって いいます」 

と、 一 彦は、 すっくと 席から 立ちました。 

「これまで 僕が 見たところ では、 大 利根 博士 邸内の ェ 

レべ ー タ ー 仕掛の 実験室と いい、 猿の 鍵で あく 秘密 室 

といい、 怪塔 王が 怪 塔の 中に 仕掛けて いるのと 同じな 


ん です。 だから 博士と 怪塔王 は、 なんだか 同じ 仲間の 

ように おもわれます。 ところが、 あの 邸内の 秘密 室に、 

博士の 血ぞ めの ズボンが 発見され ました。 博士の 身の 

上に まちがいが あつたよ うに 思われます。 ちょっと 見 

やしき 

ると、 怪塔 王が 邸へ しのび 入って 博士 を 殺した よう 

に 考られ ます。 しかし これから 怪塔 王が 大 活動 をし よ 

うとい うとき、 大事な 自分の 仲間 を 殺す なんて こと は 

変 だと おもいます。 僕 は —— 僕 は、 こう おもいます。 

怪塔 王と 大 利根 博士と は、 別々 の 人で はなく、 同じ 人 

だと おもいます」 

「なに、 怪塔 王と 大 利根 博士と は、 同じ 人 だとい うの 


か。 ふうむ、 それ は おもいきった 考じ や」 

と、 司令官 は おどろかれました。 

「もっとく わしく いいます と、 怪塔 王と いうの は、 実 

は大 利根 博士の 変装で あると おもいます」 

「えつ、 大 利根 博士が 怪塔王 だと —— 」 
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「大 利根 博士が 怪塔王 だとい うの か」 

なんという 大胆な 考 でしよう。 

一 彦 少年の この 大胆な 言葉に、 司令官 を はじめ 幕僚 


たち は、 しばらく はたが いに 顔 を 見 あわせる だけで、 

言葉 をつ ぐ 者 もありませんでした。 

そのうちに、 やっと 口 を 開いた の は 塩田 大尉で あり 

ました。 

ニ彦 君。 なにがなんでも、 それ は あまりに 大胆す ぎ 

る 結論 だぞ。 あの 尊敬すべき 国宝 的 学者が、 まさか 大 

国賊に なろうと は 思われない」 

「でも、 大 利根 博士 邸で 発見され たいろい ろな 怪しい 

ことがあります ねえ。 あの 怪しい こと は、 どう 解いた 

らいいで しょうか。 今 もし 大 利根 博士が 怪塔 王に 変装 

している の だと、 かりに 考えて みると、 この 怪しい 節々 


は、 うまく 解ける ではありません か。 博士 邸と 怪 塔が、 

まったく 同じような 仕掛に なって いる こと、 同じ 鍵で 

あく ことな ど、 みな 合点が いくではありません か。 ど 

う 考えても、 怪塔 王と いうの は大 利根 博士が 化けて い 

るの だと おもいます」 

「一彦 君の いうと ころ は、 もっともな ところが ある。 

しかし 私に は、 あの 大 利根 博士が、 そんな 見下げた 国 

賊 になった と は、 どうしても 考えられないの だ」 

塩田 大尉 は、 まだ どうしても、 一彦の いう こと を 全 

部 信ずる 気に はなれませんでした。 

ちょうど そのと き、 本隊から 池 上司 令.？ 目のと ころへ、 


怪塔 ロケット を 追跡 中 行方不明 になった 小 浜 兵曹長 か 

らの 無電が はいつ て 来たと いう 喜ばしい 報告が ありま 

した。 

「おお、 小 浜 兵曹長からの 無電が はいった そうだ」 

「えつ、 小 浜 は 生きて いました か」 

と、 おどりあが つたの は、 塩田 大尉です。 

「うむ、 生きて いるら しい。 彼 は 無人島 上に つくられ 

ふじちゃく 

ている 怪塔 ロケットの 根拠地に 不時着して いるそう 

だ」 


「えつ、 無人島 上に、 怪塔 ロケットの 根拠地が あると 

いうので すか」 

「根拠地と は、 一 体 どういう 意味の —— 」 

幕僚 や 塩田 大尉 は、 この だしぬけの 根拠地 報告に、 

びっくり しました。 

司令官 は、 電文のお もて を 見ながら、 

「場所 は 北緯 三十 六 度、 東経 百 四十 四 度に ある 白骨 島 

だと ある。 そこに は怪塔 ロケットが 七 八 台 も勢ぞ ろい 

して いるそう だ」 

「ふむ、 怪塔 ロケット は 一台 かぎり かと 思って いまし 


たが、 七 台 も 八 台 も あるので すか。 これ はわが 海軍に 

とって、 じつに 油断の ならぬ 敵です」 

「そうだ、 怪塔 ロケット 一台で すら、 あのと おり 新鋭 

戦艦 淡路 をめ ちゃめち やにして しまったん だから、 そ 

の怪塔 ロケットに 七 八 台 も 一 しょに やって来られ たの 

では、 わが 連合艦隊 を もってしても、 まず とても 

太刀 打が できまい な」 

「残念です が、 司令官が おっしゃる とおりで あります。 

^  J れが 砲撃 や 爆撃 や 雷撃 でもって 攻めて 来られる ので 

ありましたら、 わが 艦隊に おいて こつび どく 反撃す る 

自信が あるので すが、 世界に めずらしい 磁力 砲な ど を 


もって 来られた ので は、 鋼鉄で できて いる わが 軍艦 は、 

まるで 弾丸の 前の ボ— ル 紙の 軍艦と かわる ことがあり 

ません」 

「うう む、 残念 だが、 これ は 困った ことにな つた」 

さすがに 武勇に ひいでた 士官 達 も、 怪塔 ロケットの 

持つ 磁力 砲の 威力の こと を 考える と、 たいへんに おも 

しろく なくなりました。 

塩田 大尉 は、 この 時、 席に 立上り、 

「こう なれば、 われわれの 選ぶ 道 はた だ 一 つで あると 

思います。 すなわち、 大 利根 博士の 秘密 室で 発見され 

た あべこべ 砲 を 製造して、 あれ を 軍艦 や 飛行機に とり 


つける のです」 

「うむ、 そうする より 仕方がな いが、 あの あべこべ 砲 

は 壊れて いるそう ではない か」 
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怪塔 ロケット 一台 さえ、 もてあまし 気味であります 

のに、 小 浜 兵曹長からの 無電に よれば、 白骨 島に は、 

ァ J のよう な怪塔 ロケ ッ トが 七 八 台 もい ると い う 報告な 

のであります から、 全く 驚いて しまいます。 

たのみに 思う 大 利根 博士 発明の あべこべ 砲 は、 博士 


の 秘密 室の なかに ありまし たが、 これ は 壊れて いて 役 

に 立たない という ことであります。 

塩田 大尉 は、 司令官の 前で じっと 考え込んで いまし 

たが、 やがて 決心の 色 をう かべ、 

「司令官、 あべこべ 砲の こと は、 塩田に おまかせ くだ 

さいません か」 

「なに、 まかせろ というの か。 塩田 大尉 は、 どうす る 

つもり か」 

「は あ。 私 は、 あべこべ 砲 をもう 一度よ くしら ベて み 

ます。 そして なんとか 役に立つ ようになお してみたい 

と おもいます」 


「塩田 大尉、 お前に は、 あべこべ 砲 をな おせる 見込が 

あるの か」 

「はい、 私 はかね て大 利根 博士と、 新兵 器の ことにつ 

きまして、 いろいろと 議論 を いたした ことが ございま 

すので、 それ を 思い出しながら、 あの あべこべ 砲 を 実 

際にい じってみ たいとお もい ます。 机の 上で 考えて い 

るより、 一 日で もはやく 手 を 下した 方が 勝 だと 考え ま 

す。 あべこべ 砲 は、 とてもな おせない もの か、 それと 

もな おせる もの か、 いずれにしても、 すぐに とりかかつ 

た 方が、 答 は 早く 出る と 思います。 白骨 島 をす ぐに も 

攻略した いのは 山々 でございますし、 あの 島に 上陸 後、 


音信不通 となった 小 浜 兵曹長の こと も 気に かかります 

が、 しかし 御 国に 仇 をす る 怪塔王 を 本当に やっつける 

みち 

に は、 今のところ、 この あべこべ 砲の 研究より 外に 途 

がありません。 ですから、 私 は 我慢して、 目 を 閉じ 耳 

をふさぎ、 壊れた あべ こべ 砲と 智慧 くらべ を はじめた 

く 思います。 ぜひお 許し を 願います」 

「よろしい、 では 許して やろう。 当分、 秘密 艦隊の 方 

へ 出勤し なくても よろしい」 

青い 牢獄 


こちら は、 白骨 島です。 

勇士 小 浜 兵曹長 は、 残念に も 怪人 団 のために 頭 をけ 

られ、 人事不省に おちいりました。 

それから 後、 兵曹長の 身の まわりに は どんな ことが 

あつたか、 それ は 彼に は 何も わかりませんでした。 そ 

れ からどの くらいの 時間が たった か、 はっきり いたし 


ません が、 とにかく 兵曹長 は ひとりで 我に かえり まし 

た。 気がついて みると、 脳天が まるで 今にも 破れそう 

に、 ずきんず きんと 痛んで いるので す。 

「ああ、 痛い」 

さすがの 兵曹長 も、 思わず 悲鳴 を あげました。 そつ 

と 手 を もっていって みると、 そこの 所 は、 餡 パン をの 

せた ように、 ひどく 腫れ あがって いました。 

「ち、 畜生。 よくも こんなに、 ひどいめにあわせ やが つ 

たな」 

兵曹長 は、 目 を ぱっちり あける と、 あたり をき よろ 

きょろ と 眺めました。 


「はて、 ここ は どこか しら」 

あた リは、 電灯 一 つついて いない 真暗な 場所で あり 

ました。 そしてた いへん 寒くて、 体が がたがた ふるえ 

るので す。 

手 さぐりで、 そこら あたり をな でまわし てみ ますと 

床 は 固く、 そして じめじめして いました。 

「はは あ、 これでみ ると、 俺 はとうとう 怪塔 王の 一 味 

のた め、 俘虜に なって、 穴 倉 かど こかへ ほうりこまれ 

たのに ちがいない。 ちえつ、 ざ、 残念 だ。 無念 だ。 帝 

国軍 人が 俘虜に なると は、 この 上 もない 不名誉 だ。 そ 

れに、 憤死した 青 江 三 空曹の 仇 も 討たない うちに、 こ 


んな 目にあう と は、 かえすがえす も 残念 だ  なんと 

かして、 俺 はこ こ を 破つ て、 自由な 体に な つ て やる ぞ」 

小 浜 兵曹長 は、 ばりばり 歯が み をして、 奮闘 をち か 

いました。 

その 時、 どうした わけ か、 小 浜 兵曹長の 頭の 上の 方 

から、 青い 光が さっと 照らしつ けました。 
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頭の 上から、 さっと 照らしつ けた 青い 光！ 

「おやつ —— 」 


と、 小 浜 兵曹長 は、 上 を 見 あげました。 

すると、 下から 二十 メ J ^ル もあろう と 思われる 高 

い 天井に、 一 つの 青 電灯が ついた ことが わかりました。 

それと 共に、 今 小 浜 兵曹長の いる 室内の 様子が、 青 

い 光に 照らし 出されて、 大分 はっきり わかって まいり 

ました。 

それ は、 実に 細長い 室で ありました。 まるで、 煙突 

の 中に いるよう な 気がします。 兵曹長の 横たわつ てい 

る 所 は、 円くて、 そして 人間が やっと 手足 をのば して 

寝られる くらいの 広さの 床 を もっていました。 そこ か 

ら上 は、 まっすぐに 円筒形の 黒い 壁に なって いました。 


「ふん、 怪塔 王が 好きら しい 造りの 牢獄 だ」 

その 黒い 壁に、 もしゃ 上に のぼれる 梯子の ような も 

ので も あるかと 思いました から、 よく 気をつけて 眺め 

あしが 力 

ました。 しかし そのような 足掛りになる もの は 何 一 つ 

とてな く、 全く つるつるした 壁で ありました。 

その 時、 小 浜 兵曹長の 頭に、 ちらりと ひらめいた 疑 

問が ありました。 

「なぜ、 今頃に なって、 天井の 青い 電灯が ついた の だ 

ろうか」 

これ はなに か、 小 浜 兵曹長に 対し、 上から ピストル 

でもう ちかけ るので はない かと 思われました。 そこで 


彼 は 身動き もせず、 じっと 天井の 方に 油断な く 気 をく 

ば つ ていました。 

その 時で ありました。 

「ばつ まつ まつ まつ」 

と、 とつぜん 破鐘の ような 笑い声が、 頭の 上から 響 

いて 来ました。 

兵曹長 は、 はっと 息 をのみ ました。 

「はつ はつ はつ はつ。 ふふん、 やっぱり 貴様だった の 

か。 わしの ロケット を 執念ぶ かく どこまでも 追い かけ 

て 来た 飛行機 のりだな。 なんだ、 変な 顔 をす るな。 は 

は あ、 わしが どこから 見て いるか わからん ので、 びつ 


くりして いるの だろう。 あは はは、 こっちから は、 貴 

様の そのぐ るぐ る 目玉が 大 見え じ や」 

まさ 

という 声 は、 正しく 怪塔 王です！ 
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怪塔 王の しわがれ 声 は、 天井裏から うすきみわるく 

ひびいて 来ます。 声 はき こえます が、 怪塔 王の 姿 はふ 

しぎに も 見えません。 

小 浜 兵曹長 は、 傷の いたみ も わすれて、 怪塔 王の 声 

のす る 方 を じっと 睨みつ けて いました。 怪塔王 は、 こ 


れ から 何 をしょう というので ありまし ようか。 

「あは はは、 そんな 恐し い 顔 をしても、 もう 駄目 だよ 

この 牢獄へ はいった が 最後、 二度と 外へ は 出られない 

の だ。 このへんで、 すこし 早目にお 念仏で もとな えて 

おくがいい」 

怪塔 王の いう こと は、 あいかわらず 憎々 しい ことば 

まゆ 

かりです。 このと き、 小 浜 兵曹長 はきり りと 眉 を あげ 

「やい、 怪塔 王、 貴様 は 俺 を なぜ こんなと ころに 入れ 

たんだ。 俺が どうした というの か」 

「わかって いる じ やない か。 貴様 は、 わしの 乗って い 

た怪塔 ロケット を 空中で 攻撃した。 そのと き 一人 だけ 


やっつけ たが、 貴様 を 殺し そこなった。 わし は それ を 

残念に 思って いたと ころ、 貴様の 方から、 この 白骨 島 

へ 踏み こんで 来たで はない か。 そして 貴様の 方で は 気 

がっかないだろう が、 あの 岡の 上から、 貴様 は 怪塔ロ 

ケット の 根拠地 をす つか リ見 てし まったろう。 こんな 

とこに 怪塔 ロケットの 根拠地が あるなん てこと は、 絶 

対 秘密なん だ。 それ を 知った 上から に は、 いよいよ 貴 

様 を 殺して しまう ほかない」 

「ふふん、 そんな ことか。 なんだ、 ばかみ たいな 話で 

はない か」 

「なにが ばか だ。 こいつ 無礼な こと をい う」 


「だって、 そうじゃ ないか。 ここに 怪塔 ロケットの 根 

拠 地が あつたと いう こと は、 俺 は 無電で もって、 すつ 

かり 本隊へ 知らせて おいた よ。 だから 今では、 秘密な 

んて えもの じ やない よ。 お気の毒 さま だね」 

「えつ、 無電で 知らせた のか」 

怪塔 王の 声 は、 おどろき のために、 急に かわり まし 

た。 こ こぞとば かりに、 小 浜 兵曹長 は、 

「本隊で は、 いまに 大挙して、 ここへ 攻めて 来る といつ 

ていた ぞ」 
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「なに？ ここへ 大挙して 攻めて くるって？」 

怪塔王 は、 思わず 聞き かえしました。 

小 浜 兵曹長が、 声 を 大きく して、 わが 海 空軍が この 

白骨 島へ 攻めて くる ぞと、 おどろかしました ので、 怪 

塔 王 もさす がに ぎよ つ としたよう でありました。 

「どう だ、 おどろい たか」 

怪塔王 は、 それに は 言葉 を かえさず、 しばらく 天井 

裏からの 声 はき こえませんでした。 

「おい 怪塔 王、 このへんで 降参して はどう だ。 わるい 

ように は、 はからわない ぞ」 


兵曹長 は、 牢獄の なかから、 大きな 声で 怪塔王 を ど 

なりつ けました。 

「なに をい うんだ。 捕虜の くせに、 口の へらない 生 意 

気な やつ だ」 

と 怪塔王 は、 ついに 腹 をた てた ようで ありました。 

「まあ、 そこに そうして ひとりで いばって 居る がいい 

いまに 貴様 は、 自分で もって、 どうしても 黙ら なきや 

ならない ように してやる。 そうだ、 その 前に、 貴様に 

い いもの を 見せて やる」 

「なんだ と！」 

「ふん、 貴康 がい ま 居る ところ を、 どんなと ころと 思つ 


ている のかね。 まあいい、 いま 扉 を あけて、 外 を 見せ 

て やろう。 これ を 見たら、 貴様 はもう すこしお となし 

くなる こと だろ、 つ。  さあ そろそろ あける ぞ」 

怪塔 王の 声が、 まだお わらない うちに、 ふしぎ や、 

彼の 頭の 上で、 ぎい ぎい と 音が して、 壁に 四角な 穴が 

あきました。 そして 青い 光が すうつ とはいって きまし 

た。 

おや 何だろう か。 

兵曹長 は、 痛む 体 を 腕で おこして、 頭の 上に あいた 

四角な 壁 穴 を のぞきました。 

「ああつ、 これ は！」 


兵曹長 は、 思わず 大きな 声 を 出しました。 

四角な 壁 穴の 外に は あつい ガラスが は つ て ありまし 

たが、 その 向こうに 見えた の は、 おそろしい 海底の 風 

景 でした。 
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「どう だ、 窓の 外が 見える か。 ゆっくり 見物して いる 

vr ヽヽ 一 

力 レレ」 

そういい すてて、 怪塔 王の 声 は、 天井裏から 消えて 

しまいました。 


窓外 は、 たしかに 深い 海底で ありました。 青い 光に 

照らし だされて、 大きな 魚が およいで いるの がみえ ま 

した。 海藻 群が、 ゆらゆら とまるで 風 をう けた 林の よ 

うに ゆらいで みえます。 見る からに 気味の わるい 風景 

です。 

そのうちに、 小 浜 兵曹長が とじこめられ ている 部屋 

の 明かりが、 海底に さした ものと 見えて、 魚が ゆら ゆ 

らと ガラス戸の ところへ、 よって 来ました。 

それ を じっと見 ていた 小 浜 兵曹長 は、 はっとお どろ 

きました。 

窓 を 外から ご つん ご つんと 鳴らしに 来る 魚が 見え ま 


したので、 これ をと くと 見なお します と、 魚 も 魚、 た 

いへんな 魚で ありました。 それ は、 長さ 四 五メ— トル 

さめ 

も あるよう な 鮫 だの、 海蛇 だので ありました。 それ 等 

の おそろしい 魚 は、 みな 腹 をへ らして いるものと 見え 

歯 をむ い て 小 浜 兵曹長の 顔が みえる 窓 のと ころへ、 一 

つ、 また 一 つと よって 来ます。 おそろしい 海底の 有様 

でありました。 

(怪塔 王 は、 おれ を こんな 魚に 食べさせようと 考えて 

いるの か) 

と、 小 浜 兵曹長 は、 背中が ぞっと さむくな るの をお 

ぼえ ました。 


だが、 こんな 魚に 食べられて しまう の は、 ざんねん 

です。 なんとか ここ を 逃げ だす 工夫 は あるまい かと、 

兵曹長 は 壁 を のぼるつ もりで、 ちょっと 手 を ふれて み 

ましたが、 壁 は ぬらぬら していて、 とてもの ぼる こと 

はでき ません。 さすがの 勇士 も、 しょげて いますと、 

その 時、 

「小 浜さん、 今た すけて あげます よ」 

と、 とつぜん 頭のう えで、 おもいが けぬ 声が しまし 

た。 兵曹長 はお どろいて 立ち あがり、 上 を 見上げ まし 

た。 そのと き、 上から 一本の 綱が するすると 下って 来 

ました。 


生きて いた 帆 村 


おそろしい 海底 牢獄へ、 とつぜん 下された 綱 一本！ 

兵曹長 は、 夢 かとば かりにお どろき ました。 とに か 

く 先の こと はわ かりま せんが、 これ 幸 にまず この 海 


底 牢獄から ぬけだし たがよ いと 思いました ので、 綱に 

つかま つ て どんどん あがりました。 

煙突の ように ほそ 長い 海底 牢獄 を、 綱 をた よりにぐ 

ん ぐん 上への ぼって いきます と、 もうあと すぐ 天井に 

ぶつかりそう なと ころに、 一つの 横穴が あいてい まし 

た。 

綱 は、 そこから 下へ おろされて いるので ありました 

「おお、 ここにぬ け 穴が あつたか」 

小 浜 兵曹長が、 その 横穴 を ひょいと 見る と、 そこに 

命の綱 を 一 生 懸命に 引 張って いる 帆村荘 六の 姿が、 電 

灯の 光に 照らされて 見えました。 


「おお 帆 村 君 か。 君 は 無事だった のか」 

と、 うれし さ 一 杯で、 思わず 兵曹長が さけびました 

ところ、 帆衬 は、 

(し— つ。 黙って いてく ださい) 

と、 眼と 身ぶ りで しらせました。 

どうやら 帆 村 は、 小 浜 兵曹長す くいだ しの 途中で、 

怪塔 王に 気 どられ る こと を、 たいへん おそれて いるよ 

うで ありました。 

小 浜 兵曹長に も、 すぐ それが わかりました ので、 あ 

と は 黙々 として 綱 をた ぐり、 帆 村の いる 横穴へ 匐い こ 

みました。 


「帆 村 君、 助けて くれて ありがとう」 

と、 兵曹長が 思わず 帆 村の 方へ 手 を さしだせば、 帆 

村 も それ をぐ つ と 握り かえし、 

「いいえ、 たいした ことではありません。 それより 僕 

は、 思いがけなく、 小 浜さん を 迎える ことができて、 

どんなに か うれし いんです」 

「君 こそ、 よくこの 島に がんばつ ていて くれたね え。 

この 島 は怪塔 王の 根拠地ら しいが、 一体、 怪塔王 は 何 

を 計画して いるの かね」 

「それ はいずれ 後から お話しし ます。 しかし、 今 は、 

それ をお 話しして いる ひまがな いのです。 それよりも 


すぐ ここ を 逃げて ください」 
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「すぐ 逃げろ というの かね」 

と、 小 浜 兵曹長 は 帆 村の 顔 を 見つめ、 

「いや、 僕 は 逃げない ぞ。 怪塔 王と 一騎う ち を やって、 

いけどり 

生 捕に してや るんだ。 あいつ は 悪い 奴 だ。 わが 海軍に 

仇 をす るば かり か、 俺の 大事な 部下の 青 江 を 殺し や 

がった。 ここまで 来れば、 俺 は 命 を かけて、 怪塔王 を 

とっちめて や るんだ」 


小 浜 兵曹長に は、 青 江 三 空曹の 死が、 どんなに か 無 

念であった のでしょう。 

「いや、 待って 下さい。 怪塔王 を やっつけ るに は 時期 

があります。 とにかく 今夜、 あらためて 僕たち は 会い 

ましょう。 こうして いるう ちに も、 もし 怪塔 王が テレ 

ビ鏡を のぞけば、 あなたの 姿 も 僕の 姿 も、 すっかり 見 

られ てし ま うんです。 見られたら 最後、 僕たち は 殺さ 

れて しまいます。 さあ、 ぐずぐず しないで 一 刻 も 早く ■ 

ここ を 逃げて 下さい」 

帆 村 は 一 生 懸命に、 小 浜 兵曹長に 脱走す る こと をす 

すめました。 


「そうか。 そういう ことなら、 残念ながら、 ひとまず 

ここ を 逃げよう。 どっちへ 逃げる のかね」 

小 浜 兵曹長 は、 おさまらぬ 胸 を やっとお さえました _ 

「わかって くれ ましたね。 さあ、 こっちへ ついて 来て 

下さい」 

帆 村 は、 持って来た 綱 を、 くるくる とまき、 束に す 

ると、 それ を 肩に かついで、 先に 立ちました。 横穴 は 

かなり 長く 向こうへ つづ いています。 

ひざ 

帆 村と 小 浜の 両人 は、 膝が しらが 痛んで 腫れ あがる 

ほど、 一生 けんめいに 匐い ました。 

横穴 はいくた び も 曲り ましたが、 やがてつ いに 尽き 


て、 その代りに ぼっかり 洞穴に 出ました。 小 浜 兵曹長 

は、 やっと 腰 をのば して、 やれやれと 背の び をし まし 

た。 かなり 広い 洞穴です。 じめじめして いるの は、 や 

はり 海 近い こと を ものがた つ ている の だと 思われ まし 

た。 帆 村 は 先に 立って、 岩 をし きりに 押してい ます。 
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帆 村 は、 しきりに 岩 を 押してい ましたが、 そのうち 

に、 ぼっかり 穴が あきました。 とたんに、 黄い ろい 光 

がすう つ と は ハ つ てきました。 


「小 浜さん。 ここが 海底 牢獄の 秘密の 出入口な のです。 

さあ ここから 出て いきましょう」 

「や あ、 まるで 冒険小説 を よんで いるよう な 気がする 

な あ。 さあ、 君の いくと ころへ なら、 どこへ でもつ い 

て いくよ」 

「ええ、 あまり 大きな 声 をし ないで、 ついて きて くだ 

さい」 

二人 は 秘密の 出入 口を出ました。 外 は 明かる いお 月 

夜で ありました。 くもりない 濃い 紺色の 夜空に は、 銀 

のお 盆の ように 光った まんまるい 月が あが つてい まし 

た。 


「ああ、 いい 月 だ。 白骨 島に も、 こんなにう つくしい 

月が、 光 をな げかけ るの かな あ」 

今まで は、 どこまでも 強いば かりの 小 浜 兵曹長 だと 

ばかり 思って いました のに、 彼 は 月 をみ てこん なや さ 

しい こと をい いました。 本当の 勇士 は、 強いば かりで 

はなく、 また 一 面に は、 このように やさしい 気持 を もつ 

て いるものです。 

帆 村の 方 は、 そんな ゆっくりした 気持に なれません。 

もし こんな こと をして いる こと を 怪塔王 や 見張 番 にみ 

つかって は、 それつ きりです。 ですから、 兵曹長 を は 

ざ ん ごう 

やく はやくと せきたてて、 すぐ 前 を 走って いる 塹壕の 


ような 凹んだ 道 を、 先にた つて かけだしました。 

「どこへ いくの かね」 

小 浜 兵曹長 も、 おくれて はならぬ と 帆 村の あと を 

追って、 どんどんつ いていき ました。 

凹んだ 道 は、 かなり 曲リ 曲って、 小高い 丘の 方へ つ 

づ いてい ましたが、 そこ をの ぼリ きった ところに、 小 

れんが だて 

さい 煉瓦 建の 番小屋の ような ものが ありました。 

「さあ、 ここへ はいって ください」 

帆 村に せきたてられて、 兵曹長が 中にはい つてみ ま 

すと、 室内 は 四畳半ぐ らいの ひろさで、 中には 藁が 山 

のように 積んで ありました。 


見張 小屋の 朝 


小さい 煉瓦 建の 番小屋 —— その 中に 山の ように 積ん 

である 藁！ 

「ああ、 これ は なかなか いい 寝床が ある」 


小 浜 兵曹長 は、 子供の ように 無邪気に 藁の 山へ かけ 

あがりました。 

ザ J のとき 帆 村 は、 

「では、 小 浜さん。 だいぶん 時間が たちました から、 

私 は怪塔 ロケットへ 一 たん 戻ります。 今夜 ふけてから、 

あらためてもう 一度まい ります。 それまで、 ここに か 

くれていて ください」 

「すぐ 訊きたい こと も あるんだ が、 あとから にす るか。 

ではき つと、 後から 来て くれた まえよ、 いいかね」 

小 浜 兵曹長 は、 帆 村 を かえした くはなかった けれど、 

やむをえず、 かえしました。 その あとで、 彼 は 藁の 上 


に大の 字に なって、 のびのびと 寝ました。 よほど 疲れ 

ていたの でありましょう。 まもなく 彼 はぐつ すりと 寝 

こんで しまいました。 

やがて 兵曹長が 目 を さました ときには、 あたり は 

すっかり 明け はなれ、 明かる い 日光が 窓から すうつ と 

さしこんで いました。 

「あつ、 とうとう 夜が 明けち まった。 はてな、 昨夜 来 

ると いった 帆 村 探偵 は、 ついに 顔 を 見せなかった。 彼 

は 一 体 どうした のだろう」 

あんなに 約束して いった 帆 村が、 ついに 昨夜 やって 

こなかった という こと は、 兵曹長 を 不安に しました。 


ひょっとすると、 帆 村 は 昨夜 海底 牢獄から 自分 をす く 

いだした こと を怪塔 王に かぎつけられ、 そのために ひ 

どい 目にあ つ ている ので はない かしらん などと 心配し 

ました。 

小 浜 兵曹長 は、 藁の 上から おりて、 いつも やり なれ 

ている 徒手体操 を はじめました。 連日の 奮闘で、 体の 

ふしぶしが いたくて たまりません。 しかし 体操 をなん 

べん かくり かえして いるう ちに、 だんだんな おってき 

たようです。 それが おわる と、 兵曹長 はふ かく 注意 を 

しながら、 そっと 窓のと ころへ 寄りました。 

そのと き 彼の 眼 は 「おやつ」 と 異様な 光 をお び まし 


た。 
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この 見張 小屋 は、 小高い 丘のう えの 岩 かげに 立って 

いました。 そこから は、 この 島の 怪塔 ロケットの 根拠 

地が、 一 目に 見 おろせました。 

おそろしい 白骨 島で はあり ましたが、 朝の 風景 は、 

たいへん きれいで ありました。 目の 下の 広場に 林の よ 

うに 立ちなら ぶ怪塔 ロケット は、 全身に 朝日 を 浴びて 

銀色に かがやき、 いまにも さっと 飛び だしそう に、 天 


空 を 睨んで いました。 

その 広場に、 ただ 一 人 ぶらぶら 歩いて いる 人影が あ 

りました。 なに か 落し もので もした と 見え、 背 を まる 

くまげ、 しきりに 地上 を さがして いる 様子です。 なお 

見て いますと、 その 人 は、 深し もの をしながら、 だん 

だんこ ちらへ 近づいて くるので した。 

「あの 男 は、 なに を 探して 〔# 「探して」 は 底本で は 「深 

して 匕 いるの だろう か」 

小 浜 兵曹長 は、 たいへん 興味 をお ぼえ、 なお も 窓の 

かげから、 その 男の 行動 を じっと見 守って いました。 

その 男 はだん だん 丘の 方へ 近づいて きます。 


そのうちに、 男 はふと 顔 を あげました。 小 浜 兵曹長 

は、 そのと き はじめて 男の 顔 を 正面から 見る ことが で 

きました。 

その 瞬間、 兵曹長 はお もわず、 

「あつ、 あれ は 怪塔王 だ！」 

と 叫んで、 拳 をに ぎりました。 

「たしかに 怪塔王 だ。 あんな 妙な 顔 をして いる 人間 は、 

二人と ないから な」 

それから という もの は、 兵曹長 は、 前よりも 熱心に 

こ つちへ 近づいて くる 男の 行動 を じっと見 つめてい ま 

くちびる 

した。 そのうちに 兵曹長 は 旨 を 一 の 字に 曲げ、 


「そうだ。 よし、 これから 出かけて いって、 怪塔王 を 

つかまえて やろう、 あい つ はま だ 俺が ここにい る こと 

に 気がついて いないよ うだから。 うむ、 こいつ は 面白 

くな つた」 

と、 兵曹長 は 自分の 腕 を 叩いて、 にっこり 笑い まし 

た。 
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小 浜 兵曹長が かくれて いた 丘の 上の 見張 小屋の 方へ 

近づ いてく る 人影が、 意外に も怪塔 王ら しいと わか つ 


て、 兵曹長 は、 小屋 を とびだしました。 

(うまく 怪塔 王のう しろへ 出る ことができれば、 

ちょっとした 格闘の すえ、 怪塔王 を 捕える ことができ 

る はず だ。 怪塔王 さえ 捕えて しまえば、 いくら 怪塔ロ 

ケット があった としても、 また この 白骨 島に 根拠地が 

あつたと しても、 怪塔 王た ち は 俺に 降参す るより ほか 

あるまい。 うん、 これ はじつ にす ばらしい 考え だ。 よ 

し、 怪塔王 を 捕えて しまえ) 

小 浜 兵曹長の 胸 は 怪塔王 を 生 けどりに した 後の うれ 

しさで、 わくわくいた しました。 

彼 は 見張 小屋 を 後に し、 岩の 間 をった わって、 だん 


だん 山 をお りて いきました。 

ときどき 岩 かどから、 怪塔 王の 様子 をう かがい まし 

たが、 どうやら 怪塔王 はま だ こ つちに 気が ついていな 

いらし く、 しきりに 地面 を さがして いました。 

(よしよ し、 この 調子なら、 いまし ばらく は、 きっと 

気がつかない ことだろう。 さあ 早く 怪塔 王のう しろに 

廻ろう) 

小 浜 兵曹長の 追跡 は、 いよいよ 熱 を くわえて 来 まし 

ま ザた 

た。 こんな こと は 軍艦の 帆桁から 下りる より、 ずっと 

やさしい ことでした。 

だが、 兵曹長 はすこし やりすぎ てはいないでしょう 


か。 帆 村 探偵 は、 兵曹長が 怪塔 王の 仲間に 見られる こ 

と をたい へんお それて いたのに、 兵曹長 は 大胆に も 小 

屋を 出て、 怪塔王 を 追い かけて いるので すから、 ちと 

らんぼう のように も 思われます。 

そのうちに、 小 浜 兵曹長 はついに うまく 怪塔 王のう 

しろに 出ました。 怪塔王 は、 なにも 知らないで、 まだ 

地面 を さがして います。 こう なれば、 怪塔王 は 小 浜 兵 

曹長の 手の 中に あるよう な ものです。 

「やつ！」 

小 浜 兵曹長 は、 掛声 もろとも、 怪塔 王のう しろから 

とびつきました。 


大 格闘 


「この 野郎！」 

小 浜 兵曹長 は、 怪塔 王の 背後から とびついて、 

の 上に おさえつけました。 


砂 
原 


「うう ー つ 」 

怪塔王 は、 大力 を ふるって 下から はねのけ ようとし 

ま ^9 

そうは させない ぞと、 兵曹長 は怪塔 王の 首 を 締める 

つもりで、 右腕 を すばやく 相手の のどに まわしました 

が、 その 時怪塔 王に がぶ りと 咬みつ かれました。 

「あいてて て」 

犬の ように 咬みつ かれた ので、 小 浜 兵曹長 は、 おも 

わず 力 をぬ きました。 

すると 怪塔 王の 腰が、 鋼の 板の ようにつ よく はね 

かえり、 あっとい う 間もなく、 兵曹長 は ど— んと砂 Is 


の 上に、 もん どり うって 投げ だされました。 

「しま つた」 

兵曹長 も、 さる 者です。 砂原の 上に たたきつけられ 

くびす 

るが 早い か、 すっくと 立ち あがりました。 そして 踵 

を かえす と、 弾丸の ように、 怪塔 王の 胸 もと 目が けて 

とびつきました。 

「なに を！」 

「う— む」 

小 浜 兵曹長と 怪塔 王と は、 たがいに 真正面から 組み 

すもう 

つき、 まるで 横綱と 大関の 相撲の ようになりました。 

小 浜 兵曹長 は カ自墁 でした が、 怪塔王 もたい へんに 


強いので、 油断 はなり ません。 

えいえいと もみあつ ている うちに、 兵曹長 は 得意の 

なげ 

投の手 を かける 隙 をみ つけました。 こ こぞとば かり、 

「えい！」 

と 大喝 一声、 怪塔 王の 大きい 体 を 砂原の 上に ど ー ん 

となげ だしました。 

怪塔王 は、 俵 を 転がす ように、 ごろごろと 転がって 

いました が、 やっと 砂原の 上に 起きな おった ところ を 

みると、 いつの 間に か 右手に、 妙な 形の ピストル 様の 

もの を 持って いました。 兵曹長 は、 はっと 立ちす くみ 

ました。 


「さあ、 寄って みろ。 撃つ ぞ」 

怪塔王 は、 砂原の 上に、 妙な 形の ピストル を 手に し 

て、 小 浜 兵曹長の 胸 もと を 狙って います。 

これに は、 勇敢な 兵曹長 もちよつ とひる みました。 

怪塔 王の 手に ある 妙な 形の ピストル は、 このまま では 

どうしても 小 浜 兵曹長の 胸 を 射ぬ きそうです。 

小 浜 兵曹長 は、 じっと 怪塔王 を 睨んで 立って いまし 

た。 


兵曹長の 息づ かいは、 だんだんと あらくな つて 来 ま 

す。 額から 頰 にかけ て、 ねつと りした 汗が たらたらと 

流れて 来ます。 

「うぬ！」 

とつぜん、 兵曹長の 体 は、 砂原の 上に 転がりました。 

ごろごろ つと 転がって、 怪塔 王の 足 もと を 襲いました。 

そうなる と、 怪塔 王の ピストル のさき は、 どこに 向 

けたが いいの かわかり ません。 

だ だ ー ん、 だ だ ー ん。 

はげしい 銃声が しました。 砂が 白く まきあがり まし 

た。 


「こいつめ！」 

いつの 間に か、 兵曹長 は 砂原の 上に 立ち あがって い 

ました。 

ピストル を もった 怪塔 王の 右手に 手が かかる と、 一 

本 背負い なげで 怪塔 王の 体 を 水車の ようになげ とばし 

ました。 

「うう む」 

うな 

小 浜 兵曹長 は、 呻る 怪塔 王に 馬 のりとな りました。 

妙な 形の ピストル は、 兵曹長の 靴に ぼ— んと 蹴られ、 

はるか 向こうの 岩 かげに とんで い つ てし まいました。 

「さあ、 どう だ。 うごけ るなら、 うごいて みろ」 


怪塔王 は、 帯革で もって 後手に しばられて しまい ま 

した。 怪塔王 は、 すっかり 元気が なくなって 砂上に す 

わりこんで しまいました。 

「とうとう 怪塔王 を 生け どった ぞ！ 怪塔 王て、 弱い 

の だな あ」 

小 浜 兵曹長 は、 両手 を あげて、 声高ら かに 万歳 をと 

なえました。 
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怪塔王 は 捕えられて しまいました。 


小 浜 兵曹長 は、 大手 柄 をた てました。 天に もの ぼる 

ような 喜びです。 

縛られて しまえば、 あんがいに 弱い 怪塔 王です。 

小 浜 兵曹長 は、 このと き 怪塔王 を ひった てて 塔の な 

かに はいり、 ロケット を 占領して しまおうと 考え まし 

た。 

怪塔王 も 捕え、 怪塔 ロケット も 占領して しまう とな 

ると、 これ はまた たいへんな 大々 手柄です。 いさみに 

いさみ、 はりきりに はりきった 小 浜 兵曹長 は、 

「さあ、 歩け！」 

と、 怪塔王 を ひった てました。 


怪塔王 は、 おそろしい 形相 をして、 小 浜 兵曹長 をに 

らむ ばかりで、 なにも 口 をき かなくな つてし まい まし 

た。 

だ き 

すぐ 近くに 見える 怪塔 ロケット は、 舵 機 を 修理した 

らしい ところ、 また 機体のと ころに ペンキの ぬりかえ 

られ ている ところから 見て、 これが 例の、 青 江 三 空曹 

の 生命 をう ば つ た 恨みの 怪塔 ロケット であると 思われ 

ました。 だから、 これが 数多い ロケット 隊の 司令 機み 

たいな ものでありましょう、 兵曹長 は、 まず これ を 占 

領 する のが 一番い いこと だと 思った ので、 怪塔王 を 

ひった てて 入口へ さしかかりました。 


ロケットの 入口 は、 開いて いました。 

そのと き、 中から、 四 五 人の 黒人 や、 ル バシカ を 着 

た 東洋人ら しい 男が 出て 来ました が、 兵曹長 を 見る と、 

びっくりした 様子で、 腰の ピストル を とりだ そうとい 

たしました。 

「待て」 

と、 兵曹長 は 声をかけました。 

「撃つ の はいいが、 撃てば その 前に、 俺 はこの 怪塔王 

の 生命 を 取って しまう がいい か」 

といって、 お 先 まわり をして、 怪塔 王から 奪った ピ 

スト ルを さしむけました。 


これ を 見て、 敵 ども は 二度び つくりです。 怪塔 王の 

生命 は、 兵曹長に しっか リ 握られて いるので す。 うつ 

かり 撃てません。 
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「さあ どう だ。 撃ちた くても、 これで は 撃てない だろ 

う。 この辺で、 おとなしく お前た ち も 降参した がいい 

ぞ」 

小 浜 兵曹長 は、 大音声 を はりあげて、 叫びました。 

兵曹長 は、 この 大きな 吉が、 帆衬探 湞 に 通じる であろ 


うと 思いました。 もし 通 ずれば、 彼 はすぐ さま ここへ 

飛ぶ ようにして 出て くるで あろうし、 そして、 どんな 

にか 喜ぶ だろうと 思った ので ありました。 

だが、 どうした もの か、 帆 村 探偵の 姿 は 一 向 現れて 

まいりません。 

(帆 村 探偵 は、 どうしたんだろう か？) 

がてん 

兵曹長 は 一 向 合点が いきませんでした。 

しかし、 ぐずぐずして はいられな いので、 彼 は 縛つ 

て ある 怪塔 王と、 降参した その 手下 ども をうな がして、 

とうとう 怪塔 ロケットの なかには いりました。 

それ は、 間 髪 を いれない 瞬間の 出来事で ありました。 


とつぜん、 怪塔 ロケットの 入口の 扉が、 ばたん とし 

まりました。 

「あつ —— 」 

と 兵曹長が さけんだ とき は、 もう 扉が しま つ た 後で 

ありました。 

怪塔王 も、 手下 も、 兵曹長の ために 自由 を うばわれ、 

勝手に 身う ごき もで きない 有様に なって いたので、 兵 

曹長 はすつ かリ 安心し き つ てい ましたが、 どうした こ 

とでし ようか。 いや、 そのと き、 何者と も 知れず、 口 

ケット の 扉の かげに 隠れて いた 者が あって、 兵曹長が 

中にはい つたと みるより 早く、 扉 をば たんと 閉めた の 


です。 

「こらつ、 誰 だ。 変な 真似 をす ると ゆるさない ぞ。 貴 

様た ち は、 俺が 怪塔 王の 命 を 握って いて、 生かそうと、 

殺そうと、 どうで もなる という こと を 知らない のか」 

とどな りました。 

すると、 そのと き、 

「あつ はつ はつ はつ」 と、 無遠慮に 大きな 声で 笑う 者 

が ありました。 
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「誰 だ。 大声 を あげて 笑う の は。 お前た ちの 頼みに 思 

い けど リ 

う 怪塔王 は、 こうして 今、 俺の 傍に 生 捕に なって いる 

ん だぞ」 

小 浜 兵曹長 は、 たしなめる ように、 大きな 笑い声の 

主へ、 注意 を あたえました。 

「あつまつ まつ まつ」 

と、 その 声 は、 またお かしくて たまらない といった 

風に 笑い、 

「なに を 大きな こと をい つてい るか。 貴様 は そこに 怪 

塔 王 を 捕えて いるつ もりで、 よろこんで いるの だろう」 

「なに をい つ ている か」 


兵曹長 は どなり かえしました。 

「貴様 こそ、 なに をい つてい るか、 だ。 貴様の 捕えて 

いるの が、 怪塔王 か怪塔 王で ないか、 そのお 面 をと つ 

て みれば、 すぐ わかる だろう。 あつ はつ はつ はつ はつ」 

フス， スっ  」 

お 面 を 取れと いわれて、 兵曹長 はび つくりし ました。 

ある 

そして やっと 或 ことに 気がつきました。 

こうな つて は、 早く 本当の こと を 知らねば なり ませ 

ん。 兵曹長 は、 生 捕に した 怪塔 王の 顔 を 見つめました。 

見て いますと、 別にお 面 を かぶって いるよう にも 見え 

ませんで したが、 念のためと 思って、 怪塔 王の 顔に 手 


を かけ、 えいと 引 張って みると、 顔の 皮 は 何の 苦 もな 

む 

くずる ずると 剝け ました。 

「あつ、 マスクだった のか」 

一皮 剝 けて、 その 下から 出て きたの は、 変な 目つ き 

をした 黒人の 顔で ありました。 

黒人の 怪塔 王？ 

兵曹長 は、 これ を どう 考えたら いい か、 あまりの こ 

とに 迷って いますと、 また 天井から 大きな 声で、 

「あつ はつ はつ はつ。 どう だ。 やっと わかった か。 

にせもの 

贋 物の怪 塔 王の 仮面が やっと はげたん だ。 そのような 

怪塔 王で よかったら、 あと 幾人で も 見せて やる わ」 


天井裏から おかし そうに 響いて くる 無遠慮な 笑い声 

は、 たしかに 怪塔 王に ちがいありません。 
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「どう だ、 小 浜 兵曹長。 その 辺で 降参したら どう だ。 

もうな にごと も、 貴様に のみこめ たはず だ。 貴様の 脱 

獄し たこと がわかった ので、 こっち は 計略で 貴様 をう 

まく 怪塔 のなかに ひっぱ リ こんだ という わけさ。 あつ 

はつ まつ まつ」 

怪塔王 はます ます 笑います。 小 浜 兵曹長 はう まく、 


怪塔 王に ひっかけられた ことが、 やっと 呑み こめ まし 

た。 

目 を あげて、 まわり を 見 まわし ますと、 いつの 間に 

出て 来たの か、 いかめしい 武装 をした 黒人が 十四 五 人 

も、 銃口 を ずらり と 兵曹長へ 向けて とりまいて いまし 

た。 

(もう 駄目 だ！) 

兵曹長 は、 腸 が ちぎれる かと 思う ばか リ、 無念で 

たまりませんでした。 しかしこう なって は、 どうす る 

こと もで きません。 ですから、 持って いた ピストル も 

なにも その 場へ 放り だして、 腕 組 をし ました。 


「そうだ。 そういう 風に、 おとなし くして 貰わに やな 

ら ない。 いい 覚悟 だ。 おい 皆の 者、 この 軍人さん を 逆 

さに 縛って、 しばらく 例のと ころへ 入れて おけ」 

怪塔 王の 命令で、 兵曹長 は 無念に も、 胴中 を 太い 綱 

でぐ るぐ る卷 にされ、 再び ロケットの 外に つれだされ 

ました。 

やがて 目 かくし をされ、 大勢に かつがれ、 またもや 

例の 海底 牢獄の なかに、 ど— んと 放り こまれて しまい 

ました。 こんど は 胴と 両手と を 綱で ぐるぐ る卷 にされ 

たままで すから、 とても この 前の ように 体の 自由が き 

きません。 


兵曹長 は、 この 海底 牢獄で 幾日も 幾日も くらしまし 

た。 

帆 村が また 助けに 来て くれる かもしれ ない と 心待ち 

に 待って いました が、 いつまで たっても、 再び 彼の 姿 

も 声 も、 兵曹長の 前に は 現れませんでした。 

絶望 か？ 兵曹長の 心 も、 すこし 曇って 来ました が、 

さて 或 日  

司令室 


ここ は怪 塔の 司令室です。 

この 司令室 は、 怪 塔の 三階の 一隅に ありました。 

怪塔王 は、 司令室に ただ ひとり、 じっと 地図 をみ て 

レます 

その 地図 は、 どこの 地図だった でしよう か。 ほかで 

もありません。 日本 を 中心とする 太平洋の 大地 図で あ 

りました。 


怪塔王 は、 たいへん うれしそうな 顔 をして います。 

地図のう えで、 日本の まわり を 指さき でぐ るぐ るな 

でながら、 

「う ふん。 いよいよ この辺が、 こっちの ものに なると 

いう わけ だ。 すると あと はもう おそろしくない 国々 ば 

かりだ」 

怪塔王 は、 肩 を ゆすって、 う ふうふう ふと 気味の わ 

るい 笑い 方 をいた しました。 

この 司令室 は、 まるで 電話の 交換 室の ようになって 

いまして、 この 怪塔 ロケット 内の すべての 機械の 末端 

が ここに 集って いますから、 この 室に すわって さえい 


れば怪 塔 を 自由に あやつる ことができ るので ありまし 

た。 いや、 この 怪塔 内ば かりで はなく、 他の ロケット 

も 同様に あやつる ことができます。 つまりい ま 怪塔王 

は、 その 司令 配電盤 を 前にして、 地図 を 見て いるので 

ありました。 なかなか うまく 出来た 司令 配電盤で あり 

ました。 そして また、 これが 怪塔 王の 心臓の ように 大 

事な 機械で ありました。 

と つ ぜん 警 鈴が ひびき、 赤 い 注意 灯が つきました。 

それ は怪塔 王のと ころに、 無電が かかって 来たの をし 

らせ ている のです。 


怪塔王 は、 受話器 を 手に とりました。 

「おう、 お前 は 監視 機 百 九 号 だね。 何 用 か」 

「はい、 監視 機 百 九 号です。 いま 小 笠 原 附近の 上空 を 

飛んで いますが、 はるかに 北東に むかって 飛行 中の 空 

軍の 大 編隊 をみ つけました」 

「なんだ つて、 今ごろ 空軍の 大 編隊が 北東に むかって 

いると は  」 
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空軍の 大 編隊が、 北東に むかって 飛んで いると いう 


無電に、 司令室の 怪塔王 はび つくりし ました。 

怪塔王 は、 その 無電 を かけて きた 監視 機に むかって、 

「おい もっとく わしく 知らせろ。 どこの 飛行機 か。 そ 

して 機 数 は？」 

すると 返事が あって、 

「さあ、 どこの 飛行機 か、 よく わかりません。 じつは、 

はじめから そのこと が 気に かかって いたので すが、 電 

子 望遠鏡での ぞいても、 飛行機に は どこの 国の マ ー ク 

もつ いていな いのです。 じつに 怪しい 飛行機です」 

「マ ー クが ついていない 飛行機 か。 はて、 それ は 怪し 

い」 


怪しい 怪塔 王が 怪しい などと いうので す。 どっちが 

怪しい か、 おかしい ことです。 

「おい、 飛行機の かっこうから 考えて、 どこの 国の 飛 

行 機 かわかる だろう に」 

「そうです ね —— いや わかりません。 あんなか つこう 

の 飛行機 を、 今まで 見た ことがありません」 

「日本の 飛行機で はない のか」 

「いや、 今まで あんな 飛行機が 日本に あつたよ うに 思 

いません」 

「一体、 飛行機の 数 は、 どのく らいいる のかね」 

「機 数 は、 すっかり 数え 切れません が、 ちょっと 見た 


ところ 百 五十 機ぐ らいはいる ようです」 

「そうか。 百 五十 機の 怪 飛行隊 か —— そうだ。 おいお 

前 一 つ その 飛行機の 編隊の 中へ とびこんで みろ。 する 

と 向こうで はどうす るか。 向こうから 撃つ て くれば、 

こっち も 撃って よろしい。 その 間に、 敵の 正体 をた し 

かめて、 すぐ 無電で しらせろ」 

「はい、 わかりました。 では、 これから すぐ あの 編隊 

を 追い かけましょう。 こっちが 全速力 を だせば、 あと 

一 時間で 追いつけ ると おもいます」 


北上す る マ— ク なしの 飛行 編隊 は、 そもそも どこの 

国の 飛行隊でありましょう か。 

怪塔王 は、 その 飛行 大 編隊が、 なに を 目 あてに して 

いるかが、 たいへん 気になりました。 なんだか、 いま 

に 自分た ちがいる 白骨 島へ 攻め よせてく るよう に 思わ 

れて なりません。 

そうこう している うちに、 怪塔 王の 前に、 また 別の 

警報 灯が つき、 つづいて 警 鈴が 鳴り はじめました。 ま 

た 別のと ころから、 至急 無電な のです。 

怪塔王 は、 ぎくり と 驚きました。 


受話器 をと りあげて みると、 これ はや はり 怪塔 王の 

配下の 監視船が 発した 警報で ありました。 

「報告。 ただいま 鹿 島灘上 を、 夥 しい 艦艇が 北東に 

向け、 全速力で 航行 中です」 

これ をき いて、 怪塔王 はとび あがる ほどお どろき ま 

した。 

「なんじ や。 こんど は 夥しい 艦艇が、 北東へ 全速力で 

もって 走って いると いうの か。 どうも 気になる 方角 

だ」 

鹿島灘 から 北東へ 線 を ひいて、 それ を ずんずんのば 

していき ますと、 やがて 白骨 島の 近くへ とどきます。 


その 線 上 を 走って いるの は、 夥しい 艦艇 だとい います。 

それより 前、 監視 機の 方 は、 マ— ク なしの 飛行 大編 

隊が、 小 笠 原 群島の 上 を 北に むけて 飛んで いるの を 発 

見して 知らせて きました が、 その後の 報告に よると 針 

路は やや 東に 曲り、 白骨 島 を 目 あてに している ことが 

だんだんに わかって きました。 それ も その はず、 いよ 

いよ 怪塔王 軍に 対して、 いさましい 戦 を はじめる た 

め、 わが 秘密 艦隊が 出動した ので ありました。 

秘密 艦隊に は、 空軍 部隊と 艦隊と が ありまし たが、 

両者 は 白骨 島の すこし 手前で 一 しょになる ことにしめ 

しあわせて ありました。 


塩田 大尉と 一彦 少年と は、 艦隊 旗艦に のって いまし 

た。 そして 艦の 見張 番の 知らせ をい つも 注意して いま 

した。 
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怪塔王 は、 秘密 艦隊の 襲撃 を、 やっと さとりました。 

「うう む、 なまいきな 日本海 軍め、 海と 空との 両方 か 

ら、 この 白骨 島 を 攻めよう というの か。 さても わが 巨 

人力 を 忘れて しまったと 見える。 よし、 そう なれば、 

日本 壊滅の 血 祭に、 まず やっつけて しまおう」 


怪塔王 は、 すっかり 憤 つてし まいました。 そして、 

すぐさま、 怪塔 ロケット 隊に 出動 準備 を 命じました。 

ちょこ ざ い 

「おい、 みんな。 猪口才に も、 日本の 空軍 部隊と 艦隊 

とが、 こっちへ 攻めて 来る ぞ。 あいつら が 白骨 島に つ 

かない 先に、 その 途中で やっつけて しまう の だ。 すぐ 

さま 全部 出動 準備 をせ よ」 

さあ 出動 準備 だ！ 

怪塔 王の のって いる 怪塔 ロケット を はじめ、 その 僚 

機の 中へ 龃 けこむ 怪しい 人た ち。 

梯子 はまき あげられ、 入口の 扉 や 窓 はすつ かり 閉じ 

られ ました。 


つぎに、 エンジン は、 ごうごうと 響 をた てて 廻り だ 

しました。 

そのと き怪塔 王のと ころへ 中から 電話が かかって 来 

ました。 

「おい、 なんだ」 

「ああ 首領？ たいへんな ことにな りました」 

そういう 声 は、 第一 号の 黒人の 声で ありました。 

「えつ、 たいへんと は、 何が どうした のか」 

「この間、 方向舵 をな おしまし たです ね」 

「うん、 なおした」 

「あの 方向舵が、 今 こわれて しまいました。 ちょっと 


うごかして みた だけなん です が、 あれ をう ごかす モ— 

タ ー から、 いきなり 火が 出た と 思ったら、 それつ きり 

うごか なくなりました。 どうしましょう か」 

「どうす るって、 そいつ は 困った な。 それで は 出発で 

きないで はない か。 一 体、 なぜ モ— タ— が 焼けたり し 

たの か。 お前が よく 番をして いなかった せいだ。 その 

罰に、 お前 を 殺しち まう ぞ」 
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いざ 出動と いうと きになって、 怪塔 ロケットの 司令 


機が 故障に なった という 騒です から、 怪塔王 はかん 

かんに なって 黒人 を どなりつけました。 しかし、 故障 

のモ ー タ— は、 そうかん たんにな おって くれません。 

「困った な あ。 おい、 早く モ ー タ ー がな おれば、 お前 

を 殺さないで ゆるして やる よ」 

怪塔王 も 困って、 モ— タ— を あずかつ ていた 黒人に、 

ごきげん とりの 言 葉 を なげました。 

「えつ、 モ— タ— が 早くな おれば、 命 をた すけてく だ 

さいます か」 

黒人 は、 怪塔 王の 思いがけない 言葉に、 とびあがつ 

て よろこびました。 だが、 モ ー タ ー の 故障 は、 なかな 


かなお りません。 その 故障の 箇所 は、 モ ー タ ー 全部 を 

とりかえな いとだめ な ことが わかりました ので、 別な 

モ ー タ ー を 地下の 倉庫から さがして、 つけかえる こと 

にしまして、 やっとな おる 見込みが たち ましたが、 な 

かな か 手が かかって、 すぐと いう わけに はいきません。 

しかるに、 一 方 監視 隊の 方から は、 秘密 艦隊が どん 

ど ん 近づ き、 いよい よ 危険が 追った という 知らせです。 

これ 以上 ぐずぐず していて は、 白骨 島に 攻めよ せられ 

る ことが わかりました。 

怪塔王 は 気が 気で はなく、 司令室の 中 を、 まるで 檻 

に 入れられた ライオン のように あるきまわ つ てい まし 


たが、 ついに 我慢が しきれ なくなって、 

「ああ、 しかたがない。 じゃあ、 これ は 後から 出発と 

いう ことにして、 あとの ロケット だけで、 日本軍 をむ 

かえう つ ことにしよう」 

怪塔王 は、 そのまま この 司令 機の 中に のこる ことに 

して、 他の ロケット は、 全部 日本軍の 秘密 艦隊へ 向か 

いました。 

「じゃあ、 お前た ちに たのむ ぞ。 な あに 遠慮す る こと 

はない。 日本の 軍艦で も、 飛行機で も、 見つけ 次第 磁 

力 砲で もつ て やいて しまえ！」 


戦機 近づく 


白骨 島 を 南西に 去る こと 百キ ロメ J ^ルの 地点で 

もって、 ついに 怪塔 王の ロケット 隊と、 わが 秘密 艦隊 

の 艦艇 隊と 飛行隊と が 出会いました。 

そのと きの 状況 は、 語る の もま ことに おそろしい 有 


様で ありました。 

ロケット 隊は、 横 一列に なって、 ずんずんと すすみ 

よりました。 高度 は 一 千メ —， ^ル という 低 さです。 

これに 対し、 わが 飛行 部隊 は 三隊の 梯形 編隊に わか 

れ、 いずれも 高度 を 三千 メ— トルに とり、 一 隊は 敵の 

ロケット 隊の 中央 をめ がけて すすみ、 他の ニ隊は 左右 

両方から 攻め かかりました。 

艦艇 隊の方 は、 それよ リ ずっと 遅れる こと 十 キロ 

メ ー トル、 旗艦 を 中央に、 その まわり を 各 艦艇が ぐる つ 

と 囲んで、 五 列の 縦陣 をつ くり、 全速力で もってすす 

んで いました。 


このと き、 一 天 は 晴れ わたり、 どこまでも 展望が き 

きます。 また 海上 は 油 を 流した ように 穏やかで、 ただ 

艦艇の あとに は、 数 条の浪 がな がく つづいて いました。 

艦隊 は、 十数 台の 偵察機 をとば して、 近づく ロケ ッ 

ト隊の 進路と 隊形と をし きりに 観測して、 それ を 報告 

させて いました。 

このと き、 主力艦の 上 を 見ます と、 甲板の 上に、 妙 

な 形 をした 大砲ぐ らいの 大きさの 見なれ ない 機械が、 

四 五 台ぐ らい 並んで いて、 いいあわせ たように 天の 一 

角 を 睨んで いるよう に 見えました。 それ こそ 大 利根 博 

土が 研究して いたと いう 話の ある あべ こべ 砲で ありま 


した。 

はたらき 

あべこべ 砲 は、 これから どんな 働 をす るので ぁリ 

ましょう か。 

このと き 塩田 大尉 は、 一 彦 少年と ともに、 艦橋に 立つ 

て、 前方 を 見 まもって いました。 

刻々 と 戦闘の はじまる 時刻 は 近づいて まいります。 

そのと き、 前衛の 飛行 部隊が いよいよ 戦闘 を はじめ 

たという 知らせが、 無電 班へ はいって まいりました。 
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「まだ、 モ ー タ ー はなおらん か」 

怪塔王 は、 たいへん 気 を もんで います。 

「はい、 もうす こしのと ころです」 

黒人 は、 おどおどしながら、 こたえました。 

「もうす こし か。 では、 あと 三十 分ぐ らいで 出発で き 

るだろう ね」 

「はい、 それが どうも」 

「三十 分 じ やなお らん か」 

「ところが、 どうも 困った ことができまして  」 

「なんじ や、 困った ことと は。 まだな にかいけ ない と 

ころが あるの か」 


「はい」 と 黒人 はいいに くそう に、 「いま 外の モ ー タ— 

を しらべて みました ところ、 それ も 故障に なって いる 

ので ございます」 

「えつ、 なんじ や。 外の モ ー タ ー も 故障 か。 そんな こ 

と は、 さっき 報告し なかった じ やない か」 

「はい、 それが どうも …… 」 

「どうも？ どうした というの か」 

「あのと き は 別に 故障で はな か つたので ございます。 

ところがい ましら ベて みます と、 故障に なって ぉリま 

したので す」 

「ふうん、 それ はお かしい」 


怪塔王 は 首 を ひねって、 考え こみました。 

「待てよ。 さっき はどう もなかった モ— タ ー が、 いま 

しらべ てみ ると 故障に な つ ている というの は  うん 

わかった。 モ ー タ ー の 故障 は、 自然の 故障で はなく、 

誰かが わした ちに 邪魔 をしょう とお もって、 モ ー タ— 

を ぶちこ わした のにち がいない。 そして その 誰か は、 

どこか その へんに 隠れて いるのに ちがいない」 

「へへ え、 そうなります か」 

「それにち がいない。 さあ、 皆 を よんで、 そこらの 

すみずみ 

隅々 を さがして みろ。 きっと その 悪者が みっかる だろ 

う」 


怪塔王 は、 モ— タ ー を こわした 者が その へんにい る 

といい きりました。 一体 誰が 怪塔 ロケットの モ ー タ— 

を こわした のでし ようか。 
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やが て、 黒人 ゃル バシカ を 着た 団員が、 たくさん 集つ 

てきました。 そうして モ ー タ ー 焼 切りの 犯人 を 探しに 

かかりました。 

「どうじ や。 まだ 見つからん か」 

と S 荅王 は、 じりじりし ています。 


「ああ、 警報 ベルが 鳴って います。 先発隊からの 無電 

報告ら しいです よ」 

別の 黒人が、 怪塔 王のと ころへ 龃け てきました。 

「ちえつ、 日本軍と いま 戦 を はじめる というと きに 

なって、 こんな さわぎが おこる なんて、 なんとい うま 

ずい こと だ。 おい、 わし は 戦況 をき いている から、 は 

やく 悪者 を さがしだ すんだ ぞ」 

あまりの いそがし さに 怪塔王 は、 体が 一 つし かない 

こと を、 どんなに か 不便に 思った ことでしょう。 

「もしもし。 わし だ。 どう だ 戦況 は？」 

すると 向こうから 返事が あつ て、 


「ああ 団長です か。 日本軍 はいます つかり わが ロケ ッ 

ト隊を とりまきました。 上へ あがれば、 敵の 飛行隊が 

いますし、 下へ おりれば 敵の 艦隊が います。 そして 今 

前方から 大型の 飛行機が 三十 機 ほど、 ものすごい ス 

ピ ー ド で- J つちへ 向か つ てきます」 

と、 これ は 副司令に 任命した 団員の 報告で ありまし 

た。 

「なんだ。 そんなに 日本軍に 圧迫 せられて はしょう が 

ないじ やない か。 すぐさま わが 無敵 磁力 砲で もって、 

どんどん 日本軍の 飛行機 や 軍艦 を やっつけろ。 ぐずぐ 

ずして いて、 こ つちの 白 島へ 攻め こまれる と、 ちょ つ 


とやつ かいな ことになる じ やない か。 はやく 磁力 砲 を 

ぶ つばな せ」 

「ええ、 その 磁力 砲です が、 その 磁力 砲が どうも ：：： 」 

「なんだ。 なに をい つてい る。 磁力 砲が どうしたと？ 

はやく 話せ」 

怪塔 王の 顔が、 また さっと 青くな りました。 

「はい、 磁力 砲が、 ちと 変な 工合で ございまして ：••： 」 
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「磁力 砲が、 ちと 変な 具合 だって？ おい、 それ は 本 


当 か。 はやくく わしい こと を 話せ！」 

怪塔王 は、 おもわず マイクに しがみつきました。 さ 

きに はモ ー タ ー が 故障で、 いま また 磁力 砲の 具合が わ 

なき つ ら 

るいと は、 泣 面に 蜂が とんで きて さした ように、 災難 

つづきです。 

「いや、 実は さっきから 磁力 砲 を さかんに うってい る 

ので ございます。 が 飛行機 や 軍艦が、 それに あたって 

とろとろと 溶ける かと おもいのほか、 どうした もの か 

敵 は 一 向平 気な ので ございます」 

「そんなば かな 話が ある もの か。 きっと 磁力 砲の 使い 

方が わるい のだろう。 あれ だけ 教えて おいた のにお 前 


たち は 駄目 だな あ」 

「いや、 私 ども は、 まちがい なく 磁力 砲 をう つてい ま 

す」 

「まちがい なくう つて、 相手の 飛行機 や 軍艦が どうか 

まのお 

ならぬ はず はない。 たちまち 赤い 焰を あげてと けだ 

すと か、 うまくいけば、 一 べんに 爆発す ると か」 

「あつ、 困った。 敵機が すぐそばまで やって きたそう 

です。 いよいよ 死ぬ か 生きる かの 戦闘 を はじめます。 

報告 は あとから にいた します。 ちょっと 無電 をき リま 

す」 

「よし、 しっかり やれ。 わし は 懸賞 を 出そう。 飛行機 


を 一 機お とせば、 二 千円 やる。 軍艦なら 一 隻 にっき 一 

万円 だ」 

その 返事 は、 ありませんでした。 副司令 は、 日本軍 

と 戦闘 を はじめた のでしょう。 どうなる のでしょう か。 

戦に 勝つ か 負ける か、 怪塔王 は 気が 気でありません。 

「ちょっと 至急、 おいで をね がいます」 

とつぜん 耳 もとで、 ル バシカ 男の 声が しました。 

「なんだ。 モ— タ— を こわした 悪者 を ひっとらえた 

ゝ I 

力」 

「いや、 そうで は ございません。 あのう、 縛って おき 

ました 小 浜 兵曹長が おりません」 


「なんだ、 あの 日本軍 人が いないの か」 

「それからもう 一 つ、 驚くべき ことが ございます」 
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「もう 一 つのお どろくべき ことって、 それ は 一体なん 

だ」 

怪塔王 は、 かみつく ような 顔 をして 黒人に きき まし 

た。 

「は あ、 それ は —— それ は 第三 機械 筒の 中に つないで 

おいた 帆 村 探偵が いなくな つたので ございま すよ」 


「えつ、 帆 村が、 第三 機械 筒の 中に いないって。 それ 

じ や 第三 機械 をう) J かす 者が いないで はない か」 

「は あ、 そうで ございます」 

「そいつ は 困った。 なにもかもめ ちゃくち や だ。 この 

ロケット は 死んで しまった も 同じ こと だ。 戦 を 目の前 

にして、 とびだせな いなんて、 こんな 腹立たし いこと 

があろう か」 

怪塔王 は、 ど すんど すん とじ だんだ を ふんで くやし 

がりました。 

この 話に よると、 帆 村 探偵 はこの 怪塔 ロケットの 第 

三 機械 筒に つながれ、 その 機喊 をう ごかす 役 を あたえ 


られ ていた ことが わかります。 これ は 勿 来 関の 上空で、 

わが 海軍 機と 戦って いるう ちに 黒人の 一 人が 死んだ の 

です。 そこで その 黒人に かわり、 かねて 捕えられ てい 

た 帆村荘 六が むりやりに 第三 機械 筒の 中に 入れられ、 

その 機械 をう ごかす 術 を むりやりに 教え こまれた ので 

ありました。 

かしこい 帆 村 は、 筒の 中に つながれて いると 見せ か 

け、 じつはい つの 間に か 筒 を 自由に 出入りで きる 身に 

なって いたのです。 

小 浜 兵曹長 を 海底 牢獄から すくいだ したの も 彼です 

が、 兵曹長 を 山の 上に かくして おいて、 その 夜 また 行 


くつ もりで いたと ころ、 怪塔 王に さとられ、 ついに 行 

けませんでした。 

しかし、 こんど 彼 はとうとう 兵曹長 をう まくす くい 

だしました。 そして 怪塔 内の モ ー タ ー を 焼 切ったり な 

どして、 怪塔王 をす つかり 閉口 させて います。 

さて その 帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長 は、 いま どこに かく 

れ ている のでし ようか。 

ちょうど そのと き、 怪塔 王と 黒人と が、 大 困りで 顔 

と 顔と を 見合わせて いるう しろで、 ことりと 音が しま 

した。 


勇士 


怪塔 王と 黒人の 立って いるう しろで、 ことりと 物 

音！ 

怪塔王 は、 それ を 聞きの がしませんでした。 

「何者か？」 


と、 うしろ を ふりかえった 怪塔 王の 眼に うつった も 

の は、 何であった でしよう。 それ は 外ならぬ 帆 村 探偵 

と 小 浜 兵曹長の 二人の 雄姿で ありました。 

「うごくな、 怪塔 王！」 

「降参し ろ ！ う) 」 けば 命が ない ぞ」 

「なに を！」 

怪塔王 は、 いかりの 色 ももの すごく、 とつぜん にあ 

ら われた 二 勇士へ 叫び かえし ましたが、 何 を 見た か、 

「あつ、 それ はいかん。 あぶない。 ちょっと 待って く 

れ」 

にわか 

と、 俄に 怪塔王 は うろたえ、 ぶるぶる ふるえ 出し ま 


した。 

「あは はは。 これが そんなに 恐し いか。 だが、 これ は 

貴様が つくった もので はない か」 

小 浜 兵曹長 は あざ笑いました。 彼が いま 小脇に かか 

えて、 怪塔 王に 向けて いるの は、 怪塔王 秘蔵の 殺人 光 

線 灯で ありました。 この 殺人 光線 灯 は、 かねて 帆 村が 

その 在所 を さがして おいた ものです。 このたび はこつ 

ちが 失敬して、 逆に 怪塔 王の 胸に さしつけ たという わ 

けです。 

ピストル も 小銃 も、 一向に 恐し くない 怪塔 王で は あ 

りました が、 この 殺人 光線 灯 を 見る と、 まるで 人間が 


かわった ように、 ぶるぶる ふるえだしました。 それ も 

その はず、 殺人 光線 灯が どんなに 恐し いもので あるか 

は、 それ を こしらえた 怪塔 王が 一番よ く 知っている わ 

けです から。 

怪塔王 は、 (困った な あ。 たいへんな もの を、 盗まれ 

てし まった！) と、 歯ぎ しり をし ましたが、 もう 間に 

あいません。 

小 浜 兵曹長 は、 ゆだんな く 殺人 光線 灯の 狙， -を怪 塔 

王の 胸に つけ、 もしもう ごいたら、 そのと き は 引金 を 

すぐ 引く ぞと いうよう な 顔 をして います。 

「そこで、 S 塔 王 どの」 


帆 村 は、 横の 方から 怪塔 王の そばに 一 歩 近づき まし 

た。 
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「そこで 怪塔王 どの」 

と 帆 村に 呼び かけられ、 怪塔王 は 額 ごしに おそろし 

い 目 をぎ よろ リと うごかし、 

「なんだ、 帆 村。 お前た ち は 卑怯 じ やない か。 わしの 

大事に していた 殺人 光線 灯 を 盗んで、 わし を おびやか 

すなん て、 風上に もお けぬ 卑怯な 奴 じ や」 


「こら、 何 をい う」 

と 小 浜 兵曹長 はお こ つてい いました。 

「卑怯と は、 どっちの こと だ。 貴様 こそ、 卑怯な こと 

や 悪い こと をかず かずやつ ている じ やない か。 中で も 

あ の 勇敢な 青 江 三 空曹 を 殺した 罪 を おぼえて いるか。 

あれ は 貴様の ような 卑怯者に 殺させて はならない 尽忠 

の 勇士だった の だ。 それに ひきかえ、 貴様が 自分の 殺 

人 光線 灯で 死ぬ の は、 それ こそ 自業自得 だ」 

「ま、 待て。 撃つ の はちよ つと 待って くれ。 その代り、 

わし は 何でもお 前 たちのい うこと を 聞く から」 

怪塔王 は、 もうかな わない とお もった もの か、 にわ 


かに 下に 折れて まいりました。 

「なに、 俺 たちのい うこと を 聞く というの か。 それな 

らば  」 

と、 小 浜 兵曹長 は怪塔 王に 目 を はなさず、 

「俺た ちの 命令 どおり、 この 怪塔 ロケット 隊の 指揮権 

を 渡す か」 

それ を 聞く と、 怪塔王 はび つくりして 目 を 白黒して 

いました が、 

「さあ、 それ は  」 

と、 返答 をし ぶりました。 

「いやか。 いやなら、 この 殺人 光線 灯 を かける がいい 


か」 

と、 小 浜 兵曹長が 身が まえます と、 

「ああ、 あぶない。 ま、 待て」 

r 怪塔 王と もい われる 人物で ありながら、 往生ぎ わの 

悪い 奴 だな あ」 

帆 村 探偵 も 横から あきれ 顔で い いました。 

「しかたがない。 ロケット 隊の 指揮 を、 お前た ちに ま 

かそう」 

怪塔王 は、 はきだす ようにい いました。 しかし その 

うちに も、 彼 は しきりにな にか を 待って いるら しく、 

耳 を そば だてて いました。 
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怪塔王 は、 とうとう 帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長と に 降参 

してし まった のです。 これく らい 痛快な こと はあり ま 

せん。 

「これで、 俺 は 胸の 中が はればれした」 

小 浜 兵曹長 は、 鬼の 首 をと つたよう によろ こび まし 

た。 

帆 村 探偵 は、 また 一 歩 前に 出て、 怪塔 王の 横腹 をつ 

つき、 


「さあ 怪塔 王、 こうなる と、 僕 は 永い あいだ 貸して お 

いた もの をい ま 君から 貰う ぞ」 

「借りた ものって、 一体なに を 借りた か」 

怪塔王 はふし ぎそうに、 帆 村 を にらみ かえしました 

「あは はは は、 もう 忘れた のか。 外で もない、 君が い 

ま 顔に つけて いる その マスクの こと さ」 

フ 又*又 つ  」 

「おぼえて いるだろう。 このまえ、 僕 は、 君が いまつ 

けて いる 変な マスク を 取ろうと して、 君の ためやつつ 

けられた の だ。 いまこ そ、 その マスク を 取る。 さて、 

その 下から どんな ほんとうの 顔が あらわれ るか …… 」 


「ああ、 それ は ゆるして くれ、 マスクの こと を 知られ 

て は 仕方がな いが、 私 はおし まいまで この マスクで い 

たいの だ。 素顔 を 誰に も 見られたくない」 

「いまにな つて、 なに をい う。 指揮権 は みなこつ ちへ 

もらった はず だ。 なに を やろうと、 君 は 命令に したが 

いさえ すれば いい」 

「ま、 待って くれ。 こんなと ころで、 私に はじ を かか 

せるな。 時節が 来れば、 きっと マスク を はずす から、 

しばらく 待て」 

「うむ、 わかった」 

帆 村 はこのと き 大きく うなずきました。 


「どうした 帆 村 君、 なにが わかった のか」 

小 浜 兵曹長が、 聞きました。 

「いや 小 浜さん、 この マスクの 下に ある ほんとうの 顔 

が、 それが わかった というの です」 

「え、 それ はなん のこと だ」 

「つま リ、 怪塔 王の マスクの 下に は、 僕たちの よく 知つ 

ている 顔が ある、 という ことなん です」 
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帆 村 探偵 は、 怪塔 王の マスクの 下に、 知っている 人 


の 顔が あると いいます。 

小 浜 兵曹長 は、 おどろいて、 

「それ は 誰の 顔 だ」 

「それ は —— 」 

と 帆 村 は、 おもわず 興奮に 顔 を 赤く し、 怪塔王 を 指 

さしながら、 

「それ は 外で もありません、 この 下に 大 利根 博士の 顔 

が あるので す」 

「大 利根 博士と いえば、 塩田 大尉が よくいって いられ 

た 国宝 的 科学者の ことかね。 大 利根 博士が 怪塔 王に 化 

けて いると いうの かね。 いや、 俺に は、 なんだか さつ 


ぱリ わからな いよ」 

「いや、 大 利根 博士 だから、 僕たちの 前で マスク をと 

られ たくない ので すよ。 ど うだ 図星 だ ろ う、 怪塔 王！ 」 

と 帆 村 は、 怪塔 王の 顔に 指 を さしました。 

「いや、 私は大 利根 博士で はない」 

怪塔 王が いいました。 

「博士で はない というの か、 いや 博士に ちがいない。 

とにかく マスク をと るんだ。 命令 だから、 マスク を は 

ずせ！」 

「やむ を 得ん。 では マスク を はずす ぞ」 

どうした もの か、 怪塔王 は 案外すな おに 帆 村の いう 


こと を 聞きました。 そして、 彼 は 両手 を 顔に かけ まし 

た。 

そのと き、 警報べ ル がけた たまし く 鳴り だしました。 

「あ、 怪塔 王、 あれ は 何 だ」 

「ロケット 隊 からの 戦況 報告 だ。 ちょっと 私 を 送話器 

のと ころへ 出して くれ」 

「いや、 いかん！ うごけば、 殺人 光線 灯 を かける ぞ」 

小 浜 兵曹長 は どなりました。 

「おい、 マスク を 早くと らん か」 

と、 これ は 帆 村の 声です。 

そのと き 警報べ ルが 鳴り やむ と 同時に、 高声 器から、 


戦闘 中の ロケット 隊長からの 声が 出て きました。 怪塔 

王の 眼 は、 異様に かがやきました。 
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高声 機の 中から は、 戦闘 中の ロケット 隊長から 怪塔 

王 あてに かかって 来た 戦況 報告が ひびいて 来ました。 

まけいくさ 

「首領、 わが 怪塔 ロケット 隊は、 おもいがけない 負 戦 

に、 一同の 士気 はさつ ぱリ ふるいません」 

「なんだ、 負 戦？ そんな ことがあろ うはず はない。 

磁力 砲で もつ て どんどん やつ つければ いいで はない 


か」 

と、 怪塔王 はお もわず 叫びました。 

「ところが、 首領、 その 磁力 砲が 一向 役に たたない の 

です。 磁力 砲 を 日本 艦隊 や 飛行機に むけて うちだし ま 

すと、 向こう は 平気で いるので す。 そして、 磁力 砲 を 

うった こっちが、 あべ こべに 真 赤な 焼け 鉄 をお しっけ 

られ たように、 急に 機体が 熱くな つて、 ぶす ぶす と 燃 

えだす さわぎです。 どうも 変です」 

「磁力 砲 をう つたこつ ちが、 あべ こべ に 燃え だすと い 

うの か。 はて、 それ はふし ぎだ」 

怪塔王 は あらあらしい 息づ かい をして、 無念のお も 


いいれ です。 帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長と は、 この 様子 を 

さっきから じっと見 まもって いました。 敵の ロケット 

隊長の 戦況 報告に よれば、 わが 秘密 艦隊 は このところ 

たいへん 優勢であります。 怪塔 王と 戦って いる 二人に 

とって、 これく らい 嬉しく、 そして カづ よい こと は あ 

りません。 

「あつ、 そうか」 と、 怪塔王 はこの 時 何 を おもいだし 

たか、 つよく 手 をう ち、 「おい、 隊長、 向こう は、 わし 

が 秘密に してお いた あべ こべ 砲 を 持ち だしたら しい。 

艦隊 や 飛行機 はいつ の 間に か、 みな あべこべ 砲 をつ け 

ている の だ。 だから、 こっちから 磁力 砲 をう つの はす 


ぐ やめに しろ。 うつ だけ 損 だ。 損ば かりで はない。 自 

分で うった ものが、 自分に かえって 来て、 ロケット や 

乗組員 を 焼く の だ。 あぶない あぶない。 お前 は、 すぐ 

ひきあげ 

ロケット 隊 全部に 引 上 を 命じなさい」 

怪塔王 は 夢中に なって、 マイクの 中に 命令 を ふきこ 

みました。 

「首領、 引上げて こいと おっしゃっても、 もう それ は 

遅い のです」 

隊長の 声 は 半分 泣いて いました。 


「もう 遅い つて、 どうしてもう 遅い のか」 

怪塔王 は 敗戦の ロケット 隊長 をし かるよう に、 もう 

遅い わけ を 聞き かえしました。 

「は あ、 その わけ は、 わが ロケットの 損害が あまりに 

もうしわけ 

大きくて  首領、 どうも 申 訳が ありません」 

「おい、 はっきり いえ。 わが ロケットの 損害 は、 どの 

くらい か」 

「はい。 まことに 申し上げに くいです が、 只今 あたり 

を 見 まわしました ところ、 空中 を 飛んで いる ロケット 

は、 わが 一 機 だけであります」 


「えつ、 お前の 一機 だけ か。 そして 他の ロケット は ど 

こにいる のか」 

「それが その、 さきほどからの 戦闘 中、 あべこべ 砲に 

やられまして、 いずれも みな 火焰 につつ まれて 海面へ 

落ちて いき、 それつ きり ふたたび 浮かび あがって まい 

りません」 

「な、 なんじ や。 それで は あと は 全部、 日本軍の ため 

にやつつ けられた のか。 そ、 それ は あまり ひどす ぎ 

る！ あれ だけの ロケット 隊 をつ くるのに、 どんなに 

苦労した ことか。 それが、 かねて わしの 狙って いた 日 

本の 武力 を、 根 こそぎ 壊す のに 役立つ どころ か、 今迄 


に 軍艦 淡路と 十数 機の 飛行機 を 壊した だけで、 もう 

こっちが あべこべに やっつけられて しまった。 ああ 残 

念 だ。 なんという 弱い 同志た ち！ なんという おそろ 

しい あべこべ 砲！ わし は 失敗した。 あべこべ 砲の 始 

あやま リ 

末 を 十分に つけないで、 放ってお いたのが、 誤 だつ 

た。 だが、 まさか、 あの 秘密 室まで 日本軍が はいって 

来る と はお もっていなかった の だ」 

怪塔王 は、 赤くな つたり 青くな つたり して、 じだん 

だ ふんで くやしが リ ました。 しかし、 残る ロケットが 

ただ 一 つで はどうす る こと もで きません。 

「おい 怪塔 王、 もうこの へんで 男らしく 降参し ろ」 


と 小 浜 兵曹長 は、 破鐘の ような 声で、 怪塔王 を やつ 

つけました。 

怪塔王 は、 きっと 顔 を あげ ましたが、 そのまま 言葉 

もな く 首 を 垂れました。 

素顔 


「もうだめ だ」 

怪塔 王の ため息 は、 帆 村に も 小 浜 兵曹長に も、 聞え 

すぎる ほど はっきり 聞え ました。 怪塔王 は 気の毒な ほ 

しょげ 

ど、 悄気て いるよう です。 

「おい、 マスク を とれ」 

帆 村 探偵が、 さいそく しました。 

「よし、 いまと る。 もうこう なって は、 諸君の 命令に 

したがう ばかり だ」 

と、 怪塔王 は 日頃に 似 あわぬ おとなし いこと をい つ 

て、 両手 を 顔に かけました。 


ああい まこ そ怪塔 王の マスクが とられる のです。 人 

をば かにした ような おどけた 汐 ふきの マスクの 下に あ 

る 顔 は、 一 体 どんな 顔であろう かと、 帆 村 探偵と 小 浜 

兵曹長と は、 非常に 胸が おどる の を 覚えます とともに 

また 一方に おいて、 たいへん 気味 わるく もお もい まし 

た。 

怪塔王 は、 マスク を 無造作に ぬぎました。 防毒面 を 

ぬぐのと 同じように、 顔面 全体と 頭髪と が、 す ぼリと 

とれた のです。 

さあ、 その マスクの 下に、 どんな 顔が あつたで しょ 

うか、 息づ まるよう な 瞬間です。 


怪塔王 は、 しばらくう つむいて いました が、 やがて 

顔 を しずかに あげました。 

鬼神の 顔 か？ それとも 国宝 科学者と いわれた 大利 

根 博士の 顔 か？ 

いや、 その どっちで もありませんでした。 それ は 

のつ ペリした 若い 西洋人の 顔で ありました。 まったく 

見 も 知らぬ 西洋人の 顔です。 

(おや、 これが 怪塔 王の 素顔 か！) 

帆 村 も、 小 浜 も、 ともに ちょっと 呆気ない 感じが し 

ないでも ありませんでした。 

「さあ、 これが わしの 素顔 だ。 よく 見て くだされ」 


そういう 声 は、 いつも 聞き おぼえの ある 憎い 怪塔王 

の 声で ありました。 すると、 この 若い 西洋人が、 汐ふ 

きの マスク を かぶって、 あのよう に 大胆な 悪事の かず 

かず を やつ ていたの です。 

「貴様 は 一 体、 どういう 素性の もの か」 

兵曹長が、 こらえ きれない といった 風に、 怪塔 王に 

問 を かけました。 
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「わしの 素性 か、 そんな こと はどうで もい い」 と、 怪 


塔 王 は あらあらしく 息 を はずませながら、 

「わし は 日本海 軍 を やっつけて、 東洋 をめ ちゃめち や 

にす るつ もりだった が、 失敗した。 失敗した うえから 

は、 わし はなに もい いたくない」 

そういって、 きっと 口 を 結んで しまいました。 この 

若い 西洋人 は、 発明 狂で でもありましょう か。 その 生 

いたち こそ、 ぜひ しらべて みたい くらいの、 じつに 興 

味 ふかい もので ありました。 

ぼうぜん 

さっきから 口 を 閉じた まま、 呆然と 怪塔 王の 素顔に 

見入って いた 帆 村 は、 このと き、 つと 一歩す すみます 

と、 


「おい 怪塔 王、 僕 は、 じつ をい うと、 怪塔 王と は大利 

根 博士の 化けた ので はない かとお もっていた。 しかる 

に、 マスク をと つたと ころ を 見て、 僕の 考 がちが つ 

ていた ことが はっきり わか つた」 

といって、 帆 村 はちよ つと 唇 を嚙ん で、 

「 —— で、 僕 はこ こに、 怪塔 王から ぜひとも 返答 を も 

とめたい 一 事が ある」 

「えつ、 それ は 何 じ や」 

「それ は大 利根 博士の 行方 だ。 博士 はい ま、 どこに 居 

られ るか、 すぐ それ を 教えた まえ」 

「そんな こと は 知らん」 


「知らん とはい わせない。 怪塔 王が 博士 邸へ 押入った 

こと はわ かってい るんだ ぞ。 博士の 上着が 遺され、 そ 

れに 血が 一 ぱいつ いていた こと も わかって いる。 大科 

学者 を、 君 は どこへ 連れていった のか。 博士 はま だ 生 

きている のか、 それとも 君が 殺した か。 それ を 知らな 

いと はい わせない ぞ」 

帆 村 は、 怪塔 王の 胸 もと をつ かんば かりの、 はげし 

い 剣幕で つめよった。 

怪塔王 は、 しばらく 口 を も ごも ごさせ ていたが、 や 

がて 決心した らしく、 

「大 利根 博士の 行方 を、 それほど 知りたい か。 では や 


む を 得ない。 これから 案内して、 博士 をお 前た ちに、 

ひきわたそう」 

「えつ、 博士 を 渡して くれる か。 すると 博士 は、 この 

島に いられる のか」 

「うん、 そうだ。 この 上の 洞窟の 中に、 監禁して ある 

の だ」 
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大 利根 博士が、 この 島に 監禁され ている ときいて、 

帆 村 探偵 も、 小 浜 兵曹長 も、 おどろいたり、 またよ ろ 


こんだり した。 

「では、 早く 案内し ろ」 

怪塔 王の 横に は、 帆 村 探偵が つきそい、 そのうし ろ 

から は、 小 浜 兵曹長が 殺人 光線 灯 を もってつ き 従った。 

万一、 怪塔 王が 逃げよう とすれば、 すぐ この 殺人 光線 

灯 を かける つもり だ つ た。 

怪塔王 は、 坂道 を のぼると、 例の 洞窟の 中へ はいつ 

た。 中 はう すぐら く、 その 下に は、 あのお そるべき 海 

底 牢獄が ある。 

「怪塔 王、 貴様 は 博士 を 海底 牢獄に ほうりこん だな。 

ひどい 奴 だ」 


「いや、 海底 牢獄で はない。 この 洞窟の 中に、 別に 大 

きな 部屋が あるの だ。 さあ、 この 岩の われ 目から は 

いってい くの だ。 天井が 低い から、 頭 をぶ つつけ ない 

ようにし たまえ」 

「なに、 頭 をぶ つけるな というの か」 

帆 村と 小 浜 は、 ついその 言葉に 釣られて、 はっと 上 

を 見た。 そのと き 二人の 眼 は、 怪塔 王の 身体から 放れ 

て、 真黒な 岩 天井に うつった。 それ こそ、 すっかり 怪 

塔 王の 思う壺に はまった のであった。 博士 を 種に、 二 

人 はこ こまで 引出され たの だ。 

「えいつ」 


一 声高く、 怪塔 王が 叫ぶ とみる や、 彼の 姿 は 岩の わ 

れ 目の 中に 消えた。 

「あつ、 逃げた！」 

帆 村と 兵曹長と は、 すぐさま その後 を 追おうと した 

が、 そのと き 二人 は、 岩の われ 目の 向こうが 深い 谷に 

なって いるのに 気がつき、 はっと 身 を 縮めた。 

ぎ や— つ。 

たまげ 

そのと き、 谷底から、 魂消る ような 悲鳴が きこえて 

来た。 二人 は それ は 谷底に おちて 岩角に 頭 をう ちつけ 

たらしい 怪塔 王の 最期の 声で あると 知った。 

「おお、 あれ は —— 」 


「うん、 怪塔 王の 自滅 だ」 

帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長 は、 おもわず 双方から よって、 

手と 手 をし つかり 握り あわせた。 
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怪塔王 は、 ついに 自滅した ようです。 

帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長と は、 この 快報 を 一 刻 もはや 

く 秘密 艦隊 へ 知らせた いと おもいました。 

それ を 知らせる に は、 今のところ ただ 一 つの 方法し 

かありません。 それ は 目下 故障の まま 白骨 島の 砂上に 


「えんこ」 をして いる 怪塔 ロケット 第一 号の 無電 装置 

をつ かう ことで ありました。 なかなか 忙しい ことです _ 

怪塔 王の ほ ろんだ 岩窟 を、 そのまま 後に する の は、 

たいへん 心の こりで ありました。 なんだか、 怪塔 王が 

その 辺から 血 まみれに なって、 匐 上って 来る ような 気 

がして なりませんでした。 

「どうしましょう かねえ、 小 浜さん」 

と 帆 村 探偵 は、 心配そう に 相談いた します と、 兵曹 

長 は 笑って、 

「な あに、 怪塔 王が いくらつ よいと いっても、 1 旦死 

んだ 以上、 ちっとも 恐し くない。 しかし そんなに 気が 


かりなら、 帆 村 君 はしば らくこ こにいた まえ。 その 間 

に 私 は、 ロケットの 無電 を 使って、 艦隊へ 連絡して く 

る」 

「あなた 一 人で 大丈夫 かしら」 

「大丈夫 だと も。 第一、 この 殺人 光線 灯が あれば、 た 

とえ 後に 怪塔 王の 配下が 幾千 人の こって いようと、 お 

それる こと はあり やしない」 

兵曹長 は、 軍人ら しく、 きっぱりと 申しました ので 

帆 村 もつ いに その 気にな リ、 ここに 二人 はちよ つと 左 

右へ 分れる ことにな りました。 

「では、 小 浜さん。 艦隊への 連絡 は、 頼み ましたよ。 


そして 用事が すみましたら、 すぐにもう 一 度 この 岩窟 

へ ひきかえして ください。 私 はあくまで 大 利根 博士 を 

うそ 

さがし 出す つもり なんです。 怪塔 王の いった ことが 噓 

でなければ 、 博士 は かならず Y J の 岩窟 のど こかに 隠さ 

れて いる はずです から」 

「よろしい。 私 も 博士の 行方 をつ きとめる ことに は賛 

成 だ」 

小 浜 兵曹長 はそう 言って、 出かけました。 

新しい 怪事 


小 浜 兵曹長が、 岩山 を 出て、 ロケットの 見える 白骨 

島の 平原の 方へ おりて いきます と、 さびしい 洞窟の な 

かに は、 帆 村 探偵た だ 一 人となりました。 

このうす ぐらい 洞窟 内 は、 けっして 気持の よいと こ 

ろではありません。 見える の は 岩ば かりで ありました 

が、 なんだか そのほかに 魔物で も 棲んで いるよう に 思 


えてな りません。 その 魔物 は 岩の かげから、 黄い ろい 

眼 を 光らせながら、 帆 村の 様子 を そっと 隙 見して いる 

ような 気がします。 

(なぜこう 気味が わる い のだろう。 僕 は 急に 臆病者に 

なった のかし らん？) 

帆 村 は、 岩の 根に 腰う ちかけ、 あたり をぐ るぐ る 見 

まわしながら、 自分の 心に そんな 質問 を かけて みまし 

た。 

耳を澄まして 聞いて いますと、 ど ー んど ー ん という 

音が します。 どこか 海水のう ちょせ てく る 洞穴が ある 

らしく おもわれます。 帆 村 は、 まだ そのような 洞穴の 


在所 を 知りませんでした。 

、まさ、 まさ まさ、 まさ。 

急に、 はげしい 羽ばたきが 頭の 上に 聞え て、 怪 鳥が 

とびこんで きました。 

「おや」 

帆 村 は、 びっくりして 立ち あがりました。 こんど は 

怪鳥 がび つ くりして、 またば さばさば さと 羽ばたき を 

して、 向こうへ にげて いきました。 

怪鳥 は、 怪塔 王が 身 をな げた 岩の 割れ目へ とびこみ 

ましたが、 しばらく すると、 「けけ けけ」 と、 聞く の も 

なきごえ 

ぞっとす るよう な啼声 をた てて、 また 帆 村の いる 方へ、 


とび もど つ てまい りました。 

(どうも 様子が 変 だぞ。 油断 はでき ない) 

と、 帆 村 ははつ と 身 を 起して、 岩 かげに 身 を ひそめ 

ました。 

すると、 どうでしょう。 岩の 割れ目が、 ぼ— つと 明 

かるくな つて 来ました。 なんだか 向こうで 火が 燃えて 

いるよう です。 はてな？ 
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岩の 割れ目の 向こうが 明かる くな つたの は、 なぜで 


しょうか。 

帆 村 探偵 は、 岩 かげに 身 を ひそめ、 目ば たき もせず、 

その 方 を 見つめて いました。 

てちょう ちん 

すると、 やがて 岩の 割れ目から、 手 提灯が 一 つ 現れ 

ました。 それ は、 西洋の 漁夫な どが よく 持って いる 魚 

油 を 燃やして あか リを 出す という 古風な 魚油 灯で あり 

ました。 

その 魚油 灯 は、 一本の 腕に 支えられ ています。 

誰でしょう か？ 

すると、 こんど は 一 つの 頭が、 割れ目の 向こうに 現 

れ ました。 帆 村 探偵 は、 息 を こらして、 なお もじつ と 


監視して いました。 

怪人物 は、 魚油 灯 を 高く かかげて、 岩窟の なか をし 

きりに 照らして みて おります。 なかなか 用心ぶ かい や 

り 方で ありました。 

帆 村 は そのと き、 魚油 灯に 照らし だされた 怪人物の 

顔 を、 はっきり 見る ことができました。 

「あつ —— 」 

なぜか 帆 村 は、 びっくり しました。 岩 を だいて いる 

彼の 腕が、 がたがた ふるえる のが、 自分に も わかった 

ほどの 驚きぶ りです。 

それ は、 どうやら 帆 村の 知っている 人物で あつたと 


見えます。 しかもす こぶる 意外の 人物であった らしい 

のです。 それ は 一体、 誰だった でありましょう か。 

怪人物 は、 岩窟 内に 誰もい ない こと をた しかめる と、 

つ いに その 岩の 割れ目から 匐い あが つ てまい りました。 

そしてな おも あたりに 気 をく ばりながら、 なに かしき 

りに 考え ごと をして いるら しいので す。 

そのと きです。 帆 村 は 岩 かげから とびだしました。 

おど 

そして 怪人物の 前に、 ぱっと 躍りで たのです。 

「おお、 大 利根 博士！」 

「え つ ！」 


「大 利根 博士！」 

ぎょうてん 

と 声をかけられて、 相手 はび つくり 仰天し ました。 

思わず たじたじと、 体 をう しろに ひきまし たが、 あつ 

あぶない！ そこに はさきに 怪塔 王の 墜落した 岩の 割 

れ 目が あります。 

「だ、 誰 じ やな」 

博士 は、 しわがれた 声で、 口ごもり ながらい いまし 

た。 そして 手 をう しろへ まわして、 しきりに 岩 を さ 

みげ みち 

ぐって います。 逃路が あれば、 逃げる つもりと みえ ま 


「あは はは、 博士 は ご存じない かもしれ ません が、 僕 

は 帆村荘 六と いう 探偵です。 博士のお 行方 を 心配して、 

ここまで やって きた ものです。 お 見う けした ところ、 

僕たちの 心配して いたのと はちがつて 一 まず ご 無事ら 

しいの は、 なにより うれしい ことです」 

帆 村 は 博士 を 見つけた うれし さに、 じつはもう 胸 を 

わくわく させて いたのです。 博士の 手 を 握って、 あ 

リ つたけ の 喜びの 言葉 をのべ たいと おもいました。 な 

にしろ わが国に とつ て 国宝 的な 学者と いわれる 博士、 

そして 十中八九まで 死んだ ものと 信ぜられ ていた 博士 


を、 ついに さがしだ したので すから、 帆 村の 興奮す る 

の も 決して 無理ではありません。 しかし 彼 は、 あまり 

に 博士 を おどろかせ てもとお もい、 飛びた つば かりの 

われと わが 心 を、 できるだけ こらえて いる 次第で あり 

ました。 

「ああ、 帆 村 探偵 か。 いっか、 どこかで 聞いた ことの 

ある 名前 じ や。 私 を さがしに 来て くれたと は、 まこと 

にあり がたい ことじ や。 しかし、 いきなり 前に とびだ 

された のに はお どろいた ぞ。 う ふ ふ ふ」 

大 利根 博士 は、 やっと 気が おちついた ようで ありま 


「博士 は、 一体 どうな すって、 この 白骨 島へ おいでに 

なった のです か」 

帆 村 は、 いままで 気に かかって いた こと をたず ねま 

した。 

「な、 なぜ、 この 白骨 島へ きた かと 聞く のか。 そ、 そ 

れ はじゃ、 つまり それ は、 あの 憎むべき ところの 怪塔 

王の 仕業 じ や」 
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岩窟 内での、 めずらしい 対面！ 


大 利根 博士と むかいあって、 帆 村 探偵の 胸 はま だお 

どり つづけて います。 博士の 説明に よります と、 博士 

は怪塔 王の ため、 ここへ つれこまれ たという ことです。 

「それ はずい ぶんお 苦しみの ことだった でしよう。 僕 

たちが 見つけた 以上 は、 身 を もってお まもりし ます。 

ご 安心く ださい」 

帆 村 は、 博士 を なぐさめる ために、 そういわないで 

はいられませんでした。 

「ああ、 どうもありがとう。 君た ちに 救われる と はな 

ん という 幸運だろう」 

博士 は、 ことば すくなに こたえました。 


「大 利根 博士、 僕 はもう すこしで 貴方に とびかか ると 

ころで したよ。 なぜって、 博士 はさつ き怪塔 王のお ち 

た その 岩の 割れ目から 出て こられた ものです から、 僕 

はて つき リ怪塔 王が 息 を ふきかえし、 匐いだ した こと 

と 早合点し たのです。 ほんと にあぶな いところ でし 

た」 

「うん、 こっち も 驚いた よ。 いきなり 君に 声をかけら 

れ たので ね」 

そこで 帆 村 探偵 は、 言葉 を あらため、 

おきふし 

「博士、 貴方 は 今まで どこに 起伏して いらっしゃった 

のです か」 


と 尋ねた。 

「うん、 それ は その、 何 だよ。 君 も 知ってい るだろう 

とおもう が、 われわれが 今 立って いると ころの 下に、 

海底 牢獄が ある。 それ は 皆で 五つ 六つ あるそう だが、 

その 一 つに 押し こめられ ていたの だ。 そこ を 何とかし 

て 逃げたい といろ いろ 計略 をめ ぐらした 結果、 やっと 

今日は 逃げ だす ことができ たの だ。 こんなに うれしい 

こと はない」 

「そうでしょう とも。 お 察しし ます。 博士が 無事 だと 

いう ことが 内地に 知れ わたると、 皆び つくりす る こと 

でしよう。 そして どんなに よろこぶ かしれ ません」 


それ を 聞く と、 博士 は ほっとた め 息をついて、 うな 

ずき ました。 
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「それで 博士、 貴方が、 その 岩 を こっちへ のぼって お 

いでに なるとき、 怪塔 王の 悲鳴 をお 聞きに なりません 

でした か」 

帆 村 探偵 は、 さっきから 聞きたい とお もってい たこ 

とを大 利根 博士に 問いた だしました。 

すると 博士 は、 大きく うなずき、 


「ああ、 たしかに 聞いた とも。 たいへんな 声が 頭の 上 

で 聞え た。 と 思う と、 人間が 上から 降って きて、 谷底 

へお ちて 行った。 あれが 怪塔 王だった のか」 

帆 村 は、 それ を 聞いて 目 を かがやかし、 

「ああ、 博士 も それ を 御覧に なった のです か。 それ は 

幸でした。 それで 怪塔王 は、 結局 どのような 最期 をと 

げ ましたで しょうか」 

「うん、 それ は  」 と 博士 は、 くるつ と 目 をう ごか 

し、 「それ ははつ きり 覚えて いないが、 なんでも その 怪 

塔 王の 体 は、 谷底の 岩の 上に 叩きつ けられた。 そのと 

き、 くるし そうな 声 を 出した。 そこで 岩に つかまって 


いたわし は、 こわごわ 下 をの ぞいた、 ところが そのと 

き怪塔 王の 姿 は、 岩の 上に なかった」 

「ほほう、 すると 怪塔王 は 逃げた のでし ようか」 

「いや、 そうで はない よ」 と 博士 はつよ く 首 を ふって 

「怪塔 王の 体 は 一たん 岩に あたって から、 勢 あまって 

はねあがり、 ざんぶと 水中に おちた の だ • あそこ は、 

とても 逃げられる ような ところではない。 尖った 岩の 

間 を 縫って、 冷たい まっくろな 海水が、 渦 をまい て 行つ 

たリ 来たりし ている。 この 世の 地獄み たいな 洞穴なん 

だ。 怪塔 王と て、 とても 助 りつこ はない の だ」 

博士 は、 怪塔 王の 死 を かたく 信じて いる。 


帆 村 探偵 は、 大きく うなずき、 

「なるほど、 そこに 見える 岩の 割れ目の むこう は、 そ 

ういう 恐し いところ なのです か。 しかし 悪運つ よい 怪 

塔 王の ことです から、 ひょっとすると ふしぎに 一命 を 

助って いない もので もありません。 これから 僕 は 谷底 

へ 下りて、 怪塔 王の 死体が 浮いて いない か、 調べて み 

ます」 

すべ だんがい 

滑る 断崖 


帆 村 探偵 は、 あくまで 怪塔 王の 死 をつ きとめる 決心 

でありました。 いま 大 利根 博士の 語った ところに よる 

と、 怪塔王 は 岩の 上に 落ちて 体 を ひどく うち、 それ か 

らまつ くろな 海水が 渦 をまい ている 淵へ おちた と い い 

ますが、 帆 村 は、 一応 どうしても 自分で しらべる 気で 

「大 利根 博士、 では、 案内して くださいません か」 


「そうだね、 わし は ひどく つかれて いるの だが —— 」 

と 博士 は 口ごもり ましたが、 やがて 思いな おした よ 

うに、 

「うん、 よろしい。 外ならぬ 遠来の 珍客の こと だから、 

案内して あげよう。 こっちへ 来なさい。 ここから 下り 

るの だ」 

博士 は 魚油 灯 を もって 先に 立ち、 はや そろそろと 岩 

根 づたいに 下りて いきます。 

帆 村 探偵 は、 はじめて 見る おそろしい 断崖に、 目 ま 

い を 感じながら、 博士に つづいて そろそろと 下り まし 

た。 


博士 は、 なかなか 元気で、 先に 立って、 するすると 

下リ ていきます。 とも すれば 帆 村 は 遅れて しまいそう 

です。 

(博士 は 元気 だな あ。 それに、 この 洞穴の こと をよ く 

知りぬ いている よう だ) 

帆 村 は、 心の中で ひそかに 感心いた しました。 

博士の 魚油 灯 は、 すでに 断崖 を 下りき つて、 洞穴の 

底に ある 岩のう えで、 うす ぼんやりした 光 を 放って い 

ま ^9 

このと き、 博士の 目が きらり と 光りました。 博士の 

目 は、 今し も 岩根に つかまって、 下りる ことに 夢中に 


なって いる 帆 村の 上に、 じっとと まっていました。 帆 

村 は、 博士が そんな 恐し い 目つ きをして、 こっち を 睨 

んで いると は 気がつきません。 

「あつ、 しまった」 

一 声、 帆 村が 叫びました。 

彼 は、 濡れた 岩根 を、 あっとい う 間に 足 を ふみす ベ 

らし、 ずるずる ど すん と、 博士の 立って いる 足 もとま 

で、 すべりおちました。 
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どうも 腑 におち な いのは、 大 利根 博士の そぶりです。 

いま も、 帆 村が 足 を ふみ すべらせ、 あっとい う 間に 

博士の 足下まで 岩根 を すべりおち たから、 博士 も はつ 

と 気 をの まれて、 それつ きりに なり ましたが、 もしも 

あのと き、 帆 村が 岩根 をす ベリお ちないで、 断崖に つ 

かまって ぐずぐずし ていたら、 博士 は 次に どんな 怪し 

いふるまい をした かわかった ものではありません。 そ 

ういえば、 あのと き 博士の 右手 は、 すでに 腰の あたり 

へのび、 なに か ピストルで もさぐ ろうとしたら しいの 

です。 

ずるずると 博士の 足下に すべりおちた 帆 村 探偵の 幸 


運 を、 彼のた めに 祝って やらねば なりません。 そうで 

す、 全く 油断の ならない 大 利根 博士と 名乗る 人物です。 

あの 利口な 帆 村 探偵 も、 まだ それと 気がつい ていない 

のでし ようか。 あたりに は、 味方の 姿 もない 恐し い 洞 

穴の 中です。 一 度 は 危難 をまぬ かれた 帆 村のう えに、 

これから どんな 禍 がふって 来る ことで しょうか。 それ 

を 思う と 気が 気ではなくなります。 

「大 利根 博士、 僕 は、 いますこしで 腰骨 を 折る ところ 

でした よ。 あ、 おどろいた」 

博士 は、 急に 作り 笑顔に なって、 

「全く あぶない ところ だから、 いつも 足下に 気をつけ 


ていた まえ」 

「は あ、 ありがとう ございます。 なに、 もう 大丈夫で 

す」 と、 帆 村 は 博士の 横に 立ち あがり、 

「そこでお たずねし ますが、 怪塔 王が 体 をぶ つつけ た 

岩と いうの は、 一体 どの 岩で しょうか」 

「ああ、 その 岩 かね、 —— 」 博士 は 口ごもりながら あ 

たり を きょろきょろ ながめ、 「ええ その 岩と いうの は 

—— そうだ、 たしか あの 岩だった とおもう よ」 

そういって 博士が 指さした ところ を 見る と、 二人の 

立って いるすぐ 目の前に、 渦巻く 海水に とりまかれた 

一 つの 小さい 島の ような 平な 岩が ありました。 


怪塔 王が 体 を うちあて たの は あの 岩 だと、 大 利根 博 

土が 指さし ましたので、 帆 村が 見る と、 それ はものす 

ごい 潮の 流に とりかこまれた 小さい 島の ような 岩礁で 

ありました。 

「ああ、 あれです か。 ものすごい 岩です ね。 怪塔 王の 

体 は、 あの 岩に あたって、 それから どの辺へ 跳ねお ち 

たのです か」 

帆 衬探湞 は、 なにげな しにたず ねました。 


「う うん、 それ はこつ ち だ。 あの 岩礁の 左の 方 だ」 

帆 村 探偵 は、 それ を 聞く と、 ふしぎな 気がしました。 

怪塔 王の 体が 岩の 割れ目から 落ち、 目の前に 見える 岩 

礁 にっき あたった とすると、 もし、 はずみ を くらって、 

更に 潮の 流へ とびこん だものと すると、 どうしても 岩 

礁の 向こうに おちる はずです。 それが 左に おちた と は、 

ふしぎな こ ともあれば ある ものです。 

つぎに 帆 村 は、 大 利根 博士に 頼んで、 魚油 灯 を かし 

て もらいました。 そして 岩礁の 上 を それで 照らして み 

ました。 帆 村の 考 では、 岩礁の 上に、 怪塔 王が 体 をう 

ち あてた ときには、 きっと 血 を 流した ことで あろうと 


おもいました。 その 血が 見つかる といい と 思った ので 

しかし、 ふしぎに も、 血ら しい もの は、 岩礁の 上に 

見あたりません。 そうかといって、 潮が 洗い 去った よ 

うで もありません。 

帆 村 は、 小首 を かたむけました。 

(はてな、 これ は 変 だ ぞ！) 

帆 村 は、 ふしぎな かずかずの 疑問 を大 利根 博士に た 

ずね ようかと 思いました。 —— が、 待てし ばし！ 

(どうも、 この 大 利根 博士と いうの が、 不思議な 人物 

だぞ。 はて、 一体 どうした というわけだろう) 


帆 村 は、 ようやく そのこと について 思い あたり まし 

た。 そう 思って、 前からの こと を 思い かえして みると、 

怪しい ふしぶしが たくさん 出て きます。 

(これ は 油断が ならない ぞ) 
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油断の ならない 洞穴の 大 利根 博士です。 帆 村 探偵 は、 

夢から 覚めた ように、 おどろきました。 

そういえば、 この 大 利根 博士と いう 人物が、 怪塔王 

のおち た 岩の 割れ目から 入れ かわりに 出て きたの が 変 


です。 いや、 それだけではありません、 帆 村 探偵が 声 

を かけた ときの、 あのへ ども どした 返事の しかた は、 

どうも 怪し い。 

(さあ、 この 大 利根 博士 は、 ただ者で はない ぞ。 これ 

はたい へんな ことにな つた) 

博士の 話に よると、 怪塔王 は 岩礁の 上に おちた とい 

うのに、 血 も 流れて いません。 渦 を 巻く 海水の 中 を 見 

ましたが、 怪塔 王の 死体 も 見えなければ、 その 持物 も 

何 一 つ 浮いて いないではありません か。 

怪塔 王が 死んだ と 思った の は、 あの 岩の 割れ目から、 

この 洞穴の 中へ 墜落した ことと、 それから 間もなく 


起った 悲鳴で ありました。 今のところ、 それ 以上、 怪 

塔 王の 死 を ものがたる たしかな 証拠 はな いのです。 

(これ は 油断が ならない ぞ。 下手 を すれば、 怪塔王 は、 

まだ その 辺に 生きて いる！ その上、 この 怪しい 大利 

根 博士 だ。 そして 場所 は、 勝手 も わからぬ ものすごい 

洞穴の 中 だ！) 

さすが は 帆 村 探偵です。 すぐれた 推理 をた てて、 つ 

いに 自分の 背後に せまる 大 危険 を 察した ので ありまし 

た。 

(これから、 どうしょう？) 

探湞 が、 ぎくり として、 今後の こと を 考えた その 瞬 


間でした。 

妙な 低い 爆発 音が、 帆 村の すぐう しろで 聞え ました。 

「あつ —— 」 

と 思って、 帆 村が ふりかえ つてみ ますと、 いま 音の 

した 岩の 上から、 黄い ろい 煙が もうもうと 立って いる 

あくしゅう 

ではありません か。 とたんに、 一種 異様の 悪臭が、 鼻 

をつ きました。 あ、 毒ガスです！ 
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大 利根 博士 は、 煙の 中に 平気で 立って います。 その 

顔に は、 いつ どこから とりだした のか ガスマスクが は 

ま つて  >  ま ^9 

「ああつ  」 

帆 村 探偵 は、 のどに、 目に、 はげしい 痛み をお ぼえ 

て、 両手で めちゃくちゃに かきむし りました。 

卑怯な 毒ガス 攻撃です。 

いまさら 卑怯 だとい つても はじま リ ません が、 大利 

根 博士から 毒ガスの ごちそう をう けようと は、 今の 今 

まで 思って おりませんでした。 

「ふ ふ ふ ふ。 どう だ、 苦しい か」 


マスクの 下から ひびいて くる その 声！ 

「あつ、 貴様 は 怪塔王 だな。 こほん、 こほん、 こほん 

—— 」 

せき 

帆 村 は、 岩の 上に たおれて、 はげしく 咳 をし ます。 

貴様 は 怪塔王 だな と 叫んだ その 声 は、 まるでの ど を や 

ぶ つ て 出て きたよう な 細い しゃがれ た 声で ありました。 

大 利根 博士が、 いつの 間に 怪塔 王の 声色 をつ かうよ 

うにな つたので しょうか。 

博士 は、 いやに 落着き はらって、 転げ まわって いる 

帆 村の そばへ やって きました。 

「こればかりの 薄い ガス を くらって、 そんなた いそう 


な 苦しみ 方 をす るなん て、 なんて 弱虫なん だろう。 こ 

れ からの 探偵 は、 ガスマスク ぐらい、 しょ つちゅう 持つ 

て あるく が い ぃぞ」 

博士 は、 靴の 先で 帆 村の 体 を 力ま かせに けとばし ま 

した。 なんという ひどい こと をす る 博士で ありまし よ 

、つ。 

「おい 帆 村 探偵。 こんどと いう こんど は、 貴様 を 殺し 

てし まう ぞ。 貴様く らい、 わしの 邪魔 をす る 奴 はない 

からな あ。 いままで 生かして おいた の を、 ありがたく 

おもえ」 

博士 は、 すっかり S 塔 王に なりきって しまって、 腰 


の あたりから、 銀色の 筒 を とりだした。 どうやら これ 

は、 形の かわった 殺人 光線 灯らし いです。 

帆 衬探湞 はどうな りましょう か？ 


最大の 謎 


洞穴の 内の 岩礁のう えに 争う 大 利根 博士と 帆 村 探 

偵！ 毒ガスが 黄い ろい もやの ように 漂って いるな か 

に、 怪塔 王の 声 を 出す 大 利根 博士 は、 殺人 光線 灯を片 

手に 帆 村 探偵の 姿 を もとめて います。 

「あ、 そこにい たな」 

ばら. +6 

魚油 灯が 大きく ゆらいで、 岩礁のう えに 腹 匐い に 

な つ ている 帆 村 探偵 をみ つけました。 

もう 駄目です。 帆 村 探偵の 一 命 は、 風前の灯 火 も 同 

様です。 殺人 光線が 帆 村の 方に むけられ、 そして ボタ 

ンが おされる と、 もう すべてお しまいです。 

帆 村が 岩礁のう えに 腹 匐い になって いたの は、 毒ガ 


ス からす こしで もの がれる ためで ありました。 下に は 

荒 潮が ぼち やん ぼちゃんと 岩 を 洗つ ていまして、 そこ 

にす こしば かりの 風が 起って いました。 だから 重い 毒 

ガス は、 下に 溜ろうと しても、 波の ために あおられ、 

くぐ 

吹き あげられて しまいます。 そして どこ を 潜って 来る 

のか、 一陣の風 がすう つと 吹いて 来る のです。 どこ ま 

でも 沈着な 帆 村 探偵 は、 こうした わずかの 安全地帯 を 

力ろ 

もとめて、 辛うじて 息をついて いたのに、 いまや 大利 

根 博士の 持つ 殺人 光線 灯が、 最後のと どめ を 刺そうと 

狙って います。 

不意に 帆 村 は、 ぼんと 蹴られました。 


「あ、 痛！」 

思わず 彼 は、 声 を 出して しまいました。 

「ふ ふ ふ、 まだ 生きて いたか。 いよいよ 殺人 光線 灯 を 

食って、 往生し ろ！」 

「待て！ 最後に、 ちょっと 聞きたい ことがある」 

「なんだ。 早く 言え」 

「貴下 は大 利根 博士です か、 それとも 怪塔 王です か」 

「そんな こと は、 どっちで もい い。 ほら、 もう 念仏で 

も 唱えろ」 

もう 余裕はありません。 帆 村の 体 は、 ごろり と 一 転 

して、 どぶん と 荒 潮の なかに おちて しまいました？？ 
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「あつ、 落ちた！」 

大 利根 博士 は、 思いがけない できごとに、 殺人 光線 

灯の ボタン をお す こと を 忘れて、 帆 村の 落ちた 荒び る 

水面 を きょろきょろと ながめました。 

大きな 水 音 は、 しばらく 洞穴の なか を、 わ あん わ あ 

んと ゆりうごかして いました が、 やがて それ も 消えて 

しまいました。 

お ま 

「ど、 どこへ 行つ たんだろ うか。 溺れて しまった のか、 


それとも 渦に まきこまれて しま つた かな」 

ぼんやり 黄い ろく 光る 魚油 灯 を、 海水の ちかくへ 

ずっと さしだして 見ました が、 帆 村の 頭 も 見えず、 水 

を 搔く音 さえき こえませんでした。 荒 潮の なかに 落ち 

た 帆 村 は、 そのまま どこかへ 姿を消して しまったので 

とうとう 帆 村 は、 浪に のまれて 溺れ 死んで しまった 

のでし ようか。 それとも 何 所 かに 生きて いるので しょ 

おおう す 

うか？ 洞穴の なか を、 荒 潮 は 大臼を ひきずる ような 

音 をた て、 あいかわらず はげしい 渦巻 をつ くって 流れ 

ています。 この 荒 潮 は、 帆 村 探偵の 生死 をた しかに 


知っている はずであります が、 残念に も 口 をき くこと 

がで きません。 

ところが、 その 帆 村 探偵 は、 しばらくして はっと 我 

にかえり ました。 気がついて 見る と、 いつの 間に か、 

呼吸が たいへん 楽に なって いました。 そして 目 を あけ 

て 見ます と、 自分 は 岩のう えに ながながと 寝そべって 

いるではありません か。 彼 は 夢を見て いるよう な 気が 

しました。 

「怪 博士 は？  I 

彼 は、 がば と はねおきました。 そして あたり を 見 ま 

わした のであります が、 どうも さっきと は 様子が ち 


がって います。 

まぶ 

一道の 光が、 眩しく さしこんで いまして、 さっきの 

洞穴と は くらべもの にならぬ ほど 明かる い 気分に みち 

てレま す 

足元に は、 白い 泡 をう かべた 荒 潮が、 或は 高く、 或 

は 低く 満ち 引きして います。 そして 海 鳴の ような 音 さ 

え 聞え るので す。 
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帆 村 探偵 は、 奇蹟 的に 一まず 危難 をの がれた こと を 


知りました。 

殺人 光線 灯 を かけられよ うとした 途端、 彼 はこん な 

ものに うたれ て 体 を 焼かれる より はとお もい、 おもい 

き つ て 海中に 自ら 身 をな げた のであります。 

ところが、 体 は そのまま はげしい 渦巻に まきこまれ 

てし まい、 彼 も 気 をう しない ましたが、 その 間に 彼の 

体 は 海底 をく ぐって、 岩の 下 を くぐりぬ け、 そして ま 

た 別の この 明かる い 洞窟の なかに 浮かび 出た のです。 

そこ はどう やら 海から すぐ 入リ こんだ 洞門ら しいので 

おそらく 彼の 体 は、 海中へ 注ぐ 潮に 流されて いくう 


ち、 狭くな つた 水路のと ころに 出て いる 岩のう えに 押 

しあげられた ものでありましょう。 どこまでも 運の い 

い 帆 村 探偵で ありました。 

こうして 一 命 は 助り ましたが、 荒 潮に もまれ 流れて 

いるう ちに、 彼の 体 は 幾度と なく かたい 岩に ぶっかつ 

たため、 全身 はずきず きと はげしい 痛みに 襲われ、 ど 

うして も 立ち あが る ことができません。 残念です が、 

しばらく なおる の を 待つ ことと し、 そのまま 岩の 上に 

長く 寝そべって いました。 すると、 いろいろな ことが 

思いだ されて きました。 

(小 浜 兵曹長 はどうし たかな あ) 


彼 は、 兵曹長の 身の上が 心配に なって きました。 

(あの 大 利根 博士と いう 人物 は、 一体 ほんとうの 大利 

根 博士な のだろう か。 怪塔 王みたい な 声に 聞え たが、 

あれ はどうした わけだろう か) 

なにもかも 不思議と いうよ リ 外はありませんでした。 

(しかし 世の中に、 どんな 不思議が あると いっても、 

解けな い 不思議と いう ものが あろう はず はな い の だ。 

頭 を はたら かせさえ すれば、 その 不思議 は 必ず 解ける 

にちがいないの だ！) 

帆 村の この 元気 を、 神様 も よろこばれた のか、 その 

とき 帆 村の 頭に、 なに かぐに やりと した ものが、 ぶつ 


つかりました。 
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洞門の 巌 のうえ、 帆村荘 六の 頭に、 ぼか リと あた つ 

たもの は 何で あ つたで しょうか。 

それ はぐに やりと、 きみの わるい 手 ざ わりの もので 

した。 取上げて みて、 帆 村 はび つくり。 

「やつ、 これ は！」 

と、 おもわず おどろきの 声 を あげたの も、 むりで は 

ぁリ ませんで した。 帆 村の ひろった そのぐ にやり とし 


たもの は、 やわらかい 上質の ゴムで つくった マスクで 

ありました。 怪塔 王が、 よく 使って いる マスクだった 

のです。 

「たいへんな ものが 見つかった！」 

帆 村 は、 その マスク を 光の さしこむ 方に かざして、 

その 面 を あらためてみ ましたが、 

「ややつ、 これ は怪塔 王の 素顔！」 

と、 またまた おどろきの 声 を あげました。 なんとい 

う ふしぎで しょうか、 帆 村が 手に している マスク は、 

怪塔 王の 素顔 —— とお もっていた 例の 西洋人の 顔 だつ 

しおふき 

たのです。 それ は 鼻の 低い、 頰ぼ ねの つっぱった 汐吹 


の 顔ではありません。 その 汐 吹の マスク をと つた あと 

に 現れた 西洋人の 顔！ 今の 今まで、 それ は怪塔 王の 

素顔 だとば かり 思って いました のに、 帆 村が 拾った マ 

スク は、 ふしぎに も その 西洋人の 顔だった では ありま 

せんか。 

「なんという ふしぎ だ。 これが 怪塔 王の 素顔で ない と 

したら、 一 体怪塔 王の ほんとうの 素顔 は、 どんなので 

あろう か？」 

帆 村 は 一 時、 頭の なかが みだれて、 ぼんやり として 

いました。 しばらくたって、 彼 はやつ と おそろしい 事 

実に 気がつい たのです。 


「そうだ、 わかった ぞ。 怪塔 王の ほんとうの 素顔と い 

うの は —— 」 と、 その 先 をい うのが おそろしくて、 帆 

村 はお もわず ここでつ ば をのみ こみ ましたが、 

「 —— ほんとうの 素顔と いうの は、 あの 大 利根 博士な 

の だ。 大 利根 博士が、 いくつもの マスク をつ けて、 怪 

塔 王に なりきつ ていたの だ。 では、 あの 憎むべき 怪塔 

王の 正体 は、 意外に も大 利根 博士だった の だ」 
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意外 も 意外です。 


怪塔 王の 正体 を あらって みれば、 大 利根 博士 だとい 

うこと になり ました。 

帆 村 探偵 は、 理屈のう えで はたし かにそう なる から 

まちがい 

間違ない と 信じながら も、 あまりに 事の 意外な のに、 

夢で はない かと、 いくたび も 考えな おさずに はいられ 

ませんで した。 

「いや、 間違な く、 大 利根 博士が 怪塔 王だった の だ！」 

帆 村 は、 はっき リ 自分に いいきかせました。 それに 

ちがいな いのです。 

ただ、 この 上の ふしぎ は 国宝 的 科学者と もい われて 

いる あの 大 利根 博士が、 仮面 をむ けば、 なぜ あのよう 


に 憎むべき 怪塔 王であった かとい う 謎です。 それ こそ 

は、 どうしても 解かねば ならぬ 大きな 謎で ありました。 

しわざ 

おそろしい 怪塔 王の 仕業 も、 みな その 謎の 中に 一し よ 

に 秘められて いるのに ちがいありません。 なぜ？ な 

ぜ？ なぜ？ 

帆 村の 勇気 は 百倍し ました。 わが 海軍の 機密 を 知り 

ぬいて いる 大 利根 博士が、 あの 怪塔王 だとしたら、 こ 

れは 一刻 も そのまま ゆるして おけない ことです。 ぜひ 

とも 怪塔王 を とらえて、 そして、 なぜ 怪塔 王が そんな 

わるい こと をす るの か、 その 大きな 謎 をと かなければ、 

国防 上 これ はたい へんな ことになります。 


怪塔王 は 一 たん 死んだ ものと おもわれ ましたが、 こ 

こに きて、 残念ながら それ を 取消さなければ ならな く 

なりました。 

怪塔王 は、 まだ 生きて いるので す。 岩窟の 中で 見た 

大 利根 博士 こそ は、 外ならぬ 怪塔 王の 姿だった のです。 

ですから 怪塔王 は、 ただ 生きて いる どころ のさ わぎで 

はなく、 あの 岩窟 を 出て、 なに かまた 悪いた くらみ を 

しょうとして いたのに ちがいありません。 

大 利根 博士の 姿 をした 怪塔王 は、 いま どこで なに を 

している のでし ようか。 

「こうして はいられない！」 


帆 村 は、 潮 鳴る 洞門の かなた を、 きっとみ つめ まし 


た。 


ああ 上官 


さてお 話 は、 小 浜 兵曹長の うえに うつります。 兵 ま 


長 は、 帆 村と わかれ、 怪塔 ロケットへ むかいました。 

黒人た ち は、 もうす つかりお となし くな つてい ます。 

主人の なくなった 黒人た ち は、 まるで 虎が 猫に なった 

ような もので ありました。 

兵曹長 は、 殺人 光線 灯 を 身が まえながら、 怪 塔の 無 

電 室に はいって いきました。 そして、 さっそく、 秘密 

艦隊 を よびだし たので ありました。 

「塩田 大尉に ねがいます。 こちら は 白骨 島に おいて 小 

浜 兵曹長です」 

そういって、 無線電話 を もって、 しきりに よびかけ 

ました。 


艦隊 は、 そのと き 空と 海面との 両方から、 まだ 空中 

にの こって いる 敵の ロケット やら、 また 海面に おちな 

がら、 まだ 降参し ないで うってく る 敵の 生き残りの 者 

どもと、 しきりに 戦闘 中で ありました。 

もちろん この 戦闘 は、 秘密 艦隊の 勝と なった 模様で 

す。 しかし、 空中に 残る 一台の ロケットが なかなか 降 

参いた しません。 それ は 敵の 隊長が たいへん 抵抗す る 

ためで ありました。 この 最後の 一台の ロケットが、 ど 

ういう もの か なかなかつ よいので す。 いささか 手 を や 

いている とき、 小 浜 兵曹長からの 無電が はいり、 軍艦 

六 甲の 艦橋に いた 塩田 大尉が マイクロフォンの 前にで 


ました。 

「おお、 小 浜 兵曹長 か。 こちら は 塩田 大尉 だ。 お前 は 

よく 生きて いたな。 おれ はたい へん うれしい ぞ」 

と、 まず 大尉 は、 部下の 無事 を よろこびました。 こつ 

ち は 小 浜 兵曹長です。 上官の 声 をき いて、 どんなに 気 

がつ よくな つた かわかり ません。 

「ああ 塩田 大尉、 私 も 上官のお 声 を 耳に して どんなに 

か 嬉し ゆう ございましよう」 といい ましたが、 とたん 

にお もわず 胸の なかが 一 ぱいに なりました。 
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塩田 大尉と 小 浜 兵曹長の 無線電話 は、 つづきます 


「塩田 大尉、 私と 帆 村 探偵と は、 首尾よく 怪塔王 を や つ 

つけて しまいました から、 どうか ごあん しんね がい ま 

す」 

と、 小 浜 兵曹長 は 報告し ましたが、 それ は 小 浜のお 

もい ちがいで、 怪塔王 はやつつ けられ もせず、 あいか 

わらず 生きて あばれて いるので ありました。 帆 村と 怪 

塔 王との 出くわしに ついては、 なにも 知らぬ 小 浜 兵曹 

長です。 そういう ぐあいに 報告す るの も、 むりで は あ 


りません。 

「そちらの 戦闘の 様子 は どんな 風であります か」 

これにた いして、 塩田 大尉 は、 敵の 大敗 北で ある こ 

と を 報告した うえ、 まだ あと 一 台の 敵 ロケット がしき 

りに 抵抗して いる こと をった えました。 

「 —— われわれ は、 その 一台 をお とすまで は 大いにが 

ん ばって 闘う つもり だ。 そのうえで、 白骨 島へ 突入す 

る 考え だ、 そこ は怪塔 王の 根拠地 だからな」 

「あつ、 こっちへ 来られます か。 それ はます ます うれ 

しいです。 まったく この 白骨 島 は、 いかにも 怪塔 王の 

巣ら しく、 たくさんの 謎に みたされ ており、 そして ま 


た、 いろいろの 武器 も あるよう です よ」 

そういって 兵曹長 は、 いままでに 見たり 聞いた リし 

たこと を、 いろいろと ならべました。 それが 秘密 艦隊 

にと つて、 どんない い 報告だった かいうまで も ありま 

せん。 艦隊で は、 いよいよ 白骨 島 を 一番お しまいの 目 

的 地と して、 すすむ ことにな りました。 

そうなる と、 いまのう ちに 早く、 敵の ロケット をう 

ちお とさねば なりません。 空から は 飛行機 隊が、 海面 

から は 艦艇が、 力 を あわせて 最後の ロケット めがけて 

攻め かけました。 

この ロケット は、 磁力 砲の 役に立たなくな つたこと 


を はやく も 察して、 いま は 逃げる 一方です。 ロケット 

の 尾部から、 黒い ガス を 出して 煙幕 を はり、 逃げる こ 

と、 その 逃げる こと。 
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いま、 どっち も、 鬼ごっこ をして います。 

磁力 砲 も 機関銃 もうたず、 もっぱら ロケット は 逃げ 

る ことに 一生 けんめいで すし、 秘密 艦隊の 方で は、 そ 

れに 追いつく ことで 一 生けん めいです。 

そうこう する うちに、 この おそろしい 鬼 ごつ こはだ 


ん だんと 白骨 島に 近づいて きました。 塩田 大尉 は それ 

を 小 浜 兵曹長の ところへ、 さかんに 知らせて きます。 

それ を 聞いて いた 小 浜 兵曹長 は、 こちら もなん とかし 

てこの 怪塔 ロケット をとば せて、 むこうから 逃げて く 

る 敵の 隊長 ロケット をむ かえう ちたいと おもいました 

兵曹長 は、 黒人のと ころへ やって きて、 

「まだ この 怪塔 ロケット は、 うごかな いか」 

と、 聞きました。 

「いや、 なかなかう ごきません。 こんなに 壊れて いる 

のです から、 考えても おわかりで しょうが、 直る まで 

に は なかなかたい へんです」 


黒人た ち は、 そういい ました。 それで 早く 直しに か 

かるの かとお もってい ますと、 そうで もありません。 

いやいやながら 壊れた ところ を 直して いると いった 様 

子が、 手に とる ように 見えます。 

これ をみ て 兵曹長 は、 心中 むっといた しました。 こ 

の 調子で は、 怪塔 ロケットの 直しが できあが るの はい 

つの こと やら わかりません。 そこで 考えた 兵曹長 は、 

黒人た ちに むかい、 

「お前た ち、 壊れた ところ を 早く 直した 者に は 自由 を 

あたえる。 つまりお 前た ちの 生まれた 国へ、 安全に か 

えして やる」 


「え？」 と、 黒人 はお どろき 顔です。 「早く 直した 者 は、 

奴隸 から ゆるされ るので すか。 自由の 身に して、 かえ 

して くれる のです か。 それ はほんと うです か」 

「そうだ、 そのと おりだ」 

それ を 聞く と、 黒人た ち は、 たちまち 別の 人間の よ 

うにな リ、 たがいに、 ばた ばた こちん こちん と、 機械 

の 修理に かかりました。 

ロケット は、 まもなく 直る でしよう。 
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黒人た ちが、 われ 勝に と 、 大さ わぎ をし て 怪塔 ロケ ッ 

トの わるい ところ を 直す ことに かかって いたと き、 怪 

塔の 入口のと ころ を、 ぶら りと はいって きたの は、 別 

人なら ぬ大 利根 博士で ありました。 

「誰だろう？」 

黒人た ち は、 目 を ぱちくりです。 

大 利根 博士 は、 まったく 知らぬ顔 をして、 階上の 無 

電 室への ぼって いこうと します。 そのと き、 小 浜 兵曹 

長 はこれ を 見つけて、 

「とまれ！ あなた は 誰です か」 

と、 殺人 光線 灯 をむ けました。 


「や あ、 君の ことかね。 いま、 向こうの 洞穴の なかで、 

帆 村 君から 聞いて きたよ、 僕 一身の ため、 まことにす 

まない こと をした」 

「あなた は 誰です。 どこかで 見た ことの ある 人 だが」 

「わしの ことか。 君に わからない というの は、 たいへ 

ん 残念 だ。 わし は大 利根 じ や」 

「えつ、 大 利根 博士！」 

と 小 浜 兵曹長 は、 おどろきの 目 をぐ わ— つと 開き、 

「そうだ、 はっき リ 覚えて います。 軍艦 はじめ 方々 で 

お 目に かかった 大 利根 博士 だ。 博士、 われわれ は あな 

たが 怪塔 王の ために、 殺された ことと おもって いまし 


た」 

そういいながら も、 兵曹長 はじつ と 博士の 顔から 眼 

を はなしません。 

「そうお もうの も 無理 はない。 なぜか 怪塔王 は、 わし 

が 死んだ ように 見せたかった の だ。 わし は、 とつぜん 

研究室に とびこん できた 怪塔 王た ちに つかまり、 この 

島へ つれて こられた の だ。 そして あの 洞窟の なかに と 

じ こめられ、 ひどい 目にあって いたよ。 さっき 帆 村 探 

偵に すくわれ、 こんな うれしい こと はない。 しかしよ 

く 聞いて みると、 君が 飛行機で この 島へ とんで こなけ 

れば、 このような 勝利 は 得られなかった とのこと だ。 


いや、 お 手柄 じ や、 お 手柄 じ や」 

と、 大 利根 博士 はしき リに小 浜 兵曹長 を ほめます。 

博士に ほめられて、 小 浜 兵曹長 は、 わるい 気がし ませ 

んが、 あぶない あぶない、 博士の 眼が きょろきょろ。 
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怪塔 ロケットの 中です。 

小 浜 兵曹長 は、 秘密 艦隊との 連絡 をお えて、 ほっと 

一 息と いうと ころ。 そこへ 思いがけなく 大 利根 博士が 

たずねて きたので、 よろこびが 二重に ふえました。 兵 


曹長 は、 まさか 大 利根 博士が、 あの おそろしい 怪塔王 

だとい うこと は 知りません から、 大 利根 博士 を 心の中 

に 信じき つてい ます。 ああ あぶない ことです。 なに か 

まちがいが おこらなければ いいです が —— 

大 利根 博士 は、 なに か 小 浜 兵曹長の すき をみ つけて 

やっつけようと、 眼 玉 をぎ よろ つかせて います。 

ちょうど、 そのと きで ありました。 

窓の 外に とつぜん はげしい 物音が 聞え だしました。 

ぷ るつ、 ぷ るつ、 ぷ るつ。 しゅう、 しゅう、 しゆう- 

いなずま 

そうしてな にか、 電 のよう な 白い 光が、 小 浜 兵曹 

長の 眼 を さ つ と 射しました。 


「ああ， なんだろう」 

兵曹長 は、 すぐ 窓のと ころに かけよりました。 彼の 

顔が、 急に かたくなりました。 

「あつ、 ロケット だ。 ロケットが、 島へ かえって きた」 

「えつ、 ロケットが、 島へ かえって きたって」 

大 利根 博士 も つづいて 窓のと ころに よりました。 な 

る ほど まちがい なく ロケットです。 西 太平洋の 空中で、 

秘密 艦隊の ために あべ こべ 砲で 手 きびしく やつ つけら 

れた ロケット 隊の 生きの こりの 一 台です。 

「おお、 あれ は 隊長の のって いる ロケット だ」 

大 利根 博士 は、 おもわず、 そうさけ びました。 


「えつ、 隊長 機？ 隊長と は、 誰の ことです か」 

兵曹長 は、 博士の 言葉 をき きとが めて、 たずね まし 

た。 

「隊長 機 —— というの は、 つまり 怪塔 王の 部下で 一番 

えらい 奴が、 隊長と しての りこんで いる ロケット だ I 

I どう だね、 小 浜 君、 あの ロケ ッ トが 着陸す るの を 待 つ 

てとり 押さえて は  」 

光る ロケット 


隊長 機の ロケット を、 とり 押さえて はどう だと、 大 

利根 博士 実は 怪塔 王から いわれて、 小 浜 兵曹長 は 大き 

くうな ずき、 

「そうだ。 よろしい、 あの ロケット をと り 押さえよう。 

これ はすば らしい 獲物 だ」 

いつ、 どんなと きに も、 おそろし いという こと をし 

らぬ 勇士 小 浜 兵曹長 は、 この 白骨 島に 不時着 このかた、 


ちょうど 腕が な つ てし かたがない ところで ありました 

ので、 怪塔 王に いわれる ままに、 ロケット を 分捕って 

しまう 決心 を かため、 階段 を かけおりました。 

「どちら へ お出かけになります か」 

と、 黒人が 心配そう にたず ねました。 そのと き怪塔 

ロケット は、 悪い ところが 直って、 まもなく 出発で き 

るよう になって いました。 ですから、 黒人 は、 兵曹長 

からの 約束で、 いよいよ 体 を 自由にして もらえる とき 

がち かづ いたと よろこんでいた ところで ありました。 

「いま、 着陸す る ロケットが あるから、 あれ を 分捕つ 

てく る。 ちょっと 待って おれ」 


「は、 そうです か」 

といった ものの、 黒人 は、 小 浜 兵曹長が あま リに大 

きなこと をい いだした のにび つくりして、 あと はいい 

だ す 言葉 も 見 つかりません。 

「じ や、 ちょっと 待って いるんだ ぞ」 

といい 捨てて、 小 浜 兵曹長 は 外に とびだしました。 

そのと き、 兵曹長の 耳 をき こえな くして しまいそう 

に、 ロケットの 尾から ふきだす ガスの はげしい 音！ 

それと ともに、 あたり はもう もうと した 白い 煙の よう 

な もので、 すっかりお おわれて しまいました。 兵曹長 

は、 ロケット を 見失った かと 思い ましたが、 そのと き 


ひゆう つと、 一陣の風 もろとも、 灰色の ロケットの 巨 

体が 砂 をけ ちらしながら、 四 五 百メ— トル 先の 草原に 

着陸し ました。 

「おのれ、 分捕って くれる ぞ」 

兵曹長 は、 獵犬 のように かけだしました。 
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ついに、 生きの こりの 隊長 機の ロケットが、 着陸し 

たのです。 小 浜 兵曹長 は、 そこまで 四 五 百メ  — トルの 

間 を、 一秒で もはやく かけぬけようと 大地 をけ つた そ 


のとたん、 

「おやつ、 あぶない。 これ はいかん？」 

とさけ ぶな り、 兵曹長 は、 だ あっと 地上に うち ふし 

ました。 

だ だ だ あん、 どん がらから から。 

ものすごい 光が 見えた とおもうと、 たちまち 天地 も 

くずれる ような 爆音です。 ひゆう つ ばらばらと 風 を 

きってと びくる の は、 爆弾の 破片でありましょう。 兵 

曹長 は、 いちはやく、 頭上から おちて くる 爆弾に 気が 

ついた ので、 その 破片に やられな いため、 地上にから 

だ を ふせた のです。 


ものすごい 爆撃 は、 なお もつ づきます。 一体 どうし 

たこと でしよう か。 

実は、 それ は 隊長 機の 最期の 場面だった のです。 隊 

長 機 は、 ずいぶんがん ばって、 秘密 艦隊 やその 空中 部 

隊と、 戦 を 交え ましたが、 あべこべ 砲の ためつ いに 

自分が ひどく やっつけられ、 その 生命と たのんで いた 

磁力 砲が こわれ、 使え なくなりました。 それでも 逃げ 

る だけ 逃げようと、 根拠地の 白骨 島へ 着陸した とき、 

追跡して きた 空中 部隊 のた め さんざんな 目にあわされ 

ました。 

磁力 砲が こわれて しまえば、 もう その あと は 爆弾 や 


砲弾 を はじきかえす 力が なくなりました。 そこ をね 

ら つて、 わが 空中 部隊 は、 爆弾の 雨 を ふらせた のです。 

小 浜 兵曹長 は、 あぶない 一 命 をた すかり ました。 そ 

のとき 彼の あたまの 中には、 もう 一 つの ロケット のこ 

と をお もいだ しました。 

兵曹長が ふりかえった とき、 煙の 間に、 眼の 底に や 

けっくよ うに はっきりみ えたの は、 怪塔 ロケットの 出 

発の ありさまです。 

ばばあん、 ばばあん。 

「あつ、 しまった。 待て！」 

といった が、 もうお そい、 怪塔 ロケット は 隊長 機と 


いれかわって、 大空に とびあがりました。 
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「黒人の やつ、 降参した ようにみ えていた が、 とうと 

う 俺 を だまして、 怪塔 ロケットで にげて しまった か」 

小 浜 兵曹長 は、 無念の あまり、 腹ば いながら、 いく 

たび か 大地 をう ちました が、 もはや どうに もな リ ませ 

ん。 

しかし、 みなさん は、 すでにお わかりに なって いる 

とお もい ますが、 怪塔 ロケット を 俄に 出発 させた の 


は 黒人で はなく、 大 利根 博士だった のです。 博士 は、 

そのような ときが くるの を 待って いたのです。 しかも 

ぐずぐずし ていれば、 秘密 艦隊の 爆撃の そば 杖 をく わ 

ない とも かぎりません。 

だ だ だ— ん、 ひゆ— つ、 ど ど どん。 

地上から は、 半ば 壊れながら も、 隊長 機が、 しきり 

に 空中に むけて、 砲弾 をう ちあげて います。 敵ながら 

あっぱれの 隊長 機で ありました。 それに 応じて、 わが 

空中 部隊 も、 ここ を 先途と いさましい 急降下爆撃 をく 

りかえ します。 地上 は 硝煙に つつまれ、 あたり はまつ 

くらにな りました。 


「これ は、 すごい ことにな つた ぞ」 

こうなる と、 兵曹長 も、 これから 先、 自分の 運命が 

どうなる のか、 まったく わから なくなりました。 あと 

から あとへ つづけざまの 爆裂、 雨の ようにと びくる 爆 

弾の 破片、 それら は あまりに はげしく、 兵曹長 は、 一 

時怪塔 ロケット を とりにがした 無念 さ を わすれる ほど 

でありました。 

それから 何分 かた つ て 後の ことです。 

地上に あった 隊長 機 は、 ついに 一 大 音響 を あげて 爆 

かたま リ 

発しました。 そして ロケット は、 一 団の 火の 塊 とな 

ほのお 

り 果て、 その 焰は、 えんえんと 天 を こがし、 すさまじ 


い 光景と なりました。 

この 大 爆発の ため、 小 浜 兵曹長 は、 ついに 体に 二つ 

三つ 傷 をう けたら しく、 ひりひり 痛み だしました。 が、 

しらべ てみ ると 幸いに かすり 傷ば かりで ありました。 

どこまでも つよい 武運に よろこんだ 兵曹長 は 煙の 中 か 

ら、 すっくと 立ち あがりました。 
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小 浜 兵曹長の 無念 さとい つたら、 なにに たとえよう 

もありません。 せっかく 占領した 怪塔 ロケット がいつ 


の 間に やら 兵曹長 を あとに のこして、 空中へ とび あ 

がって しまった のです。 硝煙に むせびながら、 兵曹長 

はいくた びと なく 空中 を 見 あげ ましたが、 そこに は、 

怪塔 ロケットの 姿が なく、 ただ ロケットの 怪奇な 響 だ 

けが、 ごうごうと きこえます。 

「なんの こと だ。 とうとう うまく 逃げられち まった。 

ざんねん！」 

兵曹長 は、 痛手に 屈せず、 立ち あがりました。 この 

うえ は、 空中へ 信号 をして 戦友に 対し、 自分 や 帆 村が 

この 島に いる こと を しらせた いと おもいました。 そこ 

で、 帆 村の いる 丘の 上へ のぼるの が 一番い いと 思って 


歩き かけた とき、 とつぜん、 煙の 中から とびだして 来 

た 一 人の 人物が ありました。 

「おお、 小 浜さん」 

小 浜さん とわが 名 をよ ばれて、 兵曹長 は、 はっと そ 

の 方 を 見ました。 

「や あ、 帆 村さん、 まだ 爆撃 中 だから、 あまりう ごく 

と あぶない よ。 どうして、 あなた は、 こんなと ころ 

へ？」 

帆 村 探偵 は、 全身 ずぶぬれです。 

「いや、 えらい 目にあいました。 この 上の 洞窟の 中で 

ね。 例の 大 利根 博士に あつたんで すが、 博士の ために、 


すでに 一 命 をお とすと ころで したよ」 

「ああ 大 利根 博士、 博士なら、 さっき ここへ も 来たが。 

—— 」 

「えつ、 博士 は 来ました か。 そして、 博士 はどうし ま 

した。 小 浜さん は、 なんの 危害もう けなかった のです 

ゝ I 

力」 

そうい われて、 兵曹長 は、 いまいま しそうに 舌う ち 

をし ました。 

「やられた よ、 うまく やられて しまった。 せっかく 怪 

塔 を 占領して いたのに、 博士が 来て、 うまい ことい わ 

れて俺 は 外へ とびだした。 すると 待って いました とば 


かり、 怪塔は 空へ とびだして しまったよ」 


意外な 通信 筒 


硝煙の あいだに、 ふたたび 手 を とりあう ことので き 

た 帆 村 探偵と 小 浜 兵曹長と は、 たがいに 勇気 百倍のお 


もいです。 

「小 浜さん、 これから、 どうします か」 

「それ はわ かってい る。 あくまで 怪塔王 を やっつける 

のさ。 そして、 この 根拠地 をす つかり 占領して しまう 

のさ」 

「わかりました。 では、 われわれ はさし あたりな に を 

すれば いいので しょうか。 戦 は 空中で 始 つてい ます。 

それな のに、 われわれに は、 飛行機 もなければ ロケ ッ 

ト もない。 これで は、 空中に とびあがろうと おもって 

も、 できない のが 残念です ね」 

「うむ、 さっきから、 それ を 残念が つてい ると ころ だ。 


ああ、 われに 一台の 飛行機が あれば、 怪塔王 を どこ ま 

でも 追撃す るんだ がな あ」 

と、 小 浜 兵曹長 も、 両腕 を さすって くやし そうです _ 

飛行機の な い 航空 兵、 そして 空中に は 壮烈な 空中戦が 

ひきつづき おこなわれ ている。 まったく、 兵曹長の 心 

のうち は 気の毒で ありました。 

そのと きで ありました。 硝煙 わきたつ 島 上に、 にわ 

かに 猛烈な プロ ぺ ラの 音が 近づいて まいりました。 

「おい 帆 村 君、 敵 か 味方 かわか らんが、 低空飛行 でもつ 

て、 こっちへ やって来る やつが いる。 はやく その あた 

りへ 体 を かくすが いい ぞ」 


「あ、 わかりました」 

といって いるう ちに、 硝煙 を やぶって、 二人の 頭上 

に 近づ いた 数 台の 飛行機が ありました。 

「あつ、 味方の 攻撃 機 だ。 あぶない、 体 を かくせ」 

いちはやく 兵曹長 は、 飛行機の 種類 を 見き わめて 声 

を あげました。 機 翼に あざやかに えがかれ ている 日の 

丸！ たしかに それ は 味方の 攻撃 機です。 しかし、 こ 

の 低空飛行 は なぜで しょうか。 もし 地上 攻撃 を やる も 

のとしたら、 帆 村と 小 浜の 両人の 生命 は、 いまや 風前 

とちし び 

の 灯火 同様、 じつに あぶない ことにな りました。 二人 

は、 化石の ように じっと 伏せ をして います。 


地上 攻撃 か？ あやうい 小 浜 兵曹長と 帆 村 探偵の 生 

命です。 

ところが、 攻撃 機 編隊 は、 あっとい う 間に 二人の 頭 

上 を とびすぎて しまいました。 さいわいに 地上 攻撃の 

こと もありませんでした。 

「あ、 助った」 

帆 村 は 首 を あげて、 飛行機の とびさった あと を ふり 

かえりました。 


「おい 帆 村 君、 今の 飛行機 は、 かならずもう 一度 ひき 

かえして くるから、 そのと き は、 一生懸命に 手 を ふつ 

て 味方に 合図 をす るんだ ぞ。 機上で こっち を 正しく 見 

つけて くれれば、 きっと 手 を かして くれる だろう」 

「そうです か。 よろしい。 僕 は 一生懸命 機の 方へ 信号 

I -ま T9」 

そういつ ている うちに、 なるほど、 ふたたび はげし 

く プロべ ラの 音が 近づいて 来ました。 この 機会 をに が 

して は、 味方の 飛行機 は どっかへ 行って しまう とお 

もった 小 浜 兵曹長 は、 帆 村 をうな がして あらんかぎり 

の 声 を だし、 地上に 手足 をば たばた うごかして、 こつ 


ちの いる こと を 機上 へ しらせました。 

その 瞬間に、 編隊 はまた ものすごい 音 をた てて、 二 

人の 頭上 を すれすれに とびさりました。 

(さあ、 どうなる。 うまく 機上の 戦友に 通じた かしら 

ん？) 

そう 思つ ている うちに 三た び プロべ ラの 音が きこえ 

はじめました。 こんど はさら に 低空飛行です。 そのう 

ちに、 プロペラが 空中で はたと とまりました。 

「あ、 着陸 だ」 

兵曹長 は、 一 散に かけだしました。 

「え、 着陸し ます か」 


それ を 聞いて 帆 村 も つづきました。 

攻撃 三 機 は、 みごとに 砂上に 着陸し ました。 そして、 

ぐるつ と 舵 を まげて、 二人の 方へ 近づいて 来ます。 機 

上から は、 戦友が しきりに 手 を ふっています。 兵曹長 

は感 きわまって、 おもわず 眼 をく もらせました。 

3 

「おい、 帆 村 君、 はやく 来い」 

小 浜 兵曹長 はそう いいすてて、 いまし も 着陸した わ 

が 攻撃 機の 方へ むかって 走り だしました。 


兵曹長 は、 戦友の 姿 をみ ると、 もう じっとして おら 

れ なくなった のです。 帆 村 探偵 も、 兵曹長の 心 をく み 

とって つづ いて かけだしました。 

「おうい、 おうい」 

見事に 着陸した 三 機 編隊の 攻撃 機から は、 わが 空の 

勇士が 地上に 下りて、 兵曹長た ちの 方へ しきりに 呼び 

かけて います。 

「おうい、 いま 行く ぞ」 兵曹長 はい さみた ちました。 

「帆 村 君、 はやく 来い よ」 

兵曹長の 眼 はかが やき、 胸 は おどります。 この 白骨 

島に 不時着して からこつ ち、 おもいがけなく 戦友の 姿 


をみ たもので すから、 これほど うれしい こと はあり ま 

せん。 やがて、 人影 はだん だん 大きくな りました。 

「おお、 小 浜 兵曹長！ よく 生きて いたな あ」 

そういって 飛行服の 勇士の 一 人がず かずかと よって 

来ました。 それ をみ ると 小 浜 兵曹長 は、 

「あつ、 塩田 大尉！ 上官で ありまし たか」 

とさけ びました。 うれし さの あまり、 両眼から は 熱 

い 涙が どっと 湧きいで ました。 だきつきたい 心 を 一 生 

懸命お さえて、 兵曹長 は その 場に 気をつけ をして、 さ つ 

と 挙手の 礼 をお こない ました。 

塩田 大尉 は、 たいへん 満足そう に 敬礼 を かえすな り、 


たくま 

兵曹長の 手 をし つかり 握り、 その 逞しい 肩 をた たいて、 

「よく まあ 無事に 生きて いたな あ。 貴様からの 無電が 

艦隊に はいって 来た ときには、 それ を 聞いて 皆 泣いて 

よろこんでいた ぞ」 

といって、 大尉が うしろ を ふりかえ ると、 そこに は 

待って いたな つかしい 隊員が、 わ あっとい つて 小 浜 兵 

曹長の まわり をと りかこんで、 抱かん ばかりの よろこ 

びです。 兵曹長 はこのと き、 姿勢 を 正し、 

「それにつ けても、 残念な の は、 青 江の ことです。 青 

江 を 殺して 申し わけありません」 
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「青 江 は 気の毒な こと をした な あ。 しかし 仕方がない 

よ、 戦争なん だから」 

なぐさ 

塩田 大尉 は、 小 浜 兵曹長の 肩 をた たいて、 慰め顔に 

い いました。 

「小 浜 は、 彼の かたきうち をす るつ もりで いました が、 

こんな ことにな つて 不時着し、 飛行機 を こわして しま 

いました。 それから こっち、 帆 村 探偵が いろいろと 元 

気をつけて くれたの です。 おお、 帆 村 探偵、 一し よに 

ついて 来たと 思い ましたが、 そこらに いません か」 


帆 村 探偵 は、 どこへ 行った？ 

「ああ、 あそこに いるの が 帆 村 じ やない かね」 

塩田 大尉の 指さした ところ を 見れば、 はるか 三百 

メ ） ^ル ほど 向こうに おくれて、 帆 村 探偵が 地上に つ 

きたった 大きな 筒 を、 しきりに 引抜こうと している で 

はありません か。 

「あれ は 帆 村 探偵です。 なに をして いるので しょうか _ 

ちょつ と 見て 来ましょう」 

小 浜 兵曹長が かけだす と、 塩田 大尉た ち も、 それに 

ついて、 帆 村の いると ころへ 一 散ば しりです。 

「おい、 どうした 帆 村 君」 


「ああ、 小 浜さん、 ああ 塩田 大尉、 よく 来て ください 

ました。 御 挨拶 は あとに して、 これ をみ てくだ さい。 

たいへん ものものしく 大きい が、 空から なげお ろした 

通信 筒の ようです」 

「なに、 通信 筒 か」 

「はい、 いま 引抜きます」 

つねに 目ざとい 帆 村が 見つけだした その 通信 筒から 

は、 なにが 出て 来たで しょうか。 彼 は 筒の 中から 一枚 

の 大きな 紙 をみ つけて ひろげました。 あけて みると 

びっくりです。 それ は、 血で 書いた 奇妙な 文字の 行列 

です。 


「なんだ、 これ は」 

「おお、 これ は怪塔 ロケットの 中に いる 黒人が 書いて 

よこした ものです。 文 を 読みます と —— ス グ丘ノ 小屋 

ッ ミ ヮ ラ 

ノ積藁 ノ下ニ アル 導火線 ノ 仕掛 ヲ取 リノ ゾカ ナイト、 

ヮガ ロケット ガ、 ソ ノ上ヲ 低空飛行 シタ ノチ、 一 分以 

内 二 全島 ガ 爆破 スル、 注意 セョ。 黒ィ 鳥」 


ァ &ー, 


全島 爆破の 導火線！ 

それが、 丘のう えの 小屋の なかに 積み かさねられた 

藁の 下に ある！ 

なんという おそろしい 仕掛でしょう。 しかも 怪塔ロ 

ケット が やがて これにち かづけば、 わずか 一分のう ち 

に 爆発 するとい うお どろくべき 黒人からの しらせです。 

「さあ 皆さん、 ぐずぐずして はいられません。 飛行機 

はすぐ 滑走で きる ように 用意 をして ください。 雙 はこ 


れ から あの 丘 をの ぼって、 小屋に かくされ ている 全島 

爆破の 導火線 を 切って まいります」 

そういい すてて、 帆 村 探偵 はすぐ 走り だしました。 

「おい、 帆 村 君、 待て」 

とさ けんで、 その あと を 追い かけた の は 小 浜 兵曹長 

でした。 

「君ば かり はやらぬ。 俺 も 共に 行く」 

そういつ ている ときで ありました。 天の一角に、 ぶ 

はらわた 

うんと 怪しい 物音。 まるで 腸 を かきまわす ような そ 

の 怪しい 音 は、 まさしく 怪塔 ロケットが こっちへ 飛び 

もどって きたらし いのです。 塩田 大尉 ははつ として、 


「おい、 小 浜 兵曹長、 それから 帆 村 探偵 もこつ ちへ か 

えれ、 もう 丘の 上へ 行って いる ひまがない。 早く 飛行 

機に のれ。 おい、 はやく こっちへ 帰って こい」 

と、 さけびました。 

大尉の 命令が でた のです から、 もう 仕方が ありませ 

ん。 二人とも 廻れ 右 をして かえって きました。 

「あれ をみ よ。 怪塔 ロケットが こっちへ 近づく ぞ。 は 

やく 飛行機へ のりこめ。 下手 をす ると、 滑走して いる 

うちに、 この 島が 爆破す るか もしれ ない」 

塩田 大尉の 命令一下、 全員 は 攻撃 機に のりこみ まし 

た。 小 浜、 帆 村の 二人 は、 二番 機に 席 を あけて もらつ 


て、 そこへ 乗りました。 プロペラ は 廻る。 三 機の 攻撃 

機 は、 編隊 も あざやかに 地上 を 滑り だし ましたが、 そ 

のとき 怪塔 ロケット のび つ くりす る ほど 大きな 姿が 目 

の 前に ありました。 
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攻撃 機 は 編隊 飛行 も あざやかに、 白骨 島 を 離陸して、 

空中に とびあがりました。 

編隊 長 機から は、 塩田 大尉が 無電 を もって、 二番 機 

と 三番 機に ひっきりなしに 命令 をった えてい ます。 


「総員、 戦闘 配置に つけ」 

二番 機で は、 無理に のった 帆 村 探偵 は、 操縦席に つ 

いている 小 浜 兵曹長の うしろに、 できるだけ 体 を 小さ 

くして、 つかまって います。 はげしい 風が、 帆 村 探偵 

の 鼻 や 口 を 真正面から ひどく おしつけ、 そのく るし さ 

といつ たらありません。 

「二番 機 は、 丘の 上 を 向こうへ こえて 反転、 怪塔 ロケ ッ 

トの 前面 を 上空から 押さえろ。 三番 機 は、 編隊 長 機に 

つづいて、 怪塔 ロケット を 襲撃！」 

命令と ともに、 二番 機 は ただちに 編隊 列 を はなれ ま 

した。 そして 導火線の 埋 つてい る 丘の 上空 を とびこえ 


て、 やがて あざやかな 反転に うつりました。 

そのと き 塩田 大尉の 編隊 長 機と 三番 機と は、 全力 を 

あげ、 ほとんど 垂直 上昇で、 進みく る怪塔 ロケットの 

上に 出ました。 

そこへ 怪塔 ロケット は、 もうもうたる 白い ガス を 尾 

部から ふき 出しながら、 舞いお りてきました。 黒人が 

知らせて きたと おり、 怪塔王 はいよ いよ 丘の 上に 近づ 

いて、 白骨 島 爆破の 導火線 を 磁力 砲の 力で 点火しょう 

と いう 考えと みえます。 

タ タタ タン、 タ タタ タン。 

挑戦す るよう に、 上から は 編隊 長 機と 三番 機の 機銃 


射撃です。 怪塔王 は、 ガラス 窓のと ころに ものすごい 

形相の 顔 を つき出し、 

「うぬ、 邪魔 をす るか。 機銃の 弾丸な ど、 何の 役に立 

つもの か。 この 磁力 砲で も くらえ」 

と、 猛烈な 磁力 を怪 塔の 尖端から 出します と、 紫の 

光が さ つ と 空中 を 流れて 上へ ！ 

あぶない 編隊 長 機と 三番 機！ そのと き、 それ を 

待って いました とば かり、 塩田 大尉 は あべこべ 砲の ス 

イッチ を 入れました。 


あべこべ 砲の スィッチの 入れ かたが、 もうす こし 遅 

かったら、 塩田 大尉の のって いる 編隊 長 機 も、 三番 機 

も、 翼 を もがれて 墜落の ほかありませんでした。 しか 

し 一足お 先に、 あべこべ 砲が つよい 磁力の 流 をお さ 

えて、 それ を 地上へ はねかえしました。 

「あつ、 こいつ は あぶない！」 

叫んだ の は、 怪塔 王です。 自分の 放った つよい 磁力 

が、 向こうから はねかえつ てきて、 いまし も 彼が のぞ 

いていた 窓 を あっとい う 間に とろとろに とかし、 大穴 

が あいて、 そこから つよい 風が ふきこんで きました。 


塔 内の 機械が、 がたがた 鳴り、 体の 軽い 怪塔王 はふき 

とばされそう です。 

「うう—、 なに 負ける もの か」 

怪塔王 は 歯 をく いしば り、 さらに 下 舵 をと つて、 怪 

塔 ロケットの 頭 を 下げ、 向こうへ 逃げようと しました 

が、 そのと き、 

「待って いた ぞ。 小 浜 兵曹長 は ここにお る。 青 江の か 

たき だかく ごしろ！」 

と、 小 浜 機が 正面から つきかかって きました。 怪塔 

王 は 磁力 砲 を そっちへ 向け ましたが、 それ はすぐ はね 

かえ つ てきました。 


「ざ、 残念！ わしの 発明した あべこべ 砲で、 こう も 

ひどく やられる と は！」 

怪塔王 は、 まつ 青に なりました。 もうの がれる 道 は 

ないかと 下 を 見れば、 ちょうどい いあんば いに、 例の 

丘のう え を すれすれに とべば 向こう へ ぬけられ そうで 

「うん、 しめた。 あの 道 一 つ だ！」 

つばめ 

と、 舵 を ひねって、 ひゆ ー つと 燕 のように 丘の 上に 

まい さがり、 いま そこ をと おりす ぎょうと したと き、 

丘 は 天地 もくずれ るよう な大 爆音 もろとも 爆発して し 

まいました。 空 は 一面 火の かたまりです。 下から ふき 


あげる 岩 や 泥 は、 まるで 噴火山の ようで ありました。 

怪 塔の 胴中が、 まつ 二つに 折れた ところ だけ は 見え ま 

したが、 それから 先 どうな つた かわかり ません。 焰と 

煙と が、 すべて を 包んで しまいました。 
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怪塔 王の 最期！ 

白骨 島の 爆発 は、 なお も それから それへ とつ づき、 

天地 はいよ いよくら く、 地獄の ような 火 は 島の 上 を 

炎々 と 焼き こがして いきます。 怪塔 王の 体 はお そらく 


もう 煙に な つて 天へ のぼ つてし まった ことでしょう。 

怪塔 ロケット を 撃ちまく つていた 攻撃 機の 乗組員た 

ち は、 すんでのところで、 怪塔 王の あと を 追う ところ 

でした が、 正しい 者 を まもりた まう 神の 力に よって、 

もうす こしと いうと ころで 難 をまぬ かれました。 しか 

しさす がの 勇士た ち も、 しばらく はどうして 舵 を ひい 

たの か、 操縦桿 をう ごかした のか、 誰も 覚えて いなかつ 

たといい ます。 気がついた とき は、 五 千メ— トルの 上 

空 を、 くるくると 木の葉の ように 舞って いたと いう こ 

とです。 大 爆発と ともに、 めいめいに 空 高く ふきあげ 

られ たもの らしく、 機体が こわれなかった のが ふしぎ 


でした。 

なぜ あのような 大 爆発が 起った のか？ 

それ は怪塔 ロケットの 放った 強い 磁力が、 あべこべ 

砲の ために はねかえされ、 怪塔 ロケットが 丘 を こえる 

よりも 一分 前に、 すでに 導火線に は 火が ついてい たの 

です。 そしてい ま 爆破 するとい うとき に、 怪塔 ロケ ッ 

トが 自らと びこんで い つたので す。 

塩田 大尉 を はじめ、 小 浜 兵曹長 や 帆 村 探偵 も、 みな 

無事に 艦隊へ 帰りました。 そこに は 一彦 少年が、 勇士 

たちの 帰り を 待ち かねてい ました。 そしてみ なみな 元 

気で 凱旋の 途 にっきました。 


「ねえ、 帆 村お じさん、 なぜ 大 利根 博士 は、 怪塔 王に 

なつたり して 悪い こと を 働い たんだろ うねえ」 

一 彦 少年 は、 甲板の 上から、 白骨 島に おわかれ をし 

ながら、 帆 村に たずねました。 

「あれ はね、 こうなん だよ。 大 利根 博士 は、 今世界 を 

ひつく リ かえそうと 企んで いる 秘密結社の 一 員だった 

の だ。 日本の ために は、 全く あぶない ところだった よ」 

といって、 探湞は 大きな I 田 息をつきました。 


底本" 「海 野 十三 全集 第 6 巻 太平洋 魔 城」 三 一 書房 

1989  (平成 元) 年 9 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「東 日 小学生 新聞」 東京 日日 新聞社 

1938  (昭和^) 年 4 月 8 日 〜は 月 4 日 

入力 .. 

校正 .. k ひ zuislli 

2  00  7年1月5臼：£:成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


